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昭和 34 年度

！？ 



創立10周年記念祝賀会における所長のあいさつ（34.5.) 

向上祝賀会会場全景



贈呈式に臨む新井所長と白神次長

第 11回保健文化賞授賞さる

く34.9. 15) 



ま
失
ザ
ん が き

年報第11号発刊の運びとなった。その内容は，昭和~134年分であって， いささか遅干ljの識を

免れないが，諸種の事情によってやむを得なかったものである。 しかし次号は，すでに編集

しており， 数カ月後には，出版される予定になっている。

したがってお年に発生した事項の報告は， 次号に譲るべきであるが，第11号発行の現在に

おいて， 35年中に起こった出来事は，すべて明かな事実であるゆえ， Jlft窟をぬぎにして，こ

こに記載することにした。それは，すべて東京都立衛生研究所全職員にとって窓に喜びに構

えない三F十円だからである。

その第1は，われわれが長年待望していた新庁舎建築の議が昭和35年に具体化したことで，

これ偏に東知事の熱意と推進によるものであることもちろんであるが， 直接担当の小林衛生

谷総務部長， j兵＇＊庶務課長の他衛生局の関係職員諸賢の配慮と努力に負うものである

こというまでもない。 なお総務局，財務局，主計音I），建築局の局長ならびに関係官各位の絶

大なる理解と支援の賜物であり， また都健康保険組合，共済組合およびその病院建設委員諸

公の協力と援助に侠つものである。心から感謝の意を表する次第である O

その第2は，都立の研究機関に新らたなる職種として研究職設置が決定されたことであるO

したがって衛生研究所にも研究職が出現することになったわけで， これもまたわれわれが長

年要望していたものである。

第3には，機構改革の何二で、あり， 都立｛転生研究所は，／::1='1発当時施いていた{f~11Jljを途中にお

いて廃止するのやむなきにいたり，科，課tfJIJにしたが，部t!Jlj復活は，これまたその後のわれ

われが希望してやまないものであった。 それがこの年，具体的に検討される迎合びとなったの

である。

すべては，朗かな新事実として印象深いものであり，研究所発展活躍の基盤をなすものと

思惟される。

さて，本号内容の編集は，研究所各方面の意見に従って，前号問様の方針のもとに行なわ

れた。幸に御関読を賜わり，多少でも御参考の資料となり得るならば，喜びに堪えないとこ

ろである。

昭和 35年 11月

東京都立衛生研究所長新井養老
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第一章序

1. 設立の目的と事業

東京都立衛生研究所は，東京til.Iの公衆衛生の向！二増

進に寄与するために設立された。

業務内容は細菌学的検査，血清学的検査，寄生虫検

査，臨床検査，環境衛生試験，水質試験，栄養試験，

食品試験，獣疫検査，製品試験，医薬品試験およびこ

れらの研究などきわめて多岐にわたっている。

これらの試験検査は，衛生行政の裏付けとなる収去

試験，中毒試験などの行政試験を中心として行なわれ，

一般都民からの依頼試験も行なっている。

その他地方衛生研究所，各検査機関との技術交流を

行ない，技術の向上，検査成績の確実を期するととも

に学術的基礎的調査研究にも努力を払っている。

また，衛生試験技術指導講習会を開催するなど，技

術指導方面にも大きな役割を果しているO

2. 沿革

本研究所の設立以前には，衛生試験所，細菌検査所，

衛生検査所，獣疫検査所，血築研究所，製薬研究所の

6機関があったが，これらを統合して，昭和24年に東

京都立衛生研究所が設置されたのであるO

3. 本年の状況

腸~1t1；系病原菌の検査件数は 359, 383 fドC-33年より約

50,000件の増加となっており，また陽性率をみると，

32年の2.39%, 33年の1.77%に比べ， 34年は1.61%と

減少している。

脇信：系を｜除く法定伝染病関係の検査件数は約9,700 

件であるが，陽性数からみると，日本脳炎は 213件中

53件，次いでジフテリアが 301件仁［::i32件であった。こ

れに対して流脳，コレラフペストには陽性がみられな

かった。

梅毒血清反応の取扱件数は 104,504件で年年やや減

少しているが，！場｜生率は33年の11.4%に対・し， 34年は

11. 9%である。

近年重要加されてまている食1:11,lfにWJしては＇ 33年

に大森保健所管内で Salmonellagiveが発見された

が， 34年には玉川保健所管内において Salmonella

tennesseeが検出された。

本年特筆すべきものは，近年非治な猛j戒をふるって

きている小児麻庫（まひ）（急性灰白髄炎）について3

衛生局ならびに部立各病院と協力しp 長期間の試験問

1 ) 

説

究のすえ，外部依頼に応じ得る予備状態にまで進んで

きたことである。

本年の帯生虫の検査件数は 180,651件で33年より約

19,000件減少しているが，虫卵保有率は32年の15.4%, 

33年の9.5%, 34年の6.4%と許可減している。この傾向

は，公衆衛生上誠に喜ばしい事であり，一般都民の寄

生虫駆除に対する I~＼~心の深まりと，学童に対する定期

検査の効果の現われによるものとみられる。

臨床試験検査件数は5,824件で， 33年に比べ約1,000

件の増加となっている。

環境衛生試験としては， 1m.1市公害の問題が大きく浮

び上ってきたため3 一般都民からの依頼も年々増加し

てきている。 29年末からの継続事業としてのばい煙に

よる空気汚染状況の調査，また者I.Iのばい煙対策の一環

として石炭燃料，石油系燃料による汚染状況等の試験

研究業務も年々充実してきており，大きな成果をあげ

ている。

水質試験の総件数は 177,210件であったが，その65

%弱は一般飲料水の適否試験であり，このうち過半数

に近いものが飲料不適となっていることは注目すべき

であるO

また29年以来清1--m；るからの依頼により簡易水そう便

所の放流水の試験を続けているが，清掃法に規定され

ている基準に迎合するものは，まだまだ数少なし、のが

現状である。これには，浄化能力の問題，使用者側の

維持管理などまだ考えなければならない点が多い。

河川，海水についての検査件数は年々大きく増加し

ている。主として，し尿による汚染状態を重視し，大

間前の検査を行なっているが，水泳，海水浴に泊する

ものは少なく 7 ますます汚染されていく傾向にある。

また科学技術庁からの委託により32年9月以降，陸

水の放射能の測定調査を統けている。

食品関係のおもな収去検査には，飲用氷の一斉検査

(6月）' 11］・ゆFの検五（ 6～1m，歳末一斉検査等
があった。

製品検査の取扱件数は年々増加しているが，内訳を

みると？かんすいが約 6,000件3 合成調味料約 1,700 

f-1二p 合成着色料約 500111二が主である。

食中市：関係では， 82(L/：の試験を行ない 3 3件の不適

を検出した。食1:1:1j与の件数の50%近くは魚介類 e,J:iめ



ていた。

また科学技術庁からの委詑により，水屑試験科同様

食品の放射能測定調査を進めている。

栄養科における強化食品の試験では，許可内容量に

ついて20%の含量不足品がみられたが， 33年の約50%

の含量不足品に比べると，相当な改善のあとが見られ

る。

また者13下農山村及び各種集団における脂肪摂取状況，

消防署における給食状況，農家における農繁期，農間

期の生活時間と摂取栄養量等について，調査研究を行

なっているO

牛乳々製品の検査については，収去件数3,186件，

依頼件数988件，計4,174 {ti二であり，収去品は主に一

斉検査によるもので，最も多いのはアイスクリーム類

で、あった。検査成績をみると， 33年と同様に相当悪、い

ことが指摘される。

食肉魚介類ならびにその加ヱ品については4,055件

を処理し， 33年より 370件程増加している。

狂犬病については受理検体70頭で，内訳は畜犬20頭，

無届犬14頭，野犬35顕，猫 1匹であり，狂犬病と断定

されるものはなかった。

医薬品関係では，本年，特に7月以降，足立，墨田，

台東，荒川方面にサンダノレ加工用ゴムのりによるベン

ゾーノレ中毒の続発に際してはp 現場試験にも乗り出す

などしてその検査及び調査研究に大きな役割を果した。

一般依頼件数は 281件，収去検体が215稽1,216件，

( 2 ) 

補給業務によるもの157種971{tj二で、あった。

生薬関係では， 31種177件で一般依頼試験が146件

を，5め，輸入医薬品，公定書基準適否試験が主であっ

7こ。

付属薬用植物園では，引続き，整備，増殖，管理，

標本作成等を行ない，試験研究業務の参考資料として

し、る。

衛生用品の一般依頼試験件数は 271件であり，化粧

品，がん具の検査は主に有毒な許可外色素および重金

属試験である。その他用具，衛生材料試験などを行な

っている。これらの成績をみると，不適品は少数であ

った。

収去検体数は 3,147件で化粧品，用具，麻薬類が多

かった。中でも麻薬検体のケν及びケνガラからはモ

ノレヒネが検出され注目されている。

口紅， コーノレドパーマネントクエーブ用剤の不適品

は少ないが，用具（腸線縫合糸，縫合絹糸等〉， ゴシ

ドーム，衛生材料（脱脂綿）については，まだまだ高

い不適率を示している。

例年行なっている衛生試験検査技術指導講習会を34

年も実施し，細菌試験，臨床検査，水質試験，食品中

の有害性試験，牛乳，乳製品の試験などの講習を実施

し，この講習課程を修了したものは325名であった。

なお33年度末建築を完了し， 34年4月から開校の予

定で、あった診療エックス線技師養成所は，医務部に所

属換えされ，現在業務を行なっている。



第二章 機構主主よび事業の概要

1. 機構

本研究所は所長－の下に，庶務課，経理課の 2課と，

微生物科，臨床試験科，環境衛生科，水質試験科，食

品科，栄養科，獣医衛生科，医薬品科，衛生用品科の

9科があるO 細部の組織，担当業務の概要および配置

人員は別表のとおりである。

職員配置表
（昭和35年12月31日現在〉

＼ 

課九科＼解、名＼＼職＼＼＼＼名

主 技 主 技 看

務干事助 技間同子!] 
工 作 用

時貝臨職

lに』I 

五市 護 業 務

師 補 相i 前f 員 員 員
＼＼ 

＼ 

庶 務 課 7 1 11 2 一 3 1 4 30 

経 翌日 3果 8 2 4 2 6 工 1 23 

一 一 一
｛）投 生 4加 科 工7 工5 2 5 8 l 3 51 

臨 床 5式 1回5会二，、 科 8 2 1 2 4 2 ・19

一
環 衛 生 不↓ 8 2 10 

水 質 試 馬食 科
(!) 

4 l 1 - l 
工（1工〉

一 一
食 ロ口ロ 科 工5 3 1 工 工 21 

一
栄 養 科 一 6 1 工 8 

一
獣 i去 i弱 生 科 6 l 工 工 工 10 

医 薬 口口口 科 9 2 エ 2 l 15 

f弱 生 j：日 口Iコ口 科 6 l 工 8 

張 所 工 7 2 5 l 3 l 工 7 l 29 

l仁Lゴ 16 
(1) 
17 37 2 12 7 11 26 6 12 ~w 

（注） （ ）内の数字は結核休養者数（再掲）を示す。

( 3 ) 
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一
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一
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立川出張所
荒川出張所
小石川出張所
板橋出張所
杉並出張所
在原出張所
深川出張所

(1日光，空気，温度，ばい煙，騒音に関すること
一一一l J 2じん芥， し尿，その他汚物に関すること

一一j~~~型竺生竺ト－13 建築および衣服の衛生に関すること
j支店Ii 斎藤 功 l4その他環境衛生に関すること

水質および温泉検査

査
査
検
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お
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の
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’

物
奇
検
基
器

食
中
品
格
食

飲
食
製
規
飲

工栄養の調査研究
2栄養分析に関すること

l乳肉検査
2狂犬病その他獣疫検査

医薬品の試験検査
毒物，劇物の試験検査
毒物中毒の化学試験および検査
製薬原料の試験
生薬およびその原料の試験
他の科に属しない佑学試験

（工衛生用品，衛生材料の試験検査
2化粧品の試験検査
3玩具類の検査
麻薬の試験検査

( 4 ) 



E 予算および決算

昭和34年度予算および決算

(1）総括

昭和 34年度

科 日
予 算 官自

決 算 額
当 初！追加更正

経 者1:1 庁 費 78, 288, 200 。78,288,200 94,399, 775 

保健衛生費 66,160,611 7,498,040 73,658,651 72,322, 775 

費 144, 448, 811 7, 498,040 151, 946, 851 166, 722, 050 

財－ 使用料及手数*31・ 30, 770,000 。30, 770,000 29,130,801 

国庫支出金 6,223,596 609,620 6,833,216 5,234,596 

奈佐 収 入 84,223 5,000 89,223 145, 134 

源 37, 077, 819 614, 620 37, 692, 439 34,510,531 

差引一般財源充当’傾 107,370,992 6,883,420 工14,254,412 132,211, 519 

昭和35年度予算額（昭和35年12月25日）

区 分 当初予算額 追加更正額

経｜都 庁 費 84,053,503 。
保 健 衛 生 費 76,064,334 2, 341,125 

諸 支 出 金 。 34,070 

費 160, 117, 837 2, 375, 195 

財 使用料および手数料 32,528,500 

佳l 庫 支 i士i 金 7,128,899 327,000 

i 雑 4叉 入 63,168 

源 39, 720, 567 327,000 

差引一般財源充当相 120, 397, 2701 2, 048, 1951 

(2) 事業別予算および決算（歳出）

年度 区 分 （目別） 予 官ア「 古賀 決 算 告白

昭
9, 993, ,5 9, 793,925 
14,472,961 14, 198,489 

平日 23,688,073 23, 244, 757 

一
2, 232, 230 2,068,329 

十
2,079,350 2,022,690 
13,223,600 13,076,074 

一 12,421,928 12, 150,324 
年 4,424,653 4,225, 747 

｜度
82, 536, 260 80, 780,335 

H自
9,909,057 9,853, 702 
16,637,053 工6,323, 767 

本日 27,148,235 26,845,145 
1, 727,230 1, 653,865 

一
十

2,079,350 1,999,804 

~~~： 000 290,000 
四 12, 150 12,278,088 

年 3,243,576 3,078,404 

度 73, 658, 651 72, 322, 5 

( 5 ) 

増ム減または
不 rn 官民

ム16,111,075

1,335,876 

ム14,775, 199 

1,639,199 

1,598,620 

ム55,911

3, 181, 908 

ム工7,957,107

84, 053, 

78, 405, 

34, 

162, 493, 

32, 528, 

7, 455, 

63, 

40,047, 

122, 445, 

不 用 翻

199,540 
274, ~72 
443,316 
163, 901 
56,660 
147,526 
271,604 
工98,906

1, 755, 925 

55,355 
313,286 
303,090 
73,365 
79,546 
10,000 
336,062 
165,172 

1, 335, 6 



年度 区 分 予 算 客員 決 算 額 増 ム減

手 数 1s1- 32,517,076 29,675,950 ム2,841,12E

H百
文 書 手 数 1s~ 148,000 252,600 104,600 

平日
細菌検査手数料 工7,932,000 15,885, 724 ム2,046,276

理化学試験手数料 14,287,076 13,537,626 ム 749,450

一 都立学校入学考査手数料 950,000 。 ム 150,000
十
国 庫 支 出 会ムiムモ 7,387,314 5,585,971 ム1,801,343

国 庫 負 j:El 〆Aノ.it 6,537,314 4,864,971 .6.l, 672, 343 

年 委 jも ィii＇ム' 850,000 721,000 .6. 129, 000 

！支 来住 収 入 工40,101 86, 705 £＿，込 53,396 

止i二』1 40,044,491 35,348,626 ム4,695,865

手 数 iS~ 30, 770,000 29,130,801 ム1,639,199

昭 文 三ヨ主 手 数 ポ； 工86,000 163,500 .6. 22,500 

手口 細菌検査手数料 18,002,000 16,575, 786 ム1,426,214

一 理千七学試験手数料 工2,582,000 工2,391,515 ム 190,485

十 国 庫 支 出 ノ｝＇＂ム 6,833,216 5,234,596 ム1,598,620

四 国 庫 負 j:El 金 6,488,216 4,889,596 ム1,598,620

年
委 記 金 345,000 345,000 。

度
来住 収 入 89,223 136,624 47,401 

三仁』1 37,692,439 34, 502, 021 ム3,190,418 

(3) 

日

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(6) 

(6) 

(7) 

(5) 

(9) 

9,051,298 

14,201,897 

27,026,601 

1, 745,290 

2,079,350 

9,664,900 

24,000 

34,070 

14,612,123 

頼

0 

667,500 

1,002,000 

327,000 

0 

0 

0 

34,070 

344,625 

正更追告官

9,051,298 

13,534,397 

26,024,601 

1,418,290 

2,079,350 

9,664,900 

24,000 

0 

14,267,498 

算予初当（目別）

管理費

細菌検査費

rn1 1七学試験費
研究調査費

技術指導費

施設費

諸襲

諸支出金

予防措置費

分区

78,439,529 2, 375, 1 76, 064, ー

ヨH
A 
仁1

OJ日和35年12月25日

コナロ

手 32,528,SOO 

186,000 

17,533,000 

14,809,500 

7,128,899 

7,128,899 

327,000 

63,168 

額正更加迫も質

32,528,500 

186,000 

17,533,000 

14,809,500 

7,128,899 

7,128,899 

0 

63,168 

算予初当

数料

文書手数料

細菌検査手数料

理化学試験手数料

庫支出金

国庫負担金

委託金

収入

分区

国

327,000 

雑

( 6 ) 

40,047,567 327, 39, 720, 4
1
A
H
 



直施 設

本研究所の施設は次のとおりである。

! ~果 科 名 i 所 在

庶、 務 課

経 工早． 課 新宿区百人町4丁目539

環境衛生科 電（371)0591～0593

水質試験科 3551・1669（所長）

i食 口仁I~ 宇↓ 059l(i皮同宿直)lj)

栄 養 不↓ (368)4141 

獣医衛生科

医 薬 口口口 宇｝

品科

生物科 文京区大塚辻町18

臨床試験科 電代（941)8141, 8144 

立川出張所 立川市柴崎町3の155 電立川 2858 

荒川出張所 荒川区三河島7の605の2電（891)8212

小石川出張所 文京区小石川水道町6 電（921)0909

板橋出張所 板橋区板橋町5の96工 電（961)1727

杉並出張所 杉並区荻窪3の工45 電（391)4832

荏原出張所 品川区平塚4の23 電（781)3209

（深川出張所 江東区深川白河町3の5電（641)3488

三河島分室 荒川区三河島9の1983 電（891)4981

( 7 ) 

延坪数｜敷地坪数｜摘

鉄筋ゴシクリート建；

地上2階地下l階

281 1, 181. 541 3, 524. 051付属建物27棟

鉄筋ゴンクリート建

8 675. 53 1,067. 77 地J:.3階地下l階

付属建物7棟

30.50 立川保健所内

16. 50 荒川保健所内

15.00 小石川保健所内

15. 50 板橋東保健所内

14. 06 杉並西｛来健所内

16. 50 荏原保健所内

14. 50 深川保健所内

2 113. 00 249. 00 鉄家筋建コンクリート平

381 2, 092.側 4,840. 



第三章 業

1. 庶務課

人事フ文書，給与など‘の一般的Lr!:1)5 "JT Jl'.1の他、検査

物の受付，各部：統汁の作成などを行なっている。

この他本研究所－の機関誌として事業月｛仏研究{111告

および年報を発行しているO 本年は保健所｜配置の衛生

試験技術者など 325名に対する技術指導講習会を日iU'itlx

し，また地方衛生研究所全国協議会Jこは役員として活

躍した。

本年は特に創立以来10周年を迎え？これを記念し，

5月に「創立10周年記念jの行事を行なった。また過

去10年間の公衆衛生の各分野における試験検査及び調

査研究の成果をみとめられー保i注文化賞をJ受賞された。

2. 経理課

1 業務概況

(1) 昭和33年度追加予算要求書提出（ 1月20日）

(2) 昭和34年度新規経四査定内示（ 2月2日）

(3) 昭和33年度追加予算査定l吋示（ 2月15日）

(4) 科学技術庁委詑？放射能測定調査（33年度分）終

了報告書提出（ 4月16日）

(5) 自己監査（ 6月17El) 

(6) 昭和34年度迫力11予算要求書提出（7月6日）

(7) 第 1四日i納監査（ 7月20[1)

(8) fl日平1133｛ド！支決算i判明；.1HJHU( 7 JJ 2611) 

(9) 大脱出Jilf{i；会社主脳検古（ 9月21El) 

(10) II白羽］35年度部初予算編成（10月）

日1）同i二要求11f提出（11月）

(12) 昭和34年度追加予算要求ti｝提出（11月25日）

(1司 昭和35年度当初予算査定ならびに計数整理（12月

25日）

2 主な工事

(1) 医薬品科検査室改修工事.(4月～6月） 261,500円

(2) 微生物科検査室改修工事（ G月） 117, OOOFr] 

(3）他32件 1,300,400円

3 器具恐怖

(1) 島津万能試験器 1 f::? 1, 110, OOOP3 

(2）冷凍遠心器 1ムiごJ 710, 000円

(3) トヨペット 1台 800,000円

他 6601L/: 18,152,000円

4 不m品売l;JJ
133 f/: 100, 00011::1 

( 8 

務

3. 微生物科

業務の大半は法定伝染病の病原市検索であって，本

年度の総検査件数488,140件であった。このうち健康

者（飲食物取扱業者？各団体の賄人，上水道事業従業

者）保菌者2注意j患者，保菌者及び‘患者の家族関係など

に！日lするII引！？系病原菌関係検査は 360,000件である

がフ例年通り夏の伝染病流行期に都民の食生活と僚接

な関連のある業者からの伝染病保菌者の~1請を期して

186,605件のふん使検査を行ない600名（0.329/6）の陽

性者を検出した。

栴llJ:血清反応、は従来週りの方法？緒方，ガラス板両

法をDf:JTJL，その取扱件数は 103,547件で昨年よりや

L減小を示しているのープj，陽性数を見ると，昨年の

12,800件に対し本年は12,400件とほど同様である。

栴y)J;血清反応、とならんでや L取扱件数の減少したの

は，結核1~1のii養検査ならびに耐性試験である。

また食中古関係について見ると，年々増加の傾向を

たどり公衆衛生｜二重要観されているが，本年はその取

扱件数においても例年の 2倍強の 1,273件を扱い，検

査材料もふん使，血液3 食品，吐物，ヰ、ズミ等の多種

をかぞえているO 特に本年玉川保健所管内に発生した

食中毒事件において，原因菌として Salmonella

tennessee （サノレモネラ・テネ νー）が1~1:U された。

食中市で本闘が分自mされたのは，わが国で、は初めてど

ある点が注目されよう。その他殺菌効力試験を初め，

日本脳炎等ヴィーノレス性疾患に関する補体結合反応，

血清反応、，三河島における鼠体検査等は，ほど例年な

みの件数であるが，それぞれ所期の成果をあげており，

なかんずく本年当科において特筆さるべきことは，急

性灰白髄炎（小児麻陣（まひ〕）が， 衛生局ならびに

都立各病院との協力のもとに長期にわたる試験段階を

経てようやく外部依頼に応じ得る予備状態になった事

であるO

34年中の主要な研究調査としては，第 1，近時食中

毒の原因として注目を浴びている病原性好塩細菌があ

げられる。すなわち当科において本1誌の分離培地を考

案し？また型別診断）日血清を調製して本食中毒の発生

に対処している。

第2，ジプテリア！Ji！のTfilT体免疫血清が分離i!i¥Tの検U:I

JrlJ定にきわめて有効であり，しかも多数の保菌者検索

が迅速ぅ存易に行ない得ることを認めたので，現在診



t~投 生 物

？吋守4寸寸zq

II品チフス・パラチフス 赤 痢 腸赤 i i市 ジ 結 f掠 菌 ワッセノレマン反応 中 昌－／£）.三三 ザ、。、 発疹チフス 日 効 そ

菌
注意患者 l解 オヲ

一一一 l仁L1 

｛呆 関 注 解 保 ｜芙i ／~ 両j i実 j者 J免 f＇＇ドムI 定 量 メトiヒー， 性 j次 ！吐 ワ反
ユ／

プ
J:JLl フ 性 イ ブ 本 力

l検 Jjl:[ ナ 1日 ガ 緒 ガ 存者 ノレ
熱

ご尽玄包ユ 銀i フ ア ν 物 ス ブ ノレ の
査 H mi 係 医！ ，係 ス痢 脊 ブ

方 I スラ 食 コニ

:au W)ft ス 方 リ 1仁』1 二L I品 試
’日じLヨA、 ’lユρ リ 尿

月！？ 培 ノレ
’康者健 JJ莫 j長 板

ツ 反 〉ノ

反応
ク

養 尿 者 者 者 者 者 者 者 :W・ 丈 ア フ ，，~ 鋭 養 援 法 法 法 法 口口口 尿 ス応、 応 ず 炎 fil負 他

ブミ 撒，，.＿ーを 85 99 2 588 774 212 -l, 194 9,421 110, 827 ユ08.757 -41 5 71 816 3,975 4,862 37 工58 195 482 48232，ユ9433,328 138 1,135 1,273 9,166 ー4 工59 143 459 203,361 

ff Jキ才告 エ3 5 工 4 23 42 一 186 35仁 ,73 244 5 27 349 376 9 7 ユ6 439 3,236 2, 794 一 41 63 8,222 

立 JI! 7 工5 l 5 27 88 工43 lS 205 3, 706 ll,90E 15,838 32, 708 l -42 ユ64 247 935 1,346 304 3ユ6 52 5,659 4,999 53 10 61, 319 

出張所 4 4 8 28 1,166 75E l, 232 26 19 71 23 23 52 812 727 13 3,969 

荒 JI! 6 。、J 3 178 _96 78ユ3,607 4,388 20,614 3 24 544 1,098 1,666 70 8 78 160 1,666 エフ - 30, 595 

出張所 2 2 『41 215 356 80 50 。r‘。f、 エ06 エ エ エ51 -46 248 225 l, 315 

小石川 8 8 ユ76 192 2 587 3,472 4,061 29,887 8 323 908 1,239 45 45 94 94 1,959 工，651 - 39, 222 

出張所 ユ 92 163 256 142 47 92 工39 4 4 92 92 205 170 工，100

板 橋 18 24 l ユ60 203 29 963 6,926 7,918 30,346 l 38 363 392 793 10 6 16 60 60 1,470 1,192 l - 42, 060 

出張所 9 l 10 7 ユ94 334 535 工33 一 86 46 132 工 2 3 55 52 203 工66 一 工，289

並 6 18 3 2 96 125 33 437 3,369 3,839 31, 777 6 27 469 497 993 240 17 257 工35 136 2,390 2,250 24 41,932 

出張所 l 一 65 98 164 80 l 52 39 91 4 一 4 121 113 283 282 l 1,140 

荏 原 9 13 5 18 工27 '2 4仁 584 5,598 6‘222 23,540 8 375 1,000 1,375 14 ユ4 工72 '3 3, 806 2,641 - 38，工23

出張所 9 ':i 125 138 255 38 43 68 工11 144 140 261 218 1,389 

深 JI! 8 6 工 125 工40 -1, 071 4，ユ475,218 21,498 10 329 838 1,177 工7 19 36 61 61 2,163 2,081 一 - 32, 435 

出張所 413 2工7 630 73 32 76 工08 61 61 214 189 一 ・」 1,336 

147 1 12 9 10 49 1, 538 1, 945 335 205 9, '3 4 448 58, 311 299, 127 301 5 342 3, 466 9, 643 13, 451 737 。957 1, 216 1, 21815 714 806 138 1, 135 1, 273 9, 166 114 213 143 493 489, 047 
言十

1, i4 9 13 4 14 10 51 60 28 2, 3 2, 270 4, 1 1, 022 32 356 778 42 51 1, 115 1) ,3 5, 2 4, 771 54 64 19, 560 

〈注〕 下段の数字は陽性数を示す。
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その他耐熱性ワエノレVユ菌の分布に関する研究，ワ

イノレス症及びリケッチア症の血清学的病原学的調査研

究等々多数発表された。

以上のほか業務外の事業として医科大学3 歯科大学

生，インタ一円一般都民の見学延600人を数え，更

に保健所の防疫職員，食品衛生監視員，保健婦等 200

人に対する指導講習など広汎な検査研究指導を行なっ

ている。

4. 臨床試験科

34年中の臨床試験検査件数は， 5,424件， この内訳

は医師の診断に必要な血液，し尿，脳脊髄液等の検査

である。これらは医師，病院からの依頼が大部分を占

めているO 取扱件数ならびに研究は年々多少ながら増

加を示しているが，尿定性試験については，約650件

増の 1,610件を処理し，動物を用いての妊娠反応も33

年に比較して約120件からの増加を示している。一方

300 件からの減少を見たものに血液定量分析があげら

れ，今年の取扱件数は 1,434件であった。その他，潜

血反応p 脳脊髄液検査，血球計算，血液型検査3 沈査，

血液定性の各試験は，ほど昨年なみの件数であった。ー－－－－昭昭田和和和3 2年~ 
一一一 34年

10トードードートートー「 I I I ¥ l I 件
1600 

’仁二ーー ---
』－－』
’～「Iでつ‘ー」」 ‘ζζ 。

]_ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月 1400

微生物科取扱件数（最近3年間）

（註） 細線は陽性数を示す 1200 

断用単価及び多佃i血清を調製中でもある。

第 3 は，近年薬剤耐性ブドワ f~＜菌が広くまん延の傾 1000 

向にあり，特に総合大病院ではしばしば野内流行を起

し，重症な肺炎あるいは腸炎の原因となっており，ま

たずイーノレス性呼吸器感染症にこの菌が合併して，極

めて重篤な経過をたどることが，多数報告されている。

こうした現況にかんがみp 本科では継続研究として，

この菌の感染症の病理を解明すると共に，その免疫学

的予防治療の方法について研究を行なっている。また

食中毒倒から分離されたブドヲ球菌の，ブアージ型別p

さらにコアグラーゼ抗原分析による盟j別を併用し，食

中毒汚染源の探究をも行なっている。

第4はうふん使内赤痢菌の新i曽菌培地の考察である。

800 
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し〆

一一－－昭和32年

一－－一一昭和33 4 
一一一一昭和34写
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との培地は長期にわたる研究考案の結果，完成を見た

もので，本培地使用によって赤痢菌の検出率を非常に

高めることができ， BY-Broth（辺野喜，薮内〉培地

として？日本細菌学会にも発表し注目の的となってい

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

臨床試験科軍扱件数（最近3年間）
（臨床試験）

（註） 細線は陽性数を示す

( 9 ) 



(2）業務成績年報（2).~昭和~4年 1 月～J2月）
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また昨年の学童に関する急性腎炎究明のための尿検査

に代る本年特筆すべき試験として，鉛毒試験400件を

扱い，ポノレブイリシ，比重等の試験を行なった結果，

要注意と忠われる患者も多少有り，貴重な資料を得る

と共にこれら検査の重要性を痛感した。

また継続事業としての都内保健所，病院等のX線技

術者に関する健康管理による臨液検査は例年通り行な

っている。

寄生虫検査に関しては約180,000件を取扱った。昨

年同様，学童を主として，工場，団体，栄養学校の実

習生その他一般からの依頼であり，一般都民からの依

頼件数も増加している。一方検査成績から見ると 3 陽

性率が年々低下の傾向があることは，都民の関心の深

まりで公衆衛生上まことによろこばしいことであるO

このほか清浄野菜，土壌（どじょう〉， 赤痢アメー

パ，マラリヤ等約1,000件の検査を行なっている。
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調査研究としてはp 生イ七学的研究を例年のごとく行

なっている。すなわち〉カノレνワムおよびマグふνワ

ム代謝の研究3 癌（がん〉の生化学的研究，糖尿病に

関する生イ七学的薬理学的研究，妊娠反応の簡易測定法

の確立，寄生虫培養ならびに抑制部に関する研究等で，

いずれも成果が期待されている。

最後に業務外の事業として3 医科大学3 歯科大学を

はじめとするインタ一円各種団体の見学は延べ600

人を数え，加えて保健所の防疫職員 p

保健婦等200人に対する指導講習，また教育庁の依頼

で「食生活と健康」について学校給食会等で講演を行

なっているO このことは，本科の広範な検査研究指導

の使命を十分果すと共に3 直接関係都民に貢献すると

ころが非常に大きい。

5. 環境衛生科

諸種の環境衛生学的試験研究を行なっており，その

主なものは，空気関係（室内外空気3 日光，照明等）

であり 3 その他住居，作業場および衣服衛生に関する

こと 3 ばい煙，騒音3 紫外線等に関すること，じん芥，

し尿その他汚物処理に関すること，その他の環境衛生

に関することなどである。

本科の事業対象は，行政的には各種興行場？公衆浴

場＇ 3型容所？美容所，旅館，ホテノレ，クリーニング工

場，緑地，墓地等のほか，屋外の一般騒音等都民の日

常生活に直接関係するものが大半を占めている。

また依頼試験は各種官庁？会社，銀行，工場，デパ

ートその他各種団体の作業場の空気及び種々の環境衛

生的検査が年々増加している。

昭和34年中に行なった業務の主なものを示すと，第

1に，ばい煙による都市の大気汚染の検査を目的とす

る諸種の試験研究である。これは都の区部，郡部都市3

離島（大島〉等26個所の観測定点（大部分は保健所屋

上）を定期的に巡回測定する。その測定内答を列記す

ると，降下ばいじんの量，成分および放射能，外気中

の浮遊じんの数量，成分p 炭酸ガス量3 一酸化炭素量，

落下菌数，紫外線エネノレギー強度，その他一般気象状

況等である。測定結果からみると，ばい煙の多いのは

全般的に冬季で3 場所的には丸の内一帯の大ピノレ街は

著しく， 1カ月間で，少ない所の 1カ年分も降下して

いるO また紫外線強度を見ると，ばい煙の少ない大久

保辺にくらべ数分のーに著減している。世界一流のば

い煙都市東京をその名から早く解消し 3 都市の美樹，

日1.1民の保健の直iに積極的な対策が極度に望まれている。

しかし公私共に関心が深まり，特に丸の内等ピノレ桂jで、

は黒煙もばい塵量も減少傾向を示し，石炭燃料による



大気汚染は11碍を越した感じであるがp 石油系燃料によ

る空気汚染はなお進行性があるようで？この面の監視

を強化する必要を感ずる。

第2は，研究所内外温度条件調査で，これも年間継

続事業であり，主として毎日の気象観測データを記録

し，基礎資料としている。

第3は民間の依頼による各種環境試験で，主にピノレラ

事務室等の空気試験である。

その他空気，土壌等の環境放射能の調査研究では，

降下じんの放射能は昭和33年には急増したが，昭和35

年後半からは減少した。

また業務上必要な各種調査研究面では，第15回日本

医学会総会において3 東京都のばい煙と都市騒音の実

情を3 主として東京都各部局の資料を総合して発表し

た。また東京都を含む京浜地帯の大気汚染の総合的研

究は，さらに拡充強化が望ましいので3 部の委詑によ

り結成された都内大気汚染研究者団体に参加し，東京

タワー等を利用して成果をあぐべく努力中であるO

また，同じく 4月に大阪における日本築学会総会に

併行して行なわれた日本衛生技術者全国協議会に対し，

懸案の普通室内空気判定標準中，麗境（じんあい〉数

及び炭酸ガス量判定標準改訂案を正式に提案した。な

お昭和34年10月の日本公衆衛生学会総会にはp 昭和33

年夏季の隅田川等の都内河川汚濁による硫化水素等の

有害ガス発生事件の報告を行なった。

その他環境消毒法研究の継続として， G-11添加ミ

ューズ液状石けんの消毒効果についても若干の検討を

行なった。

6. 水質試験科

上下水，温泉，一般飲料水3 工業用水，河水海水，

水泳プーノレ水，浴場水，特殊し尿浄化そう放流水等の

試験検査を行なっており， 水道水， 温泉， 一般飲料

水，放流水はそれぞれ定められた基準に適合するか否

かを検査し？その他は使用する目的によって試験を行

なっているO

上水すなわち水道水は水道法第4条第 PJHの基準が

昭和33年7月16日厚生省令として発令され，これに基

づく依頼件数は日を追って増加し， 34年には約550件

を処理した。

温泉は？東京都という土地柄から温度の高いものは

伊豆の大島，三宅島，八丈島等を除いては望めない。

現在都内には約60カ所が温泉として許可されていてフ

ボ年は者ISの周辺地区からの分析依頼が多くなってきた口

本科の処叩件数の過半数を l~i めているのはー般飲料

水で＇ 34年は約8,000 ftj二を処理した。主に飲料適否試

( 15 ) 
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環境衛生科取扱件数（最近3年間）

l抗でp 試験成績をみると飲料適が理化学試験では半数

程度3 細菌試験では15～20%である。結果が不適と判

定されたものに対しては，その適切な措置について直

接依頼者と相談しているO

工業用水も近年諸工業と水との関連性が重視される

に伴い，その依頼もさらに増加すると共に，複雑にな

ってきた。また工場廃水についてはその及ぼす影響が

非常に大きいので3 この面に対する措置が強く要求さ

れている。

河川l，海水は主に水泳？海水浴として適当かどうか

を，し尿による汚染を重視し大腸菌を検査しているが，

年々その汚染が甚だしく増加している。従って水泳ブ。

ーノレの利用が近年急激に多くなりプーノレの数も増加す

る傾向にあるので，その水質の検査と消毒等維持管理

を衛生局ならびに各保健所と協力して指導している。

公衆浴場の浴水の検査も毎年行なっているが，一部

のものを除けば一般的に年々よくなってきている。

特殊し尿浄化そうの設置に対しては大いに奨励する

と共に，近く浄化そうの新設には補助金制度が実施さ

れるとのことであるが，既設のものの放流水は清掃法

で定められた基準に適合するものはきわめて少ない。

これは装置の浄化能力が不完全か，または使用維持管

mの不徹底によるものとJ[Slわれる。
以j：の外に科学技術庁及び厚生省の委託を受けて水

道水，下水処理水？天水等の放射能測定を引続き実施

中である。
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水質試験科取扱件数（最近3年間）

調査事項としては地下水中の生物について全国にわ

たって調査し，また引き続ま城南小岩3 葛飾地区の井

水中の弗素の分布状態を引き続き調査中であるO

7. 食 Cl 
ロロ

(1) 化学試験関係

科

A). 収去検査は総件数8,300件中不適品295件で，

このうち特に注目すべきものは甘納立，菓きんとんp

煮立等から亜硫酸（塩〉が規定限度の数卜倍量検出さ

れたものの多いことである。 2～ 3年以前まではロジ

ガラットが多く使用されていたが，取締りの結果ほと

んどその姿を消し，かわって使用を許可されている亜

硫酸塩が許可基準をこえて多量に用いられたものであ

るO

その他本年における主な検査は次のようである。

6月に倒年の通り飲用氷の一斉検査を行ない，検査

件数92件のうち不適品10件（12%）という記録的な好

成績である。 6月～7月には，青果市場に入荷された

青ゆず8件について銅の定量を行なったところ， 1kg 

中最高 9.7g，最臨 2.0gという高率の銅を検出した。

すなわち青ゆずの色は主として硫酸jil；~によって着色さ

れていたと見ることができる。これは許容量の約20倍

から 100倍ぐらいの量である。 12月には歳末一斉取締

りの検査を行ない，総件数7,500件中不適品113件巳

この中には甘なっとう，栗きんとん，煮豆等の規定量：

以上．の亜硫酸検出による不適が65件を占めているO

B). 製品検査では8,458件を処理し62件の不適件

数を検出した。内訳をみると，人工着色料339件（不適

2件），硫酸カノレνワム 405件，人工甘味製剤 1,614件

（不適32件），かん水6,100件（不適28件〉であり，

件数は前年度に比べいずれも増加している。また厚生

省告示により添加物はいずれも公定書の規格に合格す

る必要があることとなり，試験法は複雑，精密化され

る傾向にある。

C). 依頼試験関係

食品関係は総件数316件で，このうちの清涼飲料水

側外容器等のものに金属容器入り炭酸水15件，缶詰63

{lj：，ポリエチレシ袋入り47件，例外殺菌法によるもの

11件等，計 136件の不適品があった。

添加物関係は総件数661件で食品衛生試験法の規格

に適合しないもの21件であった。また，食品衛生法

（告示）未収載の添加物の試験の依頼もみられた。

食品衛生試験法の改訂について厚生省より依頼され，

種々の添加物について試験規格案を作成した。

容器および容器包装については引き続き清涼飲料水

の倒外容器としてポリエチレン製容器包装の依頼試験

が55種あったが3 不通品はほとんどなかった。合成樹

脂製品関係？牛乳ピンのキャップ試験では，牛乳用紙

キャップの印刷インキから鉛を溶出したにすぎなかっ

た。また合成樹脂の新製品が数々現われてきているの

で，今後合成樹脂関係の衛生上の問題について調査研

究3 検討ーされなければならない点が多い。

D). 中毒関係では82件から 3件の不適を検出した

が，今年特に注目されることは魚介類を原因とする食

中毒事件が多いこと（約50%）で，この方面の対策が

特に望まれる。

E〕． 食品の放射能汚染調査は例年の通り科学技術

庁の委託により穀類，野菜，茶，果実，牛乳，魚介等

251霊， 72件につき調査した。茶，ホーレン草，大根葉

等には昨年同様相当の汚染が認められ，魚介類ではν
ジミのみかなりの汚染をうけている。大麦，小麦は多

少汚染されているが，その他の食品については汚染が

認められなかった。

(2) 細菌学的試験関係

34年中に処理した総件数は4,921種で80%が食品衛

生行政にもとづく送付検体で，残りは保健所からの食

中毒原因調査等の検体と一般依頼が占めている。

~.文去検体の検査については公衆衛生部からの送付検

体が 3,983件で，飲料（100件），菜子類485件，主食

( 17 ) 



委員769件，副食類1,718件，食器類 235件，食品関係

従業員の子指463件，その他 213件であった。本年は

とくに豆腐，野菜さらだ，すし 3類，めん類， νユーク

リーム類が重点的に収去されたが，結果をみると相変

らず‘大腸菌の検出率は高く，いずれも90%以上を示し

ており，都内業者の食品の細菌汚染に対する認識と衛

生観念の増強が痛感、される。

食中毒関係検体は若干の調査検体を含め 252件であ

り，主なものは折詰弁当，うぐいす豆，クリーム付パ

ン菓子等で，いずれも多数の病原性ブドー球菌が検出

さjもた。

一般都民からの依頼検体数はf持に増加し，その60%

が保存（清涼）飲料の｛郊外容器及び特殊殺菌器の使用

認可申請に要する試験で412件であった。その他は多

種に及んでいるが，例年に比べやや向上しつつある。

調査研究事項では，まず食中毒検体から分離したブ

ドー球菌について，その酸抵抗性を実験し，食物とと

もに段取せられたプドー球菌が胃液によって受ける影

響を実証し， 6月5日都職員業務研究発表会において

報告した。

次に近年プドワ球菌食中毒が多発し，ますます増加

の傾向にあるが，食中毒起因物質としてエシテロトキ

νシの試験方法としては，猿や猫の動物実験あるいは

人体実験による以外に方法がない。そこでヱシテロト

件
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（註） 細線は不適性数を示す

キVシの試験管内反応，とくに血清学的試験方法を見

出すために数年末研究を続けて来たが，まずその前提

としてエシテロトキジシ中和抗体を確実に保有する免

疫血清を調製することに成功し，猿の経口投与ρ方法

によったこの血清の中和実験と，この免疫に使用した

免疫抗体の調製方法等について第15四日本公衆衛生学

会に発表した。

8. 栄養科

食品の成分分析，栄養価の測定，栄養調理！の研究，

強化食品の試験，栄養改誘：に関する調査などを行なつ

ている。

34年中の依頼試験は 235件で，その内容は魚肉類の

加工品やジユース類が多く，その他穀類，菜子類，調

味料等であるO

強化食品の試験は大部分収去品であって，主として

食パン，ジユース類，果実かん詰，めん製品，つくだ

煮，味噌，納豆3 ジャム，マーガリン，調味料，菜子

類，乳児食等である。

試験の結果は許可内容量に対して含量の不足のもの

は大体20%である。これは昨年は約半数が含量不足を

示したのに比べ，相当の改善のあとが認められるO

特に成績の良好であったのはジユース類，果実かん

詰類中の V.C，マーガリン中の V.A等であるO なお

強化食パシ製造業者の内には僅かであるがV.B1,V.B2 

の混和についての研究が充分でないものがあった。

調査研究の主なものは，

1, 部下農山村における脂肪摂取状況について， 34

年5～6月中 3日聞にわたり西多摩郡小曽木地区20世

情，成木地区28世帯と南多摩郡日野地区361立帯につい

て調査を実施した。

脂肪の摂取状況は，間食の分も含めて 1人1日平均

28.4g であり，国民1人 1日当りの摂取量 30g と比

較するとや i不足している。

2. 消防署における給食状況について，弥作業者の

給食状況を調査するために都内K消防署の協力を得て

RH和33年冬季と昭和34年夏季の 2回にわたり，それぞ

れ10日間調査した。 20才～30才の男子10名につき給食

の朝昼タの 3食の調査を行なった。その結果は， 1人

1日平均 2,571カロリー，たん白質89.Ggであるが，

カノレνワム， VA, VB2等が不足である。 なお摂取

たん白質の窒素 lg当りの必須アミノ酸摂取量を算出

してFAO （国際食服農業機構〉の定める摂取量に比

較すると，合流アミノ限とトリプトブアンが少ない。

3. 都内農家の農繁期，農閑期における生活i時間と

渋取栄養量について，中野区，杉並区内に残存する農

( 18 ) 
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栄養科軍扱件数（最近3年間〉

家の主婦を対象として農繁期，農閑期に分けて生活時

聞による消費熱量と栄養摂取状況を調査した。昭和33

年6月から昭和34年11月まで杉並区内20名，中野区内

10名を対象に調査したが，結果は主婦の仕事は平均し

て農繁期において 1日のうち農業が5時間，家事が4

時間で，自由の時間はごく少ない。農閑期においても

農業が2時間，家事が6時間で，労働がかなりはげし

い。

たん白質，！脂肪，

カノレνワム， V・A, V•B1, V・B2等が不足している

し，農閑期においても脂肪，カノレνワム， V・A等が

不足している。

その他，集団給食における脂肪渋取量の実態を把握

するため国税庁給食寮，部警祭学校寮，競輪選手合宿

寮，大日本紡績工場，三菱日本重工業工場，明電合工

場，日立製作所工場，朝日新聞社内食堂，東京自動車

営業所食堂等について調査を行なった。

9. 獣医衛生科

牛乳乳製品，食肉魚介並びにその加工品類および狂

犬病の検査と，これら業務を行なうために必要な基礎

的な調査，研究等を行っている。

{1) 牛乳乳製品関係

乳，乳製品の検体は者j）公衆衛生部及び各保健所から

送付される収去品と乳，乳製品関係業者や一般都民あ

るいは団体などの消費者からの依頼品であり，その種

類は多種多様である。

本年は特に牛乳，加工乳，アイスクリーム類，乳酸

菌飲料などが多く，依頼検体の中に大メーカーからの

定期的依頼が多くなりつつあるが，これは2大中毒事

故以来一般消費者層が乳，乳製品に対して高度の安全

性の保証を求めていることのあらわれであろう。検査

は厚生省告示食品衛生試験法，衛生検査指針その他に

基くもので，主に規格試験， J:lliイ七学試験，細菌試験お

よび成分々析試験で，細菌試験が最も多く，主に大腸

菌群，乳酸菌，腸球菌，ブドク球菌等の検索で，理化学

的試験は主に重金属枇索の有無に関するものであるO

本年中に受理した件数は，収去検体3,181件，依頼

検体988件，計4,174件であった。収去品の大部分は

者1.1公衆衛生部の合間の下に行なわれた一斉lj-）（去検査に

よる送付検体が占めている。そのうち多いのはアイス

クリーム類で，本年は特にアイスキヤシデー，あずき

アイスなどについて重点的に検査した。成績は極めて

不良で，今後なお一層強力な指導が望まれる。

34年に行なった主な研究は，牛乳中大腸菌群の熱抵

抗性に関する研究と醗酵乳，乳酸菌飲料中の乳酸菌の

検出測定の研究であった。また8月には厚生省からの

依頼により当所において都道府県牛乳衛生担当技術者

に対して牛乳の色素還元試験法に関する普及指導講習

会を実施した。本年実施した一斉収去検査状況は次表

のとおりである。

12) 食肉魚介類ならびに加工品関係

34年の総件数は 4,055件で収去検体 2,976件，中毒

件
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検体14件，依頼検体1,055 1Li二で，収去，依頼とも逐年

増加しており，食肉加工業者からのものが過半数を占

めている。食肉および水産食品などの一斉検査の成績

は毎年向上し，中でも食肉加工品の質的な向 i二には著

しいものがみられる。しかしながら，かき，さしみな

どの水産食品中には不適格品が多い。

中毒検体はその過半数が水産食品によって占められ

ており，かつ，食用残品の入手がとかく困難であるた

め類似検体が送付される場合が多い。依頼品は都内の

民間業者が個々に，あるいは同業組合が協同のもとに

品質管理の一環として依頼するものが専らであり，少

数倒としては，輸出向けのものの検査証人用上の都合

から依頼するものがあった。これらの成績はいずれも

良好であった。

34年中の調査研究の主なものは食肉加工原料用i殴粉

の細菌学的調査で，小麦粉澱粉はいずれも良好であっ

たが，馬鈴薯澱粉には不良なものが多く認められた。

なお食肉魚介類関係一斉検査は下表のとおりである。

(3) 狂犬病関係

34年度における疑似狂犬病（校傷犬〉の受理！検体数

は70頭で，その内訳は畜犬20顕，無j託i犬14頭，野犬35

長L~f，猫 1 匹であるが狂犬病と判定されるものはなかっ

た。狂犬病が一応消滅したと考えられる今日，検体数

が年々減少の傾向を示すのは当然であろうが，送付さ

れるものの主体はやはり無届犬，野犬が多いようであ

る。こ Lに言う野犬は本来の野犬ではなく，特定の飼

主のない無間犬で，ある地域内でえさ（伺：〉を与えら

れて生きているいわゆる野良犬である。登録，予防注

射済の畜犬によるI皮傷の場合にはさほど問題はないと

しても， j開店l犬，野犬による岐傷の場合は，被害者も

不安なため，直ちに保健所に連絡するため，無届犬，

野犬の検体が多くなるのであろう。この数字からみて

もまだ多くの野犬が遊勤していることが推定されるの

で，安心はで、きない。

又薬物による中毒死のものが時折持ち込まれている

が，判定の困難な場合があるので，今後この方面の研

究を必要としている。

一方，研究の面では狂犬病の判定を吏に容易にする

目的で，狂犬病発病経過に関して数年来継続研究を行

なっている。さらに狂犬病類似疾患の研究，特に「デ

ステンパー」の問題につま，その診断法の確立に努力

をそ iぎ，第一線狂犬病予防員の岐傷犬の臨床検査の

旧
山
判 日

一膏収去検査状況

検査対象及び目的

1 I 工.19～ 1.21 I駅売牛乳，乳飲料の規格検査

2 I 1.2工～ l.29 I生かき第l凹検査
3 I 2. 19～ 2. 24 I同 第2回検査

4 I 2. 20～ 2. 26 I学校給食用牛乳の規格検査

s I s. 18～ s. 29 Iアイスクリーム類（第l回）細菌検査
6 I 5.29～ 6. 11 1さしみ一斉検査

7 I 6. 15～ 6. 26 I牛乳，醗酵乳，乳酸菌飲料の規格試験
8 f 6.29～ 8.工51食肉および水産食品の検査

9 I 7. s～ 1. 24 Iアイスクリーム類（第2回〉細菌検査
10 I 7. 24～ 1. 21 Iアイスクリーム類（第3回）細菌検査

11 I 9. 2～ 9. s Iアイスクリース類（第4回〉細菌検査
12 I 10. s～エ0.11Iバター，チーズ，れん乳，粉乳の細菌及び規格検査
13 I 10. 15～10.工7I食肉加工品の検査

工4I 11. 12～11. 20 I学校給食用牛乳の規格検査
15 I 11. 25～n. 26 I生かきの検査
16 I 11. 16～11. 20 Iクリームの細菌検査

17 I 12.工～工2.15Iパターの細菌検査

18 I 12. ユ～ユ2.15I食肉水産食品の検査

（昭和34年 1月～12月〉

検体数 ｛持 考

85 i牛乳58，乳飲料27

193 

60 

73 

778 

329 
719 l牛乳飢，醸酵乳山
！乳隙菌飲料107

868 

936 

48 

164 

49 

107 

87 

44 

22 

671チーズ若1を含む
L工49

計； 18回 5,778 

要
。この検査の計画および収去は部公衆衛生部で担当。
2) 6～9月は夏期対策， 12月は年末取締のための検査である。

( 20 ) 
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及
手し 粉 乳 116 l 65 24 20E 73 20E 206 E 四 -130 一 ユ16 304 - 2E ーユE 一 』 ユ，082

手L 飲 料 39 4 5 「 51 15 51 5工 ユ 一 118 
」 一
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製
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乳
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査
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加
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研 肉加工原料の研究 3 戸 - 13 一
13 

7'lをJ その他の研究 一 ー

品商一ι」 犬 一 1 9 20 一 一 - 20 20 20 20 20ユ00 200 
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野 犬 lS 13 32 一
- 26 32 32 32 32 160 314 

病 猫 ユ ユ l l l l l 5 ユo

検

調資研究

野外毒の研究 -16S エ69 -169 169 ユ69ユ69169 364 52 1,261 

査
犬のトキソプラズマの研究 - 51 5工 一 一

- 51 21 21 21 51 5ユ 21 237 

その他 - 88 88 [' 
- 88 68 68 68 88 88 46 514 

2, 8, i3 7, 8, 16 ,7 188 ’2 12 18 ;3 1 '7 20 13 1, i9 1, 1 ~7 2, 81 1 15 目。 iO '.O 一 2 ’2 '8 ~8 :8 8 i3 119 26, 619 



際の一助にしたいと考えている。なお狂犬病検査の｜療

に最も重要な試験である補体結合反応試験の簡易化に

重点をおいて研究を行なっている。

10. 医薬品科

薬事法に基いて薬事監視員が収去した医薬品，部薬

務部の補給業務に伴う薬品類および一般都民からの依

頼品などについて，一般医薬品関係および生薬関係の

試験を行なっているO

一般医薬品関係ぞは，行政措置による検体 215種，

1,316件，補給業務によるもの87種， 302件，依頼品

281件であり，行政措置による主なものは血液銀行で

採血の際用いる血液比重測定用硫酸銅試液の比重測定

92種， 552件（2月～10月〉，歯科用毘薬品の一斉検査

26種， 192件（不適g%) ( 5月， 12月），駆虫剤13種，

65件（不適 1種 8%），殺虫剤27撞， 134件（6月〉（不

適3種目%〉，その他グノレクロンナン及びビタミシ剤

など（ g月〉，某製薬会社の主要品目22種（11月），厚

生省の指令による感冒薬，駆虫剤，ビタミン剤，単ν
ロップなど10種， 64件，なおこの他年間を通じマーキ

ユロ液，ホ一目安軟膏，稀ヨードチンキなど11種， 93件

の試験を行なった。

補給業務によるものは， 殺虫剤（ 2月～10月）， ク

レゾーノレ石けんrf丸石炭酸などについて試験したが，
殺虫剤の不適品は主に乳化安定性の悪いものごあった。

一般依頼試験は公定書基準適否試験，定量試験，定性

試験など計 281干｜二で，性ホノレモン剤，パラフイン類，

スノレブアジアジン注射液などの基準適否試験，製剤中

のピタミシ定量， BHC, DD  Tなど殺虫剤の主薬の

定量が主なものであった。

34年7月以降足立，墨田，葛飾，台東方面で，サン

ダノレ加工関係のゴムのりによるベシゾ…ノレ中毒の問題

が起り，者j）のベンゾーノレ中毒対策の一環として，内職

者の使用するゴムのりについて，ベシゾーノレ及びその

同族体の試験を行なったが， 42件中15件（36%）から

ベンゾーノレを検出した。

また発熱性物質試験は 114件を取扱ったが，日本薬

局方注射用蒸留水，プドワ糖注，人工体液，総合アミ

ノ酸製剤等が主なものであり，発熱性物質の原因とし

て細菌による汚染が考えられるので，都内65の注射薬

製造業者について，落下細菌試験を行なった。

生薬とその原料ならびに製薬原料関係では，収去試

験 3種， 31件，一般依頼28種， 146{lj二で，一般依頼は

ケイ皮，チヨクジ，オリープ治！などの輸入医薬品，ロ

ートエキス，ベラドンナエキスなどの公定書基準適否

試験，オーバク，用茶の定量試験を行なった。

生
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01 2 3 4 5 6 7 8 9 10 l 1 12月
医薬品科取扱件数（最近3年間〉

（註〉 表（1),(2）を合わせたもの

付属薬用植物問（約 300坪）は当科の業務上必要欠

くことのできないもので，標本植物の整備，増殖，管

理を行ない，日常の試験検査及び研究！二の参考とし

前年に引続き薬用人参の生育試験，ベラドンナの生育

状態とアノレカロイド含量の比較試験を行なった。

11. 衛生用品科

化粧品，用具，衛生材料，玩具およびそれらの原料，

麻薬類等の試験，検査ならびに研究を行なっている。

一般都民からの依頼試験は 221件で，化粧品97件，

用具70件，玩具27件，衛生材料ほか27件である。

イ七粧品，玩具では，有害な許可外色素および枇素，

鉛など、の重金属試験を取扱ったものが多く，特に顔面

用品として口紅，原料として顔料および色素の試験が

目立ち，頭髪用品としてコーノレドワエープ液，香l~］等

の試験が増加しているO

玩具では乳児がしばしば！コにするソフトビニーノレ製

の動物件わから有毒な鉛の溶出が認められた。

用具では主に腸線縫合糸，採血管につきそれぞれ無

菌試験，有害＇i~t:の重金属試験を行なっているが，いず

れも不適品はない。

衛生材料についてはメーカーからの試験依頼にかわ

り，デパートからの依頼による脱脂綿の試験を行なっ

( 21 ) 



R又 j設 件 数 試 馬食

何二

依 送 補 調 指 DB I自 チ ホ 店、 軟 ピ
DH 

J！ノ タ
種 査 導 TC ンノ

数 子支 毒 モ 正同三I 菅 、、＼ 

研 1：目
虫

キ
ソ シ

.3Ll 見買 付 究 圭ログ~~ 斉リ 薬 万日 斉リ 薬 剤 剤

i三」自二＼、 書試基 ！準験 32 l 工5 2 50 128 17 8 3 

確 号日仏刃~ 試 験 124 374 91 86 675 762 41 4 69 工3 178 

＠ 

純 度 試 験 29 42 工42 213 733 29 118 2 70 

定 量 試 験 129 382 251 24 786 l,231 82 8 2 70 8 223 

J 
発熱性物質試験 110 2 ユ12 12 

無 菌 試 験 21 477 498 

ij宣 数 測 定 4 134 40 35 2工3 132 5 14 73 

落 下 岸田 菌 633 633 

山封 力、 ん

そ の 他 48 48 

百十 449 2 045 539 195 3 228 2 986 . 174 12 10 271 23 559 

取扱件数 3式 m会

{tj二

依 1、5'-" 調 性 比 旋 融 異 灰 F俊 アエ kトlメ乙－ 、｛メ~マi: 自主

種 査
不 ノレ

数 うIt j容
コキ 問

l肝 1生 減
別 灰分1買 付‘ 究 ：｜犬 重 度 占 検 物 分 ノレス 量 占 度

公適定否書試基準験 19 6 5 30 21 7 2 4 18 10 10 3 13 

711店 立ri.法ペ2I 品涜 7 10 エ ユ8 2 

定 量 3式 験 50 25 10 85 ユ2

公定書外医薬品

製薬原料試験

薬 用 植 物 -605 605 

I 761 4116211 ml/ 331 13 
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衛生用品科取扱件数（最近3年間）

ているが，その品質は漸次向上し不適品はきわめて少

ない。

収去品の試験件数は 3,147件乙麻薬 541件，化粧

品1,977件，用具580件，衛生材料48件，玩具1件で

ある。

者I）薬務部から送付された麻薬検体にケν及びケVガ

ラが今年新たに加えられたが，元来観賞用のケν科植
物であるはずのこの検体からモノレヒネが検出され，鑑

定の結果あへん法によるケν及びケVガラと認められ

ており，今後の取締りが期待される。

化粧品の中の口紅については， 9月および11月に試

験を行なったが許可外色素，有害性金属，枇素，鉛の

試験におい不適となるものは皆無であって，市販品の

品質の向上が見られる。

また，コーノレドパーマネシトクエープ用剤について

6' 7月および8月に試験を行なったが，これまた不

適は少なかった（7.7%）。

用具については， l陽線縫合糸，縫合絹糸の試験を5

月に行なったが，その結果，腸線の無菌試験において

40%，絹糸のより方で75%の不適品を認めた。

またコシドームの試験を 1月および11月に行なった

が，不適品40%が検出されており（ピシホーノレによる

もの 30%，伸長力によるもの 10%），今後の品質改善

が要望される。

衛生材料については脱脂綿の試験を6, 8月および

9月に行なったが，検出した不適（21.4%）の理由が

主として異物〔著しい綿塊の含有と昆虫（ダニの一種〉

および竹府の混有〕によるものであることが注目され

る。

調査研究の面では，前年に引続き，麻薬，化粧品，

用具類に関する研究を行ない，学会その他に発表する

と共に，薬学会協定の香粧品試験法および JIS作成

に協力したO

次に，今年度から厚生省に化粧品調査会が設置され，

近年増加しつ Lある化粧品による皮ふや毛髪の障害の

除去を目的として品質の規制を計ることになったので，

とれに参加し各種資料の提出を行ない協力した。

( 24 ) 
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第四章調査研究事項

I ブドウ球菌コアグラーゼ、に関する研究 ( l ) 

微生物科 善養

寺山

辺野

浩

武

夫
E
 

各種の広域性抗生物質に耐性のプドワ球菌（以下「ブ 種した場合， invivoでも血疑凝固の起ることを認め

菌Jと｜略す）が増加するにしたがって．これら薬剤の ているO また Tager5）はクナギを， Rammelkamp

使用期度の高い病院などでは，しばしばHi~J交代性1陽炎， ら8）はサノレを免疫して， その抗原性を明らかにした。

手術後の重症感染あるいは肺炎などの本菌感染症の危 さらに Boake7）はゴアグラ…ゼ抗体が感染防禦的に

険にさらされているO こうした疾患の治療に現在なお も有効であろうと報告している。一万 Rammelkamp

2・3の抗生物質が有効であるが，他の細菌に比較し ら8〕はコアグラーゼを抗原的に 3つの型に分けており，

て耐性を獲得しやすい本菌では，早晩これらの薬剤も Duthie 9）もまた，これを4型に分類している。

無効になるものと考えられる。したがって常に新しい われわれはア事菌感染における各種毒素・酵素の役割

抗生物質の探究が必要で『あるが，一方本菌の感染・免 を追究する第一歩として，まずゴアグラーゼの免疫原

疫の機構を解明することは，その予防・治療に新しい 性，とくに型別について検討した。

道を開くものであろう今

ブ菌感染症は年長児や成人にみられるような限局性 実験材料および方法

の皮膚化膿性疾患などでは治療も比較的容易であり，

予後も良好であるが，薬剤耐性l~Tによる菌交代性II易炎 上使用菌株

や肺炎，とくに新生児・乳幼児肺炎などでは極めて霊 コアグラーゼ産生能の強いプ菌の代表株として，ヒ

篤な経過をとるものが多い。そこでこのよな感染症に トの病巣から分離された No, 104, Newman. Stp. 

おいて支配的な役怖を演ずる菌側の因子を分析解明し， -28の3株，食中毒由来の St.-213株， NCTCのプ

さらに本菌感染の免疫学的予防ないし治療の問題を再 出iプアージ増殖用lfilT株 No.55株，および牛乳由来の

検討するとともに，成人と乳幼児との本菌に対する感 BVM 16株を用いた。

受性の相違を支配する宿主側の要因を究明することが 2.使用培地

必要で、あろう。 コアグラーゼ産生用に casaminoacidを基調とす

従来プ蔚産生物質としては，溶血毒，コアグラーゼ， るよ汗地を用いた。培地組成に casaminoacid (Difeo 

白血理殺減毒， ヒアロニダーゼ，ブイプソノリジシな technical）・・・15g,Yeast extract .. ・2g, Na2HPOr 

ど各撞の毒素，酵素が知られているが，これらが感染 12H20 .. ・5g, KH2P01 ..・lg, MgS01・7H20.. ・0. 2g, 

に｜恕していかに作用するか，その病原的意義は現在も 蒸留水…l,OOQccで， pH7.2に修正して高圧滅的を

なお明らかではない。 行なった。

しかしこの中でも近年コアグラーゼは病原性と密接 3.培養方法

に関係していると云う報告が多数みられる。まず1908 コアグラーゼを産生する菌株でも，しばしば産生能

年Much1) はプ菌の血柴凝｜間作用と病原·／~！：との相｜珂 の弱いもの，あるいはまれに産生しない変異株を生ず

性を強調しており，その後 Smithら2, 3）はマクスの る場合があるので， 10%血疑加普通寒天平板を用いて，

感染実駄においてその病原的役割を報告しているO つ コアグラーゼ産生能の強い集落を釣菌して実験を行つ

いで、 Smith4）はクサギの静跡内にコアグラーゼを接 た。

( 25 ) 



ブ菌を大:ill：培養した場合，店主if交の高さと表面積と

の関係および：i:m義時間によって，ゴアグラーゼ産生量

にかなりの相違がみられる。予備実験の結果，大量培

養には 1,000cc容量の円錐型ゴjレベンに 400ccの

培地を分注し， 35°C 5 ～ 7 日間J：~'f接した場合最も収

置のよいことが知られたので，コアグラーゼ産生には

主としてこの条件に従った。

4. コアグラーゼ‘の濃縮法

5 ～ 7 日間培養したi~~i義if~を 10, 000 r.p.m. 10分

間違心沈降してl'fif*を除去しこの←卜．清に 5NのJ1ir111皮

を加えて pH4.0に修正した後， 30llJJ-1国4°Cに放置

して沈i殴を作らせた。生じた沈j般を 4°Cにおいて遠
心沈般により集め pH4.0の acetatebuff erで3回

洗い，ふたたび pH7.0の蒸留水に溶解し，同様沈降

を2回繰り返えし，集めた沈降物を pHS.4のphos-

pha te buff erに溶解した。これをつぎにセロブアン

襲に入れ48時間流水透析し，不溶物が生じた場合は遠

心沈降により｜除去し， i二清を iJl1｛~＠ゴアグラーゼとして

使用した。なお保存には全て凍結乾燥した。この方法

によると，培養原液のコアグラーゼ力価が 912MCD/

Nmgであるのに対し，濃縮ゴアグラーゼの力｛聞は，

166, 186MCD/Nmgで， 約182倍も活性は増強され

ている。しかし，この程度ではなおかなりの沿岸血議な

どが含有されているので，さらに Zoneelectropho-

resisにより精製を試みたが，活性の低下が著明であ

ったので，本実験には pH4.0 で沈降した粗製i！~I｝~！＠ コ

アグラーゼを｛史用した。

5.希釈液

コアグラーゼ反応を行う場合に，ゴアグラーゼ・血

清・由柴等を希釈する液として，マーチオレイトを

5,000倍に加えた1%クエン般ソーダ加2%ベプトン

水を用いた。

6.免疫方法

コアグラーゼの免疫には， 2 cc置の凍結乾燥保存ゴ

アグラーゼを生理的食温水1ccに溶解し，等賞の 0.3

%リγ酸アノレミニワム加生理的食取水を加え，ワサギ

に皮下接種した。いずれの場合も 7El間隔10回以！三接

種した。

7. コアグラーゼ力価測定法

コアグラーゼ原被の 2倍連続希釈液 0.2ccに10倍

希釈ワサギ血疑 0.2ccを加え， 37°Cの温浴槽中で作

用させ， 1,3, 24時間ごとに血疑凝｜宣｜を観察し， 24時

間後の所見をゴアグラーゼカ価とした。

8. コアゲラーゼ抗体価の測定

免疫血清およびヒト i血清ヰlのコアグラーゼ1/Cf本1irliの

測定には Duthieの方法を 1f：ドカミえて行なった。すな

わち，ゴアグラーゼの 2H~iiill和1i;~71y釈if長 0. lccに5｛古希

釈正 Ii~ ワナギ血清0. lccを加え， 37°Cで11時間作用さ

せた後，おのおのに10倍希釈ワサギl釦援0.2ccを加え，

再び37°Cに11時間作用させてi疑問を形成する最少ゴ

アグラーゼill(1 MCD /hr）を決定した。このlMCD

/hr.をrnいて抗体価を測定した。 まず被19t血清の 2
{ti連続希釈j夜 O.lccに 1MCD/hr. のゴアグラーゼ

0. lccを加え， 37°Cに1時間作用後， 10倍希釈クサ

ギ血援0.2ccを加え，さらに 37°c 1時間作用後に血
妓i＇~1f:lll1lを 1JiJ(jJljする被検出清の最大希釈倍数をゴアグラ

ーゼJ/1；体＇f1lliとした。

実験成績

1.免疫血畿のコアグラーゼ抑制作用

数匹のワサギの混合血援を用いてコアグラーゼ反応

をみた場合は， No.104, St. -213, Newman, Stp. -

28の各株のコアグラーゼはつねに安定した活性を示す

が，ヒト II!l柴をrnいた場合は，これらの菌株のゴアグ
ラーゼ活性は血柴の違いにより著るしい差異を示すこ

とがある。この現象はヒト血張中に存在するゴアグラ

ーゼ抗体の作用によるものと思われるので，上記4株

のゴアグラーぞを用いてワナギを免1皮し，その抗原性

および特異性を検討した。

まず No.104ゴアグラーゼについてみると，正常’ワ

サギ血疑では 1,024倍の活性を有するものが，免疫血

竣ではわずか8倍の力価を示したにすぎない。同時に

この免疫I(Il.殺を用いて St. 213のコアグラーゼの作

用をみると，正常血疑と同時に 1,024倍の力1ITliを示し

た。ついで St.213ゴアグラーゼも同様に正治ワサギ

およびNo.104ゴアグラーゼ免疫ワサギ血殺では1,024

倍の活性を示したが，対応免疫血柴ではわずかに32f音

まで反応しただけであるO （筋1表）

さらに Newman,Stp. -28, No. 104, St. -213の

各ゴアグラーゼ免疫血柴を用い，各ゴアグラーゼの交

う〈抑制試験を行なった。その結果いjごれのゴアグラー

ゼも対応する免：皮血援により特異的に反応、は抑制され

るが，異なった株のゴアグラーゼ免疫血柴では全く反

応は阻止されなかった。すなわち 4穂のコアグラーゼ

は抗原的に明らかに異なっていることが認められた。

その後この 4免疫血殺のいずれを用いても正常血柴

と同じゴアグラーゼi甜を示す菌株が見出された。この

菌株についても同様な方法により免疫血清を調製し，

次の実験により前者とは抗原的に型の異ることを確認

した。

2.免疫血清のコアグラーゼ中和作用

免：！支凶l張による交叉iJiJfljリ試験の結果 I：記各l~i株のコ

( 26 ) 
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第1表免疫ウサギ血援の抗コアゲラーゼ作用

コ アグラーぞ希釈
免疫血疑

2 4 8 16 32 64 128 256 512 1024 2048 

正常血柴 十十十十十十十十十十一

No.104 十十十一一一一一

St. -213 十十十十一ト十十ト十十一

New1nan 十十十十十十十十十十一

Stp.-28 十十十十＋＋＋十十十一

正常血柴 ト十十十十十十十 i 十一

No.104 十十十－I 十十｜十十十一

St.-213 ート十十十十一 一一一一

Newman 十十十十十十十十十一一

Stp. 28 十十十＋十十十一ト十十一

正常血柴 十十十十十十 4 十十十一

No.104 トーi 十十ト十十十ト十一

St.-213 十ト十十十十十十｝十

Newman 十十十＋十一一一一一一

Stp. 28 十十十十十十十十十トー

正常血柴 十十ート十十十十イ十

No.104 十十十十十＋十十十一一

St.-201 十十十十十十十十十

Newman 十十十 十十十＋十十一一

Stp. 28 十ト十十十一 一一一

正泊血！挺 寸十十十一トイー十十一一一

No. 55 十十十一ト 一一一一一一
一一一一一一一一

128 ｛古で対応コアグラーゼのfr0JlJを

中和しているO なお St.-213, 

Newmanの阿ゴアグラーゼ免疫血

清は 4～8｛古希釈において呉った株

のコアグラーゼ作用を抑制するのが

見られる。これは、免：皮前血清がコア

グラーゼ作用をわずかに抑制するこ

とよりみて，両ゴアグラーゼの非特

異的反応と考えるより，むしろ免疫

前すでに St. 213, Newmanらと

同盟のコアグラーゼを産生する菌株

により感染を受けて，ある程度のコ

アグラーゼf/t:体が上昇唱していたもの

と思われる。つぎに表2から明らな

ように， BVM-16 のコアグラーゼ

は前記5種の免疫血清によって作用

が｜也止されないことから，抗原i刊に

これらとは異なる型に属するものと

いえる。このコアグラーゼは大量陪

養によって力｛！日iの高い安定した活性

を示すものが得られないために，免

疫血清を調製することが出来なかっ

？ 

1'-0 

以上の結果から No.104, St-213, 

Newman, Stp. -28, No. 55, BVM 

-16の名問株の産生するコアグラ

ゼけ： ~J'c原的に型の異るものであると

云える。

アグラーゼはそれぞれ抗原的に異ることが認められた

ので，さらに正確に抗体価を測定するために，各免疫

血清について検討を加えた。

3.正常人におけるコアグラーゼ抗体の分布

まずNo.104ゴアグラーゼ免疫血清の一連の希釈液

に各ゴアグラーゼを作用させた場合，第2表に示した

ように， No.104ゴアグラーゼのみが免疫血清の 128

倍希釈まで中和されるが，他のゴアグラーゼは全く中

和されなかった。つぎに St.-213ゴアグラーゼ免疫

血清は 128倍希釈において，対応するゴアグラーゼ作

用を中和するが， No.104,BVM-16の両コアグラー

ゼ作用を全く中和しない。ただし Newman, Stp. -

28の両コアグラーゼはこの血清の 4倍希釈によって

中和されている。また Newman ゴアグラーゼ免疫

血清も同様に 512倍希釈まで特異的に反応を中和して

いる。 Stp.-28コアグラーゼ免疫血清は免疫量不十分

なためか，抗体は32倍とかなり低い｛耐を示しているが，

その作用は明らかに特異的であるO また No.55株の

コアグヲーゼも前 4者と同様に特異性を示し，血清の

( 27 ) 

抗原！？句に異なる No.104, St. -213, Newman, 

Stp. -28および BVM16の各ゴアグラーゼを用いて

正常人血清74例についでゴアグラーゼ抗体の有無を測

定した。その結果は第 3表に示した如く，個体により

抗体を有する矧！支は若るしく異っている。すなわち，

S種のコアグラーゼのいずれに対する抗体も有しない

ものが， 74例中18例（24.3%）であるが， 1種以上の

抗体を有するものは56例（75.6%)' 2種以上のもの

は36倒（48.6%), 3種以上のもの22倒（29.7%), 4 

種以上のもの8例（10.08%), 5種すべての抗体を有

するもの 3倒（4.1%）であった。

1種以上の抗体を有するものを総括して，コアグラ

ーゼ型別から抗体の検出頻度をみると， BVM-16株

のコアグラーゼ抗体を有するものが最も多く41例をか

ぞえ， Stp.-28株型の抗体をもつもの33倒， Newman

株型のもの24例， St.ー213株型のもの19倒で， No.104



第2表免疫血清によるコアグラーゼ抑制試験

抗血
血 1ーぽコE 希 7尺

一ゴ一寸清 コアグラーゼ
し一 4 8 16 32 64 128 256 512 1024 2048 

No.104 一一一一十＋十十

St. -213 十十＋十十十十＋十十
寸Cャ吋コ< Newman 十＋十十十十十＋十十

、乙。 Stp.-28 十十十十十十十十十十
No.55 十十十十十十十イー十十

BVM-16 十十十十十十十→十十

No.104 十十十十 4 十十＋ + -1 
St. -213 一一一一十一ト十十

0ひ，..＂.）ベ司 Newman 一十十十十十十十ト十

u コ Stp.-28 一十十十十十十十十十
No. 55 十十十十イ＋＋＋十十

BVM-16 十十十十十十十十＋十

No.104 十十十十十十イ十十十

z 《話同診ω 電

St.ー213 一＊ー＊十十十十十十十十

Newman 一一一一一一一一十十

Stp.ー28 十十十十十＋＋十十十

No. 55 十十十十十十十＋十十

BVM-16 一十十十十十＋十十十

No.104 十十十十十十十十十一ト

ひα司コ
St. -213 十十十十十十＋十＋＋

Newman 十十十＋十十十十十十

ぴキロ..l 〕 Stp.ー28 一一一一十十十十十十

No.55 ＋十 4 十十十ト十 十十

BV h在一16 十一ト＋十十十十十十十

No.104 十十＋十十十十十十十

St. -213 十十十十十十十十十十

t? コ Newman 十十十十＋十十イー十十
民。Stp.ー28 十一ト十十十十十十十十
No.55 一一一一十十十十

BVl¥在－16 十一ト十十十一ト十十十十

対

照

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

ート

＋ 

十

十

抗体保有頻度の高い Stp.-28 i~（型

の抗体は 128f音のもの 3倒， 64倍の

もの3倒と， BVM-16株につづい

ている。しかし抗体保有頻度の低い

No.104株型の抗体価は最高がわF

かに8倍程度であった。このように

抗体保有頻度と抗体価上昇との間に

は明らかに平行関係が認められる。

（第4表）

考察

プ菌の感染に際し，ゴアグラーゼ

は菌体の周l却にプイプリシの凝塊を

形成し，食菌作用に打勝って，感染

の足場を形成するという Hale & 

Smith3）の報告をはじめ， Rogers 

10），樫葉 11), Eksted t 12），普養寺

ら16）の報告にみられる如く，コアグ

ラーゼ陽性菌は陰性菌にくらべて白

血球や血清などの宿主防衛機構に著

るしい抵抗性を示すなど，ゴアグラ

ーゼと病原性との聞には密接な相関

性が認められている。

もちろん Smitht3〕らを始めその

病原的意義を否定するものも少くな

い。しかし Boake7）や源河14〕のい

うように，ゴアグラーゼが病原的役

割のみでなく，さらに感染防禦的に

も重要であるとすれば，ゴアグラー

ゼの型の違いが，ブ菌感染症の免疫

を解明する 1つの手段となり得るの

ではなかろうか。一方 Duthie15）に

よれば，ゴアグラーゼには bound 

coagulaseと free coag ulaseの

2種類があり，従来血柴i疑問作用か

株主！の型抗体を有するものが最も少く， sWilであっ
た。このことは BVM-16ゴアグラーゼと同型のコア

グラーゼを産生する菌株によって最も多く感染を受

け，ついで Stp-28~（， Newman株と同じゴアグラ

ーゼ産生株によって感染していることを示すものであ

ろう。

ら判断されていたものは freecoa-

gulase であって，病原的にもこれが重要視されてい

る。したがってわれわれも，今回は freecoagulase 

のみについて検討を加えた。

コアグラーゼの型別については，すでに Rammel-

kampら8）は 3型に， Duthie9）は4型に分類してい

るが，われわれは現在までに6型のコアグラーゼの存

在を認めている。今後さらに型別不能の菌株について

検討を加えるならば，なおいくつかの新しいゴアグラ

ーゼ型を追加し得るものと考える。

つぎに抗体価とゴアグラ－-it型との関係を見ると，
第 4表に示すように，抗体保有頻度の高い BVM-16

ゴアグラーゼ抗体価は 128（吉のもの4倒， 64倍のも

の5倒と全般に高い抗体価を示すものが多く，ついで

( 28 ) 

つぎに正常人血清中の各型のゴアグラーゼに対する



第 3義正常ヒト血清のコアグラーゼ抗体分布

ゴアグラーゼの種類
血清数 陽性率（%〉

No.104 St. -213 Newman Stp.-28 BVM-16 

一 一

1 一 十

イ型種抗本
十

十ー

一

2 
十 一 一
十 一 -- 十

積 十 十 一
十 一 一
一 十 十

体
一 十 一

型 一 一 十

十 一 十
3 

種 十 十 十

十 ＋ 

体 ＋ 斗ー

型 一 一 十 十ー

4 種 十 一 十 十

抗体型 一 十 十 十

I 5 型種 十 十 十 十

8 19 24 33 

第 4表正常人血清のカ価別コアグラーゼ抗体分布

コ抗 コアグラーゼの種類
ア

日回同日診ω 
グ体

CでFオ4コ. ひ；：：：司~ p口qつ

~ ；同: ブ

兄。ぴ＋」〉 ぴ£〕i. ゼ価

4× 5 8 6 6 8 33 

8× 3 5 7 8 工0 33 

16× 。 3 5 9 9 26 
32× 。 2 5 4 5 工6
64× 。 工 工 3 5 ユ0

128× 。。。 3 4 7 
8 19 24 33 41 ＼＼  

抗体をみると，コアグラーゼ型を具にする菌株によっ

て繰り返し感染を受けていることが想像される。われ

われが用いたコアグラーゼの種類が少いために，その

頻度を正確にあらわしているものとはいえないにして

も，大部分の成人が1つ以上のコアグラーゼ抗体を有

( 29 ) 

工8 24.3 

3 

3 56674 75.6 

3 (2 ) 

十 11 

＋ 1 

一 1 

一 工

＋ ユ 36/64 48.6 

工
(14) 

的ト 工

＋ 8 

十 2 

一 3 

イー 2 22/74 29. 7 
(14) 

十 2 

十 5 

十 l 8/74 工0.08
＋ 4 

5) 

十 3 3/74 

41 74 

していることがうかがえるO 本実！＆9~ に述べたように，

5型のコアグラーゼを用いた結果でも，正常人血清は

75.6%もの多数が 1種以！二の抗体を有しており，さ

らに新しい型の追加によって，この抗体の存在率は高

まるであろう。

現在われわれは上述の 6lli!のコアグラーゼ型の他に

なお新しい 2型について検討中であり，今後こうした

型の分類は，プ菌流行，食中毒汚染源の追究に重要な

手段となるものと信ずる。

結論

。ゴアグラーゼの抗原性を確認すると共に，現在
までに抗原的に異なる 6型のコアグラーゼを証明し得

た。

2) 正常人血清のコアグラーゼ抗体を測定し， 74血

清のうち 56例が1種以上の抗体を有することを認め

ずこO

3) 正常人血清のコアグラーゼ抗体を保有する頻度

と抗体価との間には平行関係が認められJた。
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ff ブドウ球菌コアグラーゼに関する研究 （日）

令

ブドワ球菌（以下「ブ菌」とITI告す）の分類は，かつ

ては生物学的性状，特に色素産生能によって黄色プ菌，

白色ブ菌，レモン色プ~T と呼称され，それ以上深い分

類は行なわれていなかったO しかしながら，近年プ菌

フアージ型別法が可能となり，コアグラーゼ（以下

「コ」と！日告す）産生ブ菌についてだけはかなり精細な

分類が可能となった。

一方血清学的分類法は台くから研究され Julianelle

2）は沈降反応により， Yonemura3〕， Cowan4〕， Hob-

buss〕は凝集反応を応用して分類を試みているO 近年

では Oeding6, 7, B）は特異凝集京を用いて分類を試み，

かなり良好な結果を得ていると報告している。しかし

これらの分類法といえどもまだまだ不完全なものであ

り，ー屑の研究が望まれるところであるO

私共は前報において，fゴJが6型に分類されたこと

を報告した。そこでオ斗f.j~において「コ」の型別による

プ菌の分類および従来から報告されているブアージ型

別ならびに血清学的型別との比較，さらにそれら 3者

の相関性について検討を加え，本TMT食中毒汚染源の迫

究や流行調査に応F目するための基礎的研究を行ったの

で報告する。

実験材料および方法

1. 「コJ康生標準菌株及び「コ」型

「ゴ」型の標準菌株は第1報のもの Cあるが，今後

「コ」型の増加が考えられるので，型を菌~·ミ名を用い

て呼称せず，今回は No.104株型「ゴ」をI型， St.

-213株型をE型， Newman型株をm型， Stp.-28 i朱
型をW型， No.55株型をV型とそれぞれ仮称した。

2.型自lj供試菌株

型別に用いた菌株は，ヒト病巣，食中毒，健康小児

のH因fl侯および牛乳から分離した各々20株である。

3. 7アージ型別法

NCTCブアージおよびその増描月JfaH林をJIJい，

Williams9）らの方法に従った。

4.血清学的分類法

微生物科 寺養主口 浩

山武

辺野喜 E 夫

Oeding 6, s）の方法に従い 9つの因子血清を作製し

てスライド凝集反応を行なった。

5. 「コJの型別法
Brain Heart Infusion Broth 3～5日培養の遠

心沈降上清を「ゴJ原液とし，その 2倍連続希釈液の

各 0.leeに 5｛古希釈免疫血清 0.leeを加え， 37°C

11時間作用させたのち10倍希釈正常ワナギ血疑 O.2ec 

を加え，再び 37°Cで作用させ， 1' 3' 24時間後に

血祭凝1•11！を形成する「コJ の制Iiを対照と比較して判定

し，所属「ゴjの型別をおこなった。なお対照には免

疫血清のかわりに数匹の混合正治ヲナギ血清を用いた。

その他はすべて前報の方法に従ったO

実験成績

1. 由来を異にするブ薗の「コ」型別

ヒトの化！？鹿巣，食中主I;；，牛乳，健康小児咽喉から分

離したおのおの20株についての「コ」型別結果は第1

表に示したごとくである。すなわちヒト病巣由来の20

i~（中型別できたのは10株で，他の10株は型別不能であ

った。型別ので、きた10株のうち 5,j:~（はW型に属し，他の

5株はV型に属している。食中毒由来株では，食中毒

にさいして分離された St.-213株型すなわちE型に隠

するものが8＊~ミで， ·fli~付、すべて型加不能であった。次

に牛乳由来株は，立型に尉するもの 6株， E型とE型

の両者に反応する型のものが4株，主主j別不能のものは

10株であった。健康小児咽fl佐由来株では8株が型加さ

れ，他の12株は型別不能であった。この型別可能な 8

株のうち耳型およびm~；Y.の合型にJiliするものがそれぞ

れ1株，百型のものが2株とV型に属するものが4i~c 

であった。以上80菌株中立型15i朱， V型9i朱，百型7

j朱， JI型とE型の両者反応型4株， E型は1株で，工

主！に属するものは li~（もなかった。結局80菌株のうち

型別し得たものは36i~；で45%にすぎない。なお IJ: 主！と

E型の両者反応型がこれらとは別11~1の型であって，た

またま類属医JiC:を示すものか，あるいはE・J[['.llj!Jと！司

-・.JA原を有するものであるか，現在検討中である。

( 31 ) 



第1:表 由来を異にする蕗株のコアラゲラーゼ型別

菌由株来の
コアグラーゼ型の種類

｜｜ ／ヲ1ゴリ I 日I 
工 II I江 IV V II ill 

人病巣 。。。5 5 。工0 20 
健の康咽小l児l侯 。工 1 2 4 。工2 20 
食中毒 。8 。。。。12 20 
牛 手L 。6 。。。4 10 20 

0 15 7 9 4 44 I 80 

2. 「コJ型男lj，フアージ型別および血清学的

型別率の比較

由来を異にする 4群80菌株のうち 36株（45%）が

「コ」型別可能であったが，ブアージ耳；！別や血清学的

型別ではどの程度の型別が可能であるかを比較表示し

たのが第2表である。すなわちブアージ型別可能なも

のは27株（33.8%）に過ぎず，血清学的には58株（72.5 

%）が型別可能であった。しかしながら各型別結果を

比較してみると， 「コJ型別可能な36株のうちブアー

ジ型別可能なものはわずかに 13株（36.1%），血清学

的型別可能なもの19株（52.7%）で，必ずしも各型別

が平行しているとはいえない。又ブアージ型と血清型

の聞においても重複型別されるものは， 27株のうち20

株（74%）で，すべてが重複するとに限らない。又由

来別にみてもこれらの関係に差が見受けられる。すな

わちヒト病巣由来と小児咽II侯白米のものは「コ」型別

可能なもののうち約半数がブアージ型別可能であるの

に，食中毒および牛乳由来のものでは「ゴj型別され

るもののうちブアージ型別されるものが比較的少い。

このような関係は「コJ型と血清型との間にも見られ
る。

由来を異にする80菌株の各型別数

血清
型別数

A 
－ 

ヨロ

人病巣 10 = 4 7 6 = 15 

小児咽喉 8 = 5 10 = 7 ＝工7

食中毒二 9 = 1 = 5 = 5 = 14 

牛乳L10 = 3ニ 5 2 12 

3 . 「コ型j，フアージ型および血清型との関連

由来を異にする 4：昨80株のうち「ゴ」型別し得たも

ののプアージ型および血清型を比較し，関連性の有無

を調べたものの要約を第 3表に示す。 「ゴJI型に属

するものはなく， E型に属するものが15林容在したが，

このうちブアージ型別されたものは班昨およびW群に

各1株有ったのみで，特殊な関係を見出すことはでき

なかった。血清学的にも因子 a,eをもつもの 2株，

b…1株， b,e…2株， e…2株，因子血清に凝集し
ないT'fJ株が8株であり，ある特定の抗原を有するもの

がこの「コ」型に属するという関係は認められない。

次に「コJE型は1株ありブアージ型別は不能であっ

た。

「コjW型は7事！とで，そのうちの 2株がブアージ型

1群で，他の 5株は型別不能であった。血清学的には

c 抗原をもつものが7株中 5t~（あり， 「コjE型のも

のにc抗原を持つものが無かったのと比較し，何らか

の関係があろうと思われる。 「ゴjV型のものは9株

あって，そのうちの7株がブアージ型E群に属してい

ることから， fコJV型とプアージ主111群：との間には

関係があるものと思われる。しかし血清学的型別との

間には，この場合も特別な関係は見られない。

第3表 由来を異にする80菌株のコアグラーゼ，

フアージ，血清各型の比較

コアグラ
ーゼ型

ブアージ型
血清型

nu 
T
i
 

II ...... 15 

]I ...... 1 

百・・・・・・ 7 

y ...... 9 

II, TII ... 4 

a. e(2), b(l), b. e(2), 
e(2），一（8)

1 1 13 

1 I e(l) 

2 - 5 
a. c(l), c(l), ce(2), 
ef 21, c. e. k(l) 

- 7 2 
c 1 , c. e(2), e(l) 
-(5) 

3 l 一（4)

「コ」標準株の間には交叉反応を示すものはなかっ

たが，型別供試菌株の間には「コJE型およびE型の
両血清に抑制される「コ」を産生するものがあった。

このうち3株はブアージ型E群に属し，血清学的には

いずれも型別不能であったc

ブアージ型を中心として考察した場合，プアージ型

工群のものは「コJIV型に，ブアージ型宜群のものは

「ゴjV型に，それぞれ属しており，他の「コ」型にま

たがるものはなく，この範IR!では Barberi）の%i告と

同様な結果が認められる。しかしながらプアージ型車

昨に属するものはI, II昨のものと異なり， 「コJ型

に異った~J.を示すものがある。これはブアージ型車群

には多くのパターンがあり，そのうちの特殊なパター

( 32 ) 



ジと「ゴ」型の間に関係を示すものがあるのではなか るように，あるいは違った型であって，たまたま類属

ろうか。 反応を示すものか，あるいは両型のみに反応する抗原

4.標準株の各型別 構造をもつものかは不明である。しかしプア…ジ型は

「コ」，ブアージ，血清型の各標準1lti株として用い 3株が直群に属し，両混合型とも班群に属するのも興

た36株（「コJ5株，ブアージ 20株，血清9株）の各 i床ある点、である。

型別結果を比較し，前型別供試株でみられた関連性を 5. 「コj型とフアージ型との関係

吟味してみた。その結果は第4表に示す通りである。 「ゴ」型加の可能な62T者株について，「コ」型とブア

型別供試菌株中には「コJI型に属するものは1株も ージ型との関連をみたところ，第 5表に示すように，

存在しなかったのに反し，標準株では3株がこの型に 「コJI·II·JJI型の291~ミ中10株はブアージ班群に属

属している。このうち1株がプアージ型E群に属し， し，またII'JlIのいずれか一つの抗原を有する混合型

他の2株はプアージ型別不能であり，また血清学的型 6株もともにブアージE群に属している。このことか

別との聞に一定の関連は見られない。 「コJE型の場 らブアージE群中には，現在抗原性の異なった3型の

合には型別供試菌中に15株もの多数がこの型に属して 「コJが存在することが認められた。特に， E型はブ

いたのとは反対に，標準菌株中には「コ」標準株の1 アージ亜群と特異的な相関性を示している。ただI. 

株だけで他に 1i~（もこの型に該当するものがなかった。 宜主主Jに属する株はブアージ型別可能株が少いために明

第4表 標準菌株のコアグラーゼ，フアージ， 確な結論は得られなし、が，おそらくブアージIIT群とか

血清各型の比較 なり j密接な関係があるものと推定される。然し， E型

の中には，ブアージ町群に属するものがあり，両者の

相関性については今後の検討が必要である。つぎに

「コ」 IV型はフアージ工群に， V型はE1i平に特異的な

関連が認められ，他のブアージ群にはこの型の存在が

みられない。 「ゴ」型別し得た62菌株のうち28株はブ

アージ担別不能であったので，なお例数の増加を待っ

て結論したいが，上述の「コJ型とブアージ型との相

関性は現段階においても妥当なものと考えられる。

さらにまた， 「コ」型別し得た菌株でもなおブアー

ジ型別不能のものが多数みられることから， 「コ」型

はこのような菌株の疫学的追求に重要な手段を与える

ものと云える。

コアグラ ブアージ型

ーゼ型 血 清 型

I・・・・・・ 3 l 2 
a. c. e(l), e. k(l) 
一，（1)

II・・・・・・ l ］ 一，（1)

JlI ...・・・ 9 8 l 
a. b. c(6), a. k(1) 
c. (1), e. (1) 

JV ...... 4 3 l 
a. c. e(l), e. k(l), 
e. (1) 

v・・・・・・ 4 4 c. (1), e. (2），一（1)

JJI, IV ・・・4 3 l a. b. c. (3), b. f. (1) 

＇（；，くに「ゴ」斑型であるが，この型は型別供試I器では80

株仁！ご！わずか1株しか該当株がなかったのに反し，「コJ

E型の標準株を含め 9＊~ミも存在した。これは「ゴ JII型

とは異った傾向を示している。この型に属する 9株中

実に8株迄がブア…ジ型車群に属する点，この型とブ

アージ型車群との関連性は疑う余地のない事実であ

る。 又血清学的にも 6i来が a,b, cという抗原を有

し，血清学的型別結果との問にもこの場合ある程度の

関連が見出されているO 次に「コJIV型のものは4株

あって3株がブアージ型I群に所属しているO この傾

向は型別供試閣で見られた場合と共通している。「ゴJ

V型に属するものは4株であって， 4株会てがブアー

ジ型E群に所属している。この型の「コJは前日型と
同じく型別供試菌の場合と一致した成績を示している。

型別供試前中には「コJ:rr 型と ]I~だに反応する出合型

が存在したが，標準菌中にはE型と百型に反応する混

合型があった。このものけ、前のJI型， J[型がそうであ

第 5表 コアグラーゼ型とフアージ型，血

清型との関係（62株〉

コアグラ
ーゼ型

ブアージ型

I・・・・・・ 3 

E・・・・・・16

JlI.・・・・・JO

IV・・・・・・1111 5 
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考察

ブ菌の血清学的分類はかなり以前から試みられ，す

でに1935年 Julianel leらのは多糖体による沈降反応

を用いて，病原性ブl~T と非病原性ブ閣との 2 型に分野i

している。病原性菌と非病原性I岩｜の区別は，生物学的

性状，特に色素産生能，マシニット分解能，fゴ」産生

能，食塩耐性などによってもある程度可能であるが，

こうした性質は菌の共通性状であるとともに，これら

を菌力と直接結びつけることは不可能である。また食

中毒汚染原の探究・流行の追跡などにおいても，生物

学的性状のみで解決することは極めて困難であり， 1A

原特異性やブア一ジ型別が；皮学n句にも病原諭的にも必
然的に重要視されるわけである。したがつて，こうし

た立場での研究はすでに多くの研究がなされている。

まず 1939年に Cowan4）は凝集反応により病原性菌

を3型に分類しており，また Christieら10）は病巣

から分離されるプ菌は鼻腔や咽llfj.：から分離されるもの

とは抗原性を異にし，より複雑な抗原構造を有すると

報告している。

その後 Hobbs5）は同様な方法により，ブ菌を13型

に分類している。さらに近年Oeding6,s）や秋山11）は

独自の標準菌を)ijいて，各種の因子血清の分類を試み

ているO こうした研究をみると，型別される抗原因子

もその数も異り，なお少なからぬ混乱があるO その原

因は本菌が比較的変異性に自み，抗原の損失変異を起

し易い点にあろう。また近年常j刊されているブアージ

型別にしても， NCTCブアージをmいている限り，
型別可能のものは「コ」陽性菌中50%程度にすぎない。

英国ではこのブアージを用いて80%以上が型別される

といわれ，わが国と諸外匡！との間には本Tilli分布に相異

のあることが考えられる。

私共は前半｜誌において free 「コJを6型に分類し，

ブ菌の分類に「コ」型別の重要性を述べてきた。本~＼I~

においては史－に菌t/（の分類に「ゴJ型別を応用した成
績を述べた。ここで， Duthie15）の成績とわれわれの

成績とを比較てみると興味ある差異が認められるo

Duthie はヒト病巣株の80%以 Lが Newman「ゴ」

型cmm！）に属すると報告しているのに以し，われわ
れが由来を異にする 4群80株の「コ」型別をおこなっ

た結果で‘は，直型に一致するものはわずか1株のみで

あり，欧洲で分離された Oeding の血消（~t的標準菌

9株およびプアージ型別Flこj掠司f¥f;1W20株；11・29i来仁！こI8 i~；が

班型に一致している。この点から， 「ゴJ型からみた
場合も，国によってブ，j}tjの分r'rjにかなりの相違が存在

することが旭川象されるC

つぎにわれわわが分類し得た菌株のうち， St.-213

株型 (Il 型〉に）~する食中毒由来株がもっとも多く，

これに該当するものは食中毒株では8株，牛乳株では

6 i~ミで，ヒト由来林には 1 株しか該当するものは存在

しなかった。またヒト病巣から分離した Stp.ー28株型

(IV型）に一致するものはヒト病巣からの分離菌株 5

J闘し健康小児咽II侯由来株2株であって，食中毒，牛乳

由来tQミには，該当するものはなかった。本実験に使用

した「コ」抗血清の種類が少いために結論的なことは

いえないが，以上の事実は，菌株の由来によっても，

「コ」型に偏向のあることを示l愛しているものといえ

るO

Barberら1）は 1958年「ゴJ型とブアージ型との間

に関連性のあることを報告しているが，われわれの実

験結果からも同様な関係が認められた。型別供試菌｜お

よび「コJ型標準在、！の「コ」型別可能なものを総括し
てブアージ型と比較した場合， 「ゴ」 I・IT・ ill型は

いずれもブアージE群と関連がみられる。しかし「コ」

I ・ IT型でブアージ型別されたものは少いので，さら

にこの点の検討が必要である。つぎに「コ」 IV型はフ

アージIi洋に， V型はEi洋にそれぞれ関連が認められ

る。

現在一般にプ菌の分類はブアージ型別，また一部で

は凝集反応、がj甘いられているが，前者にしてもなおわ

が国では型別可能は余り多くなく，後者も検討の余地

が多い。しかし「ゴ」型別・ブアージ型別を組合せ，

凝集反応を併用することによって，本菌の菌型分類は

~；目その精度を高めることが可能となり，食中毒汚染

源の追究や流行調査に有力な手がかりを与えるもので

あろう。

結
三品、
日間

1) 抗原的に異なる 5型の「ゴ」抗血清を調製し，

由う！とを具にする 41洋80株について「コj型別をおこな

った。その結果的I制未r::j::i36株を型別し得・たが，残余は

主I別不能であった。この型！別不能株について，さらに

検討を加えつつあるので，今後「ゴJ型の種類は増加

するものと信ずる。

2) 「コj 型別可能な62]1\ii~（についてブアージ型と

の関連性を検討した結果， 「コ」 I・IT・ ill型はいず

れもブアージ班群に，日型はI群に， V型はE群に一

致することを認めた。

3) 「コ」型と抗原因子との間では， fゴJIII型け、
Occling・ のJ/c原国子 a, b, c という組合せと関連性

がみられたが，仙の型のものではこの点は認められな

かった。

( 34 ) 
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JD 昭和34年度日本脳炎流行時に行なった

血清学的検索成績

東京都内における昭和34年度の日本脳炎流行は患者

総数107名と云う小流行であった。この流行に際して

行なった血清学的検索成績の概要を報告する。

実験材料及び方法

被検材料は背IW'Jの各公私立病院から試験検査を依頼

された日本脳炎を疑う患者血清で，総数314件であっ
？ 
μ」 0

血清検索は補体結合反応により，術式は厚生省衛生

検査指針の記載に従って行なった。

実験成績

1) 月別にみた被検血清の存IJ体結合反応成績

昭和34年度の1'115内における日本脳炎流行は前記の如

くj記者総数107名と云う小流行であったO j患者発生状

況をみると p 6月16Elに初発j記者の発生を見， 11月21

日に終~~l した。 j記者発生のピークは 8 月末にあった。

被検血清 314件の検査成績を血清採取月別に整理し

て患者発生状況と対比させると第1去のようになるO

被検血清の補f＊結合反応陽性率（ 2倍以上陽性〉け、

5月096, 6月20%, 7月10%, 8月1696, 9 J=.14196, 

l0)=.13296, 11月0%であって， j記者発生6月1名， 7 

月16名， 8月61名， 9月27名， 10月2名， 11月1名の

数値と対応した消長を示したが，両者のピーク間にけ、

約1カ月のずれがあったO

2) 日本脳炎患者血清の病週別補体結合反応成績

前項においては試験検査をJ依頼された全血清につい

ての観察を行なったが， if忌症例を｜除外した日本脳炎患

者血清について病迎別補体結合反応成績をまとめると

第2表のようになる。

陽性率（ 2倍以上陽性〉は第 1病）J]fll096，第2府週

33%，第 3fl丙＆17296, 5(5 4病週80%，第 5～8病迎76

%で，例年の検査成績と差異はみられなかった。第5

～8 J両国の陽性率が［＇fiL1病！l!ilに比べて（Jlくなっている
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のは陽性血清は中途でサンプノレの送付を中止するが，

第 i表 月別にみた被検血清の補体結合反応成績

取扱ー補体結合反応
件数！ 一一

i陽性件数

5月下旬

小計

6月と旬

中旬

下旬 1 2 

小計｜ 5 

7月上旬 1 4 

中旬 1 3 

下旬！ 日

小 ill・ I 20 

3 

3 

0 

0(096) 

3 。 3 

ユ

4(80%) l 

l 

1(20%) 

l 

0 

l 

2(10%) 

3 

3 

12 

18(90%) 16 

8 月 1~.旬 1 16 

仁l::r旬 I 2 0 
下．旬 I s 工
d、3／・♂ I 87 

9月上

1:j:1イ司 I 66 
下．旬 I 3 8 
d、；；「 1163 

0 

4 

10 

14(16%) 

16 

30 

2工

67(41%) 

16 

16 

41 

73(84%〕 61 

43 

36 

17 

96(59%) 27 

10月上旬｜ 24 

中旬 i 6 
下旬 1 4 

小計 I 34 

11月上旬

中旬

下旬

( 36 ) 
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0 

11(32%) 

2 

エ5

4 

4 

23(68%) 2 

l 
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第2表 日本脳炎患者血清の病週別浦体結合反応成績
＼ 

［~全性倒 陽性倒 陽 '¥''Iミ Ifn. 清 1吋 日
検査件数

く2 二三2 2 4 32 64 128 
＼＼、

第f1～ 4日 20 工8 2 l 工

l l 5～ 7日 21 19 2 工

週討 41 37(90%) 4(10%) l l l 

第 2 i回 27 附 9(33%) 工 工 2 2 l 2 

《."1＂＇ヨ・ 3 ][lil 29 8(28%) 21(72%) 5 6 3 3 l l 2 

第 4 ]JN 25 5(20%) 20(80%) 4 I 5 、打ノ 3 l 2 

第5!ill～ms；担 21 5(24%) 16(76%) 4 7 3 2 

れた。陰性血清は何時までも送付を続ける傾向があるためで

あるO

結論

昭和34年度の部内日本脳炎流行時に行なった血清学

的検索成績について，次の点を報告した。

2) 被検血清中より転症仰を除外した患者血清の病

迎別補体結合反応陽性率は第 l)ill10%，第2]Lfil33%,

第3；国72%，第4週80%，第 5～8！！囚76%であった。

1) 日本脳炎を疑って試験検査を依頼された患者血

清314件の補体結合反応陽性率の逐月消長は，日本脳

炎患者（真症）発生消長に対応して変動した。患者発

生のピークは8月にあったが，補体結合反応陽性率の

ピークは9月にあって，両者聞に 1カ月のずれがみら
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IV 原発性異型肺炎にbける寒冷凝集反応に関する一知見

寒冷凝集反応（ColdHemagglutination）と云う

名称は， 1918年 Clough& Richter2）によって使い

始められたが，この現象は Lanclsteinerl),Bifiら引

により以前かち知られていた。

その後寒冷凝集反応は種々の疾患との関連性が検討

され 4,5〕， 原発性異型肺炎をはじめ多くの疾患擢病時

に濁性反応を示すことが明らかにされたが，本反応の

原発性異型肺炎診断iilH自については Peterson,Fin-

land ; Turner ; 7) Meikeljohn 3）等の研究以来多く

の研究者によって承認されている。その出現機序につ

いては未だ明らかにされていない。

われわれも数年来検査依頼血清について本反応を実

施して来たので，それら成績のうち昭和30～34年度分

について総括し 2' 3の解析を試みた結果興味ある知

見を得たので報告する。

実験材料及び方法

検検血清は都内各保健所を通じまたは公私立高病

院から直接試験検査を依頼された原発性異型肺炎を疑

う忠者血清ーである。対照の健康者血清としては，北里

研究所血液銀行を通じて入手した健康者のものを使用

した。

血清分離は血液を 37° C恒温槽に 1時間つけてから

直ちに遠心分離操作によわ行なった。

寒冷説集反応tluJ.'.~vj_ Smaclelの記載6〕に準じて行な

った。使間赤血球はO型人血球を用い，生rm食塩水に
て3回j先日廃した後 1%浮瀧液を作り，出清稀釈列に等

量加えずこ。判定は4°C氷室に 1夜静置後行ない， 判

定後37°C恒温槽に浸けて凝集像の解否を確めたc 自

家赤血涼Vj_血清分離後血餅を経く砕き，食温水を加え

て採取した。その後の処置はO型赤血球の場合に同じ

である。

＊昭和医科大学細菌学教室（主任一福留男教授）

微生物科 岩 !I碕謙

坂井千

浅田富士子

村上
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実験成績

1) 患者及び健康者血清の寒冷i疑集価

昭和30～34年の 5か年聞に行なった寒冷凝集反応被

検品Ii'育327｛却の検査成績を凝集個別に整理すると第1

表の上段のようになる。同表下段には対照として行な

った健鹿成人血清50例の成績を付け加えた。

健撰者血清では64倍以上の凝集師を示すものが 1倒

もなかったが，患者血清では327例中19倒（5.8%）あ

った。

血清診断は探血時期を異にした組血清をそろえて抗

体消長を検討するのが原則であるが，実際には単一サ

ンプノレ血清を送付して検査を依頼される場合がしばし

ばある。単一サンプノレ血清にあっては凝集部i何倍以 l二

を有意義な値正するかは難しい問題である。 Chang、

日OU等は64・f古， K白 ner，藤井等は32倍， Curnen等

は40倍， Fellerは128倍以上を陽性としているわ。用

いる血球置の多寡，判定方法の相違によって上記の如

ま差異を見るのであろうが，われわれの追試範間にあ

っては64倍以上を陽性と取るならば大過はないものと

思う。

2〕 患者血清寒冷凝集反応、の月別及び年度別成績

昭和30～34年に行なった患者血清327件の寒冷凝集

価を月別に集計してみると第 2表のようになる。 9～

11月の｛民に凝集伯i64倍以上の血清が多くなっている。

また同成績を年度別に集計してみると， !ffJ3表のよ

第 1表患者及び健康者血清の寒冷凝集価

、じマ

ぬE 集 価

く2 2 4 8 工6 32 . 64 l28 256 512 

181 131 45 31 26 工2!14 3 ］＿ユ
11 9 16 8 3 3 ' -

( 38 ) 



患者血清寒冷凝集反応の月別成績第2表 第4表血清個別にみたO型赤血球及び自家

赤血球に対する凝集価の比較

0 1FJJ.赤血球凝集旬Ii
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1) 健康成人血清50f刊について寒冷凝集反応を行な

ったところ， 64.倍以、との値を示したものが 1倒もなか

ったので，単一サシプノレ血清にあっても64f古以とを示

すものは陽性と考えて大過ないものと思う。

2) 被検血清を月別に整理すると64倍以上の凝集価

を示すものは 9～11月の候に多くなっている。年度別

にみると，昭和31年度が最も多く 126例中18倒であっ

た。昭和30,32及び：・34年には64倍以上の凝集佃iを示し

たものはなかった。

3) 血清個別にみたO型人赤血球及び自家赤血球に

対する減集師は両者の伯がほぼ一致するので， 0型血

球のない場合は自家血球で充分代用し得るものと思う。

工

2 

工

64 128 256 512 

工

患者血清寒冷凝集反応の年度別成績

河
川

2 14 

円

ノ

山

只

u

16 32 

:!il~ 

4 3 2 l 

5 24 20 18 11 

2 10 6 4 

2 5 2 4 

4 l l 

8 

凝

4 

第3表

工

献

1) K, Landsteiner・

1900 

2) M. C. Clough & I. M. Richter : Bull. Johns 

Ho pl王insHosp. 29, 86, 1918 

3) G. Meikeljohn : Proc. Soc. Exper. Biol. & 

Mod. 54:, 181. 1943 

4) A. M. Freeman & I. A. Mirsky : Mil. Sur-

geon 95, 512, 1944 

5) D. Stats & L. R. Wasserman: Medicine 22, 

363, 1943 

6) J. E. Smadel : Viral & Rickettsial Infec-

tions of Man, 2nd ed., 72, 1952 

7) 北本治他：臨床ワイノレス病学 157, 1956 

8) 加藤勝治： AmericanMedicine 1, 175. 1946 

( 39 ) 

Zentralbl.f.Bact. 27, 357, 

文

うになる。凝E創刊64倍以！二の血清は昭和31,33年の両

年に限られており，昭和31年は 126例仁！::i18例が64倍以

！二であった。

3) 0 JJJ!赤血球及び自家赤血球に対する凝集fJJliの比

較

寒冷凝集反応に使用する赤血球はO型人赤血球が普

通であるが，検査件数の少い試験室などで常時O型人

血球を備えておくことは実際！二容易でない。自家血球

で O型血r~Rの代用が出来ればそのような試験室では便

利である。 96倒の血清についてO型血球及び自家血球

に対する凝集佃iを測定した。血清個別に両者の佃iを対

比させると第4去のようになる。両者の佃iは殆んど一

致した。

きム
ロ町1

われわれは昭和30～34年の 5カ年間に行なった 377

例の寒冷凝集反応成績から次のような結論を得た。

結



v 肢近 11年間の赤痢保菌者検索成績について
一一ω薬剤耐性に関する問題を中心として一一一

まえがき

患者から分離した赤痢閣については，最近数多くの調

査成績がみられるが，健康保両者のそれについては余

り報告されていないようである。

われわれは毎年，赤痢の流行期をひかえて部下飲食

物製造業者及び集問給食取扱者に対して保菌者検索を

行っているので，それ等の調査をもとにして，過去11

年間の成績をまとめて弦に報告する次第である。

1954年以後の分離株について’は，分離と同時に薬剤

感受性試験を行ない， 7年間の年次推移をみた。

実験成績

1) 保菌者検出率と雨型の推移

保菌者検索には，分離培地は1950年は主に遠藤寒天

を，極く一部だけSS寒天を用いた。 1951年は過半数

は遠藤寒天を，一部はSS寒天を使用した。以後1956

年迄は SS寒天及び BTB乳糖加寒天な併用し， 1957

年以降は SS寒天， MacConkeyj有地併用に変更した。

糞便1¥i品送培地は1950年までは使用しなかったが，

1951年には一部の材料に 30%グリセリシ食Jjfir水を用

い， 1952年以降は全面的に之を用いるようにした。

保菌者の検出状況は，表1にみられるように1950年，

1951年は0.1%以下の検出率であったが， 1952年から

急激に増加し，検査総数の約0.4%以｜二に保前者をみ

とめている。このように検出率が急激に増加した原因

は，当年から SS寒天と糞便輸送培地を全面的に使用

するようになったためと考えられるO 1957年には a.6 
%と最高の検出率を示したが， 1959年から検出率はや

や低下し， 1960年も前年同様o.32%であった。
TlBT型の推移は表1にみられる通りである。 1951年迄

の菌型決定は学振法分類で行ない，後に国際法分類に

修正して記載したものである。そのために1950,1951 

年の成績と1952年以後の成結とがどの程度関係づけ陶ら

れるか疑問であるが， 1950年には Sh.flexneri laが

微生物科 田 雅

E 夫白

浜

辺

検出総数の約半分（46.8%）をしめ， 1951年以降と全く

呉っているO 1951年には Sh.flexneri 2aが検出総

数の55.7%とその約6jl討をしめているが， 1952年には

国際法分類にもとづく Sh.flexneri 2bが増加し，

以後1955年までは Sh.flexneri 2aより 2bの方が

多く検出された。 1956年以降， Sh.flexneri 2aが 2b

より多くなり， 1958年には 37.3%, 1959年35.3%, 

1960年43.8%と，一段と多くなった。 Sh.sonneiに

ついては， 1952年頃から増加し15%～19%を示してい

たが， 1958年から検出率は低くなり約11%をしめてい

る。

2) 薬剤師、i性の推移及びその内容
Streptomycin (SM), Chloramphenicol (CM), 

Tetracycline (TC), Sulfathiazole (ST）の4薬剤

に対する感受性試験はすべて腸内細菌研究班法にもと

づき寒天（百四rtInfusion培地及び MuellerHin-

ton培地）稀釈法により行なった。なお1954年から

1956年までの成－績は TCを用いず， Oxytetracycline

を使用した結果であるが， TCに対する感受性同様の

成績とみなしてよいと考える。又1959年， 1960年の分

は Sulfathiazoleに対する感受性試験を行なわなか

った。

1954年から1960年まで過去7年間の感受性試験の成

績は年度別にして表2～表8に詳しく記載した通りで

ある。各薬剤の稀釈濃度はその赤痢菌の感受性度を示

している。

A）抗生物質感受性の推移

薬訓別にみた感受性の年次別推移を表にしてみると

表2～9のようになる。 3剤共に1957年頃から中等度

～高度の耐性T1BTが出現して来たが， SMに対しては

1957年頃から， TCに対しては1959年頃から逆に感受

性の！二昇がみとめられており，稀釈濃度の低い方に感

受性分－m・の移動がみとめられる。特にSMの場合は顕
著であるO

( 40〕
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表 1 保菌者検出率及び醤裂の年衣別推移

菌 型

年 数出 lb le 2a 2b 3a 3b 3c 4a 4b 4c 4d 4e I 5 '1 6 

1950 70, 76ユ 47 c 4. l<J4~J:'ll I <2. ]j I CG. 4)1 c2. 

1951 88『811 less. 7〕i IC12. 5〕IC3. 4〕I lc10. 2〕I I c1. 2)1 (3. 

1952 I 84, 8841 320 I o. 381 rn ~ l 土＼I(8~~）； 

間！肌臼31S3SI 0.羽 r,－＇－~，＼ I ハみ！（ゐ 1<26~7; lcz? .-i〕l白川l1.l.釧 I c1.引 i (0. 

町一I716！口「Gヤ
1955 

ご山h 1956 I以ん J刊 bHj u. 4d¥ (0. 8〕Ico. 3)¥ C8. o〕j IC29. G)IC23.引 12.4)1 (0.引 co. s)l I co. s)I co.引（0.

I c1. 3)1 co. 

4 4 32 i 208 ユ04 GS 7 2 
1958 ユ34,877 SS8 0. 4J (0. 7) (O. 7) (S. 7) 1, I (37. 3) （ユ8.6) （ユ1.6) c1. 3) co. 4) co. 2)1 I c1. 8)1 co. 

2 S 23 212 121 8S 39 10 ,5 
1959 ユ86,GOS 600 0. 32 (0. 3) (0. 8) (3. 8)) (3S. 3) (20. 2〕（14.2) (6. S) (1. 7) (0. 8)1 (0. 

エ9 47 J 2S3 7 82 S I 
1960 182 S22 ST7 0. 3?. h 柏市六｝｜〆，..， ,.-,¥ ( ，，..，爪／日 6r,"¥ /'1 A 哨内内、〔0 (0.9〕1 I co.2)¥ c口

* 1950, 1951年の菌型は学技法分類で決定したものを後に国際法分類にもとづき修正，記載したものである。
＊（ 〉中の数字は各菌型の検出率（%）を示す。



薬剤感受性試験表2
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Streptmycin 

薬剤感受性試験表3
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(1954年）

Oxytetracycline Sulfathiazole 
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表4 薬剤j感受性試験

ヤ~~~~~~~~~＿］＿…一一一竺？竺？！？？！？一一一－ J一一~竺円竺L
菌型＼竺？己目）1. 56 j 3.昨 25-112.5125.。l一円［円(1~~－l日~－：~1:·__:_613.叫 6.25 j 1~1 

二x 2 

二Y

↑ 了下下zj 491 54fl「II 1 131吋24戸 61 :1 

I J （刻 8.~l 89. zi z. 41_ I_ I Le引37.8/ 39. zi 9. 1_! 11. 1j o. 1j 
表5 薬剤感受性試験
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薬剤感受性試験表6

Chloramphenicol 
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薬剤感受性試験表7
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表 8 薬剤感受性試験

Streptomycin Chloramphenicol 
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表 9 抗生物質感受性の年衣別推移
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表10 耐性菌の年女別推移

検｜耐 l1±1 
年 i査｜性｜現
総 i菌｜率
数 i株｜%

耐性内容

SM I CM  I TC  

n
U
円

u

n
u
n
U
 。 。_, 0 

O I O I O 

5(0. 9%)1 3(0. 6%)1 '3(0. 6%) 

231 4. 01 17(3. 0%)1 16(2. 8%)1 18(3. 2%) 

341 6. 21 33(6. 0%)1 31(5. 6%)1 19(3. 5%) 

＊この場合耐性菌とは各薬剤に対して 100mcg/cc 

以上の濃度で感受性を示すものである。

* 1954～1956年は TCを）有いず OTCを使用。
表11 耐性菌の重耐性

耐｜単剤耐性 i多 剤 耐 性

年｜生1－「1-1SM  I SM  I CM  I SM  
泉ISMICM1TCI -t I十 I+ I十CM
I I I I CM  I IC  I TC  l十Tg 

105"1η｜っ！ハ｜円｜円I nl nl 
二J 01 °1 J ~I ul u[ ul 
I I I I i Ol 3 ；ニlJュlu¥ ul I ! I I I I I I 01 11 121 

工960I 341 31 01 o, 51 OJ 01 261 

100 1即l 詰！

1 

工 233 

エ 76 

6 82 

4 

工

3 

工

エ

19 

11 

55 

550 

この現象の解明はについては本報告ではふれないが，

興味ある知見と云えよう。

B) 耐性菌の推移

lOOr/cc以上の薬剤i度一度に感受性を示す場合を耐性

菌として，年次別に耐性菌の推移をみると，表10のと

おりである。 SM耐性菌は1954年に少数みとめられた

が，その後1955年， 1956年， 1957年と全くなく， 1958

年に至って他のCM, T C耐性菌の出現と共に再びみ

とめられている。耐性l岩出現率は1958年o.9 %, 1959 
年4.0 %, 1960年6.2%と増加の傾向を示しており，

薬剤別にみても， TC耐性菌が1959年から1960年にか

けて殆んど増加していない場合を除いて，すべて急激

な増加が認められた。

なお Sulfathiazoleに対して表2～表6に示した

ように，検査総数の約50～60%が lOOmg/ccの合寒

天に生育し得る高度の耐性菌であり，年毎の変動は認

められないようである。

C) fnj十｜生菌の重耐性及び交叉fnH性

表11に示すように3?iiJ (SM, CM, TC）耐性1芸jが

圧倒的に多く， 1960年には 34株の耐＇iil:T'f{iの中 26株が，

1959年にl主231宋仁［＝112株が3Tf1Jf1師、JVi：である。 CMのトJ:i&li

j(ljJ性及び SMトTC2斉lj耐性は全く認められなかった。

D) i耐性菌と菌型
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表12 耐性菌の菌型分類

検 両t '[1:1: 菌

菌 型
査 3剤耐性 2 斉リ 出t ・[gミ 1 斉リ 耐 J性

j宋
s h在十CM 

数 十Tc s h在十CM c E在十Tc SM  TC  

flex. var. X 22 

var. Y 12 

596 

flex. 2a 195 2 

3a 62 工

7 3 

flex. 2a 212 4 3 

3a 85 工

>9年
4b 工

var. Y 15 l 

sonne1 60 6 

570 12 4 

flex. 2a 228 工

2b 75 工

3a 85 20 5 

sonne1 i §6 4 

550 26 5 

＊｛也の菌型には耐性菌はみとめられなかった。

年度別にみた耐性菌と菌型の関係を表12に示してあ

る。注目しなけわばならないのは， 1960年の成績で，

Sh. flexneri 3aが検査総数85i来の30.6%にあたる26

株に耐性を示し，しかもその中20株が3剤耐性であっ

た事である。この結果が果して一時的流行に起因して

いるものか疑問であるが，他の年度の成績をみると，菌

型と耐性菌とは無関係のように思われる。 Sh.sonnei 

は他の菌型に比較して耐性を獲得し易いようにもみえ

るが，この菌は他の菌型より抗生物質に対する感受性

が低いため，本来中等度耐性であるべきものが高度耐

性株とみられる場合も想像されるのである。いずれに

しろ菌型と耐性菌との関係については，今後実験を加

( 50 ) 
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3 3 

2 4 
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エ 2 10 

工 エ 3 

工
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2 8 

5 23 

2 3 

工

工 26(30.6%) 

4 

3 34 

えて更に検討の要があろう。

むすび

1950年から1960年に至る過去11年間，東京都におい

て行なった赤痢の保菌者検索について下記の項目に従

って報告した。

1) 保菌者検出率と菌型の年次別推移

2) 薬剤耐性の推移及び内容

A）薬剤別にみた感受性の年次別推移

B）耐性菌の年次別推移

C）耐性菌の重耐性及び交叉耐性

D）耐性菌と菌型分類



四 昭和34年他誌に発表した微生物科の研究業績

1. 腸チフス患者多発地区で捕獲したネズミの臓器内から分離された

S. typhiの 1191］について

公衆衛生， 23, ( 4)' 290, 1959 

辺野喜正夫 高橋末雄＊ 111日与四郎＊佐々木建夫＊

池田和雄＊難波淳士＊ （＊予防部）

東京都本郷保健所管内において，昭和32年及び33年

のほど同一時期に計51名に上る腸チフス患者が発生し，

その感染源を追及すべく，疫学的並びに細菌学的調査

を行なった。

調査の一環として患家ならびにその周辺のネズミを

捕獲し，臓器及び排濯物からの菌の検出を試みた。調

査の期間は昭和33年8月28日から 9月6日までで，捕

獲検査したネズミの数は 480 匹で、あった。うち 1~の

トプネズミ（患家からとれたもの〉の臓器（肝3 牌，

腎の混合）からチフス菌が検出された。本菌はチフス

菌の一般性状と抗原を具え，流行菌型と同じブアージ

B2型に属するもので、あったO （抄録〉

2. ブドウ球菌コアグラーゼの型別について（舎）

第34回日本伝染病学会

日本伝染病学会雑誌， 33, ( 5)' 428, 1959 

普養寺 浩，寺山 武，辺野喜正夫

プドク球菌コアグラーゼの抗原性及び健康者血清の 頭由来株のうち Newman型に属するもの 1株で，他

抗コアグラーゼ作用につき検討した結果，まず現在ま は型別不能であった。また， 24名の健康者血清中の抗

でに血清学的に一応5型まで分類することに成功した。 コアグラーゼ作用を測定した結果， Newman型抗コ

由来を具にする 4群80株について， Newman株 ' アグラーゼ抗体を有するもの 81§ll,No. 104型抗コア

No.104株一， St-213株一抗ゴアグラーゼ血清を用いて グラーゼ抗体を有するもの 3倒，悶じく Sト213型の

型別を行なったところ，人病巣由来株20株はすべて型 抗体を有するもの 7倒， Stp.28型の抗体を有するもの

別不能，食中毒由来株のうち St-213型に属するもの 13例， BVM-16型の抗体を有するもの10倒であった。

は8株で，他は型別不能であった。牛乳由来株20株の 以上の成績はすべて遊離型コアグラーゼに関するも

内St-213型は6株， St-213及びNewman両型に反応 のである。（抄録〉

するもの 4株で，他は型別不能であった。健康小児咽

3.ふん使内赤痢菌検索用培地としての GNブイヨン（Hajna）について

日本伝染病学会雑誌， 33, ( 6 ), 623, 1959 （第33回日本伝染病学会〉

衛生検査， 8, ( 3)' 62, 1959 

辺野喜正夫， ；薮内 清， i五中滋

1955年 Hajnaが，ふん使内赤痢菌の増菌兼輸送tfr

地として発表した GN-Brothを追試し次の結果を得

た。

( 51 ) 

(1) 赤痢関係者ふん便853｛牛の中で，直接培養法で

赤痢菌陽性は67件（7.9%）であったが， 1直接培養と

GNブイヨンとを併用した場合は94件陽性（11%）で，



GNブイヨンを併用したプゴが成績がよかった。

(2) 赤痢保菌者のふん便約lmlを GNブイヨンと

普通ブイヨシ（対照の意味で〉に投入し， 1昨は 37°

Cに， 1群は室温（27°～30°C）に放置して時間的に

赤痢菌の消長をしらべた結果， GNブイヨシの方が優

れた成績を示したものは 37°C放置群36件ヰ15件，室

温放置群26(li二仁j::i2件であって，他はブイヨシの方が侵

れているか又は両者ほど同等であった。増菌力，保存

力ともに GNブイヨシの方が普通ブイヨシに比べて特

に勝れているといえるような結果は得られなかった。

（抄録）

4.握りめしによるブドウ球菌食中毒

公衆衛生， 23, ( 6)) 403, 1959 

辺野喜正夫， 苔養そ1' 1告， ~1七村久寿久， 鈴 木 ｜！日＊

昭和33年 5月1El某警察署員 196名のうち48名が昼

食後 l.5～21時間で，はき気， 111，匝吐，腹痛，下痢をお

こして発病し，うち10;:g，はかなり重く，数日の入院を

余儀なくされた。

調査の結果，当日の昼食の握りめしが原因食品であ

ることが判明した。

握りめしからは lgにつき 83,200,000コの生菌を

検出し，そのほとんどが Staphylococcusaureusで

あった。本菌はゴアグラーゼ陽性， j容血性，マシニッ

ト分解性，食温耐性で，提iの腹腔内接種によりエシテ

C* I主｜立衛生試験所〉

ロトキVン産生株であることが確かめられた。

握りめしを調製した業者の手指及び 1;:g，の｛七！膿巣か

らも Staphylococcusaureusを分離し，原因食か

らの分離菌をも併せて，ブァージ型別を行なったとこ

ろ， 6/7/53を主11i1l1とする群班ブァージに感受性を持

った同一系統の菌株であることを確かめた。以上のよ

うな実験結果から，今回の中毒事件は握りめしによる

珍らしい倒であり，その感染源は従業員の手による直

接，間接の汚染によるものであろうと推定された。

（抄録）

5.食中毒の細菌検査の実際

臨床検査， 3, ( 8)) 434, 1959 

辺野喜正夫

会中毒検体について行なう細菌学的検査万法と， j検 査に当って注意すべき事項について述べた。（抄録〉

6. 山王小学校の Salmonellagive による集団下痢症について

パンフレツト， 1959年4月，東京都衛生局予防音I）発行

協同調査研究（衛生研究所，衛生局予防部，大森保健所，｜主l:s'z：予防衛生研究所）

東京都大ff!区内山王小学校（在日i数1617名）に1958

年9月29日から10月5日にかけて計 265名vcJ：る学童

の集団下痢症が発生した。原因は8月29日の給食によ

る疑いが諜序であったが，原因食品を決定することは

出来なかった。しかし当日の食品中，生のま L使われ

た材料はサラダのマヨネーズソースを作るのにJI']いた

鶏卵だけであった。

ザ！~［;tl， ~f-主はクラスによって異るが，最れ 2.1% から最

高40.5%で，全体としては調査した総数1,065名仁1=1265

名で24.9%に上った。

( 52 ) 

発生は10月1Elをピークとする急峻な単峯型を呈し

た。従って単一曝露共通経路感染を推定した。

主な症状は， 38°C 前後の発熱，腹痛，水様性下採1J

で，咽頭痛， fl恒気を訴えたものもあったが，粘血便や

裏急後重は認められなかった。

又二次感染もなく，多くは 2 ～ 31ヨで快復し， ~J[~ ：伏

のff{いものはなかった。

9 Jj29日のii｛：食を原i走！と／［

fkWJのモ一ドは48ll寺｜司｛立とJI主定された0 10月3El～10 

日までに81名のふん1更につき菌検索を行なった結果，



20名から Salmonellagiveが検山された。 j志者9名

の血液からは菌は検出されなかったが，クイダーノレ反

応の結果，分離菌に対する凝集価40倍のもの2名， 160

倍のもの 3名， 320倍のもの 4名であった。なお本側

に関係のない人（7名，ほど同年令層〉ではほとんど

20倍文はそれ以下であった。以ト．の諸jえから Salmo-

nella 6iveによる疾病であることが推定された。

Salmonella giveは，わが国でもしばしば分離さ

れるサノレモネラであるが，かかる大規模な人の発生例

ははじめてである。（抄録）

7.溶血性レンサ球菌免疫家兎の主要臓器の病理組織学的所見について

日本獣医畜産大学紀要，（8 ), 29, 1959 

薮内 清， M長田政恵＊，吉村市郎＊

j容血性レシナJ~＜菌家兎免疫を行なった｜擦に起る変化

をしらべるため，主要臓器の病E＿［［組織学的検索を行な

い，次の主変を認めた。

(1) 碑．肝，腎の実質の変性

(2）循環障害

（＊日本獣医畜産大学〉

(3) 細車両内皮細胞の腫大増殖

以上に総括されるように，溶血性レンサ球菌接種家

兎における病理像は血液循環障害を原発とし，急、性症

から移行した慢性敗血症性病変像とともに免疫体産生

反応像を呈しているものと解すべきである。（抄録）

8.魚介類による特異的な食中憲一一近年の流行から←ー

薬局， 10, (11), 1241, 1959 

近年問題になっている日本沿海産魚介による中毒，

即ち昭和30年頃新潟県をはじめ北陸，東北，北海道の

各地に発生したスノレメイカによる食中毒事件，昭和31

年静岡県浜名湖畔に発生したボラによる事件，昭和28

辺野喜正夫

年頃から熊本県水俣地方で発生している，いわゆる，

水俣病，及び近年特に問題となって来ているアジその

他の近海魚による食中毒事判二について，その発生状況

及び病因論について総括紹介したO （抄録）

9.推定原因食よりの原因菌検索について

食品衛生研究， 9, (11), 9, 1959 

辺野喜正夫

食中毒原因食品から起因菌を検出する方法について 詳しく解説した。（抄録）

10.最近東京都内より分離された赤痢菌の薬剤耐性について（会）

日本化学療法学会雑誌， 7, (4), 220, 1959 

吉田孝人，古津 腕，橋本真寿男

辺野喜正夫

東京都内で Streptomycin1250mcg/ml耐性株が

4株見出された。 Chloramphenicol耐性については，

100 rncg/rnl 1析し 160 rncg/rnl 2株， 310 rncg /ml 

1株主f見出した。 Kanamycin についても耐性のき

ざしがうかがわれた。 Tetracyclineについては 160

rncg/rnl 4株フ 310n1cg/111ll株が見出された。 Sulfa

剤については＞1,OOOrncg/mlの高度耐性株の出現が

( 53 ) 

認められた。また， Streptomycinと Tetracycline,

Streptomycinと Chloramphenicolの二者耐性，

Streptomycin, Tetracycline, Chloramphenicol 

三者耐性株が認められた。

Colimycin, Polymyxin B, Kanamycinの王者

は，ほとんど標準株と向程度の感受性を示し，耐性株

は認められなかった。（抄録）



11.抗生物質高度耐性菌の細菌学的研究（会）

日本化学療法会雑誌， 7, (4), 220, 1959 

吉田孝人，橋本真寿男，浜田 雅，吉津 暁

辺野喜正夫， 中沢昭三大山本郁夫犬

耐性株は標準株（感受性〉に比して形態的に電子顕

微鏡で膨化，膨大を認め，熱に対する抵抗性が感受性

I訴に比べて強いことがわかった。

（＊東大伝染病研究所〉

また， 30代継代培養しても感受性に変化が認められ

ず，発育曲線では標準感性菌株と差が認められなかっ

た。（抄録〉

12. アジア＠インフルエンザワクチンのフィールドワークの成績（会〉

日本公衆衛生雑誌， 5, (11), 199, 1958 

辺野喜正夫， 佐野一郎＊，福見秀雄料

西川文雄＊＊（＊国立東一病院， ＊＊国立予防衛生研究所〉

関東，京都，中国及び九州、！の11の国立病院で，アジ

ア＠イシプノレエシザ＠ワクチシのフィーノレドワークを

行なった。集団発生の際， HI抗体価128倍以上は総

て擢患を免れ，催店、したものは総て64倍以下で－あった

ので，擢患しないですむ抗体関価は 128倍である。

ワクチン接種によって，抗体価128倍以上のものが

集団の何%を占めさせることが出来るかを調べて効果

判定の規準とし，足立2及びY5で量及び方法を変え

て比較したところ， 11の国病問では勿論，同一施設に

おいても接種の時期によって効果の程度が一致しなか

った。

また，元来抗体を持っていないものに，ワクチシ接

種によって抗体を増加させることは困難であること，

300CCA lee皮下接種法では足立2のワクチシの方が

Y5のそれより効果が大きいこと， Y51 ee皮下接種

の場合は， 300CCAの方が lOOCCAより効果が大き

いこと，及び向じ CCAの場合は 0.lee皮内接種より

0.5ee皮下接種の方が， 0.5eeより 1ee皮下接種の方

がより効果が大きいことが判明した。
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四 昭和34年度臨床試験科の研究業績について

昭和34年度において当科の行なった業績は，前年度

に引き続き電解質代謝と糖尿病に関する生化学的研究

が主なるものである。なお，東京医科歯科大学農村厚

臨床試験科 1
 

4川
内
ノ

vJanパ，． 沢 文

生医学研究施設と共同研究を行なった。その要旨は下

記に示す通りである。

1. カルシウムおよびマグネシウム代謝

(24) pHと血清透析性Ca

第31回日本生伝学会総会（大阪大医学部， 11月1～3日）

柳沢文正，小笠原公，渡辺 学1〕

カノレνワムおよびマグネVワム代謝に関する研究の

一環として，血清電解質個々の相互関係，特に透析性

Caの態度と血液pHの変動を検討するため，健康家

兎を実験動物として，塩化マグネνワム・塩イ七カリワ

ム・塩化ナトリクム＠塩化カノレνクムを静脈注射し，

イシVユリシ，プレホノレモY，アドレナリシ，デズオ

キνゴノレチゴステロン，テストスデロン，エステロン

を筋肉或いは皮下注射し，重炭酸ナトリクム，塩化ア

ジモニクム，プドク糖を経口投与して，血液pHと血

清総Ca，透析性Ca,Mg, Na, K, Cl，無機Pおよ

び重炭酸イオシ（HCO-a）を時間の経過に従い，採

血したものについて測定した。特に血液pHの測定

については， jftj采的に pH測定ができる Switzer”

land製 Metrohm日ectrodesによる測定器を使用

した。

実験結果を要約すると，血液pHの変動と血清電解

質の増減は投与した物質によって夫々異なる結果を示

すが，一般に血液pHの変動は主として陰イオシであ

る血清Clの逆相関と， Hco-aの相関，陽イオンであ

る血清Naの相関々係が成立する場合が多い。しかし

血清Naの態度は例外があり，重炭酸ナトリワム，ビ

タミンK，プドワf皆，イシ乙／ユリン，テストステロシ

を雌家兎に投与した場合については， 血清透析性 Ca

が血清 Naに代った態度で、血液 pHと相関々係を生

ずる傾向がある。

2. カルシウムおよびマグネシウム代謝

(25）錨，灸刺戟と静電気通電による血清 Ca

第32回日本生イ七学会総会（同上〉

柳沢文正，中山光義2〕

各種の刺戟が生体電解質におよぼす影響を，健康家

兎を実験動物として吟味した。

実験方法は誠術治療銀針による刺戟を 1針10分間各

部に与え，又は焔鉄による刺焔刺戟，開腹手術による

外科的刺戟，静電気通電による刺戟を行なった際の血

清電解質の時間的変動を検べた。

結果は，誠，焔鉄刺戟のいずれも，施術によって血

清Ca,Ca＋＋が一時的に低下するが，以後増加して血

j夜のアノレカロージス傾向がみられる。

開腹実験の場合は血清Ca,ca＋＋の低下，血清Mg,

血清無機Pの増加がみられ，静電気通電では前実験と

逆の結果で，通電によって血清 Ca,Ca＋÷が一時的に

！二昇して 1日後に暫滅する。しかし再度通電によって

再び上昇を示すO 家兎の各部位に置針式通電をした場

合は，背部刺戟では血清Ca,ca＋＋の一時的上昇がみ

られるが，腹部刺戟では逆に減少を示した。

( 55 ) 



3.老年疾患と電解質代謝（ 1) 

血清透析性 Caと血清 Mg量について

第 1回日本老年学会総会（東大医学部， 8月29日）

カノレνワムおよびマグネジクム代謝の研究が進展す

るにつれ，老年期疾患に共通点のあることを発見した。

すなわち血清透析性Caの低下と血清無機Pの増加で

ある。とくに血清無機Pの上昇と平行して血清Mgも

増加する。すでに知られる如く Caは細胞外液のみに

存在し， Mgは細胞内液に多量に程在することから考

え，血清Mgが増加することは細胞の老化，破壊が考

えられる。その証拠に老年期に多い癌，糖尿病，高血

圧の如き疾患においては，重症になればなるほど血清

表1 健康人年令完lj血清電解質

叩出11孟土比日:ii両r↓l 叫副m1~110～19才 9.7 

20～29才 9.7 

30～39才 9. 7 3.9 エ.S 3.2 334 エ7

40～49才 9.S 3.8 1.6 3.S 342 17 

so～59才 9. 7 3.9 l.S 3.S 336 工6

60～69才 9.6 3.6 1.6 2.8 340 エ5
70～79才 9.S 3.1 2.0 2.8 344 19 

よ I I 3. 8 I l. 6 3.4 338 17 

柳沢文正3)

Mg量の増加が認められる。しかも血清Mgは燐酸酵

素を賦活するため，血清無機Pが増加し，それにとも

なって逆相関である血清透析性Caは著しく低下し，

死期においては l.5～1. Omg/dlになる。なおこれ等

の疾患の治療剤はいずれも血清 Mgを抑制する傾向に

働らくが，同時に透析性Caも低下する。この低下は

副作用と関係があると考えられる。それ故これ等の治

療剤は血清Mgの低下ならびに血清透析性Caの増加

を来すものが理想的である。この点から私は新しい糖

尿病制剤メゾ酒石酸カノレνワムを発見している。

表2 疾病と血清電解質

平均血清分析値 mg/ell
病 名 17il 数

総Ca Ca++ Mg p 

取作L誌I 14 8.8 2.8 2.3 4.S 

糖尿病 5 9.8 2.工 2.3 4.3 

高血圧症 7 9.3 3.5 1.9 3.3 

肺結核 10 9.1 3.2 l. 7 4.工

急、性虫垂炎 20 9.2 3.5 l. 7 3.9 

健康人 l 98 9.6 3.9 l.S 3.4 

4. 糖尿病に関する竜解質ならびに PHの基礎実験（ 1 ) 

メゾ酒石酸カルシウム投与の電解質および pHの変動

箔24回東京都衛生局職員業務研究発表報告会（慶大北里記念堂， 11月20日，小山賞授賞）

i'Vfl 沢文正，渡辺 学，小笠原公4)

私共は電解質代謝の研究途上において，メプ酒石田空

カノレVワムが抗糖尿作用のあることを発見した。すな

わち糖尿病患者は血清透析性Caが減少し，血清 Mg

が増加する。このことを応用し，民間の糖尿病製剤を抽

出し，その一部の物質が透析性Caを増加し， Mgを減

少させることからこの本態を究明し，さらに合成に成

功したものである。今回はこの物質，糖，アロキサン

を投与した場合の血液pHと電解質との関係を検べた。

実験方法

体重 2kg前後の健康家兎に，メゾ酒石酸カノレνワ

ム，糖，アロキナシを静脈注射したものについて，血

首長pH，血糖，血清 Ca,Ca++, Mg, Na, K, P, Cl 

を，時間の経過に従って逐時採血して測定を行なった。

( 56 ) 

測定方法

血液 pHについては MetrohmpH測定器により，

血糖は Folin& Wu法， Na,K は Coleman炎光

光度計を用い， Ca,ca++, MgはWfl沢法， PはFiske

& SubbaRow法， ClはSendroy法により Leitz光

電比色計を用いて測定した。

実験結果

(1) 30% Glucose 5 mlを静注した場合

第1圏に示すごとく， Glucose静注により血清Ca,

ca＋＋共に 2～4時間後に低下する。血液pHも低下

して酸性傾向になるが，その後逐時上昇して24時間静

に注射前に復する。 Na,Mg, P, Cl は概して変化

が認められないが， Kが一時的に増加を示した。血糖



第 1図 30% Glucose 5 mlを家兎（♀2.lkg) 

に静注した場合

第 3図 Me so酒石酸 Ca溶液（25mg）を家!ti.

（♀2. 4kg）に静注した場合
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は Glucose注射後急激に上封ーするが， 411与間以降は

変動が認められない。

(2) Alloxan j容液を毎 kg150mg静注した場合

Alloxanを pro.kg. 150.11g静注すると，静注後 6

～10時間後低血糖症状を起して死に至るため，低血糖

症状を起す前に 30%Gluco3e 40 ccを静注すると，

血糖が透時上昇して， 3日以降持続的高血糖を現わす。

この場合，由清Ca,C:i++, CJが低下し， 血清 K,

Mg, Pの増加が認められる。血液pHは低下して敵

性に傾く。（第 2図）

(3) メゾ酒石酸カノレνクム溶液（25mgうを静注し

た場合

抗糖尿製剤であるメゾ酒石酸カノレνワムを注射する

と，第3図に示すごとく Alloxan注射の場企とは逆

に血清Ca,Ca＋＋が増加し血液 p::IもJ二昇してアノレ

カリ性に傾むく。血清Mgが低下するが，他の物質付、

変動が少ない。

以上は個々の薬剤に対する血清電解質と血糖，血液

pHについて観察したが，更に Alloxan糖尿家兎に

メソ守酒石田安カノレνワムを投与した場合について検索し

た。結果は第4図に示すごとく，持続的に高血糖を示

す家兎にメプ酒石田安カノレνワムを 1Iヨ量 25ni.g宛静
注すると，血糖は透1時低下して，注射前に復する。血

清Ca,Ca＋＋は上升の傾向が現われ，血液pHがアノレ

カリ性になる傾向を示す。血清 K,Clは日数の経過

に従い約2週間で注射前に復する。

以ーとの結果を総話すると，従来糖尿病患者が酸性体

質であるといわれていることから，血液pHと電解質

の関係を家兎を用いて検討した。 Glucose, Alloxan 

のごとき血糖を高める物質を投与すると， 血清 Ca,

Ca＋＋が低下し血液pHも低下して酸性に傾むく。一

方メゾ酒石酸カノレVクムを投与すると，前者とは逆に

血清Ca,Ca＋＋が増加し，血液pHが！二昇してアノレカ

リ性に傾むく。更には酸性体質になった Alloxan糖

尿家兎にメゾ酒石酸カノレνクムを投与することにより，

血液pHがアノレカリ性になる傾向がある。今後更に糖

尿病患者の pHと電解質の関係について研究を進める

予定である。

5. 小＠中学校生徒の弁当の栄養分析よりみた実態調査成績

第11回日本公衆改普会

~-Oil 沢文正，須田正男，佐野 逮，

a松浦義男，柳沢文徳5〕

昭和30年千葉県下2小学校， 1中学校の弁当の栄養

置の状況を調査した成績を報告する一方，既半Fiの静岡

県下で実施した2校とも併せて学校給食の栄養母基準

と比f／皮検討した。

調査対照各小学校および中学校では，学年別にみて，

学校給食の基準に比べ，きわめて栄養組成が劣ってい

ることが判明した。ことに農村地帯の学校の弁当には

多くの欠陥が伴なっていることを指摘したが，同時に

学校給食の栄養註の基準に逮する弁当を学童に持参さ

せることは，一般家庭においていかに困難であるかも

本調査で明らかにしたと考える。

以上のことから，未実施校は学童栄養という問題だ

けからでも速やかに学校給食を実施する必要がある。

6. 慢性四塩化炭素中毒の血清電解質に関する実験的研究

特にメゾ酒石酸カルシウムの投与による影響

柳沢文 E，渡辺益夫，柳沢文徳的

成熟家兎を用いて四l卸七炭素1回量筒：kg,0. 025ml, 

0. 05ml, 0. lmlを週2回約2カ月余にわたって轡部

皮下に注射して，四塩｛七炭素慢性中毒をi坦させたもの

について，体重，血清電解質，血色素，蛋白，黄痕指

数を測定し，又更にメプ酒石酸カノレ乙ノクム注射を併用

した群についても同様の観察をおこなった。

その結果体重については，四塩化炭素中毒群は減少

したが， メソe酒石~iをカノレν ワム1j]:ffJ群は減少をifilillリし

た。血清電解買については，四塩化炭素中毒昨は Ca,

( 58 ) 

ca＋＋が減少し， Mg,pが増加したが，メプ酒石酸
カノレVワム併用群は調整的に作用した。蛋白と血色素

については中毒群はいずれも減少するのに対して，併

用群は対照に近い結果であった。黄症指数については，

中毒群は著明に高値を示すが，併用群においては対照

とかわらなかった。即ちメゾ酒石被カノレνワムは四塩

化炭素中毒ょにる肝障碍を改善する薬剤であることが

判明したO



7. キチン分解放線蕗に関する研究

柳沢文 j王，佐野 l堤，柳沢文徳7〕

放線菌のキチン分解に｜刻する研究を実施した結果，

キチン分解蕗j20i宋を認めた。甲穀類であるエピ，カニ，

クノレマエピから精製したキナシを分解する菌 5i~（を見

出した。これらの菌種は S.lavenclulase, S. griseolus, 

S. albus であり， 菌種によりキチン分解の強弱があ

り，液体芹i養器は Beneek eaに属する菌株よりもそ

の崩i袋作用が｜時間的にみて遅延することを認めた。ま

た NHa，還元糖の生成を認めたが，グノレゴサミシの存

在は認められなかった。なお pH は酸性に移行せF
アノレカリ移行を示した。 Nocarcliaについては2菌株

についてキチン分解能を検討したが陰性であった。

8. 集団の検尿（蛋白・糖〉に関する研究

1~n 沢文正，松浦義男，柳沢文徳8〕

農村地帯の小・中学校 3i交店籍者2,813名の集団検

尿を実施し，受検者2,464名中蛋白陽性者4%，糖陽

性者0.3%であった。更に陽性者のみについて再検査

した結果， !WD次陽性者に対する蛋白｜場性者49.5%,

糖陽性者45.5%となった。

静岡県芝川町一部落の13才以上の住民949名につい

て検尿したO 実際受検者は第1回が84.2%，第2回が

71%であった。年令別で蛋白陽性者は40才から急激に

増加することから，集団検尿は40才以上を対象とする

必要がある。然し糖についての検尿は少くとも15才以

上を対象とすることが好ましい。阿部落の受検者中，

文

1）柳沢文正，小笠原公，渡辺学：生化学， 33

(4), 1961掲載予定

2) 中山光義：医学研究， 1960,30巻，（4), 181, 

1960 

3) 柳沢文正：第 1[il旧本老年学会抄録， 1959

4) 柳沢文正，渡辺学，小笠原公：東京都衛生局

( 59 ) 

蛋白陽性者は16.2%（男13.9%，女18.1%）で、あって，

極めて高い陽性率を示し，再検による蛋白陽性者と判

明したのは8.9%であった。 2回の検尿で2回とも陽

性を示したものは持続的蛋白尿であることを明らかに

したO 又これらについて尿沈法所見を実施し，異·~ir と

認めるものが7.9%であった。この蛋白陽性者のほと

んどが医師の診断を受けたことが少ないことが判明し，

本検査の結果慢性潜在性尿蛋白陽性者を摘発し得たも

のと考える。尿糖については 1.9 %の陽性者で，この

うち糖尿病（血糖 140mg/cll以上）を 4名摘発した。

献

職員業務研究発表会報告書， 24号

5) 柳沢文徳等：日本衛生学雑誌， 14(3)' 55, 1959 

6) 渡辺益夫：民族衛生， 25(4), 529, 1959 

7) 佐野 ｜控：日本衛生学雑誌， 14(7), 69, 1959 

8) 松浦義男：お茶の水医学雑誌， 8(2), 364, 1960 
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5月は46.59 （日本橋）－21.38-7. 86庖（麹町〉；

イ）の区分では煤畑地区25.36臨，中間地区21.27臨，

非煤畑地区14.15fl!l!;，大島8.48随；ロ）の区分で｜日市

内部24.24臨，！日市内以外15.43雌となる。

次に本；自においても千代田紙業は他よりは相当多量

であるが，これを除外した平均値は， 3月16.20班．

4月26.27踏， 5月20.68｝直となり， 3月の値は特に小

きくなる。

これを既往同期と比較すると，そう大差はないが，

月によって異なり，数値的には千代田紙業主f含むと否

とにかかわらず，本期は先ず最少で，特に 3月は既往

各年の 3月中最少である。既往同期間中では，多い方

からほど第3年，第1年，第2年，第4年，本期とな

る。

次に降下煤麗の放射能（cpm／日12・月）は， 昨年か

らの高まりがJ守続しており，前報より本期は多少高ま

っている。

各月各地の最高一平均一最小値を記すると， 3月は

それぞれ36,524（大島）－21,606-2, 645 （赤坂〉で，

赤j反が特に小さい。 4月はさらに一般に高まり72,110 

（大島）－33,403-16, 912 （赤坂〉， 5月は 65,374（渋

谷）－30,080-5, 800 （牛込〕である。赤坂は前報でも

小なことが多かったが，何か放射能性趨が，この地区

には比較的降下し難いような気流状態であるのかもし

れない。

既往同期と比較すると，本期が最高で，前年は本期

よりや L低く，他はずっと低くなるが，第3年，第1

年二長第2年のJi頃となるO

2) 降下煤趨の成分

月によりや L異なるが，本期降下塵の不溶分ないし

無機分は，可j容分ないし有機分の約3倍で，従来と大

差ない。 5月がや L比率は小となる。

本期5月の降下座成分の各地の平均伯｛（融／1王1112・月）

工 本四は本調査の第18報（昭和34年2月15日～ 5

月15日〉を提出する。調査方法や記載要領は従来同様

である。

rr 調査成績
1) 降下煤趨の量（庖／1王1112・月）及び放射能（cpm

/m2・月〉

被検26カ所の調査成績を従来同様，イ）煤畑の多少

の想定による区分，ロ〉調査個所の地理的位置による

区分の 2~重類の区分法によって大別し，この区分に従

って観察することとする。

前報にひきつどき暖房の影響がなお継続し，降下煤

塵量の比較的多い時期である。従来は前報の時期より

多少減少傾向を示す年次もあったが，大体において前

報の12月～2月と大差ない年次が多い。本期も前報と

くらべて大差ない成績である。これは実際の煤畑量も

大差ない（特に 3, 4月はそうであろう〉のであろう

が， 1, 2月に比し気象状況の相違（flj号天が減じ，曇

天や雨天や風の強い日が多くなること〉がある程度の

影響を与えていると思われる。木期中では 3月がj設少，

4月が最多である。

本期各月各地の降下煤趨量（臨／km2・月）の最多一

平均一最少値および各種地区別平均値を記すると，そ

れぞれ3月は 179.48（千代田紙業）…22.48-4.46凪

（赤坂〉；これをイ〉の区分で観ると，煤畑地区35.29

班，中間地区14.54臨，非煤畑地区s.56I也大島11.18
臨； ロ）の区分では旧市内部27.33班， 旧市内以外

9.09臨，

4月は煤塵計に雑物の混入が一般に頻繁であったが，

そのやや著明な6カ所を除き， 84.13 （千代田紙業）－

29. 17-9.86随（芝）；こわをイ〉の区分で観ると，煤

畑地区35.85随，中間地区28.20随，非煤畑地区14.29

1盛，大島17.86踏；ロ〉の区分では／El市内部32.501也，

旧市内以外23.72｝注。

( 60 ) 



および（間形分総量に対する%）｝は，不溶分 15.38国

(71. 9%）｛うちターノレ分1.54班（7.2%), ターノレ分以

外の炭素分3.07I也（14.4%），灰分10.77臨（50.3%)}, 

可溶分6.00臨（28.1%)｛うち灼熱減量 2.14雌（10.0

%），灰分3.86臨（18.1%), SOa 2. 41臨（11.3%)' 

Cl' 0. 31随（1.4%), NHa 0. 26随（1.2%）｝，全有機

分6.75国（31.6%），全無機分14.63臨（68.4%), I孟m三
分総量21.38随（100.0%）であるO

これを従来と比較するとき，各成分の量や含有比率

は試験の度毎に若干の，時にはかなりの変動があるが，

大まかに言えば変動にはおよそ一定範囲があり，結局

季節ないし地区的の特徴等は明瞭でない。

3) 一酸化炭素濃度（ppm)(15°C) 

前幸I~ と大差ない検出状況である。本期では 3 月は検

出が少く， 4' 5月はほど間程度に検出した。従来同

様丸の内附近や荒川｝滝野川等の工場地帯に検出頻度

が高い。四谷，玉川では本期3回の試験に何れも検出

明II京で、なかった。

本期内各月の各地の最多値一平均値 最少｛簡を記す

ると， 3月付、2.0（千代田紙業・他） 0.39-0 （神田・

他）， 4月は4.5（深川・他） 1. 28-0 （神III・他）' 5 

月は4.3（千代田紙業・他〉 1. 26-0 （芝・他〉で，

各地本期3回の平均値では 2.77 （千代田紙業）－0.97 

-0.00 （四谷・他〉となる，

3) 麗j夫数（個／ml)

前報よりかなり減少している。本期中の各月は大同

小異であった。前報にならい，鹿攻数範囲をA (200 

以下）, B (201-499), C (500-699), D (700-

999), E (1, 000 以上〉と分けると，本期の各地3聞

の測定MIで－は， D, E級は皆無で， C級が麹町，千代
田紙業，日本橋，深川，滝野川，大森，石神井の7カ

所で，他は皆B級に入る。

各月の各地の最多一平均一最少値は， 3月は 1,001

（深Jli)-485-248（青梅〉， 4月は968（石神井）－452

-277 （赤坂）， 5月は 719（麹町）－454-302（玉）11) 

となり，本期3回の平均値では 654（深）1 J) 464-376 

（玉）11)となるO

これを既往同期と比較すれば，本期は中間くらいで，

多い方から第4年キ第3年，本期キ第2年，第1年の

JI顕である。

5) 麗j夫量（ニ浮遊鹿量） (mg/1113) 

前幸I~ と近似的成績である。本期各月では大差はない

が， 5月がや L多く， 4月がや L少い値を示した。

本期の各地3回の平均値では，最多平均最少値

それぞれ， 3.7（日本橋）－2.6 1. 7mg （立）！｜）で，う

ち 3.0mg以上の所は麹町，千代田紙業，日本橋，小

( 61 ) 

石川｜，牛込，大森の 6カ所， 2.5-2. 9mgの範囲は，

神III，赤坂，渋谷，大久保，玉川の5カ所， 2.0-2.4

mgの範囲は，中央，深JIl，芝，城東，向島，浅草，

荒川｜，滝野川，石神井，青梅の10カ所， l.9mg以下は

四谷，王子，立川，杉並の4カ所である。

なお，本期各月の各地の最多一平均一最少値を挙げ

れば， 3月は 4.8 （日本橋）－2.6 1. 2mg （芝）， 4月

は 4.7 （神田） 2. 3-0. 6mg （王子〉， 5月は 5.9 （麹

町）－2.8 1.2（四谷・他）となる。

これを既往同期と比すれば，各年大差はないが，数

値の大きい方からほど第3年，第2年，本期，第4年，

第1年のJI闘である。

6) 炭酸ガス量（。／。。）

前報と大差ないが，前報より概して多少低い値を示

した。平均して本期各月中では3月が若干低く， 4,

5月はほど同じである。

本期各地3回測定の平均値では，最多一平均一最少

値それぞれ 0.55（麹町・他〉 0. 42-0. 30%。（四谷・他）

で， 0.51%。以l了の所は麹町，千代田紙業，小石川，古・

栴の4カ所， 0.40～0.50%。の所は中央，日本橋，神田，

深JIJ，；芝，牛込，向島，浅草，玉川，石神井，立JIJ,

杉並の12カ所，他は0.39声。以下である。

本期各月各地の最多一平均一最少値を挙げ‘ると， 3

月は0.63（向島）－ 0.37-0.20%。（四谷）， 4月は0.76 

（小石Jil)-0.45 0.29%。（大森）' 5月は0.75（麹町）－

0. 44-0. 27%。（滝野J11)となる。

これを既往同期と比較すると，月により一様でない

が，本期3回の平均値で比較して，数値の大なる方よ

り第 1年，本期，第2年，第3年，第4年のj唄となる。

7) 細菌数（落下車i数） ( 5分間露出37°C,48時間

培養〉

前半｜えに比べれば若干増数している場合が多い。本W3

各月仁！こlでは3月が他よりや i多く， 4月が他よりや i

少なかった。

本期各地3回測定の平均値では，最多一平均一最少

値それぞれ 111（四谷）－54-13（中央〉で，うち 75以

上の所は小石川，芝，渋谷，四谷，玉川の5カ所， 50

以下の所は麹町，千代田紙業，中央，神田，深JIJ，城

東，向島，王子，青梅，立JIl，杉並の11カ所，他はこ
の中間である。

各月の各地の最多一平均一最少値を記すると， 3月

はそれぞれ 172（立JIJ)-63-4 （青梅）， 4月は116（四

谷）－41-8 （麹町）' 5月は 203（小石川1)-58-6 （大

久保）である。

これを既往同時］と比すれば，月によって異なり一様

でないが，各年次大差はない。本j拐の1：：平均値の大な



各地の相対的紫外線エネルギー強度

大久保 杉並 青梅

3 月 ｛午午 後前
100 124 107 
100 102 69 

4 月 （午午 後前
100 135 93 
100 158 95 

5 月 i午午 後前 100 157 89 
100 217 108 

るものから記すれば，第3年，第4年土子第1年h本期，

第2年の順である。

8) 紫外線エネノレギー強度（エノレクソcn12，分）

本期は麹町を除く 8カ所の成績である。季節的変化

で前報より漸次月を逐って強まっているから，前期よ

り全体的には相当強まっている。本期各月中では5月

が最高であるが， 4' 5月は小差である。

各地紫外線強度月間平均値の最高一平均一最低値を

記すると，それぞれ3月午前は2.180（杉並）－1.445-

0.666（浅草〉，同午後は2.134（杉並） 1. 567-0. 517 

（浅草）， 4月午前は2.898（杉並） 1. 745-0. 893（浅

草），向午後は3.104（杉並）－1.843-0. 557 （浅草）， 5 

月午前は2.972 （杉並） 1. 763-0. 630（浅草〉，同午後

は3.554（杉並）－2.048-0. 419（浅草〉で、あって，各月

とも最高は杉設，最低は浅草で、あった。従来のように

大久保を 100とした各地の相対強度を記すると，上表

のとおりである。

以上のように， 3' 4月は杉並，青梅，大久保等は

強い部，向島，日本橋，中央等は中間，滝野川，浅草

等が弱い部であるが， 5月になると，杉並，浅草の最

強，最弱の両極端が限だつが，その他は大同小異であ

る。

これを既往同期と比較すると，内容に若干変動があ

るが，平均値では月により，また午前，午後により異

なり， 3月午前では強い方から第2年，第 1年，第4

年寺本期，第3年の）I頃， 3月午後では本期，第4年キ

第1年， 第2年土子第3年の）I民，

4月午前は第1年，本期寺第2年，第3年，第4年

のJi国，向午後は本期，第 1' 2' 3' 4年のJi鼠， 5月

午前は第1年キ第2年，本期三千第4年，第3年の）I国，

同午後は本期，第4' 2' 1' 3年の順で本期の特に

従来と異なる点は，従来は午後け、午前の値より多少と

も弱いのが普通であったが，本期は各月とも午後が午

前を凌ぐ｛直を示したことである。地区による強弱は年

次により相当の変動があるが，昨年同期と本期はかな

り類似がある。

日本橋 向島 中央 滝野川 浅草

I s4 94 59 51 38 
86 82 54 81 25 

90 59 85 46 42 
102 98 76 68 28 

92 69 96 108 33 
工23 111 132 工83 26 

9）天候

前報より各月とも雨（雪）がかなり増しているが，

晴，曇日数には大差はない。本期中で雨は3月が多く，

4月が少なかった。

各月毎に観察すると， 3月では， fl青，曇，雨，雪の

各地月間延回数平均値は，月間延観測回数（午前約24

回，午後約20回のうち，午前はそれぞれ11.8, 4. 4, 

5.5, 1.8回，午後は9.9,5.8, 8.2, 1.2回で，各地の

各種天候頻度は多少異なり， H育が比較的多いのは日本

橋，石神~＝I：，曇や雨が比較的多いのは，渋谷，牛込，

大森，大島等である。

4月では， 3月より雨がかなり減り， II青が増してい

る。晴，曇，雨，雪の各地月間延回数平均値は，月間

延観測回数午前約24回，午後約22回のうち，午前はそ

れぞれ15.4, 7. 4, 1. 6, O回，午後は 14.4, 5. 3, 

2. 4, 0回で， 各地の状況は比較的類似しているが，

そのうちゃ H青の多い所は麹町，深Jll，芝，石村1井，

比較的曇，雨が多いのは渋谷，青梅，立Jll，杉並，大

島等で，特に大島は雨が多い。

5月では：問：び晴がや L減じ，雨がやや増した。 11i1t'

曇，雨，雪の各地月間延回数平均値は，月間延観測回

数午前約25悶，午後約22回のうち，午前はそれぞれ

12.3, 6.7, 3.5, 0回，午後は10.8,5.9, 3.0, 0回

となっている。各地の差は小であるが，日本稿，深川，

石神井，大久保等がや LII青が多く，芝，牛込，大島が

や L曇，雨が多い。特に大島がそうである。

以上本期の状況を既往同期と比較すれば，お Lよそ

の傾向的類似は認められるが，年次により，月により，

若干の相違がある。 3月では本期は各年中最も雨が多

く，それに伴ないll青が少い。雨（雷〉の回数の多い順

に各年を列記すると，ほど本期，第 2年，第 3年土子第

1年，第4年の）I固となる。

4月は各年とも曇雨が3月より増す年が多いが，第

3年と本期は逆である。晴れの多い方から順位をつけ

ると，ほぼ第 3 年士千本期， 51'-~ 2年士干第1年，第4年と

なる。

5 月はH青，曇，雨の'ifll·~'jが年次により 十主でないが，
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やはり晴の多い方から第 1' 2年と本期はや Ln青が多

く大差なく，第4年がこれに次ぎ，第3年は最も少く，

反対に雨が多かった。第4年は各月とも一般に謀雨で

あった。

10）気温（。C)

季節的に前報より月とともに漸次上昇・している。

各月の月間平均値での最高 平均最低値は，それ

ぞれ3月午前は12.2（立Jll) 8. 9-7. 3°C （渋谷・他），

同午後は13.8（四谷）－11.2-10.1°C（渋谷・他〉；

4月午前は 16.8（深Jll) 13.7-12.2°C（渋谷），同

午後は17.8（赤坂） 15. 5-13. 8° c （麹町）；
5月午前は20.9 （日本橋・他）－19.l-16.0°C（神

田），同午後は 23.4（芝）－21.1-17.3°C （神｜壬I）であ

る。

次に各月月間平均値で，比較的高い所と低い所とを

挙げると， 3月は高い部では深JIi，四谷，立川，低い

部では渋谷，荒川，大久保など；

4月では各地の差が特に小さいが，高い部は深川，

四谷，低い部は渋谷，滝野川，大久保，杉並，大島な

ど；

5月では高い部は日本橋，深Jll，芝，低い部は麹町，

渋谷，四谷，大島などである。

本期の成績を既往同期と比較すると，大差はないが，

数値の高いものから順に列記すると， 3月はほど第4

年，本期，第 1年， 2' 3年の）I頃， 4月は本期最高で，

他は大差なく， 5月は本期，第2年は近似的で，以下

第4' 3' 1年の）I顕である。各地の気温の高低は年次

により必ずしも一定していない。

気温の最高最低値（。C)

4月以外は麹町を除く 8カ所・の成績である。気温同

様，前報より月とともに漸次上昇している。

全月間平均値では，最高一一最低｛｜百それぞれ3月午前

は12.7～3.8° c，同午後は12.4～7.6° c' 4月午前は
16.5～6. 3°C，同午後は16.3～ll.7°C,

5月午前は23.2～12.2° c，同午後は23.2～18.4° c 
である。

最高一最低値の開きは3月は青梅，日本橋がや i他

より大きく，他は大差ない。 4月もほど同様であるが，

麹町，大久保は他よりや L開きが少なかった。

5月はこの差はあまり顕著で、なかった。

本期は従来同期に比し一般にや L高温で，最高，最

低値の開きもや i大であるが，各地の状況の差異はむ

しろ小であった。

11）湿度（%）

本期全般としては，前報と大差ない程度であるがp

本則合月の天候状況に応じ，各nの温度に高低が生じ
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ている。すなわち3月け、比較的雨が多かったので湿度

も本期各月中最も高く， 4月はH青が多かったので，温

度は他の月より低い。この点は既往同期とほど反対で

ある。

月間平均値では，最高 平均一最低値それぞれ3月

午前は76（深J11) 69-60% （立）11)，同午後は77（深

Jll)-65-62%（浅草），

同じく 4月午前は69（深Jil)-58-50%（神田），同午

後は71（深Jll)-57-45%（向島），

問じく 5月午前は71（四谷〉 64-57%（中央），同午

後は70（芝）－60-54%（都庁〉である。

月間平均値では各地の差はそれほど顕著でないが，

各地の高低を略記すれば， 3月では高い部は深川，小

石川l，四谷，大島，低い部は立JI！，杉並など，

4月では高で部は深川，四谷，大島，低い部は赤坂，

渋谷，立川などで，ほど 3月に近似し， 5月では高い

部は芝，四谷，杉並，青fJit，大島，低い部は都庁，中

央，日本橋，向島，立川などである。

本期を既往同期と比較すれば，上記めように本期は

従来と各月の高低を異にしており，従って 3月は高い

方から本期，第2年キ第 1年，第3年士干第4年のl頓，

4月は第1年，第2年与第4年，本期，第3年の順，

5月は第3年寺第 1年，第2年士千本期寺第4年の！｜固と

なる。

12）風向

前報では北偏り（北，北々西，北々東の総称とす

る。他も之に準ずる〉の風が多かったが，本報ではこ

れが月とともに漸減して，南偏りの風が増している。

主として季節的変化である。各地の状況では，区部は

比較的類似し郡部都市，大島等がかなり呉っている

のは，従来と同傾向である。

,-. 3月け、，なお北偏りの風が午前，午後を通じて主風

（そのj自の最頻風向の風の呼称とする〉ないし完全主

風（その地の主風で，その風向頻度がその地の各種風

向合計頻度の1/2以上に及ぶものの呼私とするc 地名

か風名の右上に＊を附して示す）となっている所が多

い。その場所を摘記すると中央，日本橋久小石川，

赤坂，渋谷＊，牛込，城東，向島＊，荒川＊，滝野川＊，

王子＊，大久保，大森，石神井，杉並＊の15カ所（うち

完全主風6カ所）； 北偏りの風以外が主風の所は，南

東（深川＊〉，北西風（芝＊〉，北東風（玉川，青栴，大

島＊〉，主風不定（午前，午後で主風の風向が異なる所

を含む〉（四谷，浅草，立J11)である。

4月は季節的の風向変化，北→南が一層進んだの

で，各地の主風は区々となり，午前と午後で主）ID.＼を異

にする場合も増し，総体的にも色植民.＼Ji'1J!lifl伎が接近し



降下煤塵量（鴎／km2•月〉および

（平合に成対分す均のる総%量値） ／ 
22.48 21606 工7.66 15.113 4.82 6~~11 ~71 －~ 03 
(100%) (78. 6%) (21. 4%) (100%) 

括！ 最少値（場所） 4.46 2645 2.46 ユ15.5 0.83 
（千紙代業fll)//

9.86 
（赤坂〉 （赤坂〉 （赤坂〉 （赤坂） （玉｝11) （芝〉
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放射能（cpm/m2・月） (1959年2月15日～1959年5月15日）
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ている。午前，午後を通じて主風が同ーの所は麹町，

（北東風），中央（砕j侃りの風），深川（南東風ヰ），赤

坂（東偏りの風＊）， 四谷（北偏りの風）， 牛込（南偏

りの風），城東（南偏りの風＊〉，向島（北偏りの風＊〉，

浅草（向上），荒川（同上），王子（向上〉，大久保（北

東風），石神井（同上〉，杉並（向上〉の14カ所で，他

は主風不定である。

5月は，風向の北→南の転換が相当進み，南偏りの

風が全体的にも主風になるが，なお各撞風向の風が相

当の頻度で混在する。南偏りの風が主風の所は， 中

央＊，日本橋犬四谷，城東＊，向島，浅草，荒川，大

久保，玉Jll＊，石神井， 青梅の11カ所， うち完全主風

は4カ所，南偏りの風以外の主風は，南西風（ネr11匠！＊，

杉並，大島），南東屈し（深川＊）＇ ~じ偏りのj珂（芝），主

風不定（午前，午後の主風の異なる所を含む〉 （小石

Jll，赤坂，渋谷，牛込，滝野川，王子，大森，立川の

8カ所〉となる。

本期の状況を既往同期と比較すれば，大差はないが，

や L本期は風向の北→南への季節的転換がや L倒年よ

り早く，従って 3' 4月は倒年同期より北風ないしそ

の近縁の風頻度がや L少ないが， 5月においては転換

速度が弱まり， 5月の状況は例年と大差なくなってい

る。

北→南への風向転換程度は， 3' 4月においてけ、大

なる方から本期，第1年士子第4年，第2年三千第 3年と

なるが， 5月においてはほぼ第 2年与第3年寺本期，

第1年，第4年のjl鼠となる。

13) 風力（ニ風紘）

一般に前半I~ よりは多少大きい数字を示しており，本

期中では4月が他の月よりや L大きい。

月間平均値では，最大一平均一最小値それぞれ3月

午前は 2.7（渋谷）－1.7 0.8（石神井），同午後は 3.2

（渋谷〉 2.0-0.6 （石神井），

4月午前は 2.8（渋谷・他）－1.9-1.0（深J11），同午

後は 3.5（渋谷）－2.1--0.4（石神井〉，

5月午前は 2.8（渋谷）－1.7 0.9（石神井），同午後

は 3.2（渋谷） 1. 7-0. 7（石神井）である。

各地の風力の大小を観ると，若干の差異があり， 3

月では，神｜壬l，小石川，渋谷，城東，向島，荒川，杉

並等は大きい方で，深川，四谷，牛込，浅草，石神井，

立川等は小さい方，

4月も 3月と大同小異であるが，大きい部に麹町，

大島等が加わり，反対に小石川はむしろ小さい部に変

る。

5月も大して変らないが，大きい部の城東，向島は

普通となり，小さい部に赤坂，大森が加わり，大きい

部に青栴が加わる位である。

これを既往同期に比すれば（都合により第1年は｜除

くことがある〕，大差はないが，月により異なり，値の

大なる方から第3年，本期キ第2年，第4年のJi民， 4

月は第3年三千本期，第 1年三千第4年の）I臨， 5月は第1

年三千第3年キ第4年与本期となり，各地の強弱も年次

により必ず、しも一定しない。たどし渋谷は調査開始以

来ずっと大きい部にあるが，これは他より観測位置が

や L高いためと思われ，倒外的である。石神井は年度

により一様でない。城東は従来小さいことが多く，反

対に牛込は大体従来大きい部で、あったが，前報頃から

は何れも普通となった。

結 E宮

本期の降下煤塵量は既往同期に比しゃ L少い方であ

った。気象的には前報よりはII青天が少く，特に3月が

そうで‘あった。本j羽各月中では3月が最も降下煤塵量

が少なかった。昨年来高まっている放射能は持続して

いる。塵挟の数量は既往同期の中間位，紫外線は本期

は午前より午後がや L強かった。風向の北→南の季節

的転換は初め早く，後はむしろ｛割合した。その他は従

来の所見とそう変りはない。
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と，それぞれ6月は39.38（麹町） -19.78-5.76随

梅〉；これをイ）の区分で観ると，平均煤畑地区25.95

JI!JI，中間地区16.721也，非煤~！ti地区13.01凪，大島6.00

庖；ロ）の区分では旧市内部平均23.42随，旧市内以

外の区部及び郡部都市平均13.731茜；ハ）の区分では

平均工業地域20.09踏（青梅を除けば22.96凪），商業

地域25.15凪（杉並を除けば29.55雌），住居地域14.59

凪；

7月は41.60 （浅草）－17.16 4.09凪（大島）；イ）の

区分で煤畑地区21.07凪，中間地[Zl6.52凪，非煤畑地

区9.53雌，大島4.09凪； ロ）の区分で旧市内部19.72

凪，！日市内以外11.25［値；ハ〉の区分で工業地域19.48

雌（青梅を除けば 22.49鴎），商業地域 21.45鴎（杉並

を除けば23.471也），住居地域14.59臨；

8月は29.14（向島）－17.64-7. 44随（石ネ111井）；イ）

の区分で煤畑地区21.66随，中間地区16.31凪，非煤畑

地区 10.25施，大島 10.11描；ロ）の区分で旧市内部

19.67雌， IIヨ市内以外12.45凪；ハ）の区分で工業地域

20. 30J也（青梅を除けば22.54凪），商業地域は20.02麗

（杉革を除けば21.43！匝），住居地域15.54随となり，

月によって大差はないが，本期中では 7月が他よりや

ii場庫量が多い。煤畑，中間，非煤畑地区の｜卑鹿量の

比率は 3: 2 : 1～1. 5くらいで，依然煤畑地区が多く，

工業，商業，住居地域の比率は 2:2:1.5くらいで

あるが，商業地域が工業地域を凌駕する傾向は従来同

様である。この傾向は暖房期には特に増大する。

本期の煤塵最は前報や前々報より少いが，千代田紙

業を除外して比較すれば，前報や前々報と大差なく，

全部的にはI昨塵i重；の季節差が減少する傾向があること

は，従来同様である。

本期降塵量を既往｜司期のそれと比較すれば，月によ

っても呉なるが，大体においてや L多い結果を示して
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I 本田は本調査の第19報（昭和34年5月15日～8

月151::1）を提出する。調査方訟や記載要領は従来同様

である。

JI 調査成績

1) 降下煤塵の量（｝佳作n12・月）及び放射能（cpm

/m九月）

被検26カ所の調査成績を従来同様 イ）調査個所の

煤姻の多少の想定による区分，ロ〉調査個所の地肌的

位置による区分の 2種類の区分法のほか，今回はハ〉

調査個所の用途地域別区分によって区分し，観察する

こと Lする。従来用途地域別区分をmいなかったのは，
都域においては各種用途地域は錯雑しているので，被

検地のm途地域別表示は被検地の周辺地域の状況をう
かがうには必ずしも適当でないと考えられ，むしろ被

検地の煤畑の多少を直接に表示する呼称の方が該地の

煤~llil状況を表示するに適当と考えたからであったが，

一応m途地域別の区分も有用であるから，併記するこ
とLした。 m途地域別に現試験個所を区分してみると，
工業地域所属は深川，城東，向島，荒川，王子，青梅

の6カ所，商業地域所属は麹町＼千代田紙業，中央，

日本橋，神｜壬｜，浅草，杉並の 7カ所，住居地域は小石

川，芝，赤坂，渋谷，四谷，牛込，滝野川，大久保，

大森，玉川，石神井，立川の12カ所，用途地域無指定

は大島となるが，別表にも明らかなように，用途地域

では同一Cも，その所属個所の降下煤庫量は，所によ

り大差がある。工業地域でも青梅などは機業地である

から煤畑は少い。同じく尚業地舗でも煤畑の多いのは

ピノレ街で，杉並などは僅少である。それでこれ等削除

外した場合をも考慮してみた。

本期は夏季であって，非暖房！切であり， 1~~鹿 :ill'kけ、前

報より一般にや L少し、。本期各月各地の降下煤塵量の

最多＿＿)I乙fJ 最少＇iu'iおよび各植地区別平均値を記する



おり， 6月では多い方から第 3年，第 5年寺第4年，

第2年，第 1年の）I国， 7月は第4年．箔 5年，第2年

士干第1年， 第3年のJI国， 8月は第4年，第1年，第 5

年，第 2年，第 3年の）I顕である。

次に降下煤塵の放射能（cpm/m2・月〉は， 昨年か

らの高まりが6月までは持続しているが， 7月からは

数分の 1' 8月は 1/10くらいに急減し，減少の急激

なのに注目される。各月，各地の最高一平均一最低値

を記すると，

6月は64,100（麹町）－31,097-4, 022カワント（赤

坂）' 7月は13,950（大島）－6,571 2, 262カクント（赤

坂）， 8月は8,477（大島）－2,883-1, 646（千代田紙業〉

となる。各地の差異は各地の降雨量の差異との相関が

相当あるようである。

既往同期と比較すると， 6月は第 5' 4' 3' 2' 

1年と本期を最高として遂年増加しているが， 7' 8 

月は第 4' 5' 3' 2' 1年のj願で前年が最高である。

2) 降下煤麗の成分

月によりや L異なるが，本期降下塵の不溶分ないし

無機分は，可j容分ないし有機分の約2倍で，従来と大

差ない。本期は無機分，有機分の比率の方が少し大ま

く， 7月は3倍以上で、あるコ

本期8月の降下煤塵の各地の平均値｛（随／km2・月），

および（閤形分総量に対する%）｝は，不溶分11.14ト

ン（63.2%) ｛うちターノレ分2.36トン（13.4%），ター

ノレ分以外の炭素分 0.81トン（4.6%），灰分7.97トン

(45. 2%）｝，可溶分6.50トン（36.8%)｛うち灼熱減量

2.68トン（15.2%），灰分3.82トンc2i.6%), so8 i. 87 
トン（10.5%), Cl' o. 31トン（1.8%), NHa O. 23トン
(1. 3%）｝，全有機分5.85トン（33.2%），全無機分11.79 

トン（66.8%），悶形分総量17.64トンである。

これを既往同期のそれと比較すると，各成分の；！iリ合

はごく大まかに言えば，おおよその水準があり，時期

により大差はないと言えるが，少しく詳細に観れば，

相当に年次により異同があり，本期の特徴とも言うべ

きものは認め難い。強いて言えば本期の SOa量が毎年

10%附近にあるのが注目されるが，これも将来とも不

変か否かは予測し難い。

3) 一酸化炭素濃度（ppm)(15° C) 

前報と大差ないが，月によって差異がある。本期中

では7月が多く， 6月が少なかった。

各地本期3回ずつの測定平均値では， 1ppm.以上

は神田，城東，向島，荒JIJ，滝野川，王子，大森の 7

カ所で，最多一平均一最少値は， 2.43U;Hln-o. 91-

0.17（大久保・他〉で，各月各地の最多 平均一最少

値は， 6月は1.7（赤坂）－0.58－（一）（不検出)G奈川I・

( 68 ) 

地）， 7月は 5.3（同東）－1.01－（一〉（石神;f=j:), 8月

は 3.0（深川・他） o. 79－（一）（千代i=tぱ1氏栄・他〉で
ある。

4) 塵境数（個／ml)

前報と大同小異と言ってよい。本期中では 7月が多

く， 6月が少なかった。前半｜誌にならい，塵挨数範囲を

A(200以下）, B (201-499), C (500-699), D (700 

-999), E (1, 000以上）と分けると，本期の各地各

3回ずつの測定値の平均では， E級は皆無， D級は芝

1カ所（これも 8月の測定値が特に大きかったためで，

何か特別の事情によると考えられ，順当ならばC級で

あろう）のみで，大部分はB, C級であったO B級は

千代田紙業p 中央p 日本橋，神匠i，小石川p 深川，赤

坂，渋谷，四谷，牛込，向島，浅草，王子，大久保，

玉川，青梅の16カ所， C級は麹町，城東，荒川，滝野

川，大森，石神;f=f：，立川，杉並の 8カ所である。

各月の各地の最多一平均一最少値は， 6月は543（日

本橋）－407-221（赤坂）， 7月は 967（城東）－530-

251（青栴〉， 8月は1675（芝）－480-211（赤坂），

本期3回の測定平均値では 850（芝）－472-267（青

梅〉である。

これを既往同期と比較すれば，塵挨数の増加傾向を

反映して，第 1' 2年は第2年以降より少く，第3年

以降は大差がない。すなわち本期の全平均では多い方

から第 4年，第5年士子第 3年，第1年三キ第2年の）I民，

月別では平均値の大きい方から 6月は第4年，第5年

与第3年，第1年三子第2年のj唄， 7月は第4年，第 5

年，第 3年，第2年，第1年の）煩， 8月は第4年，第

3年．第5年，第 1年，第2年となり，本期3カ月の

総平均では第4年，第5年三千第3年，第1年三子第2年

となる。

5) 庫技量（＝浮遊鹿量〕（mg/m3)

月によりや L異なるが，一般に前半IIよりや L大きな

数値を示している。本期中では8月が他よりや L多い。

本期の各地3直lずつの測定の平均値では，最多一平均

一最少値それぞれ5.1（浅草・他〉ー2.8-1. 8mg（赤坂・

他）で， 3.0mg以上の所は麹町，千代田紙業，中央，

神田，浅草， 荒川，滝野川， 王子，立川の 9カ所，

2. 5-2.9mgの範囲は日本橋，芝，牛込，城東，向島，

玉川の 6カ所， 2.0-2.4mgの範囲は深JI！，渋谷，四

谷，大久保，大森，石神井の 6カ所， 1.9rng以下は小

石川，赤坂，青j払杉並の 4カ所である。

以上を既往同期と比較すれば， J二の鹿挨数と似たf住

移を示し，本j拐の全平均では第5年土干第 3年与第4年，

第2年，第 1年の）llf&し月別では6月は第3年，第5年

寺第4年，第2年，第1年のJI国， 7月は第 3年，第2



年士子負134主！三土子第5年， 第1年， 8月は第5年， 江｝ Ll年， ＇.~｝ 2年となるC

第3年，第2年，第1年の）I民となる。 8) 紫外線エネノレギー強度（エノレグ／cm2•分）

6) 炭酸ガス量（声。） 向島， i竜野川を｜徐く 7カ所の成績である。 6月は麹

一般に前報よりは多少大きな数値を示している。月 町も欠測で， 6カ所の成績である。このように欠測が

によっても若干差異があり， 6月が多く， 7月が少い。 比較的多かったので，他期との比較に若干困難を感ず

各地本期各 3回ずつの測定の平均値では，最多一平 るが，本期は8月を除き前報よりも一般に低値であり，

均一最少値それぞれ 0.56（滝野川）－0.44-0. 34%。（四 既往に比するも最低に近かった。これは本期が曇天が

谷）で， 0.51 %。以上の所は麹町，向島，滝野川の 3カ 多かったことが主因と考えられる。本期中では他の月

所， 0.40～0.50%0の範囲は千代田紙業，日本橋，小石 よりII青の多い8月が最高で，曇の一番多い7月が最低

JI！，深川，芝，渋谷，牛込，械東，浅草，荒川l，王 である。

子，玉）！｜，石村l丹：，青j、j

%0以下は中央，ネ＇l＂田，赤披，四谷，大久｛呆，大森の 6 を記すると，それそ、れ6月午前は2.888（杉並）一1.592 

カ所で、ある O -0. 481（浅草），同午後は3.257（杉並）－1.874-0. 352 

本期各月各地の最多 平均最｛自を記すると， （浅草）， 7月午前は 3.039 （杉並）－1.397 0.573（浅

6月は 0.64（浅草）－0.48-0. 28%。（四谷〉， 草），同午後は3.205（杉並）－1.746-0. 859（浅草）' 8 

7月は 0.56（滝野川）一一0.39 0. 24%。（杉並）， 月午前は 3.822（杉並）－2.070-0. 806（麹町）， 同午後

8月は 0.63（麹町）－0.45-0. 32声。（赤坂・他）である。 は3.957（杉並）－2.564-1. 296 （浅草〉である。

これを既往同期と比較すれば，月によってもー棒で 従来のように大久保を 100とした各地の相対強度を

ないが大差はなく，本期の全平均で比較して多い方か 記すると，下表のようである。

ら第 5年寺第 3年，第4年寺第2年土干第1年のJI闘であ この表でみると，本期では大久保は8月を除けばむ

る。 しろ弱い部に属し，各地の月による強さの変動が著し

7) 細菌数（落下菌数〉 い。

前報よりや i少な目であるが，大差はない。従来同 しかし杉並の最強，浅草の最低はほど動かず，杉並

様採取日時により異なり，各地区々である。 は浅草の 3倍の強さで，その差は顕著である。

本期の各地3回ずつの測定平均値では，最多一平均 本期を既往同期と比較すれば，と記のように8月以

一最少値それぞれ 108（神田〉 49-14(1こ｜コ央〉で，うち 外は本期は最弱の部で，それのみでなく，従来は本期

75以上は鶴町， frl11王l，渋谷，四谷の 4カ所， 50以下は は午前が午後とほど同程度の強きのことが多かったが，

中央，日本橋，小石川，深川，赤坂，城東，浅草，荒 本期は午後の方が若干強い傾向がある。強い方から，

JI！，滝野川，王子，大久保，大森，玉川，青梅，立川， 6月は第1年，第3年，第2年，第 5年，第4年のJI国，

杉並の16カ所，千代田紙業，芝， lj二込，向島，石神主1: 7月は第1年，第2年，第4年，第3年寺第 5年， 8 

の5カ所はこのどF'i習であるO 月は？JC}1年，第5年，第3年王子第2年，第4年の順で

各 ）~の各地の最多平均一最少値は， 6 月は100（牛 ある。

込） -40-3 （大久保）， 7月は194（渋谷）－60 9 （青 9）天候

梅）， 8月は 146（神田）－46-14（中央・他）である。 前報に比し本報は大体において曇りが多く，特に7

ζれを既往同期と比較すれば，本期3匝の測定平均 月がそうで， 8月は比較的晴が多くなっている。

値で比較して，本期は第2年とともに最少であるO 各月毎に観察すると， 6月では晴，曇，雨の各地月

多い方から順に第4年，第1年，第3年，第5年キ 間延べ回数平均値は，月間延べ観測回数午前約26回，

各地の相対的紫外線エネルギー強度

大久保 杉並 青梅 日本橋 中央 麹町 浅草

6 月 後日日 100 211 125 113 115 35 
100 工67 111 83 18 

7 月 後!JU 100 380 178 200 188 106 72 
100 149 59 103 74 44 40 

8 月 後1ju 100 126 55 66 50 27 51 
工00 工49 87 61 49 49 

( 69 ) 



午後約21同のうち，午前はそれぞれ11.l, 10.l, 4.4 

回，午後は 9.2,8.9, 3.11豆｜で， H古，，呈日数ほど等し

く，雨日数は木月は本期各月中最も多い。

7月は6月より一層曇がJ曽し，月間延べ観測回数午

前約26回，午後約21回のうち， II青，曇，雨それぞれ午

前は8.3,13.4, 3.3回，午後は 8.8,9.3, 2.1回で，

6月よりや L雨は少いが，曇は晴より多い。

8月はようやく晴が増し，月間延べ観測回数午前約

27閉，午後約23回のうち， n青，曇，雨それぞれ午前は

14.9, 8.7, 2.1回，午後は15.2, 4. 7, 2. 41国で，本期

中最もll青が多く，曇や雨が少い。

次ぎに，各地の状況は大体において一致しているこ

とが多いのは従来同様であるが，本期のように曇天が

比較的多いと，晴，曇何れとも判断し難いような日も

あって，各地の各種天候頻度数に比較的差を生じ易く，

雨日数は大島が他より多いほか各地大差ないが， II青，

曇は各地若干の相違を生じている。

6月ではH青が多いのは麹町，神田，石神井，曇が多

いのは渋谷，牛込，

7月では晴が多いのは深JIi，向島，石神井，曇が多

いのは渋谷，牛込，城東，荒川，滝野川，王子，杉並，

大島，

8月は晴が多いのは深川，芝，向島，大久保，大森，

石神井，曇が多いのは渋谷，滝野川，立川i，大島等で

ある。

本期を既往同期と比較すると，大体において，本期

（第5年）は比較的に去が多く，曇天比率の点では6月

は第2年とともに最高， 7月は第3年とともに最高，

8月は第3年に次ぎ21立である。ただし雨の回数は各

月とも第3年が最高で，各年の名積天候頻度はかなり

異っているO 晴天の多い方から）I聞に記すれば， 6月は

第1年寺第4年，箔3年，第5年三千第2年の）l]i'し 7月

は第1年三千第4年，第2年，第5年与第3年のj胴， 8 

月は第1年，第2年，第5年，第4年，第3年のj恒と

なる。

10）気説（。C)

前報よりは漸次高まっている。

各月各地の月間平均値での最高一平均一最低値はそ

れぞれ，

6月午前は 23.3（深川） 20. 9-19. 0° c （滝野川〉，
同午後は 25.O（芝）－22.9-21. 5° c （大島），
7月午前は 26.7（日本橋）－25.1-23‘3°c （神田），
同午後は 29.2（赤坂）－27.0-25. 4° c （大島），
8月午前は 30.4（日本橋）－27.9--26. 7° c （渋谷〉，
｜可午後は 32.3（日本橋・他）－30.0-28.7°C（大白），

各地のJiは比較的小であるが，各月とも午後は大島

( 70 ) 

が最低なことに注なされる。

次に各月の月間平均値で，比較的高い所と低い所と

を記すると，

6月では高い部は深川， f111日ヨ， 日本橋，芝，赤坂等，

低い部は，滝野川，大森，大島等，

7月では高い部は日本橋，赤披，浅草等，低い部は

四谷，城東，向島，大久保，青梅，大島等，

8月では高い部は日本橋，赤坂等，低い部は渋谷，

向島，大島等で、あるO

本期の成績を既往同期と比較すると，各年大差はな

いが，本期は各年次中ではほど中間に属し，大体にお

いて雨の多い年次は気温は低日である。平均気温で6

月は高い方からほど第4年，第1年，第2年寺第5年，

第3年のJI此 7月は同じく第1年，第4年， 5F05年，

第2年，第3年のJI民， 8月は第1年，第2年，第5年

キ第4年3 第3年の順である。

気温の最高一最低値（。C)

9カ所の測定値である。季節的に前報より経月的と

昇を示している。

全月間平均値では，最高一最低値はそれぞれ

6月午前は25.0 15.6°C，同午後は24.7-20. 0° c' 
7月午前は28.3 20. 2° c，同午後は28.9-24. 0° c' 
8月午前は31.0-23. 1° c，同午後は31.5-27. 4° c' 
である。

最高，最低値の開きは，各月とも麹町が特に小さく，

その他は大差ないが，大久保，杉並等がや L小さく，

中央，日本橋等がや L大きいときがあるO 麹町は開き

が小さいのみでなく，最低気温は他より高い場合が多

い。最高温は浅草，日本橋等にあることが多く，この

点昨年と類似するが，今回は青梅はあまり目立たなか

ったO

11）湿度（%〉

前報よりも若干高まっている。とれもほど季節的変

化と言い得るであろう。本期内では6月が他の月より

や L低い。

月間平均値では，最高一平均一最低値それぞれ

6月午前は 76（大森）－69-62%（牛込），

同牛後は 81（芝）－66-55%（荒JII), 

7月午前は 84（日本橋）－72-66%（赤坂），

同午後は 80（芝） 70 59%（赤坂），

8月午前は 82（日本橋） 73 67%（赤坂〉，

同 午後は 82（日本橋）－67-59（赤坂）となる。

従来同様月間平均値では各地の差はそれほど大でな

いが，比較的他より高い所と低い所とを一応記すると，

6月では高い部では麹！日J，日本橋，深川，杉並，大

森，大r~i ，同じく fl＼い部では中央，牛込，城東？荒川，



王子，立JIJ。

7月では高い部では日本橋，芝，滝野川，杉並，大

島，同じく低い部では赤坂以外は目立たない。

8月では高い部では日本橋，神田， J生，砲町等，同

じく）JJ;い部では赤坂，荒川，石神井等があるが， 8月

は日本橋，赤坂以外はそう大差はないの

本期の成績を既往同期のそれと比較すると，年次に

より若干変動があり，最高，最低個所にも変動がある。

高い方から列記すると， 6月はほど第2年，第5年士千

第3年土子第4年， mi年のJi民， 7 J:jは第3年，第2年
土干第5年， 第1年， 第4年のJI民， 8月は第3年， 第5

年，第4年，第 1年，第 2年のJi固となる。

12）風向

本期は前報より市偏りの風が増して，各地の主風と

なっていることが多いが，なお6月は前報の 5月と大

差なく，むしろ 5月よりや L少なく， 7月から漸く本

格的に［；y;j偏りの風が増して， 8月には最も多い。

全観測個所の平均でも市偏りの風（南， I釘々四，南

々東の風の総称とする）が本期各月の主風（最頻風の

称とする）であり，特に8月午後では完全主風（主風

でその風向頻度が全風向頻度の 1/2以上に及ぶものの

称とする〉となっており， 8月午前でも完全主風に近

い。 8月以前は8月より南偏りの風の頻度が少なく，

南東風その他が増している。

従来同様各地の風向は厳密には何れも違っているが，

区部は互にかなり類似し（荒川は他とかなり異ってい

る）， 区部以外の個所や大島などとはかなり異なるこ

とが多い。 8月に入ると市侃りの風が減じて各地の主

風がかなり広々となるが，これは従来はあまり無いこ

とであった。

各月について記すると 6月では前記のように市偏り

の風が完全主風（地名右肩に＊を附して示す〉となっ

ている所は少ない。

6 月の主風がT1~u可りの風の所は中央＊，日本橋＊，深

JIJ，四谷，向島＊，浅草，大久保，青梅牢の8カ所うう

ち完全主風は4カ所，南東風の所は麹町＊， 神田，立

）｜｜＊，北東風の所は大島＊，北偏りの風の所は芝，東偏

りの風は滝野川，西風は杉並，主風不定は小石川，赤

坂，渋谷，牛込， J；北東，荒川ラ王子？大森笥；の 8カ所

であるが， 6月は主風不定として記した上の8カ所の

ほかにも主風不定と表現し得る所が若干ある（例えば

大久保，浅草，大島，滝野川等〉。

7月では，主風が南偏りの風の所は中央＊，日本橋爪

深JIi矢赤坂＊，渋谷，四谷，大久保，青梅＊の8カ所，

うち完全主風は5カ所3 南東風の所は麹町＊司ネq11王｜＊，

大森中， 立川， 南西風の所は大島，主風不定付：芝，牛
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込，荒川iヲ滝野川，王Jぺ杉並。

8月では主風が南偏りの風の所は中央？ 日本橋本，

深JIJ＊，芝、赤坂＊，四谷九牛込，力j~~ザヲ 王子申．大

久［呆，大森大王Jllキ（午後欠測），青悔＊の13カ所p う

ち完全主風9カ所，南東風の所は麹町本，神III＊，石ネ1j1

井大立川の4カ所，北偏りの風の所は小石川，南西風

は大島，主風不定（午前，午後で主風の異なる所を合

む）は渋谷，荒川，滝野川，杉並等である。

以上を既往同期と比較すれば，市偏りの風の頻度に

おいて，多い方から記すると， 6月はほど箔 1年土子第

2年与第4年，第5年寺第3年， 7月はほど第1年，

第4年，第5年士子第 2年，第3年， 8月はほど第4年

土干第5年， 第3年，第 1年， 第2年のJI固となる。

13）風力（コ風級）

前報と大同小異である。本期各月も大差ないが，一

般にや－＂＇ 7月が小， 8月がや L大である。各地の月間

平均値では，最大 平均一最小それぞれ

6月午前は 2.6（荒川1)-1.6-0. 2（石神井〉，

同午後は 3.2（渋谷）－1.8 0.3（石神井），

7月午前は 2.2（麹町・他）－1.3-0.1（浅草〉，

同午後は 3.0（渋谷） 1.8 -0.5（石神井），

8月午前は 2.6（青梅） 1. 6 0. 4（石神井），

同午後は 3.3（渋谷・他）－2.0-0.6（石神井〉

である。多少午後が午前より大きいことが多いのは従

来同様である。

各地の風力の大小を観ると，所により若干の相違が

あるが，その状況は大体従来と大差け、ない。各地中風

力の大きい方と小さい方とを概制すると， 6月では麹

町，ネrJl!::El＇渋谷，城東，荒川，杉並，大島は大きい部

で，深川，赤坂？四谷，浅草，立川，大森，特に石神

井は小さい方である。

7月も 6月とほど同様で，小さい部に牛込が入る位

-C＇ある。

8月は7月とほど同様であるが，青梅が大きい部に

加わり，城東は普通で大きい部から除外される。

以上本期を既往同期と比較すると，平均では第 1年

がや L大きいほか，各年大差ないが，月によっても若

干異っている。 6月では大きい方から第1年，第3年，

第5年二二第2年，第4年のJi国， 7月は第1年，第3年，

他は大同小異， 8月は第1年，第4年，第5年，第3

年三宅第 2年となるが，各地の大小はしばしば年次によ

り変化がある。

E 結語

本IITlは第四報（昭和34年5月15日～8月15日間），箔

5試験年度第3恒1i:Jc1間報告にあたるO



1 9 5 9 年 5 月 1 5 日～ 6 月 1 5 日

降下煤痩量（屯／km2・月）

総量｜総放射能
（不溶解＇＇ i*I:成分｜可溶性成分〉

（煤趨量 1放射能｜煤塵量｜放射能）保健所名
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（赤坂）／ （青l'jl}.)

( 72 ) 

14. 70 

21.60 

17.34 

22. 77 

22. 79 

17.11 

29.96 

13.40 

11. 52 

13.02 

16.36 

15.03 

25.96 

27.05 

41.60 

20.87 

20.10 

8.59 

14.82 

23.55 

12.56 

11.61 

4.42 

5.97 

9.37 

4.09 

4412 

6743 

5372 

5873 

6930 

5698 

4537 

3982 

2262 

5126 

5234 

5497 

6715 

4627 

6441 

8874 

5091 

8892 

7407 

5705 

5774 

8377 

10256 

9102 

7972 

13950 

41. 601 13950 
（浅草）｜ （大島）

17.16 
(100. 0%) 

4.09 
（大島）

6571 



および放射能（cpm/m九月） (1959年5月15日～1959年8月15日〉

6 月工5日～ 7 月工5日 1 9 5 9 年 7 月 15 日～8 月 15 日

（不溶解性成分｜可溶性成分〉（不溶解性成分 i可溶性成分〉
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本期の降下煤塵量は，千代田紙業を除いて比較すれ

ば第17, l8i（殺のそれと大差なく，前年度くらいから漸

次気付かれた降鹿量の季節差ならびに地域差減少傾向

の布在を肯定してよいようである。また者r5域の大気汚

染度は近年ほど大差なく，特に第3試験年あたりから

は大きな年次変化はないようである。かくして降塵量

の多少に対する降雨量や風力の大小，特に強風頻度の

関連性は一層大なりつ Lあるかのように思われるO

本期の諸成績中最も顕著なものは， 7月以降の急激

な降下麗放射能の減退で，放射能の増減は思いのほか

に急速である。
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（第20報〉東京都のばい煙と屋外空気に関する調査

（第5試験年度＠第4問中間報告〉

x 

功

清

武

典

子

藤

角

林正

山袈裟

木尭

斎

同

小

中

鈴

環境｛荷~tf:4

イ〉の区分で煤畑地区15.91臨，中間地区12.51ffi!I，非

煤畑地区5.87斑，大島8.80風；ロ）の区分で旧市内部

14.75随，旧市内以外8.32随；ハ〉の区分で工業地域

13.37庖（青1毎を除けば14.73臨〉，商業地域15.90国（

杉並を除けば17.24臨），住居地域11.56臨であるO

本期降趨量を既往同期のそれと比較すれば，月によ

り一様でないが，本期が年間中の少ない時期であるこ

とは大体変りなく 3 各年大同小異で，第 2年がや L多

いのみである。

次に降下煤塵の放射能（cprn/1112・月〉は，前報以来

原子核爆発実験が少ないので減少しており，自1J報より

もさらに減弱している。各月各地の最高一平均一最侭

値を記すると，

9月は 3,862（王子）－1,111-345（城東）、

10月は 3,381（立Jll)-1,435-411（大島），

11月は 6,509（王子）－1,862-441（牛込） である。

既往同期と比較すると，昨年同期が最高であり，他

はずっと低く，以下第3年，第2年？本期，第1年と

なり，核実験の影響は，大部分過ぎ去ったことを示し

ているO

2) 降下煤塵の成分

本期降下煤盛の不溶分ないし無機分は可溶分ないし

有機分の 9月は約2倍，その他の月は約1.5倍で，比

較的その差が他期より小であるが，これは本期には昨

年同期その他にも見られたことであって，本期には往

々にして見られることのようであるO

本期11月の降下煤鹿の各地の平均値｛（周／km2・月）

および（悶形分総量に対する%〉｝は，不溶分 8.15随

(62. 5%) tうちターノレ分1.99臨（15.2%), ターノレ分以
外の炭素分1.00随（7.7%），灰分 5.16随（39.6%) 1, 

I 本田け、本調査の第20報（昭和34年8月15日～11

月15日間の成績〉を提出する。調査方法や記載要領は

前報同様である。

TI 調査成績

1) 降下煤塵の量（臨／km2・月）及び放射能（cpn1

/1112・月）

本期は秋季で，従来の経験よりすれば降下煤塵量は

比較的少ない時期と考えられるが，本期の成績は大体

この予想、に一致しており，前報よりや L少い。本期中で

は9月が多く，以下10, 11月と僅かずつ減少している。

被検26カ所の調査成績を，前報同様；イ〉調査個所

の煤畑の多少の想定による区分；ロ〉調査個所の地理

的位置による区分；ハ）調査個所の用途地域別区分の

3種の区分法によって観察すること Lする。

本期各月各地の降下煤塵量の最多 平均 J 最少値お

よび、各種地区別平均値を記すると，それぞれ

9月は 27.98（浅草）－15.38~ 5. 60｝也（杉並〉， これ

をイ〉の区分で観ると，平均煤畑地区19.80随，中間

地区13.85随，非煤畑地区8.70随，大島8.08臨； ロ〉

の区分では旧市内部17.74臨，旧市内以外の区部及び

郡部都市9.54£部；ハ〉の区分で工業地域17.32臨（青

梅を除けば19.26随），商業地域19.37随（杉並を除けば

21.67随），住居地域12.45踏；

10月は31.00 （浅草）－14.64-3. 62随（立J11)；イ）の

区分で煤畑地区19.18随，中間地区14.10凪，非煤畑地

区6.47鴎，大島4.16班；ロ）の区分で！日市内部 18.09

班，旧市内以外6.60臨， ノ、〉の区分で工業地域 17.25

随（青梅を除けば20.60腫〉，商業地域18.19踊（杉並を

除けば19.95国〉，住居地域12.65随；

11月は28.01（千代田紙業）－13.04-4.79随（玉｝11) ; 
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可溶分4.89随（37.5%）｛うち灼熱減量2.47班（18.9%), 

灰分2.42臨（18.6%), SOa 1. 86躍（14.3%), Cl' 0. 26 

聴（2.0%), NHs 0. 25国（1.9%)}, 全有機分5.16随

(41.8%），全無機分 7.58砲（58.2%）である。

これを既往同期と比較すると，各年相当に成分割合

には差異があってはっきりした類似点は認め難いが，

往々本期は有機分やアンモニア量が比較的多く，かつ

他の月よりは11月相互の方にやや類似性が多いと考え

られる。

成分割合の，所による差異は相当顕著であることは

従来同様で，これを煤畑地区別ないし用途地域別に調

べてみても，所や地域による成分の差異というような

ものは認め難く，全般的にはむしろ各試験月によって

異なると言った方が妥当なようである。

3) 一酸化炭素濃度（ppm)(15°C) 

前報より一般に検出量ならびに頻度が若干高い。本

期中では9月が低く，漸次高まっていて， 11月が最も

！奇い。

各地本期内各3回ずつの測定平均値では， 1ppm以

下の所は日本橋，四谷，城東，滝野川，王子，玉川I, 

青梅，立川の 8カ所で，なかでも青栴は痕跡程度であ

る。これに反し渋谷，石神井は2ppm以上で、（もっ

とも石神井は11月の値が 5ppm以上で、あったので，

平均も高くなった〉，前報では城東， 泥野川， 王子等

は比較的多い部であったのと考え合せると，当然のこ

とながら試験日時による各所の変動が大きいことが分

る。

各月の各地の最多一平均一最少値を一応記すれば，

9月は 4.0（中央）－0.78一一（ー）（四谷・他），

10月は 2.9（向島・他）－1.04－（一〉（赤坂＠他）？

11月は 5.2（石神井）－1.70－（ー）（城東），

本期3回平均値で、は2.20（渋谷）－1.17-0.20（立JrI) 

である。

本期を昨年同期と比較すると，各月とも本期がかな

り多量である。

4) 趨填数（個／ml)

前報より各月とも若干少い。本期中では9月が他よ

り多く， 10,11月は小差であるが11月の方が多い。

前報のように塵；挨数範囲をA(200以下）， B (201-

499), C (500-699), D (700-999），日（1,000以

上〉と分けると，本期の各地3回ず、つの測定値の平均

ではp Eは皆無， Dは千代田紙業1カ所， Cは麹町，

日本橋，神田，小石川の 4カ所， Bは中央，深JI!，赤
坂，渋谷，四谷，牛込，城東，向島，浅草，荒川，滝

野JII，大久保，大森，玉川，石神井，立川，杉並の17

カ所， Aは芝，王子，青梅の 3カ所で，最多一平均一
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最少傾は 748（千代田〉 335-155（青j、防である。

各月の各地の最多一平均一最少｛｜直は，

9月は 1350（神田〉一一411-79（芝）' 

10月は 673（深Jll)-277-76（青梅），

11月は 642（千代田紙業）－318-97（青梅）であるO

本期を既往同期と比較すると，月によって一様でな

く，多い方から 9月は第4年，第3年与第5年，第2

年，第 1年のJI国， 10月は第4年，第3年均第 1年，第

2年，第5年の）I買， 11月は第4年，第2年，第1年，

第5年h第3年の｝｜国，本期3回の平均では，第4年，

第2年土干第3年，第 1年士子第5年のJI買で，大体本期は

少数である。

5) 塵吠量（：浮遊塵量） (mg/m3) 

月により異なるが，一般に前報よりや L多く，本期

中では9月が多く， 10月はや i少く， 11月付、9月に近

し、。

本期の各地3回ずつの測定値の平均では，最多一平

均一最少値それぞれ 4.1（千代田紙業）－3.0-2.1mg 

（四谷〉で， 3.0mg以上の所は麹町，千代田，中央，

日本橋，小石川，深JI！，芝，城東，浅草3 王子，大久

保，大森，玉川，青梅，杉並の15カ所， 2.5-2. 9 mg 

の聞は神田，赤坂，牛込，向島，荒川i，滝野川，石神

井，立川の8カ所， 2.0-2. 4mgの問は渋谷，四谷の

2カ所で，

各月の各地の最多一平均一最少値は，

9月は 5.4（城東）－3.1-1.8mg（小石川｜），

10月は 4.9（千代田）－3.4-1. lmg（四谷〉，

11月は 3.8（宝JI1)-2. 6-1. 4mg（滝野川）である。

本j舗を既往同期と比較すると，本期は鹿境数と反対

に：各月とも最も多い。 3回の平均値で，多い方から本

期，第2年，第3年，第4年＝第1年となり，月別で

も9月は本期，第2年，第3年，第4年＝第1年の）I国，

10月は本期，第2年当第3年，第4年台第1年のj頓，

11月は本期，第2年，第1年，第3年土子第4年となる。

6) 炭酸ガス量（声。）

前報よりや L少し本期中では各月大同小異である。

本期の各地3回ず、つの測定値の平均で、は，最多一平

均最少｛直それぞれ 0.49 （芝）－0.39-0. 27%。（深JII) 

で，そのうち0.40～0.49仙の範囲の所は中央，小石川，

芝，赤坂，四谷，大久保，大森，玉Jll，石神井，立川，

杉並の11カ所， 0.39声。以下は麹町，千代田紙業，日本

橋，神田，深）11，渋谷，牛込，城東，向島，浅草p 荒

川，滝野川，王子，青梅の14カ所である。

本期各月各地の最多 平均一最少値を記すると，

9月は 0.55（杉並） 0. 39-0. 24昇。（向島〉，

10月は 0.55（大森）－0.38-0. 24昇。（滝野JrI), 



ii月は 0.59（立；11)-0.40-o. 27%0（深）｜りである。 である。

これを既往同期と比較すると，各年大差ないが，本 各地紫外線強度の月間平均値の最高一平均一最低位

期3回測定値の平均では，多い方から第4年，箔1年3 を記すると，それぞれ，

第2年エ第3年2 第5年（本期）となるO 合月旬では 9月午前は 4.386（大久保） 1.911 ~0.936 （麹町），

9月は第2年与第4年土子第3年ェ第5年，箔 1年のJi国， 同 午後は 3.659（杉並） 1. 631-1. 008 （中央），

10月は第1年三ヲ第4年，第5年，第2年＝第3年のJi顕， 10月午前は 3.155（大久保）－1.469-0. 721（青1的，

11月は第4年当第1年当第3年与第 5年与第2年のJI民 間午後は 2.229（杉並） 1. 328-0. 818（浅草〉，

となる。各年は小差である。 11月午前は 2.612（大久保）－1.474-0. 650（麹町〉，

7) 細菌数（落下菌数） 同 午後は 1.836 （杉並）－0.961-0. 499（浅草〉

前報よりや L多く，本期中では9'10 月はほど等し つぎに，従来のように大久保を 100 とした各地の~｛！

く， 11月は少く， 9'10月の 1/2以下である。 対強度を記すると，下表のとおりである，

本開jの各地3IITIずつの測定値の平均値では，最多一 この表で見ると，大久保，杉並，向島等は強い部で，

平均一最少値それぞれ 147（向島）－64-15（青梅）で， 浅草，麹町が弱く，日本橋，中央は浅草，麹町よりや

うち75以上は神EB，向島，浅草，滝野川，大森，玉川l i強い。これは、大体前報ないし従来の所見と一致する

の6カ所， 50以下は中央，日本橋，小石川，赤坂，牛 が，青梅は今回は 9'10月が弱かった。天候の工合で

込，大久保，青梅，立川の8カ所で3 他はこの中間で あろう。麹町は今回は弱かったが，既往同期には強か

あるO ったこともしばしばで，年次による変動が著しい。今

各月の各地の最多一平均一最少｛直を記すれば， 回の状況はほど昨年同期のそれと類似する。

9月は 201（大森）－79-9（中央）， 本期を既往同期と比較すると，月により多少異なり，

10月は 270（向島）一78 20（中央）， 9月は第4年と第1年が強く，他は大同小異で， 10月

11月は 120（石神井）－34- 5（青梅）である。 もほぼ同様， 11月は第1年が強く，他は大差ない。

これを既往同期と比較Tれば，各年大差はなく，各 9) 天候

年とも大体において11月は他の月より少数である。本 月により一様でないが，全体的に本期は前半日よりや

期3回試験の平均値では，や i多い方から第2年，第 i晴れが多い。たどし 8月は本報，前報の期間中最も

5年与第1年三子第4年，第3年のj恒，月別に見れば9 fl青れが多いが，丁度梅雨季の 7 月は本幸I~，前報を通じ

月は第2年，第4年三ヲ第5年，第1年， 51'13年のJi国， て最も曇が多い。

10月は第5年，第2年，第4年，第1年，第3年の躍し 本期中では，経月的に雲りが漸増し， H青は9月が，

11月は第 1年，第3年，第2年寺第4年，第5年の順 曇は11月が最も多く，雨は9月が最も少く， 10,.11月

である。 は同じ位であるO

8) 紫外線エネノレギー強度（エノレグ／cm2.分） 平均値は各月毎に観察すると， I!青，曇，雨の各地月

季節的に前報の 8月を頂点として，月を追うて漸次 間延べ回数は9月午前は，月間延べ観測回数約25田の

弱くなっている。 うち， H青，曇，雨それぞれ 13.3, 9. 2, 1. 0巨I，同じ

これは最高一最低気温同様8カ所の成績であるが， く9月午後は月間観測回数約20回のうち， fl青12.8' 

滝野川は観測不能となり，また時に欠測の多い保健所 曇6.5，雨 1.6屈である。

があり，特に 9月午後などは 6カ所の成績で訂正均値を 10月はや L曇，雨が増し，月間延べ観測回数午前約

出したので，厳密には他の年次の成績との比較は困難 25回，午後約呂田のうち，晴，曇，雨それぞれ午前は

各地の相対的紫外線エネルギー強度

大久保 杉並 i向島 青 H~ 日本橋 中央 浅草 麹町
一一一一

9 月 { 午午／ 前後
100 73 25 32 31 23 2工
エ00 239 89 66 70 75 

10 月i ケLf 男俣 ユ00 67 60 23 38 36 26 23 
100 150 107 58 82 55 72 

11 月｛i~~ エ00 85 57 68 34 42 39 25 
工00 工72 us I 76 59 47 59 
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i0.2, 8.6, 5.3間，午後はそれぞれ8.6,7.5, 4.4囲

である。

11月は曇がさらにや L増し，曇はII青とほど同数ある

いはH首よりや L頻度が高くなるO 本月の月間延べ観測

回数午前約26回，午後約21回のうち， H青，曇，雨それ

ぞれ午前は11.4,10.0, 3.5回，午後はそれぞれ6.4, 

9.4, 4.8回である。

次ぎに各地の状況は従来と大差なく，特に雨の回数

は各地大同小異であるが， fl青，曇の頻度は所により若

干の差異がある。 9月は特に他の月よりも各地の差異

が多く，雨の回数にも相違がある。

9月ではH青が比較的多い所は深川，赤坂，四谷，大

森，石神井，曇が比較的多いのは渋谷，牛込，大島等3

10月ではH者が比較的多いのは，深川，城東，向島，

大久保，大森，石神井，曇が比較的多いのは渋谷，王

子，青栴等2

11 月で、はn青が上七較！均多いのは干r~EE

較的多いのは渋谷，牛込，城東，浅草，荒Jll，王子，

大久保等である。

本期を既往同期と比較すると， 9月は従来より雨回

数が少ないのが顕著であるが，他はそう大差はない。

雨の回数（平均〉で多い方から 9月は第 1年寺第2年，

第3年寺第4年，；：p;5年（本期〉のl担。 10月は第 1年，

第2年士亨第4年，第 5年3 第3年の！凪 11月は各年の

惹が少ないが，ほぼ第1年，第2年士子第5年，第4年，

第3年のJi国となる。

10）気温（oC) 

前報より漸次低下している。

各月各地の月間平均値での最高一平均一最低値は，

それぞれ

9月午前は 29.5（深J11）一一27.9-26. 3° c （向島），
同午後は 31.2（赤坂）--29. 4 28. 0 ° c （神田・他），
10月午前は 24.2（深川）－22.8-22. 0° c （大森），
か 午後は 25.4（大森）－23.9-22. 7° c （杉並），
11月午前は 18.8（深JIJ)-16. 5-15. 2° C （石神井・他〉

同午後は 18.6（深Jll)-17.3-15. 6°C （青梅〉。

上のように p 平均値では各地の差は小であるが，各

地のうち比較的高い所と低い所とを若干記すると＇ 9 

月では比較的高い部は深川，赤坂，浅草p 比較的低い

部は渋谷，以東，神FE

し、が 9 や L高い部は深Jll，赤坂，王子，低い部は麹町，

杉並等，

11月では特に差が少いが，や L高い部は深川，王子，

大島，低い部は荒Jll，杉並，青梅等であるO

本期を既往同期と比較すればP 各年の値は近接して

いるが，小差を以て本期の 9' 10月は各年中最高であ
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るが， 11月はp むしろ各年中侭い方であるO 値の高い

方から順次記してみると， 9月け、第 5年p 第4年p 第

2年，第 1年，箔3年の）＼jgし10月は第5年，第3年，

;;rH年．，第2年，箔 1年のJi国， 11月は第3年三千第2年，

第5年寺第 1年寺第4年の）I固となる。

(° C) 

麹町は除外されたので8カ所の値であるが， 9月は

向島，滝野川，青梅等も欠測多く除外したことが多い。

本報の値は，季節的影響で，前報より漸次低下して

いる。

全月間平均値では，最高一最低値それぞれ

9月午前は31.0一一22.7° C，同午後は30.8-26. 6° c' 
10月午前は25.8-18. 0° C，同午後は24.9-21. 8° c' 

11月午前は19.0-11. 4° C，同午後は17.7-14. 8°C 

であるO

最高，最低値の開きは，各地著しい差がなく， 9, 

10月午前は最高温は中央，同午後は浅草，向島，最低

温は青Wf，杉並等で記録され， 11

1札最低温は中央， 11月午後は最高は杉並，最低は青
梅であった。

既往同期との比較では，状況大差ないが，気温同樺

9' 10月では、本期が高く， 11月は第 3年が高いc

11) i出度（%）

前半日と大l'~：なく，本期名月の間でも大差はない。

月間平均値では，最高←平均一最低値それぞれ，

9月午前は 77（大島）－ 71--62%（赤坂〉，

同午後は 74（深Jli)--67-56%（浅草），

10月午前は 77（芝） -72 --68%（深川〉，

同午後は 82（芝） 70--65%（赤坂），

11月午前は 76（大森）－－70---60%（深）1 J)' 

同午後は 80（青梅）－70 59（深）I I)。

各地のうち比較的高い所と，低い所とを挙げると，

9月は高い部では大島，深川，麹町，芝，おt東，杉

並，低い部では中央，日本橋，赤坂，浅草，大久保P

10月は高い部では神｜孔芝，石神井，大島，低い部

ではj奈川，赤坂，立j11, 

11月は高い部で、は大森，石神井，杉並，牛込，低い

部では日本橋，中央，深川i。

本期を既往同期と比較すると，各年そう大差はない

が，ヰ：期の比較的身；南かつ高温であった 9' 10月は，

それに対応して湿度が多少例年より低く，雨や気温が

中間位の11月は，湿度もそうである。すなわち， 9JJ 

は湿度の高い方から小差を以て第2年，第4年々第3

年手第1年，第5年の）I買， 10月は同じく箔2年，第4

年士千第 1，；：王よ， fi3 5年， 第3年の！頓， 11月は第2年土子第

4年，第5年，第3年，第 1年のj顕であるC



12）風向

季節的に本期は前報より南方からの風が減じ，北方

からの風が増しているO すなわち 9月は各地平均する

と，主風（最期風の意とする）はなおWi侃りの風（1札
市々 東， Wi々 西風の総称とする。他もこれに準ずる）

であるが， 10月は北東風， 11月は午前は北偏りの風，

午後は北東風が主風となる。

各地の各種風向頻度の割合はj‘目当に異っていること

は従来通りである。

各月の状態について記すると， 9月は主風がr－：’j偏り
の風の所は中央＊〔＊は完全主風（主風で，かっその!J;J'i

皮が各種風向合計頻度の1/2以上のものの呼称と Fる）

なるを示す〕， 日本橋，芝，牛込，深Jil＊，荒川， j竜野

JI l，大森六大久保，杉並の10カ所，うち完全主風3

カ所，南東風の所は麹町＊，王子，立川，南西風は大

島，主風不定（午前，午後で主風の異なる所を含む〉，

神田，小石川，赤坂，渋谷，四谷，欠測その他で主風

不詳，城東，向島，浅草，石神主｜：，玉川，青梅となるO

石神井は無風が多い。

10月は風向変換季で，主風は区々であるO 主風が北

東風の所は深Jll＊，赤坂，向島久王子＊，杉並＊，大島

の6カ所で，うち5カ所は完全主風，北偏りの風は日

本橋，；芝＊，渋谷，城東＊，荒川の 5カ所で，うち 2カ

所は完全主風，南偏りの風は神i王i，南西風は石神主！？

（無風の方が多い〉，南東風は娃J町， 青梅， 主風不定

は四谷，牛込，大久保，大森，立川の 5カ所。主風不

詳は都庁，中央，小石川，浅草，滝野JIし玉川の 6カ

所である。

11月は北方からの風が多く，北偏りの風が主風の所

は日本橋＊，神田，芝ぺ渋谷，四谷＊，牛込＊，城東ぺ

荒川l，王子＊の 9カ所，うち完全主風6カ所。

北東風は麹町，深Jll＊，大森，杉並＊，大島の5カ所，

うち完全主風2カ所。その他北西風は石神井，主風不

定は赤坂，向島，大久保，立川の 4カ所。主風不詳は

者15庁，中央，小石川，浅草，滝野川，玉Jll，青梅の 7

カ所で、ある。

これを既往同期と比較すると，本期の出→北への季

節的風向l伝換状況はほど前年同期に類似し，その転換

程度は前年と共に他年度より若干おくれており，転換

程度の高い方から記すれば， 9' 10月はほど第 1年，

第3年，第2年，第4年ェ第5年のj願， 11月は第3年

土子第2年， 第4年， 第1年士干第5年のJi民となる。

13）風力（風級）

前報と大同小異で，本期の各月もそうである。

各地の月間平均値では，最大一平均 最小それぞれ

9月午前は 2.3（荒川｜） 1. 5-0 （石神井〉，
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同午後は 3.9（大久保）－1.8-0. 2（芯神井）' 

10月午前は 2.7（渋谷）－1.6-0. 8（石神井），

同午後は 2.8（渋谷・他）－1.7-0. 4（石神井），

11月午前は 2.8（渋谷） 1.7-1.0（深川・他）' 

同午後は 2.9（荒川1)-1.7-0. 9（石神井）

各地風力の大小を観ると，従来と大差はなく，各月

毎に略記すれば，

9月は大きい部は麹町，渋谷，荒川，大久保，杉並，

大島。小さい部は深Jil，赤扱，四谷，牛込，王子，石

神井，立川などで，特に石神:i=I：は例月の如く小さい。

10月も大同小異で，小さい方から牛込が除かれる位

である。

11月もほど 9 月間様であるが，小さい音I~には芝，大

森，大きい部に向島が加わる位である。

これを既往同期と比較すると，平均値では大差ない

が，先ず普通ないし小さい方で，本期でやや目立つの

は，従来いつも普通で‘あった大久保が本期はや i大き

いことである。

各年次の差は小であるが，とにかく数値の大きい方

から一応順位を付してみると， 9月は第3年三千第 1年

二第2年，第4年寺第5年のJi頃， 10月は第1年，第2

年三ヲ第4年与第3年キ第 5年のJi関， 11月は殆んど差が

なく，第3年エ第 5年土寺第4年ニ第2年寺第1年とな

る。

直結語

本回は本調査の第20報（昭和34年8月15日～11月15

日間〉，第5試験年度第4回中間報告である。

前・報に比すれば，降下煤塵量ならび‘に塵；民数等はや

や少いが， E量境量は多少多目で，降下塵放射能の減少

は続いている。また一酸化炭素濃度等はむしろ増して

いる成績で，その他紫外線強度，炭自主量等も合せ考え

ると，結局空気汚染度には大差はないようである。

本報を以て本調査発足以来5年間の報告を終るわけ

である。今までの状況の大略は，昨年第4年度分まで

を当研究所研究報告20にとりまとめて述べてあるので，

多くつけ加えるものはない。第 5年度として，特に従

来と変った所見もないが，降下煤塵量の月変化では，

第5年は8' 9月辺の高まりは見られず，第 5年度の

降下煤麗量月変化曲線の山は2つにとどまった。

かかる調査成績は短年月では不充分であるが，とに

かく今までの 5年間の同一測定法による資料は，不備

の点があっても本調査による一応の成績としてmい得
るであろう。

ここで本調査は第6年に入るわけで、あるが，これを

機会に調査期日を従来の15日基準から 1日基準とし，
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放射能 (cpm/m2• 月） (1959年8月5日～1959年11丹15月）

年 9 月 15日～ 10月 15日 1 9 5 9年 10月 15日～ 11月 15日

（不溶解性成分 可溶性成分） （不j容解性成分 可溶性成分）
f悲 量

（煤麗最 放射能 煤塵量 放射能） （煤塵量 放射能 煤塵量 放射能〉

7. 4. 6. 3. 3420 
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5.40 3.97 3.66 748 

2. 62 366 1.54 4.25 870 

808 
595工（ （叫王I) （王子）

1372 
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試験月をj喬月に一致せしめることとした。

15日基準は発足の当初の準備の都合で発足が急がれ

たから 1日に発足し得なかったことと，また実施上は

15日基準の方がやり易い点もあるような事情によった

ものであるが，他所の試験成績との比較などには暦日

制の方が便利で、あるので，関係者協議の上第5試験年

の絡期に思い切って麿月と試験月の一致を計ったもの

で，これを1960年1月1日から実施し，その間の11月

15日～12月31日間の成績は，別途報告FるO
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（第21報）東京都のばい煙と屋外空気に関する調査If 
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環境衛生科

これをイ〉の区分で観ると 3 平均煤畑地区26.77地u

中間地区15.18聴3 非煤畑地区8.27庖；

ロ〉の区分ではう荒川以西の旧市内部22.69 JR:, I日

市内以外の区部及び郡部都市9.17庖；ハ〉の区分で，

平均工業区域26.91国（青梅を加えれば23.53随〉，商

業地域27.49国（杉並を加えれば24.95臨），住居地域

14.18臨？無指定地域（大島） 3.90｝直。

12月15日～12月31日間は》 58.01（千代田紙業）－

14. 09 1. 48凪（大島）；これをイ〉の区分で観ると，

平均煤畑地区19.48班、中間地区11.46｝也非煤畑地区

8.10臨；ロ〉の区分では，平均｜日市内部16.66臨，！日

市内以外s.05I庄；ノ＼）の区分では平均工業地域18.51

湛（青梅を含めれば16.26躍〉，商業地域20.68随（杉並

を加えれば18.881R:），住居地域11.26鴎，無指定地域

（大島） 1.48殖で，半月分としては比較的多い値であ

るO

本回の成績を既往と比較すると，平均して本期の12

月は多い部に属し 3 多い方から，本期土干第2年寺第3

年？第 5年土子第1年？第4年の）I鼠となる。

次ぎに12月15日～12月31日間は半月分としては比較

的多いが，半月分なので既往と比較し難い。

次ぎに放射能は，前々報以来大巾に減少しつつある

が， 12月もさらに減少しており，各地の最高一平均

最低カワント数それぞれ， 2646（深Jll)-734 178カワ

ン卜（小石川I）と最近の最低を示し， 12月15日～31日聞

は平均430カクントで，試験月の12月と大差ない。既

往同期中第1年とともに最低であり，江｝ 5年までは逐

年増大していた。

2) 降下煤塵の成分

可溶分ないし有機分が不i容分ないしj問機分の約1/2
で？従来と大差ない。

3) 一酸イ七炭素濃度（ppm)

工 今回は本調査の第21報（昭和34年11月15日～昭

和34年12月31日間）を報告する。前報に記したように，

本調査は昭和29年11月15日発足以来前報までで 5周年

となったので，これまでを本調査の第工期とし 3 次ぎ

の5年間の第E期に移るに際し？従来の試験月が15日

が期日で暦月と一致していなかったことを改め3 第五

期は試験月を暦月と一致させることにし 3 かつ？第E

j唱の試験年も暦年と一致させて 1月1日を発足点とす

ること与したので＇ 11月15日～12月31日間の移行期は

それだけとして試験を継続することとした。従って？

本報は第工期の 5カ年と第五；開jの5カ年の中間で，ど

ちらにも属しない移行期であって3 本報の11月15日～

12月15日間は？従来ならば第 6試験年度第1試験月に

当るわけであるが，かりに本~11~を従来の第 5 試験年度

の延長として？第 5試験年度第 5田中間報告とした次

第である。したがって？本報の記載要領は従来通りで

ある。

本幸I~においては，鹿撲の数量，炭酸ガス量，一般化

炭素濃度，細菌数等は12月151ヨ～12月31日聞には試験

していない。

JI 調査成績

1) 

/1112• 月）

12月よりは大体において｜帯鹿量の増加する季節であ

るが3 本！IDも前報の11月よりは一般に増加している。

被検26カ所の成績を前報同様3 イ〉調査個所の煤煙の

多少の怨定による区分，ロ〉調査｛固所の地理的位置に

よる区分？ハ）調査個所の用途地域別区分の三種の区

分法によって観察することにする。

本期各月の各地の降下煤趨量の最多一平均一最少佑

および各種地区別平均値を記Fるとフそれぞれ
12月は70.76（千代田紙業）－18.86-3. 90Ifill C大島〉；
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0直／km2・月〉及び放射能（cpm



前報より高く？四谷，大久保，石ネrj1j:（：，青梅3 立Jll,

杉並が痕跡で、あったほかは，皆定量；でき，各地の最多

一平均一最少値はそれぞれ 7.1（芝）－2.3－痕跡（四谷

他）となり？全然検出不能の所はなかった。昨年同期

よりは本期の方が平均値が大きい。

4) 鹿挨数（個／mL)

これは試験日による差異が大きいことは従来通りで

あるが，前報の10月より一般にやや多く，特に12月1

日の試験個所が多かった。

本試験月の各地の最多 平均一最少（直はそれぞれ，

1620（滝野川）－532-152（芝〉で， 12月1日の試験個

所滝野川，荒川？浅草，向島，王子？深川が1000前後

で最も多く，次ぎは12月8日の渋谷，大森，玉川等の

午前～1時頃までの試験個所が 500～600位でやや多

く3 同じ12月8日でも赤坂，四谷p 大久保等2時過ぎ、

の試験個所は 200～300前後で少なかった。 12月8日

は風向の午前・午後による変佑は若干あったが3 風力

その他の気象状況が午前3 午後で差があったとは思わ

れない。その他の個所は11月中で何れも200～300前後

で、あった。これを既往の12月と比較すると，本期はほ

ぼ中間で，平均値の多い方から第 5年，第2年，本期，

第3年，第1年，第4年のJI頃となる。

5) 麗挨量（浮遊麗量） (mg/1113) 

前報より増している。これも従来同様試験日による

差は相当あるが，鹿攻数ほどでなく，また塵境数とは

反対になり易いことが本回の試験でもあらわれている。

すなわち， 11月17EIの試験個所麹町，千代田紙業，中

央，日本橋等が多く（11月17日でも午後の神田，小石

川は多くなかったが）， 12月1日や8日はそう多くな

かった。要するに空気汚染度は試験日時や試験個所に

よって一様でないわけである。

本試験月の各地の最多一平均一最少値を記すると，

5.5（中央）－3.4-2. Omg・（立JII）となるO

本回の成績を既往同期と比較すると，本期が最多で，

平均値の多い方から，本期，第2年＝第3年，第4年，

第5年土子第 1年の）I民となる。

6) 炭酸ガス量（声。〉

これは試験日時や場所にあまり関係なし各地の差

は比較的少い。前報の｛践とも大差ない。

大久保 杉並 青梅
～～～～！ 

工工月月四日 ｛午午後前 工00 工4'3 工工7
～工2 15日 100 215 94 

～l工~月月~~日日 { 午午後前 工00 工39 112 
100 208 114 

本試験月の各地中の最多一平均十最少値は， 0.59

（滝野川1)-0.40-0. 20%。（石神井・他）であるO

既往の12月と比較すると？平：i訂正Iで、多い方から第5

年3 第2年3 本期p 第3年3 第1年p 第4年となるO

7) 細菌数（落下細菌数）

（普通寒天？ 5分間露出， 37°c' 48時間培養〉
平均で前報の11月よりやや多かったが，前報の 9'

10月よりは少し要するに従来と大差はない。

12月の最多一平均最少値は， 384（杉強）－58 5 

（城東〉で＇ 11月24日午後の試験個所（立川，杉並，石

村井〉が多かった。これは午後は午前よりj武力がi首し3

4 5位の風が出たためであるO

平均では第3試験年，本期，第4年士子第 5年，第2

年，第1年となるが，主に試験時の風力の大小の影響

で，その地の汚染度をあまり表わしていない。

8) 紫外線エネノレギー強度（エノレグ／cm2・分〉

季節的影響で一般に前報より弱まっているO

麹町＂中央，日本橋，向島，浅草，大久保 3 青梅3

杉並の8カ所の成績である。各地月間平均値の最高一

平均一最低値を挙げると，それぞれ＇ 11月15日～12月15

日間は午前は2.645（杉並）－1.407-0. 544エルグ（日本

橋），同午後は2.681（杉並）－1.050-0. 312エルグ（浅

草）， 12月15日～12月31日間は，午前はl.934（杉並〉－

l. 132-0. 411 （日本橋〉，同午後はl.660（杉並）－0.841 

-0.357（日本橋）。

これを従来同様大久保を 100とした各地の相対強度

で示すと，下表のとおりであるO この表のように，杉

並？大久保，青仰が強く？中央，麹町？向島がほぼ中

間？浅草，日本橋は弱い。

これを既往同期と比較すると，各年大差ないが，本

期は強い方で少差で第2年寺本期？第5年寺第4年，

第3年のj願となる（第1年欠〉。

9）天候

例年のように12月以後冬季は天候が比較的落ちつい

てきて，前報の11月より晴がずっと多くなる。

11月15日～12月15日間では3 晴，曇，雨の各地の延

回数平均値は，午前は月間延べ観測回数約24回のうち，

[I青，曇，雨それぞれ 15.3, 5. 9, l. 8回3 午后は月間

延べ観測回数21回のうち，それぞれ11.1, 7.1, 1.1回

中央 麹町 i向島 l浅草 l日本橋

72 40 55 53 29 
76 53 25 36 

87 54 57 74 30 
78 I 99 93 48 45 
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である0

12月15日～12月318間では3 午前は延べ観測回数約

12田中， H青，曇，雨それぞれ7.8, 2. 7, 1. 1回，同午

後は延べ観測回数約10田中，晴，曇：，雨それぞれ 6.3, 

2. 5, 1. 0回であるO 各地の差異は比較的小さいが，そ

のうちゃや晴の多い所は渋谷，城東，立川等，反対に

やや曇の多いのは牛込，浅草，王子，大森，大島等で，

雨は各地とも 1～2田であるO

とれを既往の12月と比較すると，第1年がや LH青が

少くな曇が多かったほか，各年大差ないが，強いて差

をつければ，第2年与第3年，第5年，第4年三千本期，

第1年となり，やや本期は曇りが多い感、じであるが3

雨はむしろ少ない方で、あって，大差を認めない。

10）気温（。C)

これは前報より季節的低下があるO

12月の月間平均値につき各地の最高一平均一最低を

記すると，午前は 14.8（立Jli)-11.4-9.4°C（渋谷〉，

午後は15.4（四谷）－13.9-12. 3°C （石神井），

12月15日～12月31日間では，午前は 11.7（四谷）－

7.l-5.5°C（渋谷・他〉，午後は14.6（四谷〉 9.4 6.5 

ccc青j的で，各地の差は小であるが，やや高い方は
深川ぅ四谷う立！｜！？大島，やや（氏い方は石神井，杉：¥IL,

大久保，牛込，麹町，日本橋等である。これを例年と

比較すれば，各年大差ないが，平均の高い方から，第

4年？本期士子第1年士干第2年？第3年＝第 5年となり 3

第3, 5年はややそれ以外の年より低く，ほど 2群と

なるO

最高一最低気温

前報よりともに｛尽く， 12月の各地の最高一最低気温

の平均値は，午前は14.4-5.4°C，午後は14.1-10.1°

C, 12月15日～12月28日間は，午前は10.0 l.5°C, 

午後は9.5-5.6°C, 最高，最低値の聞きが大きいの

は青梅3 その他の地区は大差はない。従来とほど問傾

向である。

11）湿度（%〉

前報より低下しているが？季節的なものと考えられ

るO 11月15日～12月15日間の各地月間平均値で、の最

高一平均最低値は，午前 72（大島） 62-52% （深

JI I），午後 69（石神井）－60-51%（深川｜〉，

12月15日～12月28日聞は，午前は76（神田）－60-L19

%（深）I＼），午後は78（神間〕－57-5%（赤坂〉である。

既往同期と比較すると，本期は仁i二l間位でフ高い方か

ら，第4年，第 5年王子本期与第2年p 第3年（第1年

欠〉となる。

12）風向

前報より一層北偏りの風（北p 北々東 n北々西風の

( 85 ) 

総称とする〉が増している。季節的に当然であろう。

北偏りの風は全個所月間平均でも主風（最頻風の；意

とする）であるが，完全主風（最JPJi風でその頻度が各

種風向頻度合計の 1/2以上のもの〉とaまではいかない。

北偏りの風の次ぎに多いのは北東風で3 次ぎは北西風

であるO 他は何れも非常に少ない。

全個所平均では以上のようであるが， 17ilにより各地

の各種風向頻度の割合の差は非常に大で？特に大島は

違い？区部と郡部で、も異なり，区部内でも所により相

当ちがっている。

各地の主風（うち完全主風は＊を附して示jつを見

ると？試験月12月（11月15日～12月15日〉では，北偏

りの風芝＊，赤坂＊，渋谷，牛込ぺ城東大向島3 王

子，大久保，石神井，杉並，

北東風青梅，大島，

主j高不定（本期では午前，午後で主風向の異なるも

のが大部分＇ 0で示す）麹町O，中央o，日本橋O，神

田O，四谷o，荒川o，大森Oフ立JllO,

記録に欠が多いその他で不詳，小石川！？深Jll，滝野

JI ！？玉Jllで，主風不定の個所中麹町，中央， 日本橋，

村11壬l等は東風の要素が相当入り？麹町，神田は北東風，

市東風が多く，その他は北偏りの風と北東風とが多い。

12月15日～12月28日間でも上記と大同小異である。

これを例年同期と比較すると，本期は風向の北偏りの

進行度がや L例年より劣り，その進行度の大きい方か

ら3 第5年寺第4年，第2年，第3年，本期，第1年

となる。

13) 風力（：風級〉

前報と大差ない。

11月15日～12月15日間の各地月間平均値につき，最

大一平均一最小値を記するとフ午前は2.7（杉並）－1.6 

-0. 9（赤坂），午後は2.5（荒川） 1.6 0.9（赤坂），

12月15日～12月28日聞は，午前は 2.4（荒川｜・他〉

1.6-1.0（大森・他）， 同午後は 2.9（石神主j:)-1.9-

1. 0（赤坂・｛也），

各地の風力には若干の差がありラや i大きい部は渋

谷， M東，荒川大久保，石神主l：，杉並，大島等。

やi小さい部は芝，赤坂3 四谷，牛込，王子，大森，

立川等である。

従来と比較すると，従来小さかった城東，石神井が

大きい部に入り，従来割合大きかった牛込が前報辺り

から小さい部に入ったものが注目される。渋谷は従来

同様大3 四谷，赤坂，立Jll等は従来同様小さい。

例年同期と比較すると？第1年がや L大3 第1年以

外の各年は大同小異であるが3 本期はや i小さい方で

あるO
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(1959年11月15日～1959年12月31日）

1 2月 15日～ 12月 31日
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直結語

本報は昭和34年11月15日～12月31日までの調査記録

である。

本期間の降下煤塵量は例年に比しゃ L多く，降下煤

塵の放射能は一層減退して調査以来最低であった。そ

の他は従来の備に比しそれぞれ多少の差を認めるが，

特に記する程の従来と異なる所見も認められず，空気

汚染度の各地の常識的差異の存在は否定し難いにせよ，

汚染度は日によって相当異なるもので3 空気汚染の比

較的大きいと考えられる地域においても，日を変えて

比較Fれば？汚染度が他地域よりかえって少ない場合
もしばしばあることが益々明らかとなった。
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X[ 北川式検知管による一酸化炭素測定法の追試成績

工鰭 － I=> 
近時，ばい煙や自動車排気ガスによる大気汚染が問

題となり，微量の一酸化炭素（以下支障のない場合は

coと略記する）を測定する機会が増してきている。
当所においては多数試料の処理ι人員不足等の事情
もあって，簡易3 迅速な北川式 co検知管1〕2〕のめを使

用して coの測定を実施しているがp 測定法の精度，
信頼性，測定範囲等について検討の必要を感じたので，

追試，補足実験を行なった。これだけの実験では，な

おやや不充分とは思うが一応報告する。

はじめに少しく北川式 co測定法について述べると，
北川式 co検知剤は米国の NBSゲノレ5〕6〕co検知剤

と同一性能の製品で，米国においては coの概測に，
また定量に広く用いられている。わが国においては，

北川式 co測定法としてcoの概測に用いられ， JIS3〕
及び日本薬学会協定衛生試験法4〕に収載されている。

この測定法の利点は，測定所要時間が多くの場合数

分～20分と他の測定法に比べ非常に短く，装置，操作

が非常に簡単で，何等かの方法で試料ガスを検知管に

通気すれば良いこと，妨害ガスが少なく， C型検知管

を使用すれば多くの場合測定に支障をきたさないことう

また測定濃度範囲が広し従来の諸法よりも微量測定

が可能である等の諸点であるO

欠点、は？精度の低いことである。すなわち標準色表

が印刷された紙で、色調が検知管の呈色と異なる感じで

あり？↑貫れないうちは比色がやや困難である。また比

色標準色表の色調区分の間隔が最少0.01%であるので，

測定はおのずから概測的となり，試iSI－ガスを検知管に

通気して得られる呈色を，比色標準色表の0.01～0.03

%の範問になるよう通気持問を限定し，かつ中間色の

値（0.005%）まで判読可能としても ±15～25%の誤

差は避け難いものとなっている。

しかし精度不足とは言っても概測法としては充分で

ありヲその簡易，迅速性によってう本測定法には高い

有用性があると考える。

II 実験方法

1 原著の尖験的結論を示すと coを含有する空気

環境衛生科 斎

中

藤

野 欣

功

嗣

を検知管に通気して得られる検知剤の呈色の度合は，

一定測定温度においては，通気時間と coj農度の積に

比例し，通気体積に関係がない。またその呈色は測定

時の温度（検知管温＝測定温度）により異なり， 15° 

Cにおける温度係数を 1として各種温度における温度

係数が定められている。すなわち検知剤の呈色の度合

は、 co濃度，通気時間，測定温度，及び通気終了後
比色までの待ち時間により決定する。

本追試においては，多くの場合この四つの既知条件

により計算される比色標準色表の値を期待値と称する

こととし，期待値と実験値を比較することにより追試

を進めた。

期待値は北川氏の実験的結論から，次式で示される。

いま測定温度 t°Cにおいて既知濃度（%〉の co含
有空気合x秒通気した場合に検知管が示すべき呈色値

を期待値とし，これを At0x11で表わすと

At0x11=Al5°30＇＇× Kt×杢
30 

Kt : 温度係数

Al5°30" : CO濃度（%〉

本実験に使用した標準co含有空気の濃度は最終的
に定量されていないが， II -2-iii) aの方法で希釈す

る場合の誤差は lppmに対して土 5%以下であると考

えられ，またII-2-iii)bの方法で希釈した場合の誤

差は前記の場合に比し，少ないと考えられる。実際こ

の二つの方法で希釈した lOppm,2ppmそれぞれ2種

のcoを同一条件において検知管に通気して得られる
呈色の相互間には差が認められない。以上の結果から

本実験においては希釈された標準 co含有空気の濃度
を正しい濃度として実験に供した。

2 標準 co合有空気の調製
i ）純 co

1犠酸と硫酸から常法により coを発生させ， 50%水
~i変化カヲワム｛｛丸アノレカリ性ハイドロナノレファイト j夜，

粒状苛性カリワム，粒状無水塩化カノレジクムで洗じよ

う，脱水し，装置内を発生した coで充分置換したの
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検知｛~rにより測定すると O. lppm以下であるO

iii) coの希釈方法

a 清浄3 乾燥したゴム袋に三三方活栓をとり付けた

ものを用意し？充分排気したのち， lOOmlの注射筒を

用いて3 純 COlOOmlをとり，ゴム袋に入れ3 次に同

一注射筒を用いて希釈用空気9001111を加え，充分か

くはんして10%CO含有空気を作る。次に10%CO含

有空気 1001111をとり，別のゴム袋に入れ前と同様に

希釈して 1%CO含有空気を作る。同様操作を順次操

り返して希釈し， co濃度 1000～0.5ppmの標準空気
を作り実験に用いた。

b また図2のような潰ll容した内容約 20lの共栓び

んを用意し，内容を希釈用空気で置換し，その中に計

算量の10%COをガスビューレツト（水準液に水銀を

使用〉で入れlOppm,2ppmの標準空気を作り実験に

供した。

iv）注射筒により coを希釈する場合の誤差の推定

（表1参照）

内容 lOOmlの注射筒を使用して空気 95mlをとり，

これを 100mlのガスビューレツトに導いて体積を測定

する操作を201到操り返して行ない？その成績から co
を希釈する場合の誤差を推定した。これによると同一

注射筒を用いて10倍希釈をする場合の誤差は 3σ の値

をとると土0.72%, 10倍希釈を 7回繰り返した場合の

誤差は 3σ の値をとると土5.0%である。

ちフ清浄，乾燥3 排気した三方活栓をとりつけたゴム

袋内を発生したcoで洗い，その中にcoを貯め，そ
の一部をとり，ヘンペノレ法により分析しフ co濃度

99.0%以上であることを確かめ純coとした。
ii）希釈用空気

co 濃度1%以上の空気を作る場合には？外受lを青
色νリカゲノレをつめた洗気びんに導いて脱水したもの

をそのまま希釈用空気として用い， lOOOppm以下の

濃度の空気を作る場合には？図1のように外気を加熱

したホプカライト管に導いてcoを除き，青色νリカ
ゲノレをつめた洗気びんを通して脱水して使用した。こ

のcoを除去した希釈用空気中のcoは？ 北川式co

一ー伊

A ：前半青色νリカゲノレ後半活性炭を充
現したガラス管

B ：ホプカライト管

C：ヒーター

D ：青色νリカゲノレ管

図 1

稀釈誤差の推定

測 数
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度ml 儲定

表 1

王＝94ml

±σ＝±0. 2151111 

±イioσ＝±0.681111 

10倍希釈の誤差 二日σ10/0.1×100：土0.72% 

107倍希釈の誤差土0.72%×7ニ土5.0%

σ10 : 10倍希釈の平均自乗誤差

平均値

平均自乗誤差

940mlの誤差

色

3 測定方法

i ）通気方法

通気時間が比較的短時間（3分以内〉の場合は，そ

( 89 ) 

A ：共栓ピシ（20l〕

B：水銀マノメーター

C：三方活栓

2 図



管に高湿度の空気を通気するとき，数分で第一層自の

呈色が脱色され， 10～15分の後に第二層目の呈色も脱

色される。次に未使用検知管に同じく高湿度の空気を

15分間通気したものは， lOOppmのcoを通気しでも
呈色しなかった。

ii）比色方法

呈色した検知管の比色は3 多くの場合標準色として，

北川式co検知管基準色表を使用し，呈色検知管の第
二検知剤屑を基準色表の上にのせ3 その入気口端の呈

色を散光下または蛍光灯下．においてその色調を比色観

察した。

iii）検知管の加漉

の通気量に応じて内容 301111の注射筒を用いて試料空

気をとり，肉厚ゴム管で注射筒と検知管を連結して通

気し，通気終了後，検知管の両端をゴムキャップで封

じ3 その皇色を観察した。長時間の通気を要する場合

は，試料空気，青色V9カグノレ管〈直径約 6111111，長

さ約6cmのガラス管に青色νリカゲノレを充填したも

の），検知管，流量計，アスピレーターのj慣に連結し，

流量を調節しながら通気した。以後の操作は注射筒を

使用する場合と同様である。後者の場合，検知管の前

に青色νリカゲノレをつめた保護管をつけているが， こ

れは空気中の水分が検知剤と coとの反応を妨害する

からである。筆者の実験によると，呈色したB型検知

通気終了後の呈色の変化（25°C)

度辺三の後了終気通T v co 

表2

No 
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門
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白
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通気終了後の呈色の変化（F=l～1.5ml/sec) 表3
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No 

通気終了後の呈色の変化（F=l～1.5ml/sec) 

t co T E 通気終了後の示度
No 

。C ppm sec % 工111111 2111111 Smm l0mi11 

l 5 100 75 0.01 0.0工 0.01 ミ；；o.01 >0.01 

2 5 200 75 0.02 詮0.01 豆0.02 0.02 0.02 

3 5 300 75 0.03 >0.01 0.025 0.025 く0.03

4 エ0 100 45 0.01 ~o. 01 0.01 孟0.01 詮0.01

5 10 200 45 0.02 0.015 0.02 0. 02 0. 02 

6 15 100 30 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 

7 15 200 30 0.02 0.015 く0.02 0.02 0.02 

8 20 100 20 0.01 0.01 

9 20 20 0.02 0.02 

10 20 300 20 0.03 0.03 
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場合け、，呈色に変化がないように見えるがう基準色表

の色調区分の関係で，皇色の変化を追いにくいと言う

ことであろう。

表3について言えることはう通気後の呈色値の変化

は，表2の場合に比較して少なく， 3～10分の間にお

ける呈色は安定している。低濃度の coを測定する場
合，すなわち， 300秒を越えるような通気時間を必要

とする場合における待ち時間は未だ定められていない

がう表3の結果からみて， 20°C以下の測定温度では

3～10分位の待ち時間が妥当ではないかと考える。

表4については，かかる条件での測定においても，

所定の待ち時間がほぼ正しいことが認められる。

ii）通気ガス体積の呈色に与える影響（表 5)

表5は，測定温度25°Cにおいて，通気時間を 15秒

の一定とし3 通気ガス体積を 5～60ml~；乙変化させ9

1分の待ち時間を経て観祭したものである。

表5の結果について考察すると？ 通気体積lOml以

下の場合，その呈色は期待値より低いが， 20ml以上

を通気した場合，呈色は期待値と一致する。この現象

を北川氏は試料ガスが検知剤層に達する間の空積の影

響と説明し，空積の影響が無視出来る通気震があれば，

通気体積は呈色に関係ないと結論しているが，通気量

は20ml以ととする必要があると思う。

通気体積と呈色度（25°C)

T 
sec 

表5

示度
% 

0.015 

0.025 

0.03 

0.03 

0.03 

iii）通気時間の影響

表6は， 25°Cの測定温度において100～300ppmCO

通気時間と呈色度

F 
ml/sec 

表6
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0. 03¥ 0. 025 
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気温と異る測定温度で行なった実験は総べて恒温水

槽を用い，その中に検知管及び予熱用ガラス細管を入

れて実験した。

直実験成績及び考察

次に述べる1.の実験は北川氏の報告1）の実験方式に

従ったが，測定温度等は都合により必ずしも同じでは

ない。また1及び2の実験を含めて，多くの場合検知

管の呈色を基準色の0.01～0.03%の範囲に限定して，

比色に使ならしめた。なおうこの実験に使用した検知

管は？すべて北｝Ii式 co検知管B型， No.422, No. 435 

の二種である。

1. 基準色表を用いて比色した成績

i ）通気終了後の経過時間と呈色の変化

表2は》 100,200, 300ppmの標準 co含有空気
（以下単にー－ppmCOと略す）を測定温度25°Cに

おいて通気した場合，検知剤の呈色｛1宣（期待値）がそ

れぞれ基準色の0.01%, 0. 02%, 0. 03%になるよう通

気持聞を設定し p 通気終了後10分間呈色の変化を観察

したものである。

表3は，微量の場合の諸種温度における呈色状況を

検討する日的で行なった実験成績で， 2～8ppmCOを

5°C～40°Cの各測定甑度で各種期待値を示すよう通気

持問を設定し，呈色の変イ七を観祭した。

表4は＇ 100～200ppmCOを諸積測定温度において
通気した場’合の呈色状況を観察したもので＇ 100, 200, 

300ppmCOが 5°C,10°C, 15°Cにおいて各種期待値

の呈色を示すよう通気時間を設定し3 表2, 3と同様

作製された表である。

ここで検知斉ljの呈色状況について述べると， co含
有空気を検知管に通気するに従い，検知剤は呈色をは

じめ3 通気を終了しても，しばらくの間呈色は濃くな

って行く。表2の場合3 通気終了後3分を経過する頃

から，検知剤一層自の入気口端3 二層自の排気口端か

ら虫色が濃くなり，皇色に勾配が出来る。この現象は

表3のようにco諜度が低くなるとほとんど見られな
い。この現象はフ筆者の実験では co含有空気を通気

後直ちに希釈用空気で検知管内を洗百廃するときは，起

らないことから，検知管内の coの拡散によるものと

考えられ3 低濃度coによる場合に少なし高濃度に
なる程著しいことが理解される。

表2について考察すると，通気直後における呈色は

いずれの場合も期待値より低い呈色値を示すが1～2

分後には期待値と一致し，原著に定められた待ち時間

が妥当であることがわかる。また 5～10分後には 100

～200ppn1COの場合， 1～2分のときの呈色とは3

明らかな差を読みとることが出来る。 300ppmCOの

300 

300 

300 

300 

No 
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図 4 検知管の呈色の変化

2 標準色として呈色検知管を用いた実験

i ）号色検知管の保存

図3は， lOOpp1nCOを25°Cの測定温度において 10,

15, 20, 30の各秒間検知管に通気し，直ちに検知管の

両端をゴムキャップで封じ，待時間1分を経過後，希

釈用空気（JI-2-ii））で検知管内を置換し，再び両

端をゴムキャップで封じ， 25°Cに保ち保存検知管列

とする。

30分後F 1時間後p 2時間後， 6時間後， 18時間後9

24時間後に3 保存検知管列と同じ条件で通気呈色させ

た検知管列を作り 3 これを標準色として，保存検知管

列の各々と比色して得られたものである。

関4は， lOOppmCOを30°Cの測定温度において，

10, 15, 20, 25の各秒間検知管に通気し，図3の場合

と同様操作したものを 0°C～5°Cに保ち，保容検知管

列とする。 27時間目＇ 96時間自に，保蒋検知管列と同

じ通気条件で9 Jfl＇.色検知管列を作り，これを標準色と

通気時間と呈色度の関係（F：約 1.5rnl/sec)

を通気体積20mlに一定し，通気時間を変えて通気し，

l分の待ち時間ののち比色した成績で、ある。

表6について考察すると， No.1, No. 4, No5, No. 

9の場合にそれぞれの呈色は期待値と一致する。 No.2，、

No. 3, No. 6の場合にはそれぞれの呈色は期待値より

低い。また No.7, No. 8の場合は期待値より高い値

が得られた。この現象は，検知剤と coとの反応が待
ち時間の問反応することに基くと考えられる。すなわ

ち検知剤と coが反応して生ずるモリプデ、ンプノレーの
量は，当然co濃度に比例するから，待時間が一定で
あれば，高濃度の coを短時開通気して得られる呈色
は，当然期待値を上まわることが考えられるa No. 2, 

No. 3, No. 6の場合は，流速が 0.87ml/sec以下でii)

の場合と同様空積が影響しているものと考えられる。

以上の実験から 3 検知剤の呈色は通気速度 lml／秒

以上では通気時間に比例することが明らかである。

通
気
日寺z
向笠

i ~ •M- ＂~ T主 lUO即ml沿 zs•c

25 

20 

15 

10 

0 2 41 6, 18 
241*存時向

図 3 検知管の呈色の変化

表 7

自
古
色
度

通
気
時
間
（
哲 100 ppmCO, 30°C 

30十0.03%

25 

20＋也前首

15 

10-¥Ul%・ 

24 48 

｛最高崎向
72 

A B Aニ Bの ¥ A2及びBの

No I oc I co T sec A.B間の比色結果 E 示度
% % 

工 17 二会 1 

2 30 ~~ ~50〕＇ 1 ;; ,, グ

II 

3 35 ／／ 

4 40 10 120i II II I ／／ 
5 45 工O 100 II II II 

G 50 10 1001 II !/ II 

7 50 エ 4'001 P グ II 0.01 

8 50 l 400! fl II II 0. 0.01 

9 50 判グ ／／ 0. 0.0ユ

11 I 

50 0. 800 II II ／／ 0. 0. 01 

50 10, 1 800 II II ／／ 0. 0.02 

0. 1600i II II 12 50 10 ／／ 0. 0.02 

13 25 501 25 1 1500: II II ／／ 0. 0.01 

工4 25 50! ／／ 0. 0.01 
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して 5 保存検知管の虫色を測定して得られたものであ

る。

図3について考察すると？保存4時間までにおいて

は3 保存検知管の呈色度に見るべき変佑がないが， 6 

時間日頃から次第に呈色疫の上昇は明らかとなり＇ 24 

時間の保存時間では約 1.5倍の呈色を示すようになる。

図4の実験においては，約1日経過後において約

1. 3倍の呈色度の上昇が見られるが？その後は4日後

においても呈色の変七は認められなかった。

ii）通気時間× co濃度と呈色の関係の検討

表7は各行の条件でほとんど同時に虫色させた検知

管をAグループ及びBとし， Bの呈色をAグノレープと

比較した結果を示したもので， No.7以下では基準色

表と比色した｛1弘及び期待値も併記してある。

表7について考察するとラ通気時間と COppmの積

は良く呈色に比例することがわかる。またl～0.5ppm 

のような低濃度においても，期待値と示度のー致が認

められる。

iii）温度係数の検討

図5は約15ppmCO（ボンベ入）を用い， 25°Cの測

定温度で約1.5ml/secの通気速度で通気して得られた

検知管の呈色を標準とし，各温度において通気して得

られる検知管の呈色が，標準検知管の呈色と合致する

よう通気時間を変え，標準と一致したときの通気秒数

で100を割った商を，その測定温度における温度係数

として表した図で、ある。この場合標準色管は各温度係

数を測定する度に新製した。

実線は原著の温度係数で，点線は筆者の実験値を示

図 5 温度係数

温
度
保
数
日

通気遺産15ppmCO: 
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I 5 20 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 ），邸主（Cc')

す。

この図を見ると，原著の温度係数と筆者の実験値の

間に多少差が出来たが？かなり良〈一致していると考

えられる。また標準色と比色する一般の場合には無視

l:l::l?lミる差である。

iv）待時間の間の反応の検討

表8は， 100, 300ppmCOを No.1～No.5の条件で

通気し，待時間2分を経て表10の標準系列（班－2-i))

と比色して得られたものである。この実験の目的は，

先に述べた表5, 6の実験において認められた空積，

及び待時間の間の反応量の問題の解明にある。もしも

空積が問題にならず，原著の待時間の考え方が合理的

であれば〉表8の No.1とNo.4, No. 2とNo.5, 

No.3とNo.6，は等しい呈色を示さなければならない。

しかるに表8からは， No.I>No. 4, No. 2>No. 5, 

No.3>No. 6の結果が得られた。

表8について考察すると，表8で空積が問題になる

のは， No.4の場合である。しかるに No.4>No. lの

結果は，空積の影響と反対の結果であるO そこで表6

のところで述べた待時間の間の反応量が影響すると考

えると 3 検知剤の呈色にプラスする影響は＇ co 濃度
に比例するから，表8の実験条件にこれを適用すると，

No.1くNo.4, No. 2くNo.5, No. 3<No. 6の関係が推

定出来る。

この関係は，表8の実験結果と一致する。

また表7の実験結果から 50ppm以下の諜度の coを

通気する場合には，呈色に加算される待時間の間の反

応量は無視出来ると考えられる。

表8 通気時間と呈色度（20°C,F=l. 51111/sec) 

No co T v 表列lとOのの標比準色系｛直ppm sec ml 

l 100 20 30 ごコS3

2 100 40 60 ロ SG

3 100 60 90 ェSB

4 300 7 11 =S5 

5 ）〔 14 21 三三S7

6 30( 20 30 >SB 

表9 通気速度と呈色度（40°C,lOppmCO, 60sec) 

No I v F 表10の標値準系列と
ml rnJjsec の比色

工 30 0. 5 二三Sl

2 60 l. 0 己S2

3 120 2. 0 =S3 

4 2401 4. 0 ニS3
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表10 標準系列通気条件

(40°C, lOppmCO, F=l. 5ml/sec) 

No 
T v 
sec lTJ.l 

Sエ 40 60 

S2 50 75 

S3 60 90 

S4 70 105 

S5 90 135 

S6 工20 工80

S7 150 225 

SS 180 270 

v）通気速度の呈色に与える影響

表9は， lOppmCOをNo.l～No.4の条件で通気し，

待時間1分を経て表10の標準系列（宜－2-i〕と比

色して得られたものであるO

この実験の目的はフ通気速度の検知剤に与える影響

の検討である 3 表5の実験では空積の影響が考えられ

たので3 本実験ではさま積に比し充分の体積が通気出来

るよう lOppmCOを使用した。表9の実駄において〉

もしも通気速度が検知剤の呈色に影響しなければ3

No.1～No.4は何れも同じ呈色を示すはずであるが3

碍られた結果は No.1くNo.2~No. 3=No. 4で通気速

度の関係は No.1くNo.2くNo.3くNo.4であるO

通気速度の検知剤に対する影響について考察すると〉

表9の場合，空積の影響が最も問題と考えられるのは

No.1である。しかし空積が通気量の1/6，すなわち，

5ml以上あるとは考えられf，従って通気時間におい

ても60秒の 1/6が無効となることは考えられない。し

かるに No.1の呈色は， No.3, No. 4の場合に比較し

て約2/6低い。この結果は，通気速度の影響と認めら

れる。 ζの事は前述した表4の実験の No.l, No. 4の

場合にも言えることと考えられる。また表4の場合の

No.3～No. 5，表9の場合の No.3, No. 4の通気条件，

すなわち通気速度が 1.3ml/sec以上においては？通

気速度n呈色に影響を与えないことが認められる。
E 結論

筆者の実験した範囲からおよそ次のように結論され

る。

1. 北川式検知管の呈色は原著にあるように一定温

度においては原則的にco濃度と通気時間に比伺し3
通気体積及び通気速度には無関係である。但し通気体

積が極端に少ない場合ーには空積の影響が現われp また

通気速度が 1ml/sec以下の場合には期待値より低い

呈色値がが得られる。

2.温度係数は5°C～50°Cの範囲において， 原著

の温度係数とほぼ一致する結果を得た。

3. co濃度が 10～0.5ppmのような微量を測定す
る場合でも通気時聞を延長すれば充分使用出来るb こ

の場合測定温度を 40°Cとか 50°Cにして測定すれば，

通気に長時間を要しない。

4.待時間は原著1）及び使用説明書2）に定められた

もので充分である。通気時間が300砂を越え，測定温

度が20°C以下の場合には、待時間を3～5分として

良いと思う。

5.本測定法の精度を良くするためには3 未知ガス

を検知管に通気すると同時にco濃度既知のガスを通
気して比色標準系列を作り比色すれば良いc
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水中のシアンイオンの新定量法X画

雅元

秀

尾

村

長水質試験科

30分～1時間後致死又は生命危険

30分～1時間は症状なく，耐えら

れるがそれ以上は生命危険 0.05～0.06 

数時間に軽い症状 0.02～0.04 

又， Dodgeand Reamsは， CNとして O.lppmあ

ると魚に毒性があり， Ludjacket alは 0.3ppm以

上あると微生物の自浄作用がとまると報告している。

現在までのνアジの公析法は，色々発表されており，

例えばロダシ法，ベノレリン青反応，ブエノーノレブタレ

ン法，酢酸ベシチジシ法等あるが，定最法として，必

ずしも感度，精度は良くない。今回，私は JESの工

業用水試験法を定めるにあたり二つの比色定霊法をこ

ころみ，良い結果を得たので紹介する。

工 ピリジン，ピラゾロシ法？定量範囲（1～lOμg)

II ロダシ水銀法3 定量範囲（20～200μg)

ピリジンピラゾ‘口ンj去

この方法は， Gehauf et al (1944年頃）の行なっ

た方法を多少改良した方法で， νアンを加熱蒸溜して

炭酸ナトリヲム溶液に吸収させ，その一部をとり，酢

酸にて中和し，クロラミシT1容液を加え，塩化νアンと

して， これがピリジンと反応してグノレタコンアノレデヒ

ドの型になりF 1ーブエニーノレ 3ーメナノレ 5ーピ

ラゾロン（1-phenyl 3methyl 5 pyrazolone）で

青色を呈す。これを光電光度計610～640mμ 波長のブ

イノレターで吸光度を測定し，定量する方法である。そ

の反応機構左の如し。

0. 12～0. 15 νアンは鉱山封｜水，工場廃水等の混入により，水中

に存在する場合がある。この場合，衛生面，水産面に

種々の影響をもたらす。 νアジの毒性については3 色

々と報告されており， νアンイ七水素の毒性は3νアン
加盟の 3倍以上と言われている。又その作用は，主義か

に迅速である。裁判化学面での報告によると 3 例えば

吸い込んだ場合

空気中の濃度（mg/l)

0.3 

0.2 
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直ちに死亡

10分後致死

30分後致死
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1）試薬

(1) E. D. T. A. 1容液；エチレシヂアミ γ四酢酸ナ

トリワム〔（CH2C00)2N・CN2・N・CH2 (CH2C00)2 • 

H2Na2・2H20〕lOgを水にとかし水酸化ナトリクムi容

i夜で中和し，僅かにアノレカリ性とし？水で 10mlにう

すめる。

(2) 緩衝液； 9こ／酸ーカリワム（KH2P04) 3. 40g 

とリン酸ニナトリクム粉末（Na2HP01) 3. 55gを水に

とかし全量を llとする。

(3) クロラミンT溶液（1 %）；クロラミンT (CHs 

C6H1S02・NCINa・3H20)1. 25gを水にとかし， 1001nl

とする。この溶液は使用の都度調製する。

(4) ピリジンーピラゾロシ混液；トブエニノレ 3ーメ

チノレ ー5ピラゾロシ（C10H100N2) 0. 25gを 75°Cの

温水 lOOmlにとかして室温まで冷却し （この場合

完全にとけないことがあっても差支えない），これにピ

ス3,3＇－メチノレートプエニノレ ー5ピラゾロン（C20H1s02

N心0.02gをとり，ピリジン 20rnlにとかしたものを

加えて混ぜ、る。この溶液は使用のつど調製する。

ピス 3,3＇－メチノレ 1－ブエニノレ 5～ピラゾロン（Bis

3-metlyl 1-phenyl 5-pyrazolone）の製法は， 3－メ

チノレ 1－ブエニノレ 5ーピラソロン， 17.4g, プエニノレ

ヒドラジ人 25gを 400mlの三角プラスゴにとり，

エナノレアノレコーノレlOOrnJを加え，還流冷却器をつけて，

Water Bath上で加温するO 数時聞にして， Bis-

pyrazolonが析出するから，これを別の三角プラスコ

に伊過して？温アノレコーノレで、析出物の黄色がとれるま

で洗糠する。 Bis-pyrazoloneはデνケーター中に保

存する。溶液はまたもとのように加温して？もはや析

出物が生じなくなるまで反覆する。

(5) N/lOli自酸銀溶液，硝酸銀17gをカツ伯メスプラ

スコ llにとり水にとかして全量を1lとする。このカJilli

は N/10塩佑ナトリワムにて標定する。

(6) νアンイオン原被； νアジ｛七カリクム 2.5lgを
水にとかして，全量：を1lとする。このj夜の濃度は次の

方法で決める。

原液lOOmlを正確にとり，ヨワイ七カリワム溶液（10

%) 4滴，アンモニア水 lmlを加え， N/10硝酸銀で

滴定し消失しない微濁を生ずる点を終点とする。滴定

に要した N/10硝目安銀溶液の ml数（めから次式によ

って，このi容j夜ln1Z中のνアン（CN－）の含量（1ng）を

算出する。

C=aF×0.05204 

ここにC：νアシイ七カリワム原液 lml 仁！こlの Vア
ジ（CN）の含量（mg)

F: N/10硝般銀の力価

(7) vアンイオン標準液； νアンとして lOmgに相

当する量のνアジイオシ原液をメスプラスコ 1lにとり 3

水で、全量をllとする。更に lOOmlをメスプラスコ1lに

とり p 水で全量をllとする。この溶液lmlはνアンイ
オン（CN-)lμgを含む。

2) 器具及び装置

光電光度計

νアン蒸溜装置

450 

冷
却
器

第1図 シアン蒸濯装置

備考 1. ①①①はスリ合せ
2. 受器は共栓メスνリンダーを使う。
3. 冷却器の管は必ず炭酸ナトリワムの液眉
中につけるようにす芯。

3) 蒸溜操作

検水一定量を蒸溜フラスコにとり，水で300mlとし，

酒石酸約 3gとE.D. T. A.~容液 lOrnJ を加え， pH5. 0 

以下にして加熱蒸潤を行なう。受器には炭酸ナトリク

ム溶液（2 %) 20mlを入れ？溜出液が lOOml近くな

ったらとり出し 3 酢酸（2十98）で中和し，これに水

を加え正確にZOOmlとするb

4) 試験操作

J≫fl己溜l:l:l首長から 20mlをプラスコにとり？緩fff1.jr夜10

ml (pHG. 8）とクロラミンT溶液（1 %) 0. 25rnJを

加え，直ちに密セシして静かにふりまぜ3～5分間放

置したのちy ピDジンーピラプロン混液 15rnlを加え

＼
l
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ハ
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硫酸第二鉄アジモニクム溶液2mlを加え，呈した，だ

いだい色を10分間後10111111のセノレに移し， 460111μ の

波長のブイノレターを用いて吸光度を測定し？あらかじ

め作成した検量線から相当する νアンイオンの pp111

を算出する心

妨害物震とその除去

妨害物質としては？塩素？重金属類硫イ七物，脂肪酸

有機物等があるが？①硫化物のある場合は， 10%酢酸

鉛を 51111加えて 3 出来る硫化物をロ過し，ロ液を蒸溜

プラスコに入れる。①脂肪酸は酢酸にて pH6～7位

にしクロロホノレムで抽出してから蒸溜する。①銅イオ

ンは 500μg位まで E.D.T.A.10～201111加えて蒸溜す

れば心配ない。

本定量法はp 今回工業技術院にて，工業用水試験法

の改定及び追加がありフ追加項目中のνアジイオンの

試験法について私の提出した原案で、ある。この実験に

あたり種々住友金属の研究所の方々に世話になりまし

たことを感謝致します。

て水浴中 25°Cに約30分間つけ，うす紅色から紫色を

経て安定な青色になるまで発色させる。これを10111111

のセノレに移し3 光電光度計を用いて 610～640111μ の波

長のブイノレターで吸光度を測定し？あらかじめ作成し

た検量線から相当するνアンイオンの pp111を算出す

るO

チオシアン酸第二水銀法

この方法は？蒸溜して得られるνアン溶液に，チオ
νアン酸第二水銀溶液を加えて生ずるナオVアン酸イ

オンに硫酸第二鉄アンモニワムを加えることによって

呈するチォνアン酸第二鉄のだいだい色を比色定量す

る。すなわち，

2CN－十Hg(SCN)2~HgCN2十2scN-

4CN-十日g (SCN)2~HgCN42－十2SCN-

この反応を平衡に保ちp 遊離した SCNーが Fe3＋と

反応して呈色する。

この方法の定量範囲は，光電光度計では 0.02～0.2

111g (CN一）でこの精度は土 3%であるO

1) 試薬

立

ピリジンピラゾロン法検量線（610111μ)図 1

LI 
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チオνアン酸第二水銀溶液： 硝酸第二水銀〔Hg

(NOa)2H20〕5gを硝酸（N/2）約2001111にとかし，

これに硝酸酸性硫酸第二鉄アンモニクム飽和溶液3ml

を加え3 よくふりまぜながらフナオνアン般カリワム

(4 %）を溶液がわずかに着色するまで滴加する。で

きたナォνアン酸第ニ水銀の白色沈j殴をガラスP過器

でこし， iえ澱を水でじゅうぶん洗浄してから風乾する。

この 0.3gをエチノレアノレコーノレ（99.5容量：%） lOOml 

にとかし，カツ色ピシに入れて保存する。

(2）硫酸第二鉄アンモニワム溶液

硫酸第二鉄アジモニクム 6gを硝酸（6N)1001111に

とかす。

2) 器具及装置

比色管 201111（共セシ付〉

3) 蒸溜操作

検水一定量を蒸溜プラスゴにとり，水で3001111とし，

酒石酸約 3gと， E.D.T.A.溶液 101111を加え， pHを

5.0以下にして加熱蒸、間を行なう。受器にはメスVリ

ンダー 1001111をmい，炭酸ナトリヲム（2 %) 201111 
を入れる。受器の溶液が 1001111近くなったら蒸溜を

止め，水でうすめ正［結に lOOmlとする。

4) 試験操作

上記i胃液 lOOmlを比色管に201111とり炭限ナトリワ

ム溶液（2 %) lmlと， チオνアンjll夜第二水銀溶液

lmlを加え 3～ 5分間じゅうぶんにふりまぜる。次に → μg 
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XlV Triphenyl methane系色素のアノレカリによる

変化に就いて

その 1 食用青色 1号の場合

まえがき

最近，食用色素の使用法がいろいろと研究されるよ

うになり，許可外著色料の使用は著しく減少し，柱年

のように許可外著色料が市場に氾濫するようなことは

無くなったが，新しい問題として，色素製剤および食

品加工の際に種々の添加物や希釈剤を加える傾向とな

り，そのため，食用色素が分解3 変関して種々の副色

素を化成することが懸念されるよつになった。これら

の副色素について今後の対策なり研究なりが盛んにな

ることが望ましいと思われる。

本年度，当所に申請された製品検査検体のうち 3 食

用色素中でアノレカリに対して弱いとされていた，

Triphenyl methane系色素中の食用青色1号のア

ノレカリにより副生されたと思われる色素が検出された
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食品科松井多

遠藤英美

ので，当科に於てその原因を調査したところ 2, 3の

知見を得たのでこ Lに報告する。

試料の調製

青色1号の精製

Leben Color & Chemical. Co. Inc.，の Certified

pure Food Color, F. D. & C. Blue No. 1純度80%

のものlOgをとり，これに Methanol十n-Buthanol 

等容混液150mlを加えて？ 5分間煮沸して溶解させ，

冷後ろ過し，ろ液を水浴上で結晶膜がj夜の表面に析出

するまで蒸発させ？冷後結晶膜をろ過してとり除き，

このろ液を再び水浴上で液量が 1/3容となるまで蒸発

を続ける。冷後析出する結晶を集め，ろ紙上で風乾し

て試料とした。収量6g

国 3 関等

物~~~~ 閣議官99
10四 010-110圃210-3 10回 4
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精製度の検定

風乾物 O.lgを 0.02N酢酸アシモニクム lOmlに溶

かし以下食品衛生法中，色素のろ紙クロマトグラブ

法に従って副色素の存在を検した。

試料溶液の調製

精製風乾物1.Ogを秤り 3 水 lOOmlに溶かし試料原

被とした。

実験および方法

各種pH緩衝液を作り 3 熱H寺食用青色1号溶液の変

化を観察したO

pH緩衝液の調製

pH=7 緩衝液

0.2Mリン酸ーカリクム溶液50ml十0.2M水酸化ナ

トリワムi容液29.5mlを加え水で全量を2001111とし，

グ
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ガラス電極を用いて 0.OlN水酸佑ナトリクム溶液で

pH=7に調製した。

pHニ 8 緩衝液

0.2Mホク酸p 0.2M塩イ七カリヲム混j夜501111十0.2M

水酸化ナトリヲム溶液 4mlを加え水で全量を 2001111

とし，ガラス電極を用いて pH=8に調製した。

pH=9 緩衝液

0.2Mホク酸， 0.2M塩化カリクム混液501111十0.2M

水酸化ナトリクム溶液 21.4mlを加え水で全量を 200

mlとし，ガラス電極を用いて pH=9に調整した。

pH=lO 緩衝液

0.2Mホク酸。 0.2M塩化カリクム混液501111十0.2M

水酸化ナトリクム溶液 44mlを加え水で全量を 2001111

とし，ガラス電極を用いて pH=lOに調製した。
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実験その1 副色素の生成

食用青色1号の各種 pHの0.1%溶液を作り，これ

を3 3時間常温放置， 30分間煮沸， 1時間煮沸， 2時

間煮沸， 3時間煮沸の 5つのクソレーブ。に分け，加熱時

間と分解過程＇ pHと分解過程の検討を行ってみたo

pH=7のものを除いてはイオシ交換樹脂（オノレガノ商

会， I.R. No. 50〕を加えて pHを7になるように

pHの調節を行ない。その液の一部をとり 0.02N酢

酸アシモニワム溶液を加えて全量を lOrnlとし， 日

グ ブ

10由

伊~
~ 叩診語辞

マ《~02

80 

70 

60 

8…O PH=8r・3時向常温放置
8-1 30先向章、沸
8-2 1時間 4
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2前向？8-4 

50 

3時間 5

40 

30 

20 

10 

立自記分光光度計を用いて 360～800mμ の吸収スペ

クトノレを測定した結果はグラブ No.1～4のようにな

るG

またこれらを n-Buthanol：’Alcohol:0. 5Nアンモ

ニア試液（ 5:2:3）を展開剤として，食品衛生法中

のろ紙クロマトグラブ法を行なった結果は図1～4ま

でとなる。

その2 吸収スペクトノレの解析

実験その 1の結果から 9-4' 10-4のグループに

ブ No.2 
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於て明らかに副色素の化成を認め得られたので，これ

らから副生した色素を分離してそのスペクトノレを測定

し， これらグループのスベクトノレと比較してみること

によって分解スペクトノレを作れると思い， このグノレー

プを横 30cm×縦25cmの東洋ろ紙No.50を用いて

n-Buthanol:Alcohol:O. 5Nアンモニア水（ 5:2:3)

の展開剤を用いて，ろ紙クロマトグラブイーを用い？

分離した色調の強く現われる F-1, F-2のプラクνョ

グ フ
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ンを切り取り？これを0.02N酢｜峻アンモニクムj容j夜中

で加温しながらろ紙より色素を温浸させ， J令後ろ過し，

これを目立自記分光光度計で波長360～800mpの吸収

スベクトノレを測定し 9-4) 10-4の吸収スペクトノレ

図と比較したところグラブ No.5～6の如くであった。

その結果9-4,10 4の完全な分解スペクトノレの様

相を示さないが，このスペクトノレ図から大略の分解像

スペクトノレを理解することが出来た。
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グ ブ No.4 －ブ
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グ フ ブ No. 6 

100 100 

90 90 

80 80 

70 

60 

50 50 

40 40 

30 30 

20 20 

10 i 0 

F-2 

360 370 380 390 400 4 2 5 450 475 500 550 600 700 

( 104) 



その 3 青色1号のアノレカリによる分解速度の測定

精製；食用青色1号原首長を用いて 0.02N酢円安アジモ

ニクム溶液を加えてp それぞれ青色 1号の lr/ml,

2r/ml, 3r/ml, 4r/ml, 5r/ml溶液を作り，青色1

号の吸収スペクトノレの最大吸収波長 629mpにおける

l段収率を測定しグラブ No.7の定量i直線を求めp 各種

グノレープの液0.5mlをとり， 0. 02N酢円安アジモニワ

ム溶液を加えて全量を lOmlとなし，青色1号の合置

を定量するとグラブ No.8の如くになる。

グラブ No.8の結果からアノレカリVi：の場合には30分

間杭の煮沸ですごに分解が行なわれていることが判る。

考察

以上の結果から3 食用青色1号は実験その3よりア

ノレカリ煮沸に対して非常に弱いことが認められたので

あるが，こ Lに化成される副色素については実験その

1より pH=Sでは 8--4のグノレープに於て， またpH

9以上の場合は9 1位から生成されることが判つ

た。

アノレカリ煮沸により化成される副色素は4種類ぐら

いがろ紙クロマトグラブイ一法の結果判明するが（グ

ラブ No.5参照〉一番多量に化成されるものは紫赤色

を皇する波長380士2mp592mpに最大破収を有するも

のであるO
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食用青色 1号の副色素の問題に就いては昭和33年7

月に国立衛生試験所の藤井博士が報告せられているが，

当所に於て化成されたものはこの報告に記載せられて

いない最大吸収値を示している。

この副色素について， pH=4,pH=7, pH=lOの

3つの試料i夜について吸収スペクトノレを測定するとグ

ラブ No.9の如くであった。このグラブの結果からこ

の副色素は液性を酸性（pH=4) としても再び青色

1号と会く同じスペクトノレ像を示さなくなって来てい

るO このことは容易に青色1号に違えらない別種の色

素が化成された事が推定される。この副色素について

は目下不明であるが3 容易にこのようなものを化成す

る。食）目青色1号をアノレカリ性の食品に加工したりま

た製剤を調合する際アノレカリ性添加物（重曹等）を用

いるような場合には慎重な取扱いを必要とすると思わ

れるO
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グ ｝ブ ブ No.9 
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xv 強化食品の品質について

まえがき

国民の栄養増進のため，昭和27年7月栄養改善法が

公布され，それに基いて強化食品を製造するようにな

ってからすでに8年を経過した。製品の現況を知るた

め，東京都内で販売されている主な強化食品について

衛生局の栄養課と協同で昨年及び本年と引続いて調査？

第 1：表強化食品基準量

製品lOOg中に含まれる栄養素

食品名

米

／~ ン

麦 1ヲ｝
叶lf乙- 組

味 II曾

和市 立

イ田 煮

j由

ヤ ム

ス 一 ブ
果実缶詰

ビスケット

キャラメ jレ

lドロップ。

ジユース

（濃め5厚倍るジにユうーすス） ／ 

ソーセージ

J束 ~ 1ごLI Hイw;

（カハレヤーν／ノレレワグ） 

ピーナッツパ i 2, 000, 
ター

0.2 0.1 

0.3 0.15 

0.5 0.5 0.15 

1.2 1.5 0.3 

1.2 1.2 0.2 

2.0 2.0 

1.5 

工.2 1.2 60 

3.0 3.0 

30 

0.3 0.3 

1.0 1.0 

1.0 1. 0. エ00

20 

工00

1.5 

3. 01 3. 

宋 不｜新井

秋山

塚越

道口 正 雄

養

j勝

老

治

’ヤ ス

試験したので、その成績と製品の改善すべき諸点につい

て述べる。

現在，厚生省で食品に対する強化栄養素の品名や基

準量は第1表の通りである。

次に試験食品の主なものは，食パン 3 ジユース，果

物缶詰司麺、マカロニー，イrn煮，練製品，味噌，納豆，
ジャムー米、菓子，育児食，飲料，マーガリシラカレ

ース…プ、 i責物p ふりかけ等である。

試験方法

食品中のV.A試験はビタミン油技術懇和会協定法。

仁1::iのカーノレプライス法により，その他 V.B1,V.B2, 

v.c及び Ca等は衛生試験法2）を準用した。 なお高

蛋白でDB Tを強化したものについては稲坦氏めの報

f与を応用した。

試験成績は第2表に示す通りである。

備考：許可食品のうちには製造を中止又は準備中の

ものもあるので許可食品数より収去数は大分少なくな

っている。なお強化食品中には東京都内で販売しでい

るが地方製造のものも少数（約1/5）含んでいる。その

成績は地方のものが特に悪いということもない。

マーガリンに使用するV.Aはビタミシ油の10万IU/g

程度のものを多く使用しているO

又 V.B1強化用として塩酸塩3 硝酸塩，ジベンゾイ

ノレナアミン（DBT）を多く使用しているO その他ロダ

ン塩（CNT), ヂセチノレ硝酸塩（ピタゲンAS），チア

ミンナフタリン 1・5ジスノレホン目安塩（NDS), チア

ミンナフタリン 2 ・ 6 ジスノレホ Y~j却益（TNS), 干希に

DBTの埴酸塩を使用している。

試験結果

第 2表に示すように今回の試験で大体良好と認めら

れるのはマーガリン（V.A），ジユース，果実缶詰，ジ

ャム製品（V.C)及び菓子類（V.B1,V.B2）等である。

消費量の多い強化食パγ （V.B1,V.B2, Ca）はな

お相当の不合格品があるので製造トーの注意、が必要で、あ

る。
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叉麺，マカロニー（V.B1,V.B2）や｛Fl）煮，練製品

にも不適品が多くあった。

総体的にみて，全検体245件のうち合柏180fl:(73 %) ' 

不合格65件（27%）で市販強化食品の約3割弱が表示

の基準量に達していない。不合約品のうちで特に強化

栄養素の添加を怠っていると思われるものは，食パン

(V.B1, V.B2) 3 1t/:, 漬物類（V.B1, V.B2) 2 1'L 

スープ（V.A)I件、ソーセージ（Ca) I fl：等であるn

従って不合格品の大部分は添加した栄養素の不足であ

る。

次に不適品を少なくするためには強化栄養素の性質

をよく考えて，適当な分量を均等に混和することが必

要であると同時に操作中の加熱， m主化，分解その他物

rm的〈撹ti'・，水洗）等による栄養素の損失の程度を知
ることや，製品とした後比較的永く貯蔵されるものは

貯蔵状況による経時変化も研究する必要がある。

1倒として最近の資料に基き食品加工の場合の強化

栄養素の減少（第3表）と食品中の強化栄養素の経時

変化（第4表）を試験した。 Caは従来製造中混和の

不充分のために製品のある部分にかたよることのほか

は特に減少するとは考えられなかったので今回の試験

には除外した。
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33. 24 0. 53( 0. 
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54.27；工.5 ( 3. 28)' 
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63. 811 l. 3 ( 3. 59): j見和，製型，包装後85°C温l訪中
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！~： ~~！ i: 6 ~ i: ~~~I 焼釜工ト110°c 仁／:i，劫加熱
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食品加工による強化栄養素の減少
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V.B1の種類は食パシが塩酸m括弧内の数字は無水物として換算したものP ふ F:Pは計算によるもので実測せず，

で，その他のものは硝円安j誌を使用したものO
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試験結果

第 3表に示すものは強化食品の代表的の試験であっ

て，これらの食品を製造するときの強化栄養素の減少

状況を知ることが出来る。
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V.B1で27%,V.B2で18%の減少をきたしている。
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表中数字はV.Aの場合IU/lOOg,V.B1, V.B2およびv.cの場合mg%を示し？括弧l今の数字は残存率を示す。
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マカロニ，スパゲツテイは両者の減少の割合がほと

んど同様であって，特に V.B2の減少が多い。

さつまあげ，はんべん，伊・遠巻，焼板かまぼこ，魚肉

ソーセージ等のねり製品類は加工状況によって，いず

れも相当の減少が認められる。焼板かまぼこの V.B1

の減少率（12%）の少ないのは表面が高温で破壊され

ても内部は割合に減少しないものと考えられる。

オレンジジユース類のv.cはピン詰は85°C滅菌法
によるものも， 93°C瞬間滅菌法によるものも加熱によ

る減少はほとんどないものと考えられるO ジャムの

V.Cは従来約20%の減少が見込まれるが，種々試験を

続行してみると減少しない場合も多くあった。

次に食品のうちで製造してから比較的長時間後に採

食するものについて経時による強化栄養素の変化につ

いて試験した。

試験成績は第 4表に示す通りである。

第4表のように V.Aの減少は3カ月でマーガリン

10%，粉末スープで約20%である。マーガリンは従来

より原料が改良されており『抗酸化剤の発達？醗酵乳

の影響等が好結果を生じたものと考えられる。

強千七米，カレー粉中にある V.B1,V.B2は一年を経

てもその減少は極めて僅かであるので現在の包装状態、

で充分と思われる。

マカロニもスパゲツテイも大体同捺な成績であって

包装に充分注意して遮光を行なえばほとんど変化がな

いが3 そのままのものは V.B2の減少が著しい。

オレンジジユースは室温，氷室ともに大差がないが

ブ卵器に入れたものはやや分解が早い。

ジャムはポリエナレン袋入の場合 3 減少率は1カ月

( 110) 

に約10%であるが，鱒詰にしたものはほとんど減少し

ない場合もあり，約20%減少したものあある。 3カ月

経過のものは更に減少するからこの場合は永く保存し

ないようにせねばならない。

総括

1. 強化食品の昭和34年度の試験成績は245検体中

65検体（約1/4), が不！Eli品であってy その大部分は

栄養素を添加しているが3 その含量が不足している。

マーガリン，ジャム，ジユース，果物機日；1；，菓子類

等は大体良好で、あった。食パシその他のものは更に改

持の要があるものが多い。

2. 食品の種類により加工条件が色々であるから個

々のものについて研究する必要があるO 第3表に示し

たように栄養素の種類により製造上j、目当減少する。特

にねり製品には著しいものがある。又第 4表に示すよ

うに食品中の栄養素は時間の経過によって更に減少す

る。特に V.B2を合むマカロニ，スパゲツテイのよう

なものは著しい。

前記の資料は代表的な製品の減少率を示したものだ

がこれによって減少程度を概算出来ると思う。

従つで栄養素の分解防止のため混和，加熱，製型の

場合の工夫を行なうと同時に貯蔵場所，包装等にも注

意が必要であるO

文献

1) 食品のビタミンA定量法〔ビタミン油技術懇話会

協定法〕昭和33年

2) 衛生試験法：日本薬学会協定

3) 稲垣，福場：ビタミシ＇ 17, 17～26，昭和34年



XVI 蜂蜜の栄養成分について

緒 一－ Eコ
蜂蜜は日本薬局方に記載されている医薬品であるば

かりでなく，栄養品であり保健上にも美容上にも，ま

た老化をi坊ぐためにも有効だというようなことが東洋

ではすでに本草の昔からいわれている。

栄養保健の面では欧米においては療養患者の栄養一

般食品としての研究と応用が活発で，化学的にも臨床

上にもその効果が確認されてきた。

また，わが国でも幼児栄養としての研究業績や成分

の研究がなされ，東洋医学で往古から指摘される医薬

品としての効果も再確認されその真実性がうたわれる

ようになった。

さらに3 最近滋養強壮飲料としての需要が増加し食

i札砂糖などと共に薬局方記載品中，われわれの日’市

生活と密接な関係にあるものの一つである。

蜂蜜は種々の蜜源植物から蜜蜂が花蜜を集めて体内

で•＇ 1＼！計七して巣に貯えた天然、の糖¥1~-c' -,1~· ~j~で十土石蜜と

称せられている。

したがってその性状は蜜源植物フ j采主主j也採蜜i時期

などの相違によって必ず、しも一様ではない。

一般市場にみられる蜂蜜は通常蜜源捕物の名前をつ

けて取引されているが，現段階では採蜜者の証言以外

にこれを椛める方法は見当らない。

なお，蜂蜜の需要増加にともない）出造品や不良蜂蛍

の山現も予想される。

よって養蜂家が蜜源植物の花粉に注意し始め，｜井j光

u~蜜中に混在する花粉によって蜜源、植物と産地判定

の参考にする点や，蜜！峰の食糧としての「花粉だんご」

等に興味を感じ玉川学園岡田一次教授，東邦大学薬学

部幾瀬マサ助教授の協力を得て，採蜜地18都道府県に

わたり蜜源植物11種類30品種の栄養成分と花粉につい

て二三の知見を得たので報告する。

なお、不明の領域については目下さらに追試仁！こlであ

るO

試料現在本邦で、飼育する欧州種（Apismellifica 
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栄主主 f+ 来！？
秋

酒

道

井養老

rJJ 勝治

井槻（

口正雄

Linnaeus.）から採蜜したものによる。

採蜜地 1者J:)1道16県3 すなわち，東京，北海道，青

森フ秋日：i，岩手3 栃木，埼玉，神奈川，長野，自111,

愛知，岐阜？広島，鳥取，福岡，大分，熊本3 鹿児

島等にわたる。

採蜜時期 昭和34年3月～8月にいたる。

蜜源植物

まめ科にせあかしゃ（Robiniapseueo-

Acacia L.) 

まめ科げんげ（AstragalusSinicus L.) 

十字花科あぶらな（Brassicacampestris L.) 

とちのき科 とちのき（Aesculusturbinata 

Blume.) 

まっかぜそう科 みかん（Citrusdaliciosa 

Tenore.) 

しなのき科 しなのき（Tiliajaponic乱 Sink.)

いばら科ず み（MalusToringo Sieb.) 

もちのき科そよご (Ilexpeclunculose Mig.) 

たで科そば（Fagopyrumesculentum 

Moench.) 

ぶな科く り（Castaneapubineruis 

Schneicl.) 

来m。以上lH:>J.30品種に及ぶ。

色調および臭味

30品種を概括すると（1）香｜床があり一般に愛好される

蜜名は？にせあかしゃ，げんげ，とちのき，来ff:蜜等で

ある。

(2）臭気は強いが味のよいものは，あぶらな， しなの

きフずみ等である。

(3）臭味ともに好まれないものは，みかん，そよごフ

そば， くり等であるO （第1表参照）

蜂蜜の水分

水分については， ミネソタ大の Mykola Hayclak 

によるとアメリカでは17.7%以下を良とし，また日本

産では18.12%～26. 02%を期待している。



第 1表蜂蜜の栄養成分表 比旋光度｛諜：~~~~~~~e

i蜜源植物｜採蜜場所｜採蜜時期l色 調 l 水分：灰分 i~免許車窓選！果糖布石糖！
I I I I I % % D ノじ相% % %i 

［ぁ~bt.t: I青森
'I ｜岐阜県

II i福岡県

げんげ i栃木県

II i埼玉県 i v ノJ I …〕＇，~…ー一一 I 

I II i伝：吋県 l b月 im文京巴，四円Jj, l1'1'l＇ιlj..1 i,i,i,J_,i I 

I II i 1岐阜県 1 5月 1 II II II 123. 12 :o. 094卜 8.1169. 13 138. 30 130. 83 
i II l愛知県 1 5月iII II II ¥18. 51 10. 035 I-7. 3170. 45 144. 87125. 58 

グ i白山県 1 5月 i微貨色， ！121批判i性格強 /19. 11 10. 091 1-5. Gin. 63 !41. 79 129. 84 

II I広島県 1 5月｜グ グ グ 118. 51 10. 035 1-5. 6172. 42 139. 40 133. 02 

熊本県 1 4月 l微黄色p 透明，判i性中

II l大分県 1 5月｜微黄色，透明＇ 1'11i性棺強 jl7. 85 jO. 036卜 4.6¥66. 79 J44. 21 ¥22. 58 

II ｜福岡県 1 5月i II II 'Jfilj性中 119. 30 10. 049 1-7. 1167. 37 143. 91 123. 46 

5月 微黄色，透明，~；r1i性柏、強

しゃ が 6月 II ／／ 粘性仁1:i
／／ 

／ ／／／  G月 ／／ II 粘性中

平

とちのき｜岩手県 6月 微黄色，透明，粘性中

か 秋田県 5月 II ／／ Wi性~3

均

みかん 神奈川県 5月 白色不透明，粘性強

しなのき 北海道 8月 黄禍色，透明，粘性強

ず み 長野県 5月 黄色3 透明，粘性強

そよご 広島県 6月 赤禍色y 不透明， Wi性強

そ ば 鹿児島県 3月 ！！音褐色，不透明， Wi・l<:I：強

り 長野県 7月
不不透透明明，， 粘沈殿性を中生じ， ねi

~~m 東京都 7月
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この場合後者をもってすれば総てこの範聞に抱合さ

れるし， 20.7%以下を良とすると 2/3は標準に達する。

蜂蜜の灰分

灰分については Haydakは0.18%以上を，また日

本産では0.09%を標準にしている。 （第1表参照〉

蜂蜜の旋光度

萄葡糖は一甘味のある白色の結晶で？その水溶液は光

線に対し右旋するから右旋糖という。果糖は萄葡糖と

同じく転化糖で光線に対して左旋するから左旋糖とい

っ。
蜂蜜は萄葡糖および果糖の他に若干の庶糖を含んで

いる。

庶糖は萄葡糖と果糖に転化するが，果蜜の方が左旋

性が強いので庶糖の分解物は左旋性となるO

試験の結果

「あぶらなJ の 7 品種i::j~I 1種（十1.90<0> 200）と，

「しなのきJ（十2.60＇乱l20°）との2種のみ右旋性で特殊

性を示しその他は全部左旋を示した（第1表参照）。

蜂蜜の果糖

糖類定量法は， Raeのレソソレνノーノレ七どにより定
量した。また葡萄糖は総糖量からプラクトーズを差引

いた｛院をもって葡萄糖量とした。

果糖については， Haydakによるとアメリカ品は

標準を40.5%に，日本産蜂蜜については36.0%にして

し、る。

これを後者によって比較すると p 「あぶらな」 1種

(30.42%福岡県）が標準より低いが，その他はいず

れもやや標準に，またはそれ以｜二に達している。（第1

c 113) 

表参照）

葡萄糖についてはアメリカ品は34.0%を標準にして

いる。また日本産は35.0%にしている。これを日本産

の標準で比較すると， 「あぶらなJ1種（38.71%福

岡県）が標準に達するのみで？その他はいずれも低い。

（第1表参照）

一般に純良蜜は果糖の方がやや葡萄糖よりも多いと

いう定説に従えば？ 「あぶらなJ1種を除き，他は全

部直接還元糖において果糖の方が多い。

蜜源植物と花粉

代表的な蜂蜜中に混在する花粉と蜜漉植物との関係

についてはp 「にせあかしゃJ「げんげ」「あぶらなJ

「そよど」「とちのき」「しなのきJ「くり」は2襲名と
同一の花粉が検出されたが， 「げんげJ11品種中1品

種と， 「とちのき」 2種，「しなのきJ「くりJ等には

少量他種の花粉が混入していた。

しかし， 「みかんJIずみ」「そばJ等には蜜源植物
の花粉は検出しない。むしろ他の「げんげ」「あぶら

なjの花粉が混在していた。

花粉だんご（蜜ばん）

雑蜜（者1Si1:1世田谷区喜多見，香取氏養蜂〉の働蜂から

採取した結果は， 3月「やぶつばきJ「iまけJ「ゆきゃ

なぎJ「こはこべ」， 4月「そめいよしのJ「ねぎJ「げ

んげJ, 5月「かき」， 6月「のびるJ「ねずみもちJ

fたいさんぼく」， 7月「おおばこJ「すいかJ, 8月

「ひるがおJ「つゆくさJ「ちからしばJ「どまJ「きか

らちうりJ,10月「ちゃ」等の花粉を運んでいたこと

が明らかになった。



最近，蛋白質について量だけでなく，その質につい

ても考慮しなければならぬ事が問題となり， 1955年の

FAO会議において 3 蛋白質所要量やその栄養価値の

判定についての一定の方式が考案された。つまり，珪！

第 1：表 E消防署入寮者の i人 1日摂軍栄養量
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23701 （~山 22. 8! 458. 3/ 4411 n. si 2781/ 1.件。79
28671 88・ 7 I ; I I I I I I ; 3701 16. 11 28481 2. 761 1. 28 
I (20. 3)1 1 , I I I I 

2269! di: !)I 23. 1: 437. 9！吋 11.61 37721 2. 511 0. 89 

2237¥ 79・ 7 I 24. s1 424. s 34gJ 14. 31 29961 2. 571 1. 16 
i (22. 3)1 吐 l I I I I 

23701 c~~ ： ~） I 25. oJ 456. lJ 吋 n.oJ s吋 1.481 0. 99 

判（7~：~） 1 30.6！仰8, I I I I 
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7月l日 I 24判（20.9)1 21. 4, 485. 2 3司工9.81 2680¥ 2.判。但I 57 

'I 2日 I 24071 8i. 9 I 35. o' 441. 1. 6091 n. 41 15711 o. 941 o.叩｜工31
I I (13. 4)1 ' ' I I I I I 

II 3 日｜刈 c~~： ~） I 32. 9i 制 3 吋 21.si 3357[ 2. 351 i.10J 250 

~o i I c~日） I . I I 11 J I_ i 
I I 5031 16. 91 36181 2. 021 1. 001 119 
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）は動物性蛋白質

XVII 都内K消防署の入寮消防士の摂取栄養量

及び必須アミノ酸摂取量について

養 fl・ 新

秋

渡

井養

山 j勝

i互甲

老

治

子

想的な告u合に必須アミノ酸を含んだ仮空の蛋白質を組

定し，これを基準としてJiIT想蛋白質（基準構成〉と称し，

一般の食品のアミノ酸組成と比較して蛋白価を決定す

るのである。つまり質の良い蛋白質と云うのは理想蛋

白に近い比率に必須アミノ般を含んだものであり，逆

160 

158 

98 

Kg 133 

108 

126 

41 

R
U
 

R
U
 

85 

165 

170 

( 114) 



400 

較

;I糟？（カ／
I lイ 10l：ロ；：：［ 

比

脂

ハ
bQ｝ 円。

質

g

の

70 

と

白

量

蛋

京

主11!.

Cal 

判

f莫と

熱

量

20才～29才男手栄養所要量

要所第 2表

l. 83 l. 05 126 2571 K消防署入寮者l人工日分

量
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に質の悪い蛋白質はこの比率からひどくかけ離れたも

のである。しかし，われわれは， 1日に数種もしくは

それ以卜．の食品を組合せた食事をしているのであるか

ら，献立全体としての蛋白仰がどうであるかという事

をみなくてはならない。

すでに各所において国民栄養調査やその他について

日本人必須アミノ酸摂取量が発表されているので，こ

Lでは都内K消防署の独身男子寮の食事について摂取

栄養量及び必須アミノ酸摂取量の調査を行なったので

報告する。

調査方法及び集計方法

調査対象 年令20才～26才男子を収容する寮の給食。

調査期間昭和33年1月12日～1月18日の7日間

昭和34年6月24日～7月3日の10日間

集計方法 各季とも 1人1日摂取栄養量を， 「食品

標準成分表」により算出し，又更に， 「食品のアミノ

酸含量表」により日本人必須アミノ酸段取量も算出し

た。

調査結果

!.1'11表に示す通りである。

昭和33年冬季における 1人11:=1分技取栄養量はp 7 

日間の平均値が，熱量2744Cal, 蛋~I 質 97. 2g (llj動

物性蛋白質32.3g），脂質36.9g，糖質505.7g, Ca 529 

mg, Fe 17. 7mg, V.A 22781.U., V.B11. 64mg, V.B2 

1. 09mg, V. C 133mgであり，男子20才～29才の栄養

所要量と比較して上舵！っているのは，熱量，蛋白質，

Fe, V.B1, V.Cであり，不足しているは， Ca,V.A 

V. B2であるO 全蛋白質に対する動物性蛋白質の摂取

割合は33.2%であるO

昭和34年夏季における 1人1日分摂取栄養量は， 10

日間の平均値で，熱量 2399Cal，蛋白質82.Og （内動

物性蛋白質16.6g），脂質28.2g，糖質453.8g, Ca 503 

mg, Fe 16. 9mg, V.A 3618 I.U., V.B1 2. 02mg, V.B2 

1. OOmg, V. C l19mgであり栄養所要量と比較して蛋

白質， Fe,V. B1, V. Cが幾分ヒ廻り， 熱量， Ca,

V.A, V.Baが不足しているO 全蛋白質に対する動物

·1~1：蛋白質の段取割合は20.2%である。

叉冬季と夏季を比較して p 熱量，蛋白質，動物性蛋

白質3 脂質，糖質， Ca,Fe, V. B2, V. Cは冬季が多

く，夏季は V.Aと V.B1のみが多かった。

以上阿季の平均値を所要量と比較すると第2表に示

す通り， Ca,V. A, V. B2が不足である。

次に1人1日当り必須アミノ酸摂取量を食品群別に

示すと第3表となるO

冬季においては，使用した食品を次の 4つの食品群

に分け3 穀類（米〉，豆類（豆腐，みそp 納豆，油揚〉，

獣烏魚肉類（豚肉，あじ，ちくわ3 卵， あさり等〉？

野菜その他（白菜， じゃが芋，葱，大根3 ほうれん草，

こんにゃく，キャベツ等〉とした。最も摂取量の多い

のは，ロイνン7.244g，次いでパリン 5.449g, リジ

γ5.172g, イソロイv:;/ 4. 500g, ブエニーノレアラニ
γ4.232g・，スレオニン 3.760g，チロ乙／ン 3.319g，メ

チオニン 1.856g，νスチン 1.136g, トリプトブアン

0.962g・の！｜原になっているO 食品群別の割合ではリジ

γ以外の必須アミノ般は穀類が給源、の 40%以上を山

め，動物性食品からは20～30%の摂取にすぎない。リ

ジンは穀類から30%，動物性食品から40%で他の必須

アミノ酸に比べその割合が多くなっている。

夏季においては，食品群を穀類（米， j・qr麦，小麦

粉〉，豆類（豆腐，みそ，油揚，納豆），獣烏魚 1J~ミ！類

〈豚l勾，卵，あじ，さば，さんま，あさり等），野菜

その他（きうり，大根，葱，じゃがいも，白菜，にん

じん，もやし，かぶ等〉とした。必須アミノ西支給源の

50%以上を穀類から摂取しており p 冬季と異り p リジ

ンの摂取震は動物性食品からは割合に少ない。又ii司季

とも）般に比較して立製品の使用が多いため豆類から

の隈取量が多い。

以上の1人1日必須アミノ酸摂取量から，窒素 lg

当り必須アミノ酸摂取量を算出して，その結果をFAO

提唱の］型想、蛋白アミノ酸組成と比較すると第4表とな

る。

第4表－－ 1 冬期における N1g当り必須アミノ酸摂取量と理想型に対する割合

珂想型

冬季摂取量

理想型に対する割合

イソロ i ' ブ
1ロイνンリジシ／

イν／＇ I i アラーシiニン

( 116) 



第4表－2 夏季における N1g当り必須アミノ酸摂取量と理想型に対する割合

jイソロ；ロイνン！リジ）ブエラブレ；どチォ；νスチン；含硫アミ！スレオ iトリプトlパ1)
iイ乙／ン i !, i アフーYI->' I iノ酸合計iニシ ｜ファン ｜ 
I mg n珂 mg[ mgj mg/ mg/ mg( mg1 mg1 m 

JiH 想型 I 2701 306 270, iso: 144! -I 2101 mo go! 210 

夏季限取量｜ 278, 4131 3工81, 248: 96¥ 68! 日41 234! 681 319 

JlJ！怨型に対する訓合｜ %i %1 %1 %1 %1 I %1 %1 % 
エ031 1351 llBI 工381 671 I 611 1301 76 

WH季とも，合硫アミノ目安とトリプトブアγが劣って

いるO 合硫アミノ円安合計はフ冬季69%，夏季61%, ト

リプトプアンは，冬季83%，夏季76%であり，他のア

ミノ般は却想型をや iJ：：担！っているO ii在に限定因子と

なるのは両季とも含硫アミノ間変であって，その蛋白師

は，冬季69，夏季61で100%栄養価の蛋白に対してこ

の献立は冬季69%，夏季61%の効率しかないと云う事

である。

総括

総理府資源調査会食糧部会決定の日本人の蛋白所要

量によると， 20～26才の男子は3 蛋白質70g，動物性

蛋白質30%以 L 蛋白価は70%と基定しているので，

この調査においては，冬季の蛋白質摂取量97.2g，動

物性蛋白質33.2%，蛋白価69%で基準に近いが，夏季

においては蛋白質82.Og，動物性蛋白質20.2%，蛋白

価61%で基準より劣る。これは？蛋白質の隈取量の多

い割に質が悪いためであるから食品の組合せをf1fl想の

配合に近くする食事，つまり穀類や豆類を魚肉卵類に

おき替えて蛋白価を引き！？．げ、る工夫が献立作成の卜J乙

欲しいのである。

食品のアミノ般含量表は，わが国における各種食品

アミノ般組成についてはまだ充分明らかでないので，

一応 FAOのアミノ酸含量表を用いて計算を行なった。

文献

1) 栄養学雑誌 16, 193 (1958)' 17' 111 (1959) 

2) 米国農務省編 食品のアミノ階合景表

3) 日本食品標準成分表（総四府資源、調査会食鵠部会

決定，資源協会編）
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X刊［ 農村にふ、ける間食のもつ役割について

まえがき

農村の食生活において，「小びる」「夜食」と称して

3食の食事以外に相当量の間食がとられる。特に農繁

期においてはこれが単なる「お八つ」ではなくフ食事

の補いとして重要な役割をしめているように思われる。

しかし，ただ量にのみとらわれてお顕を満たすための

食物になってしまう傾向がないで、もない。そこで，果

してこの間食からどの位の栄養が摂取され，又どのよ

うな役割をしているかを，東京都下南多摩郡，西多摩

郡の一部農村について調査を行なったので報告するO

調査方法

調査時期昭和34'年5月～6刃中の 3日間

調査対象西多摩郡小曽木地区 20世帯

西多摩郡成木地区 28世帯：

栄 ;J4 来斤

秋

酒

渡

井

山

井

辺
甲

養

勝

老

治

微

子

南多摩郡日野地区 36世帯

調査対象となった農家は，西多摩郡，南多摩郡両地

区の農業協同組合，及び生活改良普及員の協力をえて

任意抽出法により選出した 100世帯のうち p 調査表の

回収出来た，西多摩郡48世帯，南多摩郡361立帯の合計

84世帯の農家であって，各世帯に分配した記入表に3

日分の段取食品を秤量の上記入してもらい，その数字

にもとづき「食品標準成分表」により計算をして 1人

1日分の摂取栄養量を算出した。特に3食の食事と，

間食は分けて行ないその数値の比較検討・をした。

調査結果

西多摩郡3 南多摩郡の 1人1日摂取栄養量は第1表

に示す通りである。

熱

第 1：表西多摩郡，南多摩郡1人 1日摂頂栄養量と所要量の比較

摩西多郡

食事

間食

食事

間食｜

印i 自~~： ~1 ~：：1「2下~I ~~~ぷ「I ~判idム13;J~ ：~ 
食事からの摂取栄養量：は，西多摩郡においては？熱 V. B1 1. 08mg, V. B2 0. 76mg, V. C 70mg，で所要

量 1914Cal，蛋白質65.Og, （内動物性蛋白質21.2g), 量に比較して，熱量，蛋白質， Ca,V. A, V. B1, V. B2 

脂質 23.9g，糖質 359.7g, Ca 513mg, P 1239mg, が足りない。

Fe 15. lnig, V. A 3177 LU., V. B1 1. 30mg, V. B2 両地区を比較すると，熱量，糖質を除いた他の成分

1. 98mg, V. C 93mgで所要量（中くらいの労働の は西多摩郡が南多摩郡に勝っているO

男女平均値）に比較して，熱量， Ca, V.Aが少々い。 次に間食からの摂取栄養量をみると，西多摩郡にお

Hi多摩郡においては， 熱量2042Cal，蛋白質 61.4g, いては，熱量 454Cal，蛋白質 11.5g，脂質 4.5g・3 糖

（内動物性蛋白質 17.lg），脂質 20.Sg，糖質 402.2g, 質92.Og, Ca 113mg, P 209mg, Fe 2. 6mg, V. A 

Ca 353mg, P 1201g, Fe 10. Smg, V. A 1241 LU., 128 LU., V. B1 0. 30mg, V. B2 0. 19mg・， V.C 36m丸

( 118) 



となり＇ 1・?i多！坐；担ISにおいては，熱最 627Calフ 蛋白質

15, 9g，脂質 7,6g，糖質 123,9g, Ca 86rng, P 283 

mg, Fe "1. lmg, V. A67I.U., V. B1 0. 39mg, V. B2 

0. 20mg, V. C Srng，であり，岡地区を比較すると？

C孔 V.A, V.Cにおいて西多摩郡が1・:1,j多摩郡にすぐ

れている。つまり西多摩郡は間食としてビタミン類を

含んだ軽い物をとっておりうそれにひきかえ南多摩郡

は熱量源となる物が多い。

全隈取量に対・する間食の割合はフ熱量において西多

第2表食品群別摂取量と基準目安量の比較

食品群別
西

玉吉 口口口 jj''(: 
基準目安置

g 

iix 類 540 

い も 3活 125 

砂 糖 25 

¥El:i 日旨 14 

豆類とその加工品 115 47.l 

魚 JJ¥1 ｜勾 115 79.8 

乳，小魚フ海草 187 

有 ’色 野 京フf宇て 工20 112. 

淡 色 野 令71宇>:: 180 工37.

果 物

菓 jこ

西多摩郡はう穀類3 油！！旨，立類とその加工品，魚卵

肉，淡色野菜が不足しているが，有色野菜はほうれん

草3 うぐいす菜3 小松菜等を多く使っていた。いも類

は間食として用いた量が多い。この他に菓子類を66.9 

ι果物を24.Sgとっている。南多摩郡では，いも類？
砂糖p 泊lH旨，豆類とその加工品，魚卵｜丸淡色野菜が

不足である。穀類は間食として摂取量の約 1/4を占め

ている。菓子は23.6gとっている。両地区とも不足し

ている食品は，油！！私立類とその製品，魚卵肉，淡色

野菜である。又両地区とも農村には珍らしく，穀類の

隈取量が少ない。

次に間食の内容については第3表の示すとおりであ

る。

西多摩郡ではp いも類が最も多く，次いで菓子類，

穀類，乳類，果物で，立類や野菜遺物が若千用いられ

ている。

南多摩郡ではp 穀類が最も多く，菓子類，乳類，漬

物類がこれに次主豆類、野菜，果物が若千月1いられ

ていた。

両地区の異る点は？西多摩郡はきつまいもを使った

間食が多く，！ti多摩郡は米と小麦粉を「nいた物が多か

多

1坐郡が19.2%, ＼＇~＇＇i多摩郡が23.5%と言う率を示してい

る。参考までに間食をしていない家は調査期間中3 同

多摩耶で11立’市， 1N多摩郡で、21世情：であった。

j;)、｜；の合；＼lを所要量と比較すると，岡地区とも不足

しているのは脂質と V.Aであるが間食を限ってやっ

と所要量に追いつくのであって食事のみでは到底不足

である。

次に摂取食品を食品群別としう食事と間食に分けて，

基準量と比較してみると第2表に示す通りとなる。

摩

氏 i'; 

日4可 エ62. 111. 5 

2. 9 12. 6. 工4. 21.3 

0. 4i 5. l. 7. 7 

6.4 47. 9. 57. 4 

l. 3 67. l. 69. l 

45. 3 32. 34. 66. 0 

9.6 工31. 工0. 142. 0 

4. 2 工53. 18. 172.0 

24.8 24.8 0. 2. 3. 3 

66.9 99.6 23. 23. 

った。共通点は，乳類を比較的多量に飲んでいること，

又両地区とも購入品が少なく，自家製，自給品の間食

の多かったことである。

総括

間食からの熱量は総熱量に対し，両地区を平均して

21. 3%を占め，食事のみでは到底その所要量を満たす

ことは出来ない。又成分中不足なものは，動物性蛋白

質＇ I!旨質， Ca, V.Aであって， 食品別では， 油脂3

立類とその製品？魚卵肉，淡色野菜が不足していた。

間食の内容は，いも類，穀類，乳類，漬物，果物等

の自家製品，自給品等が多かった。

両地区とも，山羊乳，牛乳を比較的多量に飲んでい

たことは？食事の欠陥を補うのに大変役立っていた。

全摂取量の約2i刊を間食から隈取している農村にお

いては食事の不足分を補うと言う意味で間食のもつ役

割は非常に大きい。それ故その内容に充分注意して単

にお腹をみたす量にのみとらわれず，質的にも良質の

間食を選ぶよう心がけたい。

文献

1) 日木食品標I隼成分表（総r1n

決定，資源協踊）
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XIX ハツカネズミの90Sr,45Ca差別因子について

序 :.6. 
日間

9oSrによる生体の汚染度は核爆発実験の増加に伴っ

て増大しており，今後も次第に増加していく危険性を

帯びている。これらの諸問題はすでに多くの人達によ

って論ぜられている1),2）。 SrとCaは化学的に類似し

ているので， Srの同位体であるnosrも食物循環を通っ

て環境から人間へと Caと共に移行して最後には骨の

中のCaと共存Fる。 この連鎖のいろいろな段階に Sr

のガを比較的少なく取入れるある程度の Discrimina司

ti onのあることが知られて来た3〕。 これは SrとCa

が化学的に類似しているとはいうものの，全く同じで

はなく種々の生物学的過程において二つの元素の使わ

れ方に相違があるためで、あるの。 この両者の生体内代

謝の差については放射性Srと放射性Caを同時に投与

した二重ラベノレ法によって研究されている4〕，5〕。

Comar6〕は飼料中に日9Sr,45Caを含有せしめ長期に

豆って飼育した動物の尿3 尿，骨等の B9Sr/45Caと飼

料中の B9Sr/45CaのRatioによって各試料中のs9Sr,

45Caの増減を示すことができるとし，これを Observ-

eel Ratio (OR）とし

0 R前駆するもの＿，，. g式料＝~げ匂惜別－
日 Sr/Ca（前駆するもの）

で示した6)0 従って ORはいろいろのかべのところで

おこる吸収↓！？湘等の生nrr学的過程の集績された結果で、
ある。これら個々の段階の所で起る SrとCaの動きの

差を DiscriminationFactorであらわす。

OR= (DF1）×（DF2）×（OF3）……×（DFn) 

従来のデーターからいえば， SrはCaより吸収され

難いが，腎臓よりのtJVi11lは多い。その結果として体内

で、のSr/Caは伺料の Sr/Caよりも小さく， トレーサ一

実験や安定なSr,Caの定量実験で 0.2～0.6の数値が

得られている6〕－9〕os5sr, 45Caを経口的に投与した人体

実験ではOR食物ー骨＝O.25～0.62であり 10~12)' 勤

物実験の結果と大差がない。

SrとCaの代謝の差，すなわち Sr一白ーCaDiscrimin-

ationの研究方法としては放射性Sr，放射性Caの1回

投与あるいは知期間投与によって両元素の動きを迫跡

する方法，又は幼若のうちから長期間投与し，あるいは

栄養科

東京大学医学部

関

柄 J11 

博麿

Jr原

( 121) 

これらから生れた仔動物を同一の飼料で餌育して研究

を行う方法とが考えられる。前者では動物の骨組織で

の放射性Sr，放射性 Ca イオン交換のi~による影響，

尿初出の差による影響があり，これらの研究に有力で

あるが，一方， steady stateでの OR飼料一骨を求

めるには更に考察を必要とする。後者は飼料の＊Ca

（この＊は使用した R.Iの MassNumberを示す）

比放射および＊Sr/*Caを一定とすれば steadystate 

での OR試料一骨のみでなく， 安定な Sr, Caの

Discriminationを知ることが出来よう。

成層闘のに打ち上げ、られた核分裂生成物質け、一種の

溜りを形成して，そこから地球の全表面に数年の期間

に亘って落ちてくる （とれを成層閤降下物という）。

成層圏までに達しない核分裂生成物質は対流聞の中で

の空気の流れによって遠方まで送られ，数カ月の期間

に亘って地球表面に降雨または沈降作用により降下す

る（これを対流圏降下物という｝。この降下物が土壌

から植物→人間体内又は土壌→牧草→牛乳→人間体内

の過程をたどる3〕。人体の Caは体重が50kgカミら70kg

の問では約750gから1050gで、あり turnoverが遅く，

降下物中の nosrが人体内に入る迄には前述の女[Iく数段

階を経るので食物中の 90Sr/Caと平衡状態にに達する

には多年を要するのでnosrによる人体汚染度はまだ外

界の汚染度と平衡に達していない。食物1:1二iの00Sr/Ca

と平衡にある骨の90Sr/CaはOR飼料→骨のFactorで

一致し， Srの比放射能は外界のそれと一致してくる

といってよかろう。これらの観点から近年ではすでに

平街状態に達している天然の安定な Srの定量が重要

視されるに至っている13〕14〕。 第二の実験方法はこの

様な意義をもっていると思われる。

νロネズミをHJいた sosr,45Ca 1回投与実験に関す

る’白川ら7〕の報告では投与後24日寺間， 3日， 7ElでOR

飼料一骨はo.54, o. 57, 0.34であり， 3日と 7日のデ
ーターはj'計十学的に有意差があり sosrの方が早く骨か

ら遊離している。 C.L. Comarら5）のデータでは

n°Sr /Caを一定とした飼料で長期飼育した νロネズミ

から生れた仔νロネズミで， 飼料の 00Sr/Caが骨の

日0Sr/Caの3.6倍で、あり，体重70gから400gまでかなりー



定している。長期飼育にl恕して初代の実験動物の OR

飼料→骨が時間と共にかわるものかどうかという点と 3

ハツカネズミを用いたgo3r,45Ca差・別因子の研究が発

表されていないので本実験をi汁画した。

実験方法

(1) 実験動物 SM系ハツカネズミ（♀）

体重平均 15.5g 

(2）実験伺料繁殖周防末悶iS／.た45CaCh,90SrC12（何

れも Carrierfree）混合溶液の一定量を加え，

更に蒸溜水を加えて粘状として与えた。この際p

飼料lOOg当り付加する水分量は約lOOmlで、ある。

飼料の Ca含有量は 1.25%であった0

(3) 9oSr，“Caの放射諸比＇.i:.0.33であり HCaの飼料の

Cal mg当りの比放射能57士5cpmであってp

全実験期聞にわたって一定とした。

(4) ハツカネズミを 31洋に分ち，実験問~14で飼育開始

後， 10日夕 20日， 30日で殺しy 腹部臓器を除去し

た土，電気炉で約600°c, s -10時間加熱，乾住I:
灰化を行ない3 灰分を乳鉢で粉末均等化した上，

一定量を秤量し Ca，定量）羽並びに放射能測定用と

した。放射能測定は90Srを9oyと平衡に遠せしめ

るため試料調製後2週間以上放置した上測定した。

(5) 放射能測定法 45Caの戸線最大エネノレギーは0.254

MeV, 90Sr-90Y は2.18MeVであり 3 エネノレギー

がかなり異っているため， G.M.計算管を使用し

て45Caの戸線の最大飛程以上の吸収板をn-.Jいて次

式に従って求められる。

吸収板を用いない場合の測定値： A

吸収板をJlJいたときの測定値： B

吸収板を用いたときの 9oSr-9oyの減弱による

補正値：f

以上より90Sr-9oyの放射能＝f・B

表 1 飼育後 10 日 目 の結果

動物 No 45Ca cpm 

1 430 173 292 2500 0.35 1. 7 14.4 

2 574 221 349 2040 0.51 1.6 9.2 

3 597 188 453 3595 0.38 2.4 工9.0

4 510 192 343 1970 0.52 1.8 10. 3 

均 o. 44±0. 08 1.9土0.3 13.2土3.9

表 2 飼育後 20 日 自の結，果

動物 No 45Ca cpm OR飼＊ミト骨

5 351 118 580 3250 0.54 4.9 26.5 

6 467 工46 475 3640 0.39 3. 2 24.8 

7 464 140 552 4050 0.41 3. 9 28.8 

8 613 198 698 4800 0.44 3.5 24. 2 

均 0.45土0.06 3.9土0.7 26. l土1.8

表 3 飼育後初日 自の結果

動物 No 45Ca cpm OR飼炉ト骨

9 510 139 431 2750 0.47 3. 1 19.8 

10 450 122 427 3150 0.41 3.5 25.6 

11 591 166 545 5550 0.30 3.3 33.l 

12 488 工41 320 2180 0.44 2. 3 15. 5 

均 0.41土0.06 3.1土0.5 23. 5±5. 4 

註土は平均値の標準偏差

( 122) 



45Caの放射能＝A－£・ B

45Caの放射能については時聞による減弱の補正，

自己吸収補正を行って一定の試料厚（15mg/

cm2）による放射能｛直とした。

(6) Caの定置法山灰分をclilHClにとかし蒸発1n：回
しcliIHCIで・.Jilli士：， iF過しP液の一定自：をNaOH 

アノレカリ性（pH12）の下にEOT Aによるキレー

ト滴定法で定量した。

実験結果

10日目（表 1), 20日目（表2), 30日目（表3）で

示した。 OR飼料 骨の平均は10日目 0.44土0.08,20 

日目0.45土0.06,30日日0.41±0. 06で、あったO 士は標

準偏差である。 4scaの比放射能は20日の値は10日の｛症

の約2倍に増加しているが， 20日と30日の値は有意差

が認められなかった。 30日で、は飼料の“Ca口、比放射能

の約1/2に近い。

考案

Sr, Caの吸収， 胡；！日機ii去を除外した骨組織自体に

よる，＊Sr，中Ca代詩！実験ではF.W.Lengeman1u＞の鶏

怪実験によればOR~吉地ー骨はB9Sr, 45CaをI音j出に加え

て2時間後に1.08, 14日後に0.76であり， sosrの方が

早く骨組織より離れており， W. F. Neuman111は，

Hyclroxyapatiteを用いた実験で， oosrは投与量の約

50%がCrystalに同定され， CaChを加えると再び遊蹴

して来たという結果を報告している。 N.S. Mac Don-

alcl41らは腎摘出を行った家兎にoosr,1scaを静脈注射

した場合のOR前HJ¥16体 骨は0.90であった。これらい

ずれも骨自身の代謝としてもS1・の方が早く遊離する様

である。正常の動物実験では腎臓による Discrimina-

ti onの結果Srはより多く遊離し，経口投与では）Jn管i吸

収による Discriminationが更に重要となってくる。

C. L. ComarG＞は合成飼料と乳汁にsosr，付Caを加えた

場合、前者ではOR飼料一骨＝ 0. 27，後者は0.57であ

ったがp この相違は主としてl貝収による Discrimina-

ti onの差によると忠われるO R.H. ¥Vasserman8＞は飼

~3［争中のCa置を 4 倍にかえてもOR飼料一骨は殆んど一

定している事実を発表している。われわれの報告は骨

の45Caの比放射能が飼料の45Ca比放射能とまだ一致し

ていない時期でOR飼料骨はかなりよく一致してくる

ことを示すものであるが，これは飼料中の安定な

Sr/Caと骨の Sr/Caとの比を正しく示しているとけ、い

えkい。飼料に加えた oosr，“Ca~'X，いずれも i:fnl化物

であり，飼料のSr,Caの吸収率と等しいとはいい切れ

ないからである。しかし，同一の実験条件下において

は、よりーj首長期に飼育した場合の OR飼料一骨は，

得られた値と大差がないと忠われる。

結語

ハツカネズミを用いて， 90SrC12,45CaCbを加え

た飼料ーによる30日間の飼育実！肢により90Sr,95Ca Dis-

crimina tion Factor の研究を行った。 OR飼料一骨

は実験後10日から30日まで一定しており＇ 0.41～0.45 

であった。 45Caの Specificactivityは30日で飼料の

Specific activityの1/2に近い。

ボ実験は東京大学医学部において宮川疋教授の御指

導の下に行った。
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.XX 狂犬病ウイノレス接種マウス脳の組織化学的研究

i，諸 吾品
目問

生活系を切り離してワイノレスの培養は不可能である

現在，宿主細1包とワイノレスを切り離して究明する事は

I: ！；｜来ない。感受性前日泊内に侵入したワイノレスが、形態

ぞ感染力をもたない侵入期を経て？未成熟ワイノレスか

ら成熟ワイノレスへと完成されて行く過程は、幾つかの

ワイノレスについて形態、的に，又ワイノレス学的に実証さ

れて来たり2)3則的5)6）。しかるに致死的な伝染病とし

て恐れられている狂犬病については、 ワイノレス府とし

ての古い歴史を持ちながら，実験j二の困難さの為もあ

って，今日なお多くの未解決の問題が残されている。

たとえば唾液と共に宿主の体内に入ったワイノレスが脳

に逮ずる機序，あるいは神経細胞内に入ったワイノレス

の侵入期における状態等，考えると複雑を極めてい

る。狂犬病ワイノレスの感染像の研究は3 これまでワイ

ノレス学的に，または病原組織学的に進められて来たむ

しかるに近年、組織イ七学的な研究術式の発達は，細胞

や組織内における生理的に重要な意義を有する物質の

分布状態，さらにはその量的な消長などを明らかにす

る事を可能にした。このため最近は組織化学的な間・究

によって，合領域において，これまで、の方法で、け、解決

が悶維で、あった問題の幾っかが，次第に解明されつつ

ある。ワイノレス学の範間でもうたとえば感染保の究明

に組織千七学的な研究が行なわれるようになり，すでに

2, 3のワイノレス病についてはこの植の報告がなされ

ている 7)8)9）。 しかしながら著者の女日る限りでは，狂

犬病については今日まで未だこのような研究報告がな

されていない。

そこで著者は狂犬病ワイノレスを脳内に接種されたマ

ワスの，主としてアジモン角の神経細胞について，接

種後日を追って生ずる変佑を組織化学的に観察し，ク

イノレス学的並びに血清学的所見を併せ考察して、 2、

3の興味ある知見を得たのでこτに報告する。

2. 研究材料および方法

(1) 体重lO~llgのdd系マクス 100匹を 1 群：とし，各群：

に後述の 3i宋の狂犬病ワイノレスを右側脳内に接種し
た。また健康マクス脳の乳剤の10-2稀釈液を0.031111 

あて，右側脳1J.:1に接種したマクスを対照とした。こ

れらのマウスは接種の翌日のか毎日 7～10匹ずつ任

獣医衛生科 大 石 京市
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意に1"1l1出し p 放血致死後無菌的に採脳した。取り出

した脳を大脳従裂らか左右に 2分しその左半分に

ついて組織化学的ならびに病理組織学的観察を行な

い〉右半分は混合して補体結合反応およびワイノレス

感染価測定に使用した。

実！＆9~に使用した狂犬病ワイノレスけ、後述の野外'TIT: 2 

杭および固定毒 1株である。

(a）公衛旅

公衆衛生院から分与を受けたもので，犬から分

離されp ハムスターのII主から接種すること 2f-t 

マヲス脳内接種2代を継代した野外奇である。ワ

イノレスカ価10-1,補体結合反応に特異的抗原性を

示し 3 病j型組織学的には豊臣；にネグリー小体が認

められた。マワス脳内に10-2稀釈j夜を0.03ml接種

すると， 9日前後の潜伏期を経て定型的な脳炎症

状を示し） 11日位で錯死Fる。
(b) 都衛研株

1952年に犬から分離され、以後部立衛生研究所

において犬の脳内接種8代，マクス脳内接種1代

を継代した野外~n.J：で、ある。ワイノレスカ!miは 10-5,

trl~ j本結合反応により特異的抗原・＼ii：を示すが？病！？口

組織学的にはネグリー小体の形成は認められない。

マクスの脳内に10-2稀釈液を0.03mlを接種すると

約5目前後の潜伏期を経て定型的な脳炎症状を現

わし 9日位で艶死する。

(c) MD  H株

予防衛生研究所より分与を受け，都立衛生研究

所にてマワス脳内接種8代を継代した悶定毒であ

るO ワイノレスカ価 10-a..補体結合反応、の標準抗原

として使用しているO もちろんネグリー小体の形

成は認められない。マクス脳内に 10-a稀釈 j夜を

0. 03mlを接種すると，約3-4Elの潜伏期を経て

定型的な！！日炎症状を現わし？ 6日で艶死ずる。

(2) アンモシ角のネ！＼！経節細胞を主とし，必要に応じそ

の他の部位について，核酸， Polysaccharide，燐脂

質および脂肪， Alkaline Phosphatase, Acid Pho-

spha tase, Cholinesteraseおよび Phosphorylase 

を対照として？それらの分布および消長の状態を組

織化学的に観察した。



(a) 核~I支は I-Ielly 氏液， Cornoy 氏i夜およびFor- cerophosphateを基質とし，前者で、は pl-19.0, 

malinで回定しラ Parafin法にて製作した切 j午 後者の場合はPH4.8で行なった。

を， Unna氏j夜10〕で染色し観察した。一部の切 なお，いFれの場合も陽性部位をli'ai認するため，
片について Dempsey,Singer & Wislockill）に 上記の反応液から基質を除いた被で処HUした切片

よる塩酸処理法並びに Stowell& ZorzoliIZ）の を対照とした。

Ri bon uclease判処理による RNAの除去i去を行 (f) 脂肪の検出は Formalinでlnl定し， Polywax-

ない，これらの対照切片と，無処理の切片とを比較 paraffin法21〕により製作した切片についてSud-

検討してRN AおよびDN Aを確認した。また使 an TII 22）で染色し観祭した。

用した Methy ]greenれは Chloroformで， Py- (g) 類脂質の検出は Elftmanによる重クロム酸

1・oninは Butanolで・それぞれ精製して使用した。 加里 昇三「＜：1夜で回定し， Paraffin法により製作

(b) Polysaccharideの検出は Gendre氏液で回 した切片についてで Sudan]I22〕で染色し観察し

定し， Paraffin法にて製作した切片について， た。

過沃素酸 Schiff氏法（PAS)13)14）により行な (3) 病理組織学的観察は Bouin氏液， Helly氏液あ

った。 るいは Carnoy氏液等で閤定し， Paraffin法に

PAS 陽性物質のうち Glycogenの存在部位は て製作した切片について Hematoxylin-Eosin染

Taka Diastase 1 gをpH7. 0の燐隙邸緩街液 白および Mann 染色を行なった。ニツスノレ小体

100mlに溶かした酵素液中で37C0で60分間作m はFormalinあるいは Alcoholでi主｜定L,,Paraffin 

させ Glycogen を消化させた対照切片と比較的1 法により製作した切片について Toluidinbla u染色

祭を行なって決定したO を行い観察した。

* 1 Ribonudease はミノブアーグン製 (4) ワイノレス感染価の測定は Webster& Dawson 

* 2 Methylgreen は Merck製 氏法23）の中和試験の項に準じて行なった。接種材

* 3 Pyronin は Merck製 料は10%モノレモツト血清に pH7.6の燐酸塩緩衝食

( c) Cholinesteraseの検出は Gomori氏法15）に 塩水を加え，この液で10倍段階稀釈した。接種方法

従い，冷 Acetonで11'.LI定し， Paraffin法によ は0.03rnJを各々 5匹のdd系マヲス（体重10 Hg) 

り製作した切片について， Myristoylcholine- 脳内に行なった。回定吉：については14日間，野外毒

chlorideを基質として行なった。 Cholinesteraー については21日間観察し， Reed & Muench24〕の

se 反応陽性部位は，上記の反応液から基質を除 方法により LDsoを算出した。

いたj夜で、処血した切片と， Chessick氏法16）に従 (5) 補体結合反応、は安東等25〕の方法に準じて行なつ

い Esennumを作mさせて Cholinesteraseの活 た。抗原はマクス脳を生理的食塩水で20%乳剤と

性抑制を行なった切片とを対照とし，比較観察を し， 40°C1時間浸出後12,000犯l転で15分間遠心し，

行なって決定した。 その上清を使用した。抗体は下記免疫血清の 2倍段

(d) Phosphorylaseの検出は Frieden）に従い， 階稀釈n長を用いた。この抗原と抗体は花IH本と共に37
約 5111111の厚さに切り出した組織片を Glucose- °C, 2時間反応させ，さらに溶血系を加え37°C,30 

I-phoshateを基質とした反応液中に 37°Cで3 分間反応後に判定した。

時間反応させた後， Carnoy氏液で同定したO 免疫血清はホモ動物の脳から作成した狂犬病紫外

生じた GlycogenはPA S反応により検出した。 線照射ワクチンをモノレモツトに免疫した後4単位の

Phosphorylase陽性部位は上記の反応液から 抗原に対して 1:32以上の力価を示し，かつ非特異

G 1 ucose-1-phospha teを除いた液で、処J:1日した対 的抗体のない事を惟認したものを使用した。

照組織の切片と， Diastaseで Glycogenの消化 3. ウイルス学的ならびに血清学的所見

処Jillをした対照切片との比較観察を行なって決定 マクス脳内に接種された狂犬病ワイノレスの出現状況

した。 は第 5図に示す如くである。すなわち公衛株接種マヲ

(e) Alkaline Phosphataseおよび AcidPhos- ス群においてはワイノレス接種後5日に 10-1・8を示し漸

phataseの検出はいずれも Gomori氏改良法 18) 次上昇し 3 8 J］に 10-3・8と最高を示した。以後や L低

19)20〕に従い？ 冷 Acetonで回定し， Paraffin 下する傾向が認められた。 MD日本j（接種11￥においては，

法により製作した切片・について， Soclil1111 Glyー ワイノレスj玄程後3日に 10ーヘ4EIに10-5・8と急j敢に！プ丹
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第 i表 補体結合反応の抗原性検出成績

野P 外 一日1・ '.L二1、 ノiFiiJ

Days 免疫血清稀釈倍数 抗原

1 。。。。。。。
2 。。。。。。。
3 。。。。。。。
4 。。。。。。。
5 。。。。。。。
6 4 4 4 4 4 3 。
7 4 4 4 4 4 2 。
8 4 I 4 4 4 2 2 。
9 4 4 4 4 2 2 。
10 4 4 4 4 4 2 。

＊ 免疫血清力側は 1: 32 

し，以後10寸の毒力を維持した。補体結合反応の抗原

性は公衛株において6日に， MDH株においては4日

に初めて陽性を示した。

その成績は第 1去に示T通りである。

4. 病理組織学的所見

狂犬病ワイノレスを接種されたマワスの病理学的変化

は主としてやjJ経系に｜限局しており，その主病変け、他の

ワイノレス性脳炎の場合の如く非化膿性！日!Jdg｛で、ある。

病組組織学n句にいえば，神経細胞の変性？グリヤ細胞
の増F直および血官；間間性細胞浸潤であるが，野外il;)ij妾

積マクスにあってはさらにネグリー小体の出現が認め

られる。

著者は組織佑学的な所見と比較考察するために，こ

れらの病理組織学的変七をも併せて観察したので，個

々の諸変化の概要を以下に略述する。

(1) 神経細胞の変性

‘（a) ニツスノレ小体の崩壊および消失

神経細胸がワイノレスに侵されると，細胞質内に

特有の構造をもって存在するニツスノレ小体が崩壊

し？さらに消失することが知られている。同定毒

MD  H株を接種されたマワスではアンモン角神経

節細胞内のニツスノレ小体は， 4-5日に膨大し，

ときに空間の形成が認められるがp その後漸次崩

壊し始め，ついには殆んど、消失した。野外市有IH4rr

!iH株では接種後 5El，野外毒公i制本で、は7日［にな

i~（ 

血清

対照

。

同定毒 MDH 株

免疫血清稀釈倍数 抗原

2 1 4 s J 16 J 3 64 対照 対照 抗対原照

。。。。。。。 。
。。。。。。。
。。。。。0: 。
4 4 4 4 2 。。
4 4 4 4 2 。。
4 4 2 。

って始めて上記の所見が認められ， 10日で殆んど

消失した。 (Fig 7, 8を参照）

(b) 神経細胞のj虫死

ネ111経細胞はワイノレスに佼されるとニツスノレ小体

の消失など諸変化を経過して，遂にけ、l虫死に陥るO

傷つけられた細胞を Hernatoxylin-Eosinで染

色し観祭すると，核は縮少し細胞質，核共に He-

matoxylin に諜染して来る。 このような変化は

狂犬病の場合，特に延髄＇ 1筒， 11九四丘，視丘脳

等の！！品幹部および後部に見出される。 l主17ζ毒MD

Hi末接極マクスではJ妄植後6日自に〉野外進11irrw1

1朱接種マワスでは接種後7日自に3 野外10'公衛株

接種マワスでは9日自に｜司所見が見出された。

(Fig 3,4を参照）

(2) ネグリー小体

野外毒（公衛株）を接種したマワスでは早い｛間体で

接種後7日からネグリー小体の出現が認められた。

野外＇1Z:（都衛研株）では接種後8日に殺し， Gendre 

氏液で！宣｜定した 1個体から数個のネグリー小体が検

出されただけで，他の個体からの標本では認められ

なかった。回定毒MDH株接穂マクスは全zg~祭期間

中すべての標本ともネグリー小体は認められなかっ

7こo

これまでネグリー小体は Alcoholあるいは Ace四

tonによって間定されると云われて来たが，今回の

( 126) 



著者の観察によれば， I二Ielly氏液， Gendre氏i夜あ

るいは Carnoy 氏液によっても同定することがで

また。 (Fig 3, 4を参照）

(3) 神経細胞喰現象

神経細胞が壊死に陥ると軟化または破駿が起り，

つづいてグリヤ細胞又はミクログリヤ細胞が集結しう

いわゆる神経細胞喰現象が起って来る。この現象は

狂犬病の場合は特に四丘、視正，脳部、橋ぅ峡，延

髄等のll尚幹部3 特に後部に著明である。この現象は

悶定毒接種後5日より，野外毒（都衛i肝ギ！と）接種後

7日より，野外毒（公衛株）接種後9日より同所見

が認められた。 (Fig 3,4を参照）

(4) グリヤ細胞増殖およびグリヤ結節

グリヤ細胞増殖像についてみると，野外毒（者！日朝

研株）では接種後早いものは7日より，野外毒（公

衛株）では接種後9日より同所見が認められた。

グリヤ結節は会倒に認められなかった。 (Fig 3 

を参照）

(5) 血管周囲性細胞浸潤

神経組織がワイノレスに侵されると血管控，特に毛

細血管壁に変化が起り，淋巴球および淋巴球性細胞

の浸潤が起る。これらの所見は狂犬病の場合，延髄，

橋＇ 11氏四圧，視丘脳等脳幹部の後部に多発Fる。

この現象は同定吉；MDH株接種マワスにあっては3

.fJ1いものでは接種後5日自に観察され＇ 6日目にな

ると全倒に認められた。野外毒（都衛研株）接種マ

ワスでは早い個体では接種後6日自に問所見が認め

られたが， 7日を経過するとすべての個体に著明で

あった。野外毒（公衛株）では7日目より全例に同所

見がみとめられた。以上の所見を第 2表に総括した。

(Fig 1. 2を参照）

第 2表病理組織学的所見成績

Fixed Virus Street Virus 1 Street Virus 2 
Days 

Nissl Negri NPE Nissl Negri NPE Nissl Negri NPE 

Ace ton 一

~~~i~ 
Formalin 十

4 Gendre 
Carnoy 
1 * 
Alcohol 十
2* 
3* 

Ace ton 

~~~Ii~ 
Formalin 十十 十 十

5 Gen cl re 十
Carnoy 
1* 
Alcohol 十十 十 十
2* 
3* 

Ace ton 十 十

~~~／i~ 十
十

Formalin 十十十 十 十 十

6 Gendre 十 十
Carnoy ＋ 十
1* 十
Alcohol 十＋十 十
2* 十
3* 十
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Fixed Virus 
Davs 

Nissl Negri NPE 

Ace ton 

Helly 

Bou in 

Formalin 

Gen cl re 
7 Carnoy 

l* 
Alcohol 

2* 

3* 

Ace ton 

Helly 

Bouin 

Formalin 

8 
Genclre 

Carnoy 

1* 

Alcohol 

2* 

3* 

Ace ton 

Helly 

Bonin 

Fornialin 

Genclre 
9 
Carnoy 

1* 

Alcohol 

2* 

3* 

Ace ton 

Helly 

Bonin 

Formalin 

Gencl.Ie 
10 
Carnoy 

1* 

Alcohol 

3* 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

1 *・・・・・・Elftman 
2 * ...... Phosphorylase sectional sample 
3本・・ E・・・ 11 Control sample 

Street Virus 1 Street Virus 2 

Niss I Negri NPE Nissl Negri NPE 

十

十

十十 十 十

十

十

十

＋ 十

十

十
十十

＋十十 十

十 十

十 十

＋ 

十十 十

＋ 

十十十

十

十十十 十

十

十

十十一ト

十

十

十十十 十

Street Virus 1……野外;Jj: 背I）街 ll月 i~（
Street Virus 2 .. ・一－野外毒公衛株
NPE・・・・・・Non-purulent encephalitic picture 
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十

＋ 

十

ート

十

十

十

十

十

十

＋ 

十

十

…ト

＋ 

十

十

十

十

十

十

＋ 

十

＋ 

十

十

＋ 

十

斗ー

ート

十

＋ 

十

十

十

十

＋ 

十



5. 組織化学的所見

(1) アジモン角神経節細胞における核酸

野外'tlJ; 公衛株を接種されたマワスのアンモシ

角＊＂l経節細胞の仁は3 接撞後2～3日までは形態、的

に正常でかつ Pyroninおよび Methylgreenの両

者により染色される。しかしこの｜時期を過ぎると？

核仁は大きくなり，ときには2～3個に分裂してい

るのが認められた。そして Methylgreenによって

次第にj皮く染まるようになるが，反対に Pyrohin

に対する染色性は低下し 8日以後は殆んどPyronin

染まらなくなることが観察された。また正常時には

仁の周辺部に Methylgreenによって淡く染色され

る構造が認められるがうこの部分の Methylgreen

好性はワイノレス接種後3～4日頃より漸次強まり 7

日以後は著しく諜染することが認められた。また正

常時の核IJ莫は Methylgreenをあまりとらず判別が

困難であるが、やはりワイノレス接種後4～5日頃よ

り漸次 Methylgreenに染まるようになり， 7 ［＼以

後1においは極めて明｜僚に認められた。

ニツスノレ小体は始め Pyroninにより淡染したが3

接種後3～5日頃より漸次濃く染るようになり 3 7 

日頃に最も濃染した。しかしそれ以後ニツスノレ小体

が崩壊し始めると，それにつれて，次第にPyronin

に染らなくなることが観察された。しかしながら純

Alcoholおよび Ecftmanによる重クローム酸・昇

京水でi並定した材料では3 ニツスノレ小体の崩壊に伴

い好 Pyronin性が消失する現象は認められなかっ

た。また純 Alcohol で＇lill定した場合， ワイノレス接

種後6日以上を経過した材料では，アンモシ角神経

節細砲の核）j莫周辺部が特徴的に Pyroninによって

染色されることが認められた。

ネグリ小体は Acetonや Alcoholのほか Helly

氏液および Gendre 氏液によっても回定され3 細

胞質中の Pyroninに濃染する構造として見出され

た。先に述べたように，ニヅスノレ小体は崩壊にとも

ない Pyroninに対する染色性が消失し染まらなく

なるのに対し，ネグリ小体はニツスノレ小体崩壊後も

Pyroninに波染しているので，極めて明瞭に観察

出来た。このことは特に Gendre 氏液で固定した

場合に著明であった。

なお野外毒 者IH弱研株および閤定毒を接種した

マワスの脳における核酸の所見も上記と同じであっ

た。以卜．の結果を第3表に総括した。

(Fig. 9、10, 11, 12を参照）

(2) アンモシ角神経節帝国閣におけるPolysaccharicle

対照マワスおよび野外市 公街株接種直後のマ

ワスではアジモン角神経節細胞のニヅスノレ小体はP

A S反応により一様にうすく染色される。著者はニ

ツスノレ小体内のこのPA S反応陽性物質は Glyco-

genであることを確かめた。ニツスノレ小体における

PA  S反応の陽性皮は接穣後日を追って増強され，

5～7日において最高に達するが，それを頂点とし

て8日以後次第に減弱していくことが認められた。

なおPA S反応の陽性時にはネグリー小体の判別は

困難で、あった。核仁および核）践における PA S反応

は常に陰性であった。

野外毒者I）衛研株並び、にfiJ:I定詰；を接種されたア

ンモシ角till経節細胞における PA S反応の所見は，

前述の公衛事長ワイノレスj宝庫の場合と同じで司あった。

(Fig. 13, 14, 15を参照〉

以仁の結果は第4表に総括した。

(3) Cholinesterase 

野外指公衛株を接種されたマウスのlJ前では3 接種後

4 1::1までは， Cholinesterase の陽性反応を呈Fる部

位は全く認められられなかった。しかL5日になると，

脳全域の灰白質部と髄体部において？神経細胞および

グリヤ細胞を除いた部分に散在する核仁大の頼粒状に

反応陽性部位が出現し3 5日以後日を逐って漸次増加

して行くのが認められたO また固定毒を接種されたマ

ワスでは， ）！日における Cholinesterase の陽性反応

は接種後2日までは認められないが3 3日になると前

記の野外毒ワイノレス接種の場合と同じ状態で発現する

ことが観察された。

以上の結果は第5表に総括した（Fig16を参照）

(4) Phosphorylase 

野外存公衛株並びに回定志ワイノレスを接種後， Ph-

osphorylase反応について逐日制察したが，それによ

ると反応陽性部位は脳全域の灰白質部および髄体部に

微細な頼粒状に散在すること，特に神経細胞の細胞質

内に全般的に同じ反応陽i出関粒が濃厚に程在すること
が認められた。しかしながらこのような Phosphory-

lase 反応の所見は対照マクスの脳においても全く同

様に明瞭に認められた。したがって脳における Phos-

phorylaseはワイノレスの接種によって特別の影響を受

けないものと考えられる。

( 129) 

(5) Phosphatase 

正治マワスおよび狂犬病ワイノレスを接種されたマワ

スの）］首組織内には組織化学的に AlkalinePhospha t-

ase並びに AcidPhosphataseを検出することはで

きなかった。



第 3表核酸検出の所見

菌株 Days I-Ielly Carnoy Formalin Ace ton Gendre Alcohol Elftman 

1 十十 十 十十 十 十 十 十

2 十十 ＋ イ＋ 十 十 ＋ 十

野 3 ＋＋十 ＋ 十十 十 十 ＋ 十

外 4 十十十 十 十ート十 十十 十 ー卜 十十

今三回位． 5 十十十 十十 十十十 十十 十 十 十十

公 6 十十十 十十 十十十 十十 十十 十＋ 十十

j話 7 ＋十＋＋ 十ート十 十＋ 十十十 十十 十十十 十十十
本
4米 8 十十十＋ 十十 十十 十十 十十十 十＋十 十十＋

9 十十十 十十 十 十 十十 十十＋ 十十十

10 十十十 ＋十 十 十 十 十十十 十十十

1 ＋ 十十 十 十

試 野’
2 十 十十 ＋ 十

外 3 十十 十十 十 十十

毒 4 十十 十十 十 十十十
者j)

1rirr , 
5 十十十 十十十 十十 十十十十

研 6 十十 十十十 十十 十十十

株 7 十 十十 十 十十

思免 8 十 十 十

同
1 十十 十 十十 十十 十 十

定 2 十十 十 十十 十十 十 十

三・I三1]:
3 十ト十 十 十十十 十十十 十十十 十

M 

D 4 イー十 十 十十十 ＋十十 十十 十＋ 十

H 5 ＋十 十十 十十 十十 十＋ 十ト十 十

株 6 ＋＋ 十＋＋ 十十 ＋＋ 十 十十

健接種康脳

1 十 ＋ 十＋ 十十 十 十

2 十十 十 十十 十十 十 ＋ 

対 3 十 十 十 十 十

照、

マ 1 十 ＋ 十 ート 十 十 ＋ 

ウ 健 2 十＋ 十 十十 十十 十 十 十

ス
l康 3 十 十 十 ＋ ＋ 

4 十十 十 十 十 ート 十

5 十十 十 十十 十ト 十
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第 4表 Polysacchadde検出の所見

it宋 Days Gendre Ace ton Helly 日ouinIF叫 n Carnoy Alcohol Elftman 

1 十 十十 十 十十 十 ート 十

関E
2 十 十十 十 十 十 十

タト
3 ！十 十十 十 十 十 ＋ 

4 十 十十 十 ト ＋ 十ト

ずl'G・ 5 十十 十十 十十 十＋ト 十ト 十十十

公
6 十十 十 十＋ 十十十 →＋十十 十 十十十 十十十

7 
I 十十十

十 十＋十 十十 十十 十 ＋ 十

オ三 衛 8 十十 十十十 十 ＋十 十 イ 十

9 十 ＋ 十＋十 十 ＋十 十十 十 十

10 十 ＋ → ート十 十 十十 十 十

1 十 十 十十 十

担了
2 十 十 十十 十

試
外 3 十 十 十ト ＋ 

君主 4 十 十 十十 十

者日

衛
5 十 十十 ート十 十

研 6 十十 ＋ 十十十 十十

株 7 ＋十 十 十一ト十 十十

L食 8 ＋ 十 十＋ 十

出l
1 十 十 十 ート十 十 十

｝.ムヒ？ 2 十 十 十 十十 十 ＋ 

三F問包: 
;) ，一， 十十 十＋ 十 十十 十4十 ＋＋ 十 十

M 

D 4 
十十十 十十 十＋ 十 十十十 十 十十 十十

H 5 十 十十 十 十十十 十 十十

相ミ 6 十 十十 ート ート 十 十十

健康脳接種

1 十 十十 十 十十 十 ＋ 十

2 十 十 十 十十 十 十 十

ヌオ
十 十 ＋ 十十 十 十 十3 

照
1 十 十十 十 →十 十 ＋ 十

’健
目式 2 十 十 十 一！十 十 十 十

康 3 十 ＋ 十 ＋十 十 十

店東
4 十 -l 十 十十 十 + 

5 十 十 斗ー +-l 十 十
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Fixed virus 10-6i 7十5表試験成績総括

P
町

dnu 

唱
E
E＆

IQ-4 
；非1t膿性脳炎

IQ-3 

l Q-2 

C.F. 
Nt-.gri 
Nissel 

J~it.膿性脳炎

l Q-1 

。
・盟四国干純細胞の機能先進と推定される時期

一一－ // の平常叉は機能低下と推定さ

れゐ時期

50 
2 3 4 6 7 8 

g
 
y
 
a
 
D
 唱・
・
2
働

唱

E
Lnu 

－－
aA 

(6）脂肪；燐脂質について それに伴って逆に好 Pyronin性が減弱していくこと

アンモン角神経節細胞の細胞質内に微小球状に明II~~ を明らかにした。

に認められたが？少くとも今回の実験ではワイノレス接 著者はさらにマワスのアンモン角神経節細胞のニッ

租による変化は制奈されなかった。 スノレ小体が主として Glycogenと認められる PAS

6. 考 察 反応陽性物質を含んでいること，この物質は狂犬病ワ

神経節細胞の細1由貿中に存在する特殊な構造である イノレス接極後，前期より中期にかけて次第に増加し，

ニッスノレ小体は神経細胞が傷害されると形態的にも変、 やがて頂点に達し，それを境にしてついで後期にかけ

化を起し，ときに崩壊するに歪ることは既に法く知ら て次第に減少してゆき，ついには消失してしまうこと

れている 26〕54〕。またニッスノレ小体は好塩基性を示す を観察した。

が？これは1'3吉IIに多量に存在する RNAによるもので ところで狂犬病ワイノレスは動物体内に侵入した場合，

あり，これに反してDN Aは存在していないことも報 神経細胞以外では増殖しないといわれている。すでに

告（27））されている。 著者達 25)28〕29）は野外市・ワイノレスをマクス脳内に接

著者は本観察においてマクスのアシモン角神経節細 種し，接種後，日を追って脳組織内におけるワイノレス

胞内のニッスノレ小体が Pyronin好性物質を含有し， を定量し，接種後5日自にワイノレスの出現を認めたと

この物賃が Ribonuclease 処理により消失すること 報告した。

を認めた。そして更に狂犬病ワイノレスを接種すること また著者今回の肱祭においても，前~111 と同じく，野

によって，ある時期までは，すなわち回定毒で2-3 外者公衛株では5日自に，回定詰Aでは2日目に定量的

日，野外／））：で4-6 Elまではうニッスノレ小体の好Py- にワイノレスを証明することができたO

ronin併が次第に増強されていくこと p ついでこの時 またワイノレスの増描過程を知る子段のーっとして 3

rmを過ぎると形態l切にはニッスノレ小体が崩壊していき 安東遠の報告 25)28）した補体結合反応による方法があ

( 132) 



る。

著者達は狂犬病ワイ jレス出現後約1日経ってl司反応、

の抗原性が出現することを先に報告28)29)30〕しているO

しかし著者が今回さらに調べたところで、は問定者で‘ 4

日日から， 野外吉で7日日からは原＼＂： l:7J＇認められ

た。

補体結合反応、の特異的な抗原性の出現？についてはp

その抗原•［\fl:はクイノレスと神経細胞の病変産物であろう

と推定されている31〕。

アンモン角ネljl経節細胞のニツスノレ小体におけ』る，主

として RNAと考えられる Pyron in 好性物質およ

び Glycogenを主体とする PAS反応陽性物質が，

狂犬病ワイノレス接種後の経過に従って増減する現象が9

*ljl経細＇l垣内におけるワイノレスの増殖過程とどのような

関連をもっているかとという問題は今日なお未解決で、

ある。しかし著者が明らかにしたようにニツスノレ小体

の崩壊の時期と補体結合反応の抗原性出現の時期が全

く一致し？ しかもその抗原性はワイノレスと:j-rf1＊主細］包の

病変産物と推定されることは、前記の現象が；（－1!1経細rl包

内のワイノレスと需接な関係があることを示している。

一方野外毒感染によりアンモシ角神経節細胞内に現

われるネグリー小体は一般には神経細胞の病変産物と

考えられているが，その構造や起原については好塩基

性物質が頼粒となっているという報告 26:32)33 )34), 仁

類似説 35）あるいはニヅスノレ小体類似説 33）等があり 3

未だ定説がないの

従来オ、グリ小体を検出するには Acetonあるいは

Alcohol で、 1~111定し， Mann : Lentzで染色する方法

が用いられている。しかし今回著者が各種の1111定液を

用いて調べたところでは， Ace tonや Alcoholのほ

か I-Ielly氏液， Genclre 氏j夜および Carnoy 氏液

によってもよく保存されることが明らかにされた。

著者は本観察において，ネグリー小体が Pyronin好

性を示すこと，この性質は Ribonuclease処理で消失

することを見たが，この結果はネグリー小体が RNA

を含んでいるという市川の報告 36〕37)38〕39）と一致す

るO しかし Aceton,Alcohol あるいは "tlelly氏液

でlr!I定して Ribonuclease処刊を行なった場合には，

ネグリー小体になおかなりの Pyronin好性が認めら

れる事実，さらに Formalin問定によってネグリー

小体が検出されない事実は3 ネグリー小体が RNAを

含んでいることに疑問はないにしても，その構成物質

の複雑性合示しているといえよう。

なおネグリー小体の出現は早い個体で7El日に認め

られたが，このこともまた補体結合反応の抗原性出現

( 133) 

の時期と一致している。

著者逮29）はすでにネグリ小体が出現すると河時に．

あるいは1日遅れて血管周回性の淋巴球および淋巴球

性細胞浸潤，グリヤ増F臥神経細胞の壊死あるいは神

経喰現象等のJI斗七膿性脳炎が認められることを報告し

ている。

今聞の蹴祭では軽微なこのような所見がネグリ小体

の出現と同時に認められた。

休止核の仁については RNAが主であるが DNA

も共に存在すること、その機能のーっとして核および

細胞質における蛋白合成に重要な役割を有しているこ

と‘機能の異常克進時にはしばしば形が大きくなり，

とさに2-3個に分裂することなどが報告されている

40)41)42)43〕44)45)46）。

狂犬病ワイノレスの接種によってマクスのアンモシ角

神経節細胞の仁は， lrTI定；JJ:の場合は接種後3-4日で，

野外毒では4--6日で？仁の増大あるいは分裂等，前－

述の機能充進の｛象が認められた。

狂犬病ワイノレスが DNAであることは既に以前より

知られている 45〕。そしてまた幾つかのワイノレスにつ

いて， ワイノレスが細1包に侵入し，続いて細ijfil内で増硝

し，成熟する過程も実証されているわ2〕3〕4〕5〕。既に述

べたように神経節細唱における核酸あるいは蛋白合成

の機能的な中心p あるいは合成の場とも考えられる核

内の仁および細租質内のニツスノレ小体に認められた，

j安積の初期から中期にかけての機能冗進と推察される

如き組織化学的所見あるいは仁，核II英あるいは仁陪！辺

部が中期から末期にかけて恐らく DNAに由来すると

考えられる Methylgreen 好•J{tを強く現わすこと、さ

らに末期には細胞質内にも Methylgreen好性が認め

られるようになることなどの事実は，狂犬病ワイ jレス

の神経細胞内における増拙および成熟過視の間接的な

表示であり，同時に狂犬病ウイノレスの場合もまずこう既

知の幾つかのワイノレスの場合と同じような経過をとる

ことを示していると考えることができる。

著者はさらに本観察において，ワイノレス接種後間定

毒では3日，野外毒では 5日以後に，マクスの脳組織

に Myristorylcholinechlorideに作用する Choli-

nesterase が1:1；リ丸することを組織化学的に証明した。

脳炎症状の発現に先立つて Cholinesteraseが出現す

ることの意義は現在なお明らかになし得ない。しかし

農薬である有機燐製剤が Cholinesteraseの作用を抑

制し，それが有機燐製剤の毒性の本態であることが知

られて 47)48)49〕50)51)52)53）いる。このことに閃連して若

者は狂犬病の臨床症状が有機燐製剤による中毒症状に



酷似していることに注目した。狂犬病の臨床症状の発

現する機構が明らかになっていない現在？このような

事実から問題解明の糸口が得られる可能性も考えられ

る。

7. 要 結

マワス脳内に狂犬病ワイノレスを接種し，アシモン角

神経節細胞に生ずる諸変化について組織化学的並びに

病理組織学的に観察したO

併せてワイルスの定量や補体結合反応を試み，各樟

の所見を総合的に考察して次の結果を得た。

1) 発症までの経過中，初期の段階；において核仁は腫

大し，ときに2-3,I固に分裂Fるなど機能充進の像

が認められた。また時期を同じくしてニヅスノレ小体

には，恐らくやはり機能克進による主として RNA

の増加に基づくと考えられる Pyroninによる染色

性が強くなる現象が卸A察された。仁およびニツスノレ

小体にこのような変化が生ずるのは，いず

／レスが証明される 1一2日以前頃で、あり，ニツスノレ

小体が Pyr・oninに最も濃染Fる時期は補体結合反

応の抗原性が出現する時期に一致している。なおニ

ヅスノレ小体の Pyroninに対する染色性はニツスノレ

小体の崩壊につれ漸次消失して行く。

核仁，仁周辺部および核膜等の DNAに起因する

と推察される Methylgreen好性は補体結合反応

の抗原性が出現する頃から漸次増強され，症状の発

現する後期では細胞質内にも Methylgreen好性

が認められる様になった。

2) ニヅスノレ小体には PAS反応陽性物質が含まれて

いることが観察されたが，この主体は Glycogen

とJ住定される。これらの PAS反応陽性物質の消長
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Summar・y

Histochemical Studies oロ theMouse-brain inoculated with Rabies Virus 

J uni chi Oishi 

The histochemical and histopa thological studies on the changes in Amnion’s horn ganglion 

cells of mouse骨braininoculated with rabies virus‘the observation of the rise and fall of virus and 

complement fixation test were clone, and the results were summarized as follows. 

1) At the early periods untill the symptoms be detected, nucleolus swill and are, in some 

cases, divided into two or three pieces. 

At the same time, the stainability to pyronin of Nissl's corpuscles is emphasized owing to 

the RNA. These changes could be observed in nucleolus and Nissl's corpuscles 1-2 days before 

the appearance of virus, and at the time when Nissl's corpuscles be stained more deeply, comple” 

men t fixation an ti body could be detected. The stainabili ty to pyronin of Nissl’s corpuscles 

disappears gradually by the destruction of Nissl's corpuscles. It might lコe supposed that the 

sta 

of RNA, and this characteristic could be detected at the time of appearance of con1plen1ent fixation 

antibody, and be emphasized gradually with the lapse of time. The substances stained by 

methylgreen could be observed in cytoplasma after the appearance of symptoms. 

2) It could be observed that the PAS reaction positive substances are contained in Nissl's 

corpuscles. The main substances could be supposed glycogen. The rise and fall of these PAS 

reactioli positive substances is not clear than the one of nucleic acid, and these substances would 

be stained deeply before complement fixation antibody appears, and thereafter these substances 

disappear gradually. 

3) Cholinesterase could be detected in gray substance and corpus medullere of all areas of 

brain about 1 day after the appearance of virus. 

4) Negli‘s bodies could be stained deeply by pyronin, and it might be mainly due the presence 

of RNA in Negli's bodies. But in some cases it could be observed that the stainability to pyronin 

could not disappear by ribo1rnclease and not be fixed by formalin. 

Negli・sbodies might be fixed by aceton, alcohol, I-Ielly's, Gendre’s and Carnoy’s solution, and 
be stained by pyronin. Negli's、bodiescould be detected more clearly in the section fixed by 

Genclre‘s solution and stained by Unna‘s solution than the one fixed and stained by other solutions. 

5) The influences of virus could not be observed entirely histochemically upon the rise and 

fall of alkaline-phosphates, acid-phosphatesフ fat,phosphatide and phosphorylase. 
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EXPLANATION of PLATES 

Fig. 1. Nonゃurulentencephalitis; Mice brain fixed by Alcohol 7 days after inoculation with Street 

virus ; H. E. staining. 

Fig. 2. Non”purulent encephalitis; Mice bram fixed by Carnoy 6 days after inocuiation with fixed 

virus ; H. E. staining. 

Fig. 3. Non”purulent encephalitis; Mice brain fixed by Elftman 6 days after inoculation with fixed 

virus ; H. E. staining. 

Fig. 4. Non-purulent encephalitis; Mice brain fixed by Formalin 10 days after inoculation with 

street virus ; H. E. staining. 

Fig. 5. Negri bodies; Ammons’horn fixed by Alcohol 8 days after inoculation with street virus; 

Mann staining 

Fig. 6. Negri bodies; Ammons’horn fixed by Alcohol 10 cays after inoculation with street virus 

H. E staining. 

Fig. 7. Nissl bodies ; Ammons’horn fixed by Formalin 6 days after inoculation with fixed virus; 

Tol uidinbl ue staining. 

Fig. 8. Nissl bodies ; Ammons’horn fixed by Formalin 4 clays after inoculation with street virus; 

Toluidinblue stainlning. 

Fig. 9. Nucleic acids; Ammons’horn fixed by Bouin 8 days after inoculation with street virus; 

Brachets staining: 

Fig.10. Nucleic acids; Ammons’horn fixed by Gendre 8 days after inoculation with street virus; 

Brachets stainlng. 

Fig.11. Nucleic acids; Ammons’horn fixed by Formalin 8 days after inoculation with street virus; 

Brachets staining 

Fig.12. Nucleic acids ; Ammons’hoτn fixed by Carnoy 8 days after inoculation with street virus'. 

Brachets staining. 

Fig.13. Polysaccharide; Ammons, horn fixed by Gendre 7 days after inoculation with street virus; 

PAS reaction. 

Fig.14. Polysaccharide; Ammons, horn fixed by Bouin 3 days after inoculation with fixed virus; 

PAS reaction. 

Fig.15. Polysaccharide; Ammons, horn fixed by Bouin 6 days after inoculation with street virus; 

PAS reaction. 

Fig.16. Cholinesterase; Mice brain fixed bγAceton 5 days after inoculation with fixed virus; 

じomorisstaing. 
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XI£ 沈降反応による肉種鑑別法
第2報 ヘモグロピン免疫血清による馬肉の鑑別法について

1. 緒雷

獣医衛生科大 石

市川

嶋田

純

忠

幸
次

治

菌生理食塩水を加え， 3000回転， 15分間遠沈し，上清

著者等は先に第1報において報告りした如く，血清 が蛋白反応陰性となるまで血球洗糠を繰返えす。

沈降反応による肉種鑑別方法の再吟味を行ない，特に この血球に同量の蒸溜水，アノレミナクリーム， トノレ

：免疫用抗原の調製法および沈降原の改良を行なった。 オーノレを各々 加え振、濁して1晩冷蔵庫に静置しp 後

その結果著者等の製造した血清ならびに肉浸出液を用 3000廻転， 15分間遠沈する。上からトノレオーノレ，へモ

いた肉種鑑別試験により実用的に一応鑑別効果のある グロピシ，アノレミナクリームの三庸に分離する。この

ことを確認し得たのであるO しかしその成績を詳細に ヘモグロビンを取出し， 1.7%食塩水を向車：加える。

検討するとき，従来多数の報告者2)3〕4〕引によってなさ 3) ヘモグロビシの加熱による状態特異性を検討する

れた成績においてもそうである如く，肉蛋白質を抗原 実験のために用いたへモグロピγは 100。C,15分間加

として得られた免疫血清による沈降反応においては類 熱した。

属反応、の起る欠陥は本質的なものとしてまぬかれない。 4) 家兎免疫法は第1表に従って実施した。

Browing & Wilsonのは既に古くからへモグロピ この場合ヘモグロピシは耳静脈に，加熱ヘモグロピ

シが抗原性と同時に種属特異性を有することを報告し シは同量のアノレミナクリーム， オムナヂシ 6mg/kg

ているが，これに着眼した小平7〕，山崎8）等は最近分類 を加えて，後肢筋肉内に接種し免疫した。

した人へモグロピシ，グロプリンを水酸化アノレミニワ A群は山崎，小平の方法に準じた回数および注射量

ムに吸着させる方法で従来抗体の産生が極めて困難と である。 B群は山崎，小平の方法より注射量および接

されていたヘモグロピれこの高価でしかも種属特異 種回数を多くした。またC群は接種回数のみを多くし

性の高い沈降素，を得ることが出来たと報告している。 た。 D群には加熱ヘモグロピシを接種したo A群は6

他方筋肉中のヘモグロビン含有量に就ては定説を見 回接種， B群， C群， D群は9回接種3日後に全採血

ないが，これがかなりの量存在することは疑いのない を行なった。

ところである。そこで著者等は各種動物のへそグロピ

γ免疫血清と筋肉から浸出したヘモグロピシを用いた

沈降反応が種属特異性が高く，肉種鑑別に応用出来な

いものかと云う想定の下に2' 3の基礎実験を試みた

ところ興味ある成績が得られたので弦にその概要を報

告する次第である。

2. 実験材料および方法

1) アノレミナクリームは1%アジモニヤ明ばんi夜に1

%水酸化アジモニアi容液を少しずつ加え pH7.5～8.0 

位とし，生じた沈澱は暫時静置後，上清を拾て，蒸辞i

水を加える。同様に繰返し処理して上清が Nessler

試薬で陰性となるまで行なう。最後に下層の白色乳状

i夜を耳又出し使用ずる。

2) ヘモグロビンは下記の方法に従い抽出した。血球

は数顕の馬の脱繊血各 lOOccを混じ， 5～10倍最の減

No.l 家兎免疫法

工I2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 

第l週｜第2週｜第3J国 i第4]JN 
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5) 馬，牛，！尿の筋肉から沈降反応用抗原f口の浸出液

は，筋肉の 10倍蒸溜水乳斉ljを40°C, 1時間加温浸U:I

させ，後3000回転， 15分間遠沈した上清を採取し使用

した。

6) 肉浸出液のへモグロピシ等の含有量の測定方法は

上記の肉浸出後に同量：トノレオーノレ？ アノレミナクリーム
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を加え振撞し， Ue冷蔵庫に放置後＇ 3000回l伝， 15分

間遠沈し 3 三倍iに分離した中間液を取出し，検液とし

T 戸
μ」。

ベツグマン？スペクトロ，ブオートメータはDU型

を使用し，ヘモグロビンを蒸溜水に溶かした場合，540

mμ の波長を最大に吸収したので，この波長を用い，

馬ヘモグロビン 200倍， 400倍， 800倍＇ 1600倍， 3200

倍液について吸光度を測定し，その数値を基準として

上記の検液を測定した。

3. 実験成績

1) 肉浸出液のヘモグロビン含有量測定成績

内浸出液をベツグマン，スペクトロ，ブオートメ－

No.2 筋肉中のヘモグロピン含有量

No.3 生ヘモグロピン免疫血清の沈降素価

タで測定した所，へそグロピソ含有量は馬個体，筋肉

部位により若干異なり，血液leeに含有されるヘモグ

ロビン量の1/2000～1/4000と云う数値を示していた。

2) 免疫血清の沈降素出現状況

A）生ヘモグロビン免疫による沈降素の出現状況

B群はA群， C群に比較し最も高い沈降素価を示し

た。すなわち，注射量を漸次増加し，注射回数を多く

したものが最も抗体の産生が著しい事が観察された。

対照試験では Bl血清が牛ヘモグロビン 100倍j夜に

若干反応を生じていたが他の総べての試験では陰性で

あった。そこで Bl血清に対し，牛血球感作を試みた

ところ，牛ヘモグロビン 100倍液に対する類属反応を

除去する事が出来た。以上の結果は第3表に総括した。

B）加熱ヘモグロビン免疫による沈降索の出現状況

加熱ヘモグロビシで‘免疫した血清を抗体とし，生ヘ

モグロビンを抗原として沈降反応を試みたところ 3 ヘ

モグロビンは加熱という操作によっては状態特異性の

変七が見られなかった。もちろん対照とした牛，豚生

ヘモグロビンおよび生理食塩水に対しては類属反応を

認めなかった。

以上の結果は第4表に総括した。

原 手希 T兵 モ モ
生食対臨理水照ロビシ ロビン

200 400 800 1500 3200 6400 12800 25600 51200 100× 工00×

十 十十

十＋ 十十 十 l十 I ± 

十十 十十 十十

十ト 十十十 十十十i十十十i 十十｜ 十 十＼ + I土 I- I ート
十十 十十十 十十 十 十

十十 十十十 十十十 十十 十十（ 十 I 寸 ｜ 十
＋十 十十 十 十

2

3

4

1
ム

2

3

4

1

一
2

3

A

A

A

B

B

B

B

C

C

C

 

No.4 加熱ヘモグ口ピン免疫血清を抗体とし，生ヘモグロビンを抗原とした沈降反応成績

原 手希 釈 牛グ生へそ

6400 j l州 25州問。
ロピシ｜グロビン（生食

400 800 1600 3200 100× 

十十 十十 十4 十 十

十 十 十 一
十十 十十 十 十
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3) 免疫血清の交叉反応試験
A）生ヘモグロビン免疫血清を抗体とし，生ヘモグロ

ビンを抗原とした交叉反応試験

馬生へモグロピシ免疫血清を正常家兎血清を用い，

2～256倍に稀釈して抗体とし， 馬生ヘモグロビンを

生理食塩水で100～51200倍に稀釈して抗原とし沈降反

応を試み， 37°Cで15分） 30分， 60分後に判定した。

No.5 生へモグロピン免疫血清の交文反応

原

15 

分

判

定

30 

分

判

定

60 

〈

刀

判

定

血清稀釈4倍迄は極めて明瞭に反応輸を生じている。

しかし血清稀釈の進なに従い漸次反応は低下し 32｛吉

祥i釈で、は殆んど認められない。また時間的にこれらの

反応を観察すると 34°C, 15～30分間が最も明瞭に反

応が現われ，以後時間の経過ナるに従い漸次消失して

行く。

以上の結果は第5表に総括した。

府i 牛 日延 生食

十

土

十

十十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
十

十

十

十
十

十

十

十
十

十

十

十

B）加熱ヘモグロビン免疫血清を抗体とし，生ヘモグ

ロピンを抗原とした交叉反応

02血清を正常家兎血清にて2～256倍に稀釈して抗

体とし，生ヘモグロビンを生理食塩水にて100～51200

倍に稀釈して抗原として沈降反応を試みた。判定は

37°Cで15分＇ 30分， 60分後に行なった。

血清稀釈4倍迄は極めて明瞭に反応を生じている。

しかし血清稀釈の進むに従い漸次反応は低下し， 32倍

400 I 800 I 1600 I 3200 I 6400 / 12800 I 25600 I 51200 / 100 I 200 / 100 I 200 I対照

2x 

4x 

Sx 

16x 

32x 

64X 

128x 

256x 

512x 

2x ；十一ト

4x j十一ト

Bx l十十
16X J十十

32x 

64x 

128x 

256x 

512x 

2x ！十十

4x i十十
Sx j十十

工6x ！十十

32X 

64x 

128X 

256x 

5工2x

十

では殆んど反応は認められない。また時間的には37°

c 15～30分間が最も明瞭に反応が現われ，以後時間の
経過するは従い漸次消失して行くっ

以上の結果は第 6表に総括した0

4) 筋肉部｛立による沈降反応成績

血球から抽出したヘモグロビンを抗原として沈降反

応を行なった場合， 12800倍の沈降京価を示T血清を

用い，馬各部位の筋肉の浸出液を抗原として沈降反応

( 142) 



.No.6 加熱ヘモグ口ピン免疫血清と生ヘモグ口ピンの交文反応成績

原 稀 釈 牛 豚
生食

200 400 I 800 I 1600 I 3200 6400 12800 25600 51200 100 200 100 200 

2X 十
:, + →－ 

4X 十

8x 
15 
ユ6X

定判分 32X 

64X 

128x j_ 
256x 

512X 

lx → 十 ＋ 十十 十十 十｜土

2X 十 十 十十 十 十

4x 十 十 十十 寸一 十

30 8x ＋ 

定分判
16X 

32X 

64x 

128X 

256X 

512X 

lx 十 十 十 十 十 十

2X ＋ 十 十 十十 十十 寸一

4x ト 十 十 十 十 十

60 
8x 十

1分"ti 
16x 一

メトよヒヲ 32x 

64x 

128x 

256x 

512x 

を試みた。その結果筋肉部位により若干の差違が認め 対照とした牛？豚浸出液は全く反応を認めなかった。

られたが＇ 800～1600倍の沈降素価を示した。もちろん 以上の結果は第 7表に総括した。

No.7 馬肉浸出液の沈降反応成績

口三＼＼＼
7G 稀 来尺

生食

工00 200 400 800 1600 3200 6400 12800 25600 対照

R~ ヘモグロビン 十十十 十十十 十j十 十什 十ト 十十 十 十 一
同 十十ト 十十 4十 十 十 一

十1十 廿十 十十 十十 十 十

ロース 甘仲 十j- 十十 ート 十 一
B 部位不明 +t十 十十 十十 十 十 一 一
牛肉浸出液 一 一
豚浸出液 一 一
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5) 混肉中の馬肉検出成績 混合割合により沈降素佃iは低くなるが， 25%以上含有

牛，馬，豚の各種肉を混合し？挽肉となし，これら する場合は明瞭に判別する事が出来た。また対照とし

の浸出液を抗原として＇ 12800倍の沈降素価を有ずる て，馬肉を含まないj受出械は反応輸を認めなかった。

血清.z.抗体として沈降反応、を試みた。その結果J馬肉の 以上の結果は第8表に総括した。

No.8 混肉より馬肉鑑別成績

抗 フE 稀 理尺 生食

400 I 800 I 1600 3200 5400 12800 2s400 対称十検判馬定肉出

+I十 I 十社 時十十十 4十件十 十 一

十社 4十
十i十 十十

十

4十十 イー

廿十 十件 ＋十

廿十 什 十

十ト 十 十

十ト 十 十

十社 十十 十

十件 4十十 斗ト

4. 考察

安静時における家兎の血液分布に関Tる Rank9）の

報告によれば，全血量の 1/4は筋肉中に存在すると云

われている。筋肉は普通赤色を帯びているが，この色

は主として筋肉の毛細管に存在する血球のヘモグロビ

ン等と筋色系に由来すると考えられて来た。そこで著

者等は市販肉においても相当量のへモグロピシが残存

すると想定し，その浸出液をベツクマン，スベクトロ，

ブオートメータで測定した所，血液lee中に含有され

るヘモグロビシ量の1/2000～1/4000が存在Fると云う
成績を得た。このへそグロビン含有量は，｜均浸出液を

抗原とし，後述する 12800倍の沈降素価を有する血清

を抗体として沈降反応を試みた結果， 800～1600倍の

沈降素価を示し，両者の成績が近似している事が観察

され7こ。

最近小平7），山崎8〕は人ヘモグロビンをアノレミナク

リームに吸着させる事により小数回免疫にて高価にし

てp 種属特異的なヘモグロビシ沈降素が産生されると

報告している。そこで同氏の方法に準じて肉種鑑別用

の馬ヘモグロビン免疫血清を造り， 12800倍の沈降菜

畑を有する事を確認した。しかし，小平n,1111崎8）は

グロピシの種属特異性は決して絶対的でないと共に，

ヘモグロビン精製中に混入した血清成分は，グロビン

＋十 十 十 （十）

十 ＋；ー 一 一 （十）

十 一 （十）

一 - ＇ー 一 （十）

十 十 （十）

十 （十）

（十）

（十〉

ート （十）

十 十 （十〉

の抽出精製過程においても完全に分離除去し得ないと

述べている。これらの事実は今回の実験でも認められ

た。すなわち沈降素価が51200倍を有する免疫血清は

牛へモグロピシ 100倍i夜に軽微であるが類属反応を呈

している。此の成績より考l察するに，ヘモグロビンの

精製は極めて精密に行ない，血清成分の分離除去を完

全に行なうと共に，従来抗体の産生機構と考えられて

いる網状織内皮系統に可能な限り多量に，且つ接種回

数も少くする事が必要であると推察した。

小平7), 1111崎8〕はへそグロビン免疫血清を用いて人

血の血液型を判別している。従来家畜の血液型につい

ては種々報告10）がなされており，牛馬共に2～3種

類の血液型を有すると云われている。しかし肉種鑑別

に際しては種属特異性のみが問題となるので，本実験

では特に数頭の馬の血恕を同量ずつ混和して実験に供

した。

従来種々の抗原に対して加熱と云う様な物理的操作

を加える事によって，抗原の性格が変る事が確められ

ている。又これに反し加熱等により状態特異性の変｛七

のないものも報告11〕されている。すなわち加熱血清

で、免疫した抗体は，生の血清を抗原として沈降反応を

行なった場合3 特異的に反応すると云われているO

著者等は今回へモグロビーシについて加熱による状態
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特異性の有無を検討したが，加熱ヘモグロビンで免疫

して採取した血清を抗体とし，生ヘモグロビンを抗原

として沈降反応を試みたところ＇ 6400倍の沈降素価を

有し3 特異的に反応を示す事が観察された。これらの

事実は前述したように，筋肉中に相当量のヘモグロピ

ンの存在することが推察されるので，加熱肉，加工品

等の肉種鑑別に応用出来得る可能性を示唆している。

5. 結論

1) 馬ヘモグロビンで免疫した 12800倍の沈降素価を

有する血清を抗体とし，馬肉浸出液を抗原として沈降

反応を試みた結果，個体差，筋肉部｛立による若干の差

違が認められたが， 800～1600倍の沈降素価を示した。

この沈降素価は筋肉中に含まれるヘモグロビンによる

ものと推察される量にIll各合致した成績を示している。

2) ヘモグロピシの状態特異性は，加熱ヘモグロビン

にて免疫した血清に対し生へモグロピシを抗原として

沈降反応を試みたところ，沈降素価6400倍で明瞭に反

応輸を認めた。これは加熱肉の鑑別に応用出来る可能

性を示l慶している。

3) 肉種鑑別の沈降反応は，免疫血清を正常家兎血清

で2～4倍に稀釈し， 37°Cで15～30分間が最も強く

反応する事が観察された。

( 145) 

4) j見合肉について 12800倍の沈降素価を有する馬ヘ

モグロピン免疫血清を抗体として沈降反応を試みたと

ころ3 馬肉が25%混在した場合は？沈降業11町400倍を

示し明i療に馬肉の検出をなし得た。

稿を終るに臨み，種々御指導並びに御校閲を戴いた

国立公衆衛生院松井武夫同士に深謝し，併せて御指導

並びに御援助戴いた科学警察研究所池上技官，当所柳

沢博士，春田博士，北村博士，西垣技師，東屋氏に感

謝致します。
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表 1

！試~Si-

さきに市販の総合ビタミン錠，および学童用栄養剤

の品質を調査し報告したが，これ等製剤中の V.Aを

定量しその一部のものに異常な吸収をあらわすもの

のあることを知って検討した。

すなわち，全試料約90種について不齢化物をとり，

U.S.P.XV. 1.去により 310111μ, 325111μ, 334rnμ, 

の三点の吸光度を測定しフ数学的な補正を行なってA

の定量値を算出するがp そのi出補正係数（F値をいう〉

が少で定量i直の低いものの中には可視部寄りの吸光比

が大きいものの多いことに気づ、いた。そして，かかる

傾向は試料のうち総合V錠に限られているO 表1中で

試料 No.2, 10, 11, 13, 14, 16等のものである。

そこで一応不審のある試料についてフ 300111μ～400111μ

の範囲で吸収曲線をとったところ，表2に示すように

それぞれ370111,a付近と 390111,a付近の 2カ所，または

そのいずれか1カ所に異常な吸収が認められ，さらに

ひと‘いものは 350111μ 近くから曲線の乱れがうかがえ

る。試料 No.3, 6, 7, 23，等は異常を認めないもの3

No. 4, 17, 18, 22，等は比較的異常の程度の少いも

のであるが， No. 1, 2, 10, 13, 14, 16，等は明らか

に異常な吸収を示しているものである。次いでこのよ

うな可視部寄りの吸収をあらわすものが何であるかを

知るため，アノレミナを用いてカラムクロマトグラブイ

ーを行なった。

アルミナ

和光純薬 クロマトグラブ！吸着用活性アノレミナ 200

メツVュのものを105°Cで1時間乾燥し冷後5%加水

し減力し，たものを使用した。カラムは高さ 20111111×径

10111111とし7こO
p 

Q 12 

① 5%エーテノレ方11P. A (A十P.Aとする） lOccで股

関してうる部分をlOccとし第2プラクνヨンとする

@ 10%A十P.A lOcc /1 /1 第3

④ 20%.A十P.A lOcc 11 11 第4

R 30%.A十P.A lOcc 11 11 第 5

、① 40%A-lP. A lOcc 11 11 第6

各プラクbノヨンについてベツクマン分光光度計 D.

( 146) 

操作

試料の一定量を粉末とし常法により 1時間アノレカリ

齢化し，不敵｛七物を石油エーテノレ（P.A.とする）で

111山，洗j総脱水後， P.A.で一定容としたものの 2cc 

をとり 3 アノレミナの上部に吸着せしめ， P.A一定量で

管の1J3~を洗い，以下溶媒をmいて出開し各部分を取

った。

No. 1, 13, 14, 17，の 4試料について

① 試料液2cc, PA8ccで、通過する部分を lOccとし

第一プラクνヨンとする。
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U.型を使用し， 300mp～400111.pの範囲で 5mp間隔

で吸収曲線を作ると表3のようになる。 4種の全部に

ついて，アノレミナに吸着されないで1：臼てくる第1プラ

クνヨシに350mp, 370111μ, 390n1μ，付近の3点に最

大吸収があり，かつ370111μ付近に吸収の最大のものを

もっ物質を認めた。さらに④①プラクνヨンに相次い

で V.Aアノレコーノレが出ている。 No. 1, 14，では①

プラクνヨンに325111μより僅かに可視部寄りの327111μ
付近に最大吸収があると思われるものが認められたo

No.13では300mμ寄りに最大吸収のあるA酸化物が認

められる。

No. 2, 16の2試料について

さらに細かく観察するため各展開減量を1/2としたO

① 試料j夜2cc,P. A 3ccで、通過する部分を Secとり第

1フラクνヨンとする。
① さらにP.A Secを通過せしめて得る部分を Secと

り第2プラクνヨシとすーる。

くむ 5%λ斗－＞P.A5ccで、展開してうる部分を Secとり第

3プラクνヨンとする。
c 10%λ十P.A 5 cc II II 第4

① 10%A+P. A 5 cc II II 第5

① 20%A十P.A 5 cc II M 第6

⑦ 20%A十P.A 5 cc " H 第7

① 30%A十P.A 5 cc II II 第8

R 30%A十P.A 5 cc II II 第 9

⑪ 40%A十P.A 5 cc II M 第10

各プラクνヨンについての吸収曲線は表4のように

なる。これによると①①フラクνヨシに相次いで出る

吸着されずに通過する部分に上記3点に最大吸収を有

するものの存在することがよりはっきりと認められる。

以上から市販の製剤の一部には V.Aアノレコーノレ以

外の吸収を示すものが混在し，このものは V.Aが紫

外部に最大吸収1ゴを有するのに対して 3コの最大吸

収を示しなお，アノレミナにて分離するときにはV.A

アノレコーノレに比してはるかに吸着されにくい。このも

のは蛍光もほとんどなく SbClsによる呈色も赤紫色に

近いものである。 1943, E. M. Shantz等はAnhydro

V.Aについて報告しているが， このものが，アンヒ

ドロ体のものか否かは，さらにこれが定量値に及ぼす

影響3 成因等とともに検討をつづける必要があるO

60 70鵠 90WO 5() 40 20 25 30 10 300洞戸

( 147) 
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XXI コールドパーマネントウエーブ液に

関する衛生化学的研究］

一一一チオグリコーノレ酸ヒドラジツトを主成分とする

市販不良コーノレドパーマj夜の試験法と毒性に関する考察一一

ゴーノレドパーマネシトクエープ用第1剤（ゴーノレド

液と略す〉は ThioglycolicAcid (TG) もしくは

その塩類を用いることが基準Cl）によって定められてお

り、これ以外の物質はその毒性，刺激等のため許可さ

れていなし、。しかるに最近東京都薬務部から収去送付

された市販ゴーノレドj夜について試験したところ，通常

のコーノレド液とは性状の異るものが見出され？精査し

たところ ThioglycolicAcid Hydrazicle (T G H) 

を主成分とする不良化粧品であることを確認しさら

にこのような製品が約23,600人分製造市販されている

ことを知り（10), まだ本物質に関する同定法は知られ

ていないのでここに報告する。

すなわち従来ゴーノレド液のペーパークロマトグラブ

イー（PC）に関する報告はf町く 3 わずかに TGと

Thiogl yceri neの分離にP紙電気泳動法（2）が報告さ

れているのみであるが3 直接製品についてPCを行な

いフさらに P-Dimethylaminobenzalclehycle ( P-

DABA）試薬と縮合させて得た Alclazine の呈色

と蛍光反応によって特異的にTG Hを検出可能なこと

を見出した。

なお，現在美容関係の雑誌フ新聞等〔3)(4〕（5〕（6）にT

G Hを主成分とするいわゆるピンパームゴーノレド液の

利害得失がいわれ一部誤った記事も散見されるので，

木品の不安定·J~I：からみた毒性についても考察する。

実験の部

PC 検液の調製

ゴーノレド j夜は水10fr~r:f1ri釈 j夜とし， TG, TGH, 

Hydrazine H2S04 (HY), Isonicotinic Acid Hycl・

razide (INAH), Hyclronsan (HDO), 2-Hyclroxy-

3 -Naphthoic Acid Hyclrazide (NAP）の各0.5%

水j容液（NAPのみ Alcohol）を調製した。

j容必1~ : n-BuOH: HOAc: H20 ( 5: 1: 4) 

( 150) 

衛生用訂11fl・ 同

戸

村健

谷哲

チミ

2也

東洋No.50. 2cm×40cm 4枚連結のすだれ状P紙〔7〕

の下端7cmに検液0.005ccをミクロピペットを用いて

塗布，上昇法により 20°Cで 30cm展開し，風乾後短

時間内に顕色した。 Tollens試薬（10%AgN0310cc 

十10%NaOHlee十10%NH40H 9ee）の Sprayに

より還元性物質はことごとく褐色ないし黒色の Spot

として顕色されるが時間に遅速があり， TG  Hは直ち

に， TGは数秒後に呈色する。一定時開放置（通常1

時間）の後ブジプイツクスで定着する。

Pesezと Petit〔8〕け、 HY の比色定量に際し， ま

た Feigl〔9〕け、数種の Hyclrazicleの確認にそれぞれ

P-DABAを用いているが， われわれはPCの顕色剤

として使用し選択性の高いことを認めた。すなわち

P-DABA試薬（P-DABA0. SgをEthanol40eeに

溶かし， j農塩M4eeを加える〉を Sprayすると TGH,

HYおよび他の Hydrazicleを合むコーノレド液は｛登赤

ないし黄色の Spotを示し，これをアンモニア蒸気に

さらすと紫外線ランプ（ミネラノレライト3600A0）下で

強い蛍光が認められるが， TGだけを合む通常のコー

ノレド液は陰性である。

以上2種の試薬によるTGHの確認限度は極めて鋭

敏であって、 0.25r /0. 005ee，稀釈限界0.005%であるo

p Cの結果け、消1図の通りであって， Tollens試薬で

はTG HO. 25, 0. 41付近に2個の Spotsがあらわれ

るが P-DABAでは原点に近く HYに相当する弱い

Spotの他、 0.25附近に1惜の Spotしか示さない。

0.41付近の SpotはTG Hの般化成績体とJft定される。

また P-DABA試薬を後述の方法で反応させて得た

呈色物を MeOH:HOAe: Pet-Ether (30: 1: 7）を

月1いて展開し， TG HはHYと同じく 0.24付近にSpot

を認めた。
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H A P 。0.8$
。印は Tollens 来 () EPはれDAB A・ 試薬Lこ主る。

P-DABA縮合物のi吸収スペクトノレからみた TGの

不安定性

TGH検液に同量の P-DABA試薬を加え沸1mt水浴

仁~I で 5 分間加温，または数開放置して得た樟赤色の液

のI吸収スペクトノレをベツクマシ分光光度計DU型を)IJ

いて測定すると 464111μ付近に著明な最大阪収；p15：が認

められる。まずこHYについて実施しても｜可波長に吸収

が認められ？その山形は全く相似形であるから TGH

呈色物の吸収は反応仁［::i分解遊離したHYのそれにほか

ならないことがわかる。しかるに INAH,HDO, NAP 

との反応物は可視部に最大吸収位置がなくう試みに

INAHを1%NaOHと10分間加温の後中和しう｜可様

に反応させて得たものの吸収はHYに合致する。 （第

2図）従って TGHは INAH等に比較して不安定で

H Yを遊離しやすくラまたHyclrazide類と P-DABA

との呈色機構は TGHの場合は Feiglの(I）式で

はなく（宜）式のように連行するものと推定される。

TG  Hの毒性に関する考察

の調査によると TG Hは毛髪の変色と

断毛を超すとのことであるが， TGHは Hydrazine

基と Mercapto基により相乗＼＇l'Jに強力な還元作JTJを

現わすことが考究されp また経時的にも容易にHYを

遊離しやすい傾向があるO

しかるにHYは極めて毒性（6〕（日〕（13）の強い物質で

（第1表〉特に遊離rnYは皮膚刺激が大で3 人におい

第2図 Hydrazideの P-DABA縮合物の吸収

スペクトル

E 幻1α×λ

0.7 464 mμ 

0.6 

十十一栄 TG H 

一一一－ H y 
s 

＋寺町持一時 p 

---INA H 
←＋→ N A p 

0.5 

0.4 

0.3 

:o. 2 

Q.1 

400 ・sQoヤ 600 

て 400mtt/m.3が危険量〔11）とされている。今回確認

し得た市販品PとSはいずれも pH8.0付近であり？

( 151) 
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遊離 HYを生成する危険性が大きいと考えられる。

要約

1 TG  H含有コーノレド液をPC法によってTCの共

存下でもTG Hの0.251’／0.005ccまで適確に証明可

能であることを明らかにした。

2 TG  Hは他の Hydrazide類に比較して有害な

H Yを遊離しやすく， TG H含有のゴーノレドj夜は極

めて危険性が高いことが考察される。

終りにあたり本研究に対しと‘鞭揺を載いた新生｜：所長

に深謝する。

第1表 Hydrazideと関連物質の毒性〔12〕

Compound Animal Rout Dose Dose mg/kg 

mouse L D50 163 
Hydrazine ct II 91 

Rabbit iv ／／ 34 

Hydrezine mouse ip ／／ 163 2hr 

Hydrate Rabbit lV II 20～25 

Hydrazine 
Rabbit SC II 100 

Sulfate 

Ammonium* 3～6 days 
Rabbit SC 11/18 280 

thioglycolate 7% pH9. 0 

Isonicotic Acid inause or L D50 205 

Hydrazide Rat II 380 

* Ammonium thioglycolate. は毒性が低いとされており，この値はやや特殊な事例に属する。（14)
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( 1) 厚生省示第 313号 ( 2) D. HellhammPr: mitt. Lebensrn. Hyg., 4 7 55～61 (1955) ( 3 ）ラモード

No. 84. ( 4）新美容9 (1959) ( 5）クエープ（33.12. 10) ( 6 ) ibid. (34. 9. 30; ( 7）田村，戸谷：公
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XXIV コールドパーマネントウエーブ液に

関する衛生化学的研究 t
各種メルカプト化合物ならびにその関連異常物質の

ベーノミーグロマトグラフイー

従来メノレカプト化合物のぺーパ…クロマトグラブイ

ー（PC）に関する報告1）は一部の天然物を｜除いて比較

的少く，殊にコーノレドパーマ液（コーノレド液〉の分析

を目的としたものは極めてわずかである。私共はさき

にコーノレド液中のチオグリコーノレ酸ヒドラジツドの分

離確認に PCが有利に活用し得ることを報告別したが，

第一に今後さらにチオグリコーノレ酸以外の多数のメノレ

カプト化合物が使用される可能性から，これらの分離

確認，第二にチオグリゴーノレ般の製造法に起国する不

純物質の分離確認を目的として検討し，分離能，顕白

剤，アJレカリの影響，不純物質検出の可能性などに関

し，若干の知見を得たので報告する。

実験の部

1 試料

対象とした試料の名称，略語などを第1表に示す。

すなわち13種のメノレカプト化合物，またコーノレド液中

の副成分である 3撞のアノレカノーノレアミ：：，；， さらに現

在代表的なチオグリゴーノレ般の製造法として知られて

いる硫化ソーダ法、ハイポ法、チオ尿素j去によった場

合の原料，中間体で製品に不純物として含まれるおそ

れのある物質11種をえらんだ。

2 p Cによる分離

試験溶液の調製：試料の大部分は水溶液としたが，

SAL, ACE, GDMA, ISO, Benz等は遊離型とし

て用いるため ISOpropanolまたは Toluenej容液

とした。また AMIDは 1%HC1に溶解し各試験

溶液の濃度はいずれも 1%とした。

展開条件：試験溶液 0.005cc を塗布量とし？第 1 平I~

に従って一次元上昇法により 20cm展開し，風乾後は

できるだけ速かに顕色した。その Rf値け、第2表に示

すとおりである。溶媒は次の3種をmいた。
S -1 n BuOH : HOAc : H20 ( 5 : 1 : 4) 

S -2 n-BuOH ・ ・ NH10H : H20 ( 5 : 1 : 4) 

S -3 n BuOH : EtOH : H20 ( 4 : 1 : 5) 

すなわちS--1の溶媒によるときは，メノレカプト｛七

衛生用品科 田

戸

面

夫

也

子

健

哲

静

村

谷

高

合物の相互間において TG,SAL, AMIDおよび M

EHがよく分離する。また， AMIDは Metylthio-

glycolateにアジモニアを反応させて得た結品物をそ

のまま PCすると Rf値×100として 18,47, 62, 

76の4他！の Spotsがあらわれ3 アノレゴーノレから再結

品してはじめて単一の Spotが得られる。

このような比較的単純な反応と考えられるものでも

副反応の多いことが認められたが，現在までにこの

AMIDを主成分とするゴーノレド液が無許可で市販され

た例がある。

またアノレカノーノレアミシ相互はモノ体を分離で、きる

が， DEAと TEAは3種の溶媒ともやや分離困難で

ある。

j容揚itS-2で行うとまは一般に Rf値が低く， S

1で高い値を示した親水性の大きい TG,LACな

ども S-2によると低下する。これに反して親油性

の大まい TET,ISOなどは依然高い Rf仰を示すか

ら確認に役立つ。 S 3の溶媒は Rf値が高くなる傾

向があり， S,S20sがはじめて原点から i：昇する。

またメノレカプト化合物によってはときに数個の

Spotsがみられる場合があり 3 原因の明かでないもの

もあって，本来化合物の PCl二の困難な一面と考えら

れる。 Blmtは酸性溶媒により展開中に一部分分解し，

中性溶媒でもこの傾向がある。 Buntはあらかじめ濃

厚な肢で処理した液について PCすると TGの他，

3～4個の Spotsが認められ， ハイポ法による TG

製造法の複反応、が非常に多いことが推定される。

またPTは出開後にあらかじめアノレカリで処則する

と CYAとしても検出可能であるO

このほか予期しない Spotのみられる原因について

は，後述するように塩基の影響があるO 一般に塩基性

溶媒を展開斉ljとするときは当然のことながら SH基の

酸化速度を増し，これにともなって顕血剤の選択を考

慮しなければならない。また S-3 のような~t~媒では，

使mするアjレゴーlレはアノレデヒド不合のものを調製し
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第？表試料の種類

No. I I略名 ハ
戸
J
d
－ぺ3式

1 I T G Thioglycolic Acid 

2 I D T G I Di thiocliglycolic Acicl 

3 I T E T I Thiodiethanol 

4 I G L Y I 1-Thioglicerol 

5 I L A C I Thiolactic Acid 

6 I M A L I Thiomalic Acid 

7 I S A L I Thiosalicylic Acid 

8 I A C E I Thioacetic Acid 

9 I Benz Iα－Toluene thiol 

10 I AM  I D I Dithiocliglycolamicle 

11 I I S 0 I Iso-Octylthioglycolate 

12 I G DJ¥在A I Glycolclimercaptoacetate 

13 I M E H I Mercoptoethylamine-HCl 

14 I M E A I Monoethanolamine 

15 I D E A I Diethanolamine 

16 I T E A I Triethanelamine 

17 I T D G I Thiodiglycolic Acid 

is IβD  G I ,B-Thiodiglycolate 

19 I M C A I Monochloracetic Acid 

20 I G L I Glycolic Acid 

21 I Bunt I Bunte salt 

22 I P T Pseudo thiohyantoine 

23 I T U I Thiour帽ea

24 I C Y A I Dicyancliamicle 

戸

h

d

p

O

ウ
t

ワ

ω

ワ

山

つ

ω

s Na2S 

Na2SOa SO a 

C20a Na2S20a 

E ・ ・ ・ ・ ・ ・ Evans Cherne tic Inc 

化・・・・・・東京化成

日……日東化学

A・…・・アリミノ化学

一・・・・・・試薬級

名
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構
、正h
;lg 

CH2SHCOOH 

HOOCCH2SSCH2COOH 

HOCH2CH2SH 

HO-CH2-CHOH-CH2SH 

CH3CHSHCOOH 

HOOC. CHSHCH2COOH 

C6H1SHCOOH 

CHaCOSH 

／ー一一＼じH2SH
＼一一／

H2N OCH2C-S-S-CI-I2CONI-I2 

CsH1COOCH2SH 

C H2-0COCH2SH 

C H2-0COCH2SH 
日Cl.NI-I2CI-I2-CH2SH 

H2NCH2CI-I20H 

HN (CH2CI-I20I-I) 2 

N(CH2CH20H)a 

HOOCH2C-S-CH2COOH 

HOH2CH2C-S-CH2CH20H 

CH2ClCOOH 

CH20I-ICOOH 

HOOCCH2SSOaN a 

HN=C-NH"" 
I co 
S-CH2 / 

NH2・CSNI-12

H2N-C=NH-NH-NHCN 

三t ロ
ロロ 質

E70. 096 

自製

イ七 印

千七 G R 

f七G R 

E99. 296 

イ七 G R 

f七G R 

化 G R 

自製

E 98. 596 

E97. 0% 

E96. 096 

日

日

日

E97. 3% 

｛七 E p 

白製

A 



第2表各試料の分離能（Rf値× 100)

溶 媒

s 1 s 2 s 0 ，、

1 I T G 80 2 78 

2 D T G 81 3 80 

3 TE  T 85 82 82 

4 G LY  68 50 65 

5 LAC  85 4 80 

6 MAL  75 。 86 

7 S A L 95 10 85 

8 AC  E 95 15～ 94 

9 Benz 100 12 

10 AMID 47 17 54 

11 I S 0 99 99 93 

12 GDMA 87 20～ 83 

13 MEH  12 10 28 

14 MEA  28 43 52 

〔 〕・・・・・・副 Spot～・・・・・・tailing

ないと， Rf値0.8～0. 9の位置に酸化還元系試薬によ

ってまぎらわしい Spotを生ずるから注意しなければ

ならない。以j：の点からS 1のような敵性溶媒は比

較的無難であるO

3 顕色斉lj

酸化還元系試薬あるいはキレート試薬とも考えられ

る多数の金脱出類について検討し，従来あまりメノレカ

プト化合物の PCilfl'l色滑には用いられていない Cu吋

Mn・・，Co..などに選択性が認められた。またあまり適当

な顕色剤の無いものについてけ、pH指示薬を使用し

かなり良好な結果が得られた。

各ilf~i色剤の種類はつぎのとおりで、その呈色状態を

第3表に示す。

a アンモニア伯： AgNOa

b Tollens試薬

c 1 % Cu(OAc)2・H20 

cl l0%Mn(OAc)2・4H20 

e 5 % CoCl2・ 4 H20 

f アノレカリ性 FCNP試薬・…・・10%NaOH溶液，

10%ニトロプlレi〆ツドナトリワムi容液および10%

ブエリ νアン化カリワムi容11誌を等量ずつ混じ， 3 

倍容量の水で稀釈し， 20分後に（黄色となる〉使

No. 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

1容 県

試がl名 is 
1 s --2 s 3 

D E A 34 130 54 

TE  A 34 54 70 

T D G 76 86 78 

B D G 74 75 72 

MCA  76 18 84 

G L 66 45 66 

Bunt 〔82〕 。 〔10〕26

p T 27，〔48〕 〔18〕〔37)34，〔52〕〔71〕

TU  45 

C Y A 48 

s 3 

SO a 3 

S20a 3 

用する。冷H音保存する。

g 0. 1% Lesazulinアノレコーノレj容液

h 0. 1% Rhoclamin 6 G溶液

各顕色511Jの特異性について述べるとうアシモニア

AgNOsはl噴霧後直ちに発色する AMID,TUをはじ

めとして，発色時間に差異が認められフ至適放置時間

は約1時間以内である。

本試薬が AMIDを除いて Disulfideに陰性である

に対し， Tollens試薬のようなアノレカリ性顕色剤は

Disulfideにも陽性となる。 Tollens試薬は褐色のj自

に白色ないし黄色の Spotを生ずる場合が多く，チオ

エーテノレ， CYAも陽性となるなど広範な呈色を示し

極めて鋭敏であるが甚だ選択性に乏しい。

有色金属i昆のうちでは C0Cl2によって GLY,ISO, 

GDMAが呈色するが， Cu(OAc)2とは虫色せずフま

た SOaは Mn(OAc)2で，特異的に虫色する。 これ

らの金属試薬はi噴霧後1時間程度放置すると強度を増
し，また更にアシモニアを噴霧するに呈色と変化がみ

られる。

FCNP試薬は試料によって呈色の色調が呉なり

S20aにもJ出！史がよく， CYAも陽性となる点 Grote

試薬フ Pentacyanoamminof erroa teにみられない特
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No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

第3表 PCにおける顕色状態

lrfffl 
試料名

a b 

T G B W 十ト BW  十件

D T G B W 十ト

TE  T y 十件 y 十十十

G LY  y 十 y 十十

L A C v 十 y 十十

MAL  v 十 y 十十

S A L Gr 十件 BW  十十十

A C E LBW-1十 LBW十十

Benz BW十 Gr 廿

AMID YBW+ YBW十件

I S 0 Gr 四十 y 廿ト

G D》fA y 十 y 廿十

MEH  v 十 w 十時
島fE A w 十

D E A もV 十

TE  A 一 w 十

T D G 一 w 十十
(3 D G 1九f 廿

MCA  w 土 w 十
G L w 土 w イー
Bunt v 廿十 w 十廿
p T y 什 w 十｛十

TU  LBW十持 w 十i十
CY  A w 十十ト
s BW  十社 BW  十件

SO a B W-1十 BW  十十

S20a B W 廿十 B W 廿十

BW・－－…補色 y ...・ H ・－・黄色

G…… ···~:J｛’色 L………明

P………桃色 B・……・・青色

虫色強度 十社〉十十〉 十〉 土

c d 

BW甘十 v 十

一

L B 十

BWV桝 v 土

BWV廿十 v コ二

v 土

Gr 什

y 十 L G 十

L G 十

BW十

L B 十十 B W 土

L B 廿 BW土

L B 十 BW土

一

v 土

一

B W 叶

V・・・・・・・・・紫色

0・・……・1登

W・・・・・H ・－白色
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色

一一一一一一一 一一一

e f 

B W 十1十 G 十十

LBW廿ト p 戸十

B W 廿十

BW甘十 w 十件
日r 土

B 十

B 十

LBW叶

LBW叶 G 十

一 B 廿十

BW十 p T 

B 十 p 十

v 十 p 十

一 日 ＋ 

R 十件

v 十件
p ± V R tt十

B 十1十

B 十ト

一 B 十i十

Gr……灰色

R・・・・・…－赤色

剤

g h 

。十i十 v 土
。十件
。
。十十十
。4十 v 土
。十十
。イ十 v ート
v B 十
。十
v B 十
。tt十
。tlt 一。十
V R 十件 一

v R 叶

V R 十社 一。十十
v R 土
。十 一。十件 一
V R 十件 v 十十
。十 v 土
。土

v R 十 v 廿ト
p 土 v 十｛十
。十十 v 廿十



徴を有するが， pHの変化に影響されやすい。また

PTは濃厚な水酸化アノレカリを更に！噴霧すると強く呈

色する。

また pH指示薬のなかで Resazurinが華紫色の

地に樟色ないし紫青－色の美しい呈色を示し展開溶媒の

液性も風乾を完全に行なえば，ほとんど障害とならず

意外に好結果を得た。本試薬はアノレカノーノレアミンの

発色Y」特に適し， 別に MEAにニンヒドリシを， ま

たTEAは塩化白金ヨヲ素液によっても顕色すること

が出来た。

興味のある事実として， S,SOaおよび S20aなど

がRhodamin6 Gによって特異的に呈色することを

見出したが，本呈色がアノレカノーノレアミシとかメノレカ

プトカノレポシ酸など、の酸，塩基によってほとんど虫色

しないところから別の呈色機構にもとづくものと推定

される。

なお，この（也にもやや適当な結果を得たものに5%

Pb(OAC)2 0容液90°C5分間加熱〉， 5%NiCl辺容wz,
1%KMn011容液などがあるが， ヨヲイ七アジト液また

0 Phenan throlineあるいは Dipyridylと FeCla,

さらに 3, 4-Dinitrobenzoic Acid, 3, 5 Dinitro 

benzoic Acid, 3, 5 Dinitrosalicylic Acid, 

0-Dini trobenzene, Chachotelinなどの Nitro化

合物をアノレカリの共存下で行なう反応は満足すべき結

果が得られなかった。

また，本研究の終了直前に中村，岡本が羊毛νスチ
ンの研究に｜燥し Sulfhydryl および Disulfide の

PCに関して報告5）していることを知ったが，その主

要発色斉ljに燐タングステシ酸の稀アノレコーノレ溶液を使

用しており，従来のニトロプノレνツド法より呈色の安

定なことなどが述べられている。

本試薬を用いて追試したところ同様に呈色の安定性

は認められたが，発色に時聞を要し，反復して，試薬

をi噴霧しないと呈色しないことを知った。発色剤中添

加されているアノレゴーノレが呈色を障害しており，アノレ

コーノレの代りに水のみを用いることによって鋭敏度が

増加することを認めた。

4 コードj夜中 SぺSO"a,S20"aの確認
PC法による SOaの確認限界はローダミン 6Gま

たは FCNP試薬によって約0.2%である。

しかるに実際にコーノレドj夜中に添加して行うときは

2%以上含有しないと検出出来ない。このことはso九
と Disulfideとの反応として知られている 3）とおり。

(SCH2C00)2十Na2SOa+::tN aOOCH2SSOaH 

十CH2SHCOOH・・・・・・NaHS04十 2CH2SHCOOH

によって SO"aが消持されることを証明するもので

( 157) 

あって，硫化物についても全く同様のことがいえる。

すなわちコーノレド液は経日変化によって従来一部に

いわれていたように硫化物，亜硫円安がすGから分解残

存するようなことはなく， Disulfideの主成に比例し

てむしろ減少し，よほどの大量が添加されない限りこ

れらを検出する可能性は少いものと考えられる。

しかしチオ硫酸塩については直接 Disulfideと反

応することはなく，事実コーノレドi夜中に S20aを添加

してもほとんど鋭敏度の低下は認められず， 0.05%の

低濃度でも検出可能であった。

TU, CYAもFCNP試薬によってコーノレド液中か

らそれぞれ0.01%および0.05%まで検出することがで

きた。

また市販ゴーjレドj夜の新しいもの3 1～2年を経過

したもの15種ずつについて PCを行った結果，例えば

S-1の溶媒および Rhodamin6 Gの噴霧により古

いゴーノレド液4種から，新しいゴーノレド液には全くみ

られない Rf値×100として， 5 ' 16, 20, 35, 82の

ような数個の Spotsが認められた。これらの Spots

は Rf憶の点で、 S,SOaなどとは異り，別の TGの

分解産物と考えられるが現在までのところ明かでない。

5 PC 上塩基の影響

TGに稀薄なアノレカリ，特に MEAとか水酸化アノレ

カリを加えたものを PCすると， S-1の溶媒，

AgNOa顕色により Rf11ill×100として， 2' 8' 13, 

74のように数個の Spotsがみられる。従来 NaOH

添加のコーノレド液のpHが経目的にかなり変動しやす

いことが知られておりω，また poly1nerisationも考

え～られるが，本実験経過を列記してみると，おおよそ

次のことがいえる。

1 塩基性の大きい塩基ほど著明であるO

2 経El1切にほぼ増大する。

3 fi¥i{基211101を加えると Spotが増加しやすい0

4 単に械を加えて隙性とした液を PCしても変色

がなく，溶媒iii吐iによってはじめて塩基の影響の

ない単一の Spotが得られる。

5 Rf値の小さいものほど塩基性が大。

6 従来メノレカプトカノレポノレ酸などSH基に附加し

た金属塩はキレートを形成するため，通常のカノレ

ボン酸にはみられない結合の強固なことが認めら

j℃ている。

以上のことから次の 2式が考えられる。

(SCH2COOH)2十 2NaOH戸CH2SHCOONa

十CH2SOI-!COONa十日20・・・・ H 〔I〕
HOH 

CH2SNaCOONa・一一→ CH2SNaCOONa

ィCH2SNaCOOI-I十CH2SHCOONa十CH2SI-ICOOH



あるいけ、さらにイ（SCH2COONa)2 〔E〕

〔I〕は既知の反応6）であるが6を充分説明できず？

〔E〕は6を根拠において PC中に結合塩基が不完全

に解離をililすために数1111!1のSpotsを生ずるものと考察

するのであるが， 2と矛盾する。

あるいは〔I〕フ〔立〕ともある程度同時に進行する

ものか， いまだ精査はしていないが， PC卜．で、の各

Spotsについて吸収スペクトノレをとるなり別の手段に

よらなければ解明できないようにおもわれるO

このような現象はTG以外のメノレカプト化合物につ

いても起り得る可能性はあるから， SH基を対象とす

るときは天然物などの処理にあたっても操作中に！民基

を添加したり，また添加後PCを行えば数個の Spots

を得ることもあると推定されるので一応考慮すべきこ

文

とと考えられる。従ってゴーノレドi夜について直接Pc 
すれば勿論のこと， ときに単一のメノレカプト化合物も

p Cのための試験j容液のような低濃度で‘はガラス瓶か

らのアノレカ川容wによって影響をうけるから，隙性で
の託子媒irti出を行うベさである。

結論

1 各種のメノレカプト（七合物と関連物質27種を3種の

溶媒と 9種の顕色剤とによって分離確認することが

できたO

2 SO"a, Sがは Disulfideと反応するためコーノレド

液中から検出される可能性は少いが， S20"aは可能

性がある。

3 アノレカソの影響は極めて重要で？ p C 前に~I女性で

溶媒抽出すべきで‘ある。
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xxv パーマネントウエーブ液中のチオグリコーノレ
酸定量法の検討

緒

チオグリコーノレ目安（TG酸とi略記する）は， パーマ

ネントクエープ液（PMj夜と略記する）の主成分とし

て毛髪に対する作用は，ある条件の下では毛髪にワエ

ーブ効果を与えるが？条件によっては断毛作mを与え，
然も化学的に見て酸化分解を受け易い性質があるO 従

って TG般の限度は PM液の基準においても厳重に

規定されており， TG目立の定量は品質の規制 l：重要な

意義があるO

TG ~i支の法定試験法としてはフ昭和31年11 月 1 日公

布の PMj夜の基準の試験法1)があるがp この方法は，

その後各方面で追試された結果3 再現＇i"J：がよくないう

定量値が低く出る等かなり批判され， PMj夜基準改訂

に当り， TG酸定量法を改める様各方面から要望され

るに至ったので，著者は PMj夜基準作成の委員とし

てTG酸定量法の検討を依頼され，種々検討を行ない

結論を得たので報告するO

実験

TG酸そのもののみの定量法として従来報告された

主な方法は， 1i自由主銀による滴定法尺 硝酸銀を用いる

電位滴定法3），銅化合物による隙｛七滴定法4〕等の他，最

も一般的な方法としてヨワ業滴定法5〕がmいられてい
る。このヨワ素滴定法を追試すると操作が簡易で精度

がよく良好な結果が得られるが， PMj夜中のヨワ京消

費物質としては， TG般の他，不純物としての硫化物

や亜硫酸梅があるので，これらの物質を分離除去する

必要がある。これらの物質との分別定量法として，昭

和31年11月1日公布の基準では，試料を酢酸酸性とし，

酢酸カドミワムを加えて， TG酸と硫化物をカドミワ

ム塩として沈j殴させて，亜硫酸塩とを分離し，此i殴物

にアンモニア水を加えて TG 酸を 1~~出し， このj王子出

液についてヨワ索滴定を行なう方法（基準法と略記す

る）をとっている。この方法については，前述のよう

な種々な欠点があるといわれているので，本法が果し

てそのような欠点があるか否かを吟味することとした。

衛生用品科 目

rl1 

村

添

健

律

夫

更に TG酸の分別定量法の別法仙台｜生煮沸法と Ill各

記する）は，共存する硫化物及び亜硫酸塩は酸性にし

て煮沸することにより分解除去されるが， TG酸は短

時間では熱に対して比較的安定であることを分別定量

法の基礎においているが，果して安定であるか否かを

il今味し，更に硫化物及び距硫酸塩の濃度と煮沸時聞に

よる分解除去の状況を追及し，併せて両法の精度を比

較検討することを目的として以下の実験を行なった。

1. 基準法と酸性煮沸法の比較

TG 般の濃度，アノレカリや乳化剤その他の副原料の

差異を基礎として選んだ各種 PMj夜12種を試料とし，

各試料につき基準法及び酸性煮沸法を用い，いずれも

10回ずつ繰返し定量を行ない両法の比較を行なった。

これらの定量館及び推計学的に処理した結果は第1表

及び第2表の通りで，両法を比較すると酸性煮沸法に

比べて基準法は精度が悪く，かなりfl.111直を示すことが

判った。

2. 煮沸時間と TG ~I支の安定性との関係

酸性煮沸法により試料を処理した場合，煮沸により

TG 酸が安定であるか否かを追及する目的で，試~SI－は

通市の PM液をmい， TG酸濃度と煮沸｜時間との関
係を検討した。その結果は~~ 3表の通り安定で，分解．

はほとんどブよいことが判った。

3. 硫化物及び亜硫隙塩の分解除去と煮沸時間の関係

実験2に用いた試料に硫化ナトリワム（Na2S・9H20)

を3%及び 5%の濃度に添加し，酸性煮沸法により操

作した場合，添加した硫化ナトリクムは，煮沸3～5

分で完全に分解除去されることが，酢酸鉛紙及びN/10

ヨヲ素i夜消費量とから認められた（第4表〉

設くに同様に実験2に用いた試＊＇・に無水亜硫酸ナトリ

ワムを2%及び5%の濃度に添加しp 酸性煮沸法によ

り操作した場合，添加した亜硫酸ナトリワムは3 煮沸

5分で完全に分解除去されることが，ヨク素酸カリワ

ム蹴粉紙及び N/10ヨワ素液泊賀量とから認められた

（第5表）。
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第 iJ表 酸性煮沸 j去による TG酸の定量

試料l定量値係）｜平均値（%） 変動｛系数 下（危限険～率上限 c~S I 0.3 
備 ~ 

A 0. 73 6. 12～6.40 i普通ゴールド

B 
ι 56～6 62 丘59 土0o~〔44日百i 

0.30 6. 53～6.65 五ンモニア水 ト占エタノーノレアミン）含有
酸アンモニア 性ソーダ

c 5. 49～5. 54 5. 52土0.0 0.25 5. 48～5. 56 アンモニア水 ｝ 
トリエタノ －）レアミジ 」口』寸’Hゴ

D 5.90～5. 94 5. 93土0.0 0.24 5. 89～6. 00 粘加｜生，試料は重量採取

E 3.47～3. 50 3. 49士0.0 0.24 3. 47～3. 51 亜硫酸コーノレド

F 5.92～5. 97 5. 95土日日l~到 0.21 5. 91～5.99 普通ゴーノレド（強力）

G 5.99～6. 04 6. 01土0.018 0.30 5. 96～6.06 普通コーノレド

H 6.08～6. 13 6.11土0.0151 0.25 6.06～6. 16 普通コーノレド

5.92～5. 95 5. 94±0. 010 0.17 5.91～5.97 普通コーノレド

J 5. 70～E田 5.81±0. 0叫 1.24 5. 60～6.03 粘調性，試~SI·は重量採取

K 5.66～5. 69 5. 68±0. 008 0.14 5. 67～5. 70 亜硫酸ゴーノレド（強力）

L 4.68～4. 72 : 4. 70±0. 010 0.21 3.67～4. 73 粘澗1生3 試;jS＼.は重量採取

数値は各試料を10回繰返し定量し，得られた結果を処浬したものである。

土以下の数字は標準偏差を示す。

試験法：試料 20mlを 200111］のメスプラスコにとり水を加えて 200ml とする。 これから lOmlを 200ml

の三角プラスコにとり，水 401111及び 6N-H2S015111.lを加え， 5分間煮沸する。冷後i殴粉試液 3mlを加え．

N /10ヨワ素液で滴定する。

第2表 基準法による TG酸の定量

試 平j欄（%〉［変動係数議討議SI 備 考

4. 76土0.5941 12. 47 2. 98～6. 56 普通コーノレド

5. 70土0.432 7. 57 4. 40～7. 70 炭ア円ン安モアニンモア水ニアト苛リ性エタソーノーダノレアミン｝ 合叶右'I寸

アンモニア水 ） 4.98土o.061 l. 22 4. 80～5. 16 トリエタノーノレア、乙ノ 合有

3. 63±0. 214 5. 90 3. 00～4.28 亜硫酸コーノレド

数値は？各試料につき10間繰返し定量し，得られた結果を処理したものであるO

±以下の数字は標準偏差を示す。

第3表煮沸時間と TG酸の安定性

加熱 n時） 間 量N/10ヨワ（素111液1) TG ~l安濃度（%）

。 5. 9 5. 95 

1 5. 9 5.95 

3 5. 8 5.85 

巳 5. 8 5.85 

10 5. 8 5.85 
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考 察

1, PM j夜中の TG円安の定量法として基準法及び酸

性煮沸法を追試し主として精度について推計学的に

両法の得失について比較検討を行なったところ，その

結果は第1表及び第2表の通りで，これらから更に両

法の変動係数の平均値を求めると，基準法は 10.19,

~I合Iii：煮沸法は0. 35のMIが得られ，基準法は粕度が悪く，
従って再現性に欠点、があるのに対し，酸性煮沸法は，は

るかに精度がよく再現性が良好であった。吏に両11~を



第4表硫化物の分解除去と煮沸時間との関係

添加硫（%化）物量 煮沸時間（min) 消N／費10量ヨワ（素m液1) 

3 。 7. 5 

II l 6. 0 

／／ 3 5. 8 

／／ 5 5. 8 

5 。 8. 5 

II 工 5.9 

II 3 5. 8 

／／ 5 5. 8 

第5表亜硫酸塩の分解除去と煮沸時間の関係

添量加盟JI主眼（%目雨） 煮沸時間（min) N費／10量ヨワ京j夜消（ml)

2 。 8. 3 

II l 5. 9 

II 3 5. 8 

II 5 5. 8 

5 。 12. 3 

II 工 6.0 

II 3 5.9 

II 5 5. 8 

比較すると基準法は一般に低伯で，特に試料Dの粘桐

性コーノレドの如きは，酸性煮沸法では5.93%であるの

に対し，基準法では1.20%で非常な低値を示し穴。こ

のような低値が得られ，かつ変動し易い原因としては，

操作が複雑で，特にチオグリコーノレ自主カドミクムの沈

殿のiJ=i過に長時間を要し空気に触れるための酸化分解，

または TG酸が酢目安カドミクムによって完全に沈澱

しない場合や，チオグリコーノレ酸カドミワムがアンモ

ニア水で完全に溶解しないで残存することや，更にこ

れらに機械的損失等が加わること等が原因ではなかろ

うかと思考する。

( 161) 

2. 円安打：煮沸法により試i:Jj.を処J~n した場合の硫化物及

び亜硫酸塩の分解除去と TG般の安定性とを検討し

たところ，その結果は，第3表，第4表，第5表の通

りで3 高濃度に添加した硫化物及び亜硫椴塩も煮沸5

分により完全に除去され，然も TG酸は安定である

ことが判り， TG酸と硫化物，亜硫酸塩の分別定量法

としての敵性煮沸法は操作が簡易，精度がよく，定量

時間が飽く， 15～20分間で絡了するので，基準法に比

べて勝れた方法であることがいえる。

結論

1. PM 液中の TGWI支と硫化物， 亜硫1可制ii¥:との分別

定量法として昭和31年11月1El公布の基準法及び酸性

煮沸法を比較検討することを目的として， PM液12植

を試料とし，各試料につき10回繰返し定量を行ない，

得られた定量値を推計学的に処£11!した結果， 1ilii:.Wt.去に

比べて~it:2'1~1：煮沸法l'i~百！支がはるかに良好，操作が簡易，

定量時間が短い等の結果が得られた。

2. 硫化物及び亜硫酸J'11,fを5%に添加した PMj夜を

隙性煮沸法で、処理した場合，硫化物及び亜硫酸塩は5

分間の煮沸により完全に分解除去されるのに反して，

TG隙は安定でほとんど影響のないことが判り， 1の

結論と共に酸性煮沸法が PMj夜の新しい基準の試験

法として推奨すべきものであることが認められた。
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xx刊洗剤の衛生化学的研究（第1報）
起泡力測定法とその測定結果より見た化粧入浴石鹸の品質に関する

石i換の特性のーっとして泡立ちの良否，すなわち起

泡力の大小は石j首長の商品としての品位の評価上重要な

ものであるが？その測定法には公定法又は協定法がな

い。たまたま，市販の化粧入浴石敵で泡立ちのきわめ

て良くないものを入手した機会に羽織の起泊力測定を

企図し？次の様な実験の経過から JISによる洗剤試

験法中起泡力試験法がこれに準汀j出来ることを知った。

なおフこれにより市販化粧入浴石l敏及び薬用石鹸に

ついてその起泊力の比較測定を行なったのでこれを報

告するO

I 起泡力の測定方法について

石献の起泡力を測る方法として従来行なわれた方法

には（1）試験管（劃度付共栓）をmいるもの は）νリ
シダー（査lj度付共栓〉をmいるもの (3）長頚プラスコ
(ZL劃j支付共栓）をmいるもの等があるO
lliの方法として試験管は 30cc)IJ, 180×20ミリ目盛

高125ミリ30等分，試料液として石齢、の 0.25% （無水

物換算）溶液に更に蒸溜水を加えて lOccとし 40°Cで

15秒間に50回強く縦にふり動かした後l分及び5分後

の泡の減量を制祭した。（2）の方法として lOOcc)IJメス

νリンダー径32ミリ， 目盛高150 ミリを100＇~~~分したも

のとし，試iSJ.石鹸液ZOccをとり 30秒間に150回の速さ

で強く縦にふり動かした後泡と化した石1ti納長のcc（泊

数）を求めた。

以ト.Ill, (2）の方法はいずれも簡易であるが，これに

よって使用した石鹸相互の間に品慣による差異を認め

ることが出来なかった。

よって，（3）の方法として長室員2Lプラスゴを月1いる

ステーベノレ氏法1)の改良法で、ある松本氏法Z）に代えて，

同形の 200cc長顎プラスコ（ヵνヤ場形〉を）目い，手

1民法としてこれを行なった Gi'~ 1図）。

手振法試料石齢：11~ (0. 25%の無水物換算jのlOcc

をこのi~言にとりサーモユニット （（JfiJ,!;1 ポンプ）をJ!J い

て40°Cの恒温とした水槽中に倒立して帝国管部をj受注3

3分後とり11iして目盛を読み，次いで手にて制官日fjの

衛生用品科 同

) j--. 

ネ

泉

野

健犬

清太郎

三和子薙

j包数測定用塩

第 1図

起ホウ力 j~IJ 定装置
J IS K 3361 

ぞヒ
C
C
小nnu 

明fよ／／

第 2図

！？ー古15をj躍り 60°の角度において 30秒間強くふり動かし

た後，再び倒立して恒温；j:VJ／に浅し前後の日盛の差を読

( 162) 



泡数測定（手振法）
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第 3図

んで泡数を求め，経過時間1分から10分まで，かつ，

同一試料液についてこれを10凹行ない泊数の時間的減

少とその分布を観察した（第1表》第31玄！）。

以 L・手！辰法によると経過ntrl1日5分までの泡数の推移

( 163) 

0. 36' 0. 

o. n1 o. 

をみることによりその石齢被の泊持ちの良否がほぼ，

推楽されたが、なお 3 恒市flせな｛自を得、るために手振り

の速度条件について目下検討中である。

以上はいずれも試料液を入れた容器を手をもってふ

り動かすものであるが，ここに同じく起泡力を測るも

のとして JISによる測定装置がある（第2図）。

(4) JIS4）による合成洗剤の起泡力測定装置を用い

る方法

測定法として ]ISK3362閣6の装置を用い，水の

循環には渦巻ポンプに代え，タイヨワーサーモユニッ

ト（タービン噴流式〉を使用して循環水 40°Cの恒温

を保持しつつ， 40°Cの石i輸液（0.25%無水物換算）

50ccを管壁に沿って静かに流し込み，次いで，ピペット

より200ccを流下速度30砂を以て全部流下させ，（液滴

を液面の中心に落下させる）直ちに泡の±1l:（高さ111111)

を測りこれを起泡力とする。

市販化粧入浴石鹸27種（薬）IJ石j織を含む）をとり，

この方法により各10回宛起泡力を測定した（第2表〉。

PJ I ；の成績より本測定法け、試~；3＼.石齢被の濃度及び温

度において，ほぼ？支障ないものと認められたので以

下これにもとづいて各種試験を実施した。

五 起泡力試験成績 G容解水別，価額別）
市販化粧入浴石I割合27種を価額等純別に分け 1個当り

の1m海iにおいて，（A;100円～50円，（B)50円未満， (C)15 

1勺未満の3種とし？また， j存WP水として水道水工（新

宿地区別度2.4）水道水II（世田谷地区硬度2.9）井

水（新宿地区硬度2.8）の 3種をJ¥jいて， それそ、れ調

製した石齢11f（について起泡力を測定した（第3表）。

溶解水の相違によるものとして第3表によって明ら

かなとおりう水道水Iより井水へと漸次水の硬度が高



ヤー~~日]El匙！I試料ぞ~＼直後＇. s 分後i直後＼ s 分後i直後＼ s 分後
①0 0サ0 I 2981 I 司 I ! o 
@O粉oO I 2961 I 司 I i s 
カOポ00 I I I，明 I l 

レ00 0 0 I 2ss1 j 町 I i l 
ハ 0O o o 1 ・. 2871 2451 2801 , I i 8 
80  0メO I 3021 I 司 I I 9 

マOセ00 I I I 司 l ! 7 
①0 0ズoI 2981 I 引 I I 3 
牛0o o o I 3001 I 001 ~1 I 8 
①0 o ~o I 3021 2ss1 29可 0/ ! 0 

ミ00三oI 2931 2s I叫＂ I I 
80  0ホoI 961 441 27町 I I 

vO  Oォ0 i 303/ I s町 l I 
ニOサOオ 1 2s I 2341 24判“ I I 

ミ00ワO I 2971 s I 7問 i I 
ミ00ソ0 I I l 司 I I o 
べ00ソO I 2991 2531 29町｜（

カOボO京l"ii I I 81 I I 

新カ 000  I ! I 司 " I i 
タ00 0ホ I i i 町 i i 

パ 00 0 0 ! 3051 2591 30司 2531 I 

ぺ 0000 ! 2931 I 引 I I o 
ニOサOケ I ! I 到 I I 

アOデOパI2841 I 61 I I 
白0o o o I 29s1 I 明｜；
ミO トOキ I27 I I 司 I I 
トOヨO特 I2551 2171 寸－I ll 
牛）］旨榔子地10I 2so; I 司 I I 

溶解水の相違による起泡力の比較第 3表石歯車水の起泡力

（泡高mn1)0. 25% （無水物）

第2表
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価額等級別，使用水汚ljによる起泡力（mm)

（蒸） !294±10 1296土 5.8:270土13.91 290土工4.1

i水(I) j298±7. 5J298± 8. 21277土15.OJ 293±13. 0 
； 水（II) ¥2s7±9.1l2so土 2.0!267±19. 61 291土工6.o[ 
｜（井） 1259土2.91254土14.91240土14.81 252±17. 61 

表中（蒸）は茶、出水を用い27種目回平均

水(I）は水道水Iを用い27種2回平均

水（II）は水道水Eをmい26種2田平均
（井〉はJI：水をmい27種3回平均とする

十B十Cc B A 

第 4表くなるにつれて，同一石i織の起泡力は概ね低下減少す

る傾向を示し， 5分経過後の泡高の減少は蒸間水，水

道水I, II，の場合においてそれぞれ平均 42111111,

45111111, 41mmを示している。

また，これを価額等級別にみるとA, Bクラスに比

較してCクラスでは起泡，力がかなり ι侭下している。

（第 4, 5, 6図〉

以上市販の化粧入浴石鹸27穏について価額等級加に

起泡力を測定した結果，これを使用した溶解水別に平

均値を求めると第4表のとおりである。
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の差が認められた。

4. 薬f日石日i告は元来その薬効（殺菌消者〉を主な使

命とするものであるため高価であるがp その起泊力に

おいてはB, C阿クラスの中間にあるO しかしながら

同じく石献である以上．全体として一段の起泡力のj首大

が望ましい。

6 第
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直結 論

以上試験の結果について考察すると，

l. 合成洗剤の試験法中起泊力の測定法を化粧入浴

石i撒の起泡力測定法に準rnが可能である。
2. 本法において起泡力試験を行なうとき市販化粧

入浴石i織のAクラス品とBクラス品の間には有意の差

を認められないが， Aクラス品とCクラス品（デパー

トの特売品）の間には溶解水の1、日連にかかわらず有意

の差が認められた。

3. Bクラス品とCクラス品とでは， ・m・水にあって
は比較的脱皮の低い水道水(I）を使用の場合のみ右走；；



xx刊［ 急性 Thalliun1Chloride中毒家兎に関する
実験的研究

衛生用品科 谷 ｛雪。 也

I f者 吾・.6.
日間 ifリ学的所見と併せ考察し 2, 3の知見を得た。

Thalliumは稀有元素の一つで？天然には極めて微 未だ Thallium 仁j:i毒症発j見の機構の全組を明らか

量に存在するにすぎず3 生体f;jには正常ではもちろん にするまでには至らないが， ThalliumにWJするこれ

認められない。 らの知見の乏しい現状に鑑み、これまでに明らかにな

しかしながら近年Thalliumおよびその堀類の特異 し得た所見をここに報告する。

な性状が羽らかにされるにともない，いろいろの部門 JI Thalliumの生化学的定量；去についての検討

でその常要が増大している1）。例えばレンズ、板ガラ l）試料としては各種の Thalliuml冗類のうち，

スあるいは光学用セノレの製造などに店折率をたかめる LDなどの殆んど未知である Thallium.Chlorideを

ために使！日されたり， Bariumとともに蛍光塗;jsj.の製 使mした。供；式動物は体重2.0～2.5kgの家兎2～5
造に用いられているほかう化学反応H寺の触媒合金とし 羽を一群とし，これらにあらかじめ加温溶解して 500

ても多量に消賀’されている。さらに医薬品として殺鼠 mg%水浴j夜（ガラス電極法による pl-I5. 60）とした

剤や脱毛剤として使用されるなど2), Thallium化合 ものを約38°Cに保ちながら lOOmg/kg,150mg/kg, 

物はわれわれの生活｜二かなり街接な関係を有している。 250mg/kgをそれぞれ腹腔内に注射した。また健康

しかし本化合物の多くのものは動物に有害で2〕3(4〕p 家兎を対照とした。これらの家兎は注射直後より制察

その議性はむしろ鉛より大きく，枇素化合物に近似す し艶死したものはただちに，その他のものは48時間

ることが知られている1)0 事実 Thallium塩類を含有 後に採血し病朋解剖を行った。臓器については主とし

する粉島による職業病がままみられめの7），また Tha- て肝，腎，十二指腸についてほ当りの Thalliumの

llium Sulfateを主成分とする殺鼠汚ljの誤mによる中 分前日：を定市：し，組織化学［印刷祭を行なった。

毒事例も少くない旬。あるいは直接に自殺や他殺にm 2）著者はまず， Thalliumの化学的な定量法とし

いられた倒も報告されている9）。また Thalliumは て既に報告されている方法を追試するとともに16)17〕18)

Cadmiumとともに微量ながら各障の物質に混入して これまで著者の知る範問では Tha11 i um の ~IJ七学的

くる可能性がありo, とくに Cadmiumを含有して な定置には旧いられていない Dithizonを使用する方

いる化粧品などで、はそのおそれがあると推定される10）。 法について検討した19）。また，最近 Dithizonによる

しかしながら公衆衛生的立場からみると，Thallium 鉛の定一日に｜探して従来の Chloroform法のかわりに

化合物については未開i右の而が多く，本化合物に関す Benzolを使用する方法の優れていることが報告20〕き

る研究は3 この分野で従来主としてとりあげられてき れているので Thalliumの定置に探しても問様に

た鉛，枇素，水銀などの重金属に比して？いちじるし Benzolを用いる方法をも試みた。 これらの比較検討

く遅れている11〕12)13)14)15）。特に Thallium中市ー症に の結果 inVitroおよび inVivoともう Thalliumの

おける Thalliumの生化学的定量法は著者の知る限 定量には Dithizon-Benzol法がもっともすぐれてい

りではほとんど報告されていない。 ることを見出した。そこで以下に Dithizon司Benzol

そこで著者はまず実験的に急性中毒症を起きぜた家 法の実施方法および急性 Thallit1m中古家兎の諸脱

兎を対象とし主要臓器1=j:iの Thalliumの生化学的 器における Thalliumの検出成績について記述するO

定最法を確立し，組織化学的な検出方法について検討 a 検量線および回帰方程式の作成

したO そしてこの生化学的定量法によって各種臓器に 0. 001% TlCl 0. 5～12mlをそれぞれハリオガラス

おける分布状態を調べ？とくに Thalliumが多量に 製200mlの分液漏斗に採り？水を加えて全量を 20ml

検出されたIFl：および腎組織の若干の酵素や物質につい とし 40%クエシ椴アジモニワムj容11~ 2mlおよび指

て組織化学的な観察を行ないう臨床所見および病J1H解 示薬 B.T.B.数滴を加え、 28%アジモニア水を液が
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青色になる迄滴力／］し（pH9. 6～10），これに15%亜硫1喰

ナトリクムi容i夜5mlおよび10%νアン化カリヲムj容
液 5mlを加えてよくふりまぜ， Di thizon -Benzol j容

i夜（2mg/100ml)lOmlを正確に加え， 30砂聞はげし

くふりまぜて過剰の Dithizonを水胞に伝子出させp 静

置の後，水屑をJ合てる。呈色した Benzolj習を lcn1

のセノレにとり p Beckman分光光度計 DU型を用い

最大l吸収波長520mpにおいて吸光度を測定した。な

おクエン酸アンモニクムP 亜硫酸アトリワムF νアン
化カリワムおよび蒸溜水はあらかじめDithizonchlo・

roform (10～lOOmg/lOOml）を用いて爽雑する鉛を

1-r11出除去し，使m器只：はすべて鉛の溶illのないことを
確めた。

各濃度における吸光度は Table工にかかげた。ま

た検毘：献は Fig.l.に示すとおりでp この濃度範四で

はよく直線関係を示している。 各吸光度（y）より r
数（x）を推定する回帰方程式を求めるとき，

X=l31, 578y-0. 5265 

y=O. 0076x-o. 004 

である。

Table I . Absorbancy of Thallium with 

Dithizon 

Amount of 

(5.~gf~frCl) Absorbancy 

l. 0. 5ml Sr 0.051 

2. 1. Oml lOr 0.092 

3. 2. OrnJ 2or 0.175 

4. 4.0ml 40r 0.313 

5. 6. 01111 GOr 0.453 

6. 8.0ml sor 0.608 

7. 10. Oml lOOr 0.775 

8. 12. Oml uor 0.930 

b l臓器中より Thalliumの回収率

肝臓約 5gに0.01% TlCl lOmlを添加し，次の3

種類の方法を用いて前処理し，熱湯で訪問接して，全量

を lOOrnlとし，その lOmJについて前記 Dithizon

法による比色定量を行ない，それぞれの前処迎法につ

いての回収率を比較した。

1. 直接灰化法 lOOml の増塙に試~sj.を採取しp あ

らかじめ 105°Cで乾熱して水分を除いた後？電気炉

内で 450°Cで灰化し， 10%HNOa lOmlにかl温溶解

し炉過した。

2. 1流自主添加灰化法 l0%H2S01 5rnlをさらに添

加し試料にi密着するようにワットマン製ガラス炉紙

Pig I : Colorimetric Detei・mination of Thallium 

with Dithizon. Calibration Curve 

(1 =10111111・， 520mp). 
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(CF/A）で‘おおい， 1os0cで乾燥， 400°Cで灰化し，

前法と同様に HNOaで処湿した。

3. 磨砕lTl11士i法試料をホモジナイザーで2分間

(2000r. p. m. ）磨砕し内容物をビーカーに移し， 10

%1-INOa lOrnlとともに5分間煮沸し，蛋白質を完全

に凝｜視させた後温時1吸引j戸過（東洋j戸紙5A）した。

それぞれの方法による Thalliumの回収成績は

Table E に示すとおりで硫限添加灰化法によるとき

は，ほぼ満足すべき結果が得られることが明らかにさ

れた。

TabJe II. Recovery of TICl from Liver (%) 

Dry As凶 gI ~~1t tt<l1~：~rc I ~~trac-
(Direct) I vv Acid I 

1. 2.0% 88.0% 25% 

2. 3.0% 89.0% 20% 

3. 2. 5% 91. 5% 23% 

4. 3.1% 93.0% 24% 

Average 361. 5/4=90. 38 

Average Deviation 1. 90 

Standard Deviation 2. 32 
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2）上述の結果から，急性 TlCl中毒家兎の臓器に

おける Thalliumの定量にあたっては，前記硫酸添

加法を用いた。

試~SJ.は iJ干臓では 10～20g をとり灰｛七後 1001111，腎

および十二指腸では5～lOgをとり 50111.lの検液に調

製したO

肝‘腎および十二指腸の臓器 lg当りの Thallit1m

の量は Table置に示した。同表より明らかなように

同一臓器においても測定値は個体によって？かなり大

きな変動が認められるが，一般的に云って上記3種の

臓器 lg当りの Thalliumの量は多い方から腎，肝，

十二指腸の）I顕であった。

Table ][. Distribution of TlCI in Q1・gans 

Cr /g.) 

Results 

l 200 died I 83 

2 200 survived 30! 32 工5

3 200 survived 3J1 1, 35 250 

4 300 died 41 14 96 

5 300 died 710, 30 733 

6 300 survived ュ4刷 60 

7 300 survived 148 240 26 

8 300 died 72 

9 500 died 365 630 501 

10 500 died 371i 549 401 

Control 。Isurvived 。。 。
l 

Control! 
2 

O I survived l 。！ OI 。
Control I 
3 

0 I survived I O'. 。
][ Thalliumの組織化学的検出法についての検討

Thalliumの組織化学的検出法については古く

Barbaglia (1930）の報告があるのみである。彼の原

報をみることができないので21入 最近の組織也学に

関する成書を調べたが，著者の知る限りでは彼の方法

を紹介しているのは岡本ら22〕， Lison23〕，および森24)

のみであった。しかもこれらの書物ではその方法が異

っており p 岡本らおよび Lisonがヨク素およびヨワ

イ七カリクムを含む95%alcohol溶液をもって固定す

ると述べているのに対し，森は70%のヨワ素を合む70

%の alcoholを用いると述べている。

既に Thalliumchlorideは invitroではヲワ化

カリクムと単独に反応することが知られているので

26)27），著者はまずこれら両法について検討し，事実ヨ

( 169) 

ワ索は本反応系になんら関与しないことを認めるとと

もにフ後者の高濃度のヨワ素を含有する処方では溶解

度の点から調製が全く不可能であることを陥かめた。

そこで Barbaglia氏法として一応前三者の処方のも

の即ち 2～5%のヨワ素およびヨワイ七カリワムを含む

95% alcohol 溶液と，その著者による変法ともいう

べき10%ヨク化カリクムを含有する 70%alcohol溶液

とを使用した。

また試験管もしくはP紙上で Thalliumの微量検

出法として従来使用されているその他の反応について

も， Thalliumの組織化学的検出に利用できる否かに

ついて検討した。それらは次の諸法である。

1. Tl…は RhoclamineB と反応して， Benzol

に可j容性の ThalliumRhodamineを形成する27〕O

Rhoda mine Bそのものは紫外線の照射により強い蛍

光を発するが， Thalliumと結合したものは蛍光の消

失することが知られている28〕。 したがって alcohol

同定切片を臭素蒸気中に10分間曝してあらかじめ Tl・

を Tl＇＂に酸化した後、 0.2% Rhodamine B j容液中

に浸漬し室温で11時間染色したO このものを紫外線ラ

ジブ。（3560A）下で制察した。

2. alcohol固定切片を5%の硫千七ナトリワムを含

有する 80%alcohol 溶液中に 10分間浸漬した。黒色

の ThalliumSul phi deが生成する。

3. alcohol回定切片を 5%クロム酸カリワムj容液

中に 10分間浸漬した。黄色の Thalliumchromate 

が生成する。

しかしながら Barbaglia氏法をふくめて，上記の

何れの反応を用いても組織化学的にl直接 Thallium.

を証明することが出来なかった。その原因としては反

応の鋭敏度とか，蛋白質による障害が考えられるので，

主要反応の 2, 3について反応の確認限度をしらべる

一方？共存する蛋白質による影響について検討した。

反応の確認限度については，各種濃度の Thallium

chloride 溶液の 1滴を載物グラス上にとり 3 これに

試薬の一滴を加えて結品の打出やi閥筒状態を鏡検した。

まずこ蛋白質による障害の程度は，卵白を5倍重量の

水に懸潤した新製液1滴を Thalliumchloride溶液

1滴に加え， 10滴の alcoholとふりまぜて蛋白を凝

問させた後試薬を反応させた。

これらの結果は TableIVに示すとおりであるO

Barbaglia氏法による場合の確認限度は Srで，ヨ

クイ七カリワム法がやや鋭敏度が高い。

蛋白が共存すると，たとえばヨワイ七カリワムによっ

た場合，鋭敏度が1/5に低下し，また高濃度の Thalli-



Table IV. Limits of the Detection of TlCl by 

the used Reagents and the Inter-

f e1・ence of Albumen in the Reaction 

2. 0. 

--H叩 ＋ 

（ー〉 （一）

Barbaglia’s ＋ 

Reagent （－〉 （－） 

Sodium 十

Sulphide （土） I Cー〉

Notes : Marks in parentheses show degrees of 

interference by albumen in the detec-

tion of TICI. 

umを含有するときは，凝回した蛋白質が黄色を呈し，

i戸紙からは Tl・を検出しないから，蛋白質による吸

着障害は著明である。

また0.05%Thallium chloride 溶液に対し卵白

液の濃度を順次稀釈して添加した場合y 2%まで稀釈

することによってはじめて Thallium”iodideとして

検出することができた。

この点硫化ナトリワム試薬によった場合は蛋白質に

よる障害は比較的少いことが認められた。

なお生成した Thallium-iodideならびに Chro・

mateを偏光顕微鏡を用いて観察した。結晶の大きさ

が 0.3～1μ 程度で微細なため3 結晶系などに関して

は精査することは不可能であったが，光学的に異方性

を有し， 2つの回折率を有するため，他の等Il!1li品系と

区別することは可能であった。

なお以上の結果からみて組織化学的に Thallium

を証明できなかった原因として次のことが考えられる。

1. 生化学的な定量結果が示しているように各臓器

lg中の Thalliumchlorideとしての含有量は大約

lOOOrである。各l蹴器lgの容積を lml，鏡検切片の厚

さを 5μ，面積を lcn12と仮定すると， 1切片の Thalli-

un1量はo.srである。もっとも鋭敏度の高いヨワ化
カリワムによる反応の場合でも，陽性反応、が認められ

るには，蛋白共寝下では1滴中257’の Thalliumを必

要とすることになるO 従って反応の確認限度からすれ

ば，本実験に供した組織試料に対しては，いず＇ ;fl,の反

応を用いても》たとえ Thalliumに対する反応の選

択性を犠牲にしても更に50倍の検出感度を要求される
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ことになり，組織上特定の部位に高濃度に Thallium

が偏在することがないとすれば，今回の観察において

組織イ七学的に Thalliumを直接証明することができ

なかったことは肯定できる。

また蛋白質の存在による確認限度の低下は3 蛋白質

の吸着による Thalliumchlorideの解離恒数の低下

と，コロイド効果などによるものと推定されるO

IV 急性 Thallium中毒家兎の臨床所見並びに病理

解剖学的所見

1）臨床所見

a) Thallium lOOmg/kg注射後の家兎は3羽と

もしばらくは，飼料の摂取が活ばつであったが， 1～ 

3時間後頃からやや枕欝状態に移行した。その後漸次

後艇の運動性に障害を生じ，肢端部は冷感、を帯びて来

た。可視粘膜特に結膜？口腔粘膜，鼻粘膜には欝血が

認められ，それぞれ流涙？流唾および鼻汁分泌が認め

られたが，下痢症状は認められなかったO これらの動

物は48時間後に採血し，病1理解剖を行なった。（Table

V参照〉

b) Thallium 150mg/kg注射後の家兎は5羽と

も上記の所見が著明で， 36～48時間後に鎧死したが，

やはり下痢症状は認められなかった。

c) Thallium 250mg/kg注射後の家兎は2羽と

も上記所見が極めて顕著で、3～6時間後に錯死した。

2）病理解剖学的所見

a) Thallium lOOmg/kg注射の家兎肝には実質

の欝血） i国濁j毘脹が認められた。腎は皮質，髄質共に
血液に百み， j困問腫脹を認めた。腸間膜3 胃粘膜，小

腸粘膜および大腸粘膜等にはやや欝血が認められた。

しかし， JJ卒，牌および肺には著変を認めなかった。

(Table VI参照）
b) Thallium 150mg/kg注射の家兎の主要臓器

はいず、れも1二記の所見が特に著明で、あった。

c ) Thallium 250mg/kg注射の家兎の主要臓器

はいずれも同じく上記の所見が一層顕著で、あった。

v 急性 Thallium中毒家兎の肝および腎の組織化
学的観察

I：：述したような理由でp Thalliumの組織化学的な

検出が不可能なので，病理解剖的な変化が著しい）］干と

腎とについて，核酸，ケトエノーノレ物質， Polysaccha-

ride，脂肪， AlkalinePhosphatase, Acid Phospha幽

tase, Lipase，および Peroxidaseを対象としてそ

れらの分布および消長の状態をそれぞれ以下の方法に

より組織化学的に観察した。

1) a. 核般は Carnoy氏液で同定し， Paraffin法
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対照

前者では pH9.0，後者の場合は pH4.8で行

なお，いずれの場合も陽性部f立を確認するため， j二

記の反応被から基質を除いた液で、処理した切片を対照

質とし，

なった。

とし7こO

d. ケトエノール物堕の検出は浜i崎氏法に従い40〕41)

42）重クロム隈カリワムフ硫酸第2鉄，硫酸銅，昇京で

回定し， Paraffin法により製作した切片について染

色した。なお KESと KELの判別は 1部の切片に

ついて水酸化パリヲムを作用させた後上記の染色を行

ない観察した。

e. Lipaseの検出は武内， 貞島氏法に従い43〕9

Acetoneで固定し， Paraffin法により製作した切片

について， Tween40を基質として行なった。陽性部

位を確認するため，上記の反応液から基質を除いた液

で処理した切片を対照とした。

f. Peroxidaseの検出は Graham氏法44), Ritter 

et Olesam氏法に従い45〕3 アノレプアナブトーノレを基

質として行ない， Paraffin法により製作した切片を

封入し観察した。なお陽性部位を確認するために上記

の反応液から基質を除いたj夜で‘処理した切片を対照と

により製作した切片を， Unna氏j夜で染色し観察した

29〕30)31)32〕。 1部の切片について Dempsey,Singer 

& Wislockiによる塩椴処理法並びに Stowell& 

Zorzoliの Ribonuclease*i処理による RNAの除

去法を行ないフこれらの対象切片と，無処理の切片と

を比較検討して RNAおよび DNAを確認した33)34〕。

また使用した Methylgreen判は Chloroformで，

Pyronin判は Butanolでそれぞれ精製して使用した。

b. Polysaccharideの検出は肝を Gendre氏液で

同定し， Paraffin法により製作した切片について，

過？天素酸－ Schiff氏法（PAS）により行なった35〕36）。

PAS陽性物質のうち Glycogenの存在部位は Taka-

Diastaseを pH7.Oの燐般塩緩衝液 1001111に溶かし

た酵素i夜中で， 37°C 60分間作用させ Glycogenを消

化させた対象切片と比較観察を行なって決定した。

c. Alkaline Phosphataseおよび AcidPhospha-

taseの検出はいずれも Gomori氏改良法に従い37)38)

39〕冷 Acetoneで固定し， Paraffin法により製作し

た切片についてう Sodium_ Glycerophosphateを基

した。
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Ribon ucleaseは東京化成の結品性を使用したo

Methylgreenは merck製を使用した。

Pyronin は H " 

勢2

長3

持1



2）中毒肝は対照とした健康家兎の肝に比較して3 全

倒共に著明な変化が観察された。肝小葉は中心静脈お

よび小葉間の血管が著しく拡張し，赤血球に富み，肝

細胞索の乱れが見られた。肝細胞は核が腫大しp 細胞

質は空胞形成が著明であった。グリソシ氏鞘はll警f白：？

動脈および静脈共にやや拡張が認められた。

a 核酸

）］干細胞の仁はやや腫大し， Pyronin可染性を失い，

Methylgreenで淡く染色されていた。また対照肝で

は仁の周辺部に Methylgreenで諜染される構造が認

められるがp 中毒肝ではこの部分は Methylgreenで

淡染されていた。対照肝では細胞質内V<:.Pyroninで

濃染される物質が，中毒肝では淡染されていた。

b ケトヱノーノレ物質

クローム合剤3 鉄合剤，銅合剤および昇宋合剤の4

種で回定した，いずれの切片においても，対照肝では肝

細砲の細胞質中に微細な紫色の頼粒が少数認められる

のみであった。これに対して中毒肝では？これらの頼

粒が極めて増加しているのが観察された。

なお中心静脈，クッパー細胞，グリソシ氏鞘の各細

胞にはy これらの頼粒は認められなかった。 （写真1'

3 ' 5 ) 7' 9' 11, 13, 15, 17, 19, 21参照j

肝細胞の細胞質は対照肝，中者肝ともに，上ii己4種

の固定液で匿i定した場合，一様に淡く紫色に染色され

ており，両者の問に差異は認められなかった。

c 中毒肝における Polysaccharide, Alkaline 

Phosphatase, Acid Phosphatase, Peroxidase オ3

よび Lipaseは対照肝と比較して著変を認めなかった。

3）中毒腎は対照腎に比較して全例共に著明な変化が

観察された。すなわち皮質ではポーマシ氏腔内に赤血

球の浸出，および糸強体の充血が，髄質では血管の拡張

および充血，細尿管上皮細胞の大小不同，同細胞質の

空胞形成または崩壊，向上皮の長IJ離が観察された。

a 中毒腎皮質の特にヘジレー氏係蹄上皮細胞は細

胞質腫大し，対照腎に見出されるこの部分の Pyronin 

で諜染している物質は著しく淡染されていた。

核仁，イニ周辺部の Methylgreenで染色される構造

および核膜等はやや腫大し Methylgreenに淡染され

ていた。

髄質の細尿管上皮細胞細胞質は対照腎に見出される

Pyroninで濃染される物質が全くその染色性を失い，

Pyroninに淡染されていた。特に崩壊， 上皮の剥離

したものでは著しい。向細胞の核仁，仁周辺部の

Methylgreenで諜染される構造および核膜等はやは

り腫大し，Methylgreenの染色性を失い淡染されてい

( 172) 

るのが観察された。

lコ ケトエノーノレ物質

紫色頼粒はクローム合斉~＇鉄合剤，銅合剤，男一家合

剤等4種固定の切片ともに皮質のポーマシ氏嚢，糸tili

｛本，細尿管等の各細胞3 髄質の細尿管上皮細胞に全く

認められなかったO しかしヘンレー氏係蹄上皮細胞は

細胞質に微細な紫色頼粒が小数存在するのが観察されp

仁［＝17｛｝腎ではこの部位の同頼粒が極めて増加しているの

が認められた。皮質の細尿：1~＼； J·.皮細胞の細胞質は上記

4種回定の切片ともに一様に紫色に染色され？ これは

中毒腎，対照腎両者の差異は明らかで無かった。 （写

真2' 4 ' 6) 8 ' 10, 11, 14, 16, 18, 20参照）

c 中毒腎における AlkalinePhosphatase, Acid 

Phosphatase, Peroxidaseおよび Lipase は対照

腎と比較して差異を認めなかったo

VI考察

著者の知る限りでは従来 ThalliumChlorideの致

死量について特に観察した報告はない。

今回の著者の観察成績からみると，家兎に臨腔内注

射した場合の24～48時間後の致死率は IOOmg/kgで

は1/3~2, 150mg/kgでは3/5羽， 250mg/kgでは2/2

羽であることからp その LD50はおおよそ 150mg/

kgと推定される。従来一部報告のある Acetate,

Nitrateおよび Sulfateなどの致死量は47〕48〕49〕，被

実験動物，投与方法が多少異るとしても 5～50mg/kg

の範聞にあり，いわゆる Highlytoxicに属する49〕。

しかしこれらの Thallium塩類はいずれも水に易溶

性であるに対し， Thalliumchloride の溶解度はい

ちどるしく｛J王く， Thallium chloride (TlCl) lgが

冷水 260n1lに溶解するにすぎない。そのために吸収

が緩徐となり，特定時間内のみかけ上の致死量が大に

なるものと考察される。

臓器中の Thalliumchlorideを定量する場合，そ

の前処理に問題があり，直接灰f七法によると 2～3%

の問収率で

オ三哲Ni: の高虫点、が430°C61〕， 15~点が806°C であるが， 450°C

前後の融点をうわまわる灰イ七条件において，すでに閑

散消失するものと考えられる。また抽出i去によるとき

も20～25%であって，蛋白質による吸着性の強いこと

が認められるO しかるに硫酸添加による灰化条件では

Sulfateとなり，本塩の融点？世！？点が高いことにより

柿散が防止され， 90%前後の比較的高値の回収率が得

られたものと考えられる。

さらに Dithizonによる Pbの比色定量に際しては，

通常 Fe・・－の存在が障害となることが知られている。



しかし；thalliumの場合には各臓器中よりの Tl"の

回収率からみると 3 臓器や血液中に含有されている鉄

は比色定量j二いちどるしい影響を与えないものと認め

られる。またこの場合， Dithizon の溶媒としいて従来

月jいられている Chloroformなどのかわりに Benzol

を使用することは， Pbの場合におけると同様に，溶

媒不純物による呈色障害は特に認められない上に3 比

重が小さいため分液操作が容易となるなどの点ですぐ

れていることが確かめられた。

中毒家兎臓器中の Thalliumの定量値に関しては，

例数が少いため，ばらつぎの大きいことの理由を明併

に説明できないが＇ 11!1!11本差〉同一臓器試料の採取部位，

腹腔内注射による未吸収の Thalliumchlorideの試

料への附着などが考えられる。しかしながら各臓器開

の Thalliurn_ chlorideの定量値についてp 差の平均

値の検定を行なったところフ腎および腸の聞には危険

率5%で有意、の差が認められ，腎およびJl＋の間には危

険率20%以下で有意の差が認められた。

なお）ffおよび脇の間には有意の差は認められなかつ

た。

Munch, Sessins,_ Mazzei等50)51)52)53），栗林は急

性 Thallium中毒症の臨床症状として皮膚の乾燥？

鱗状および紅疹？爪の萎縮＇ !I甑吐，胃腸炎〉呼吸麻庫

などを報告している。しかし著者は家兎の Thallium

chloride急性中毒で、は可視粘膜の音寺血，外分i必物の著

しい増量？肢端部の冷感？後期雇の運動障害，食慾不振

などの諸症状を観察したが，特に下痢やi恒吐などの消

化器障害ならびに呼吸麻庫などの呼吸器障害を認めな

かった。可視粘膜の欝血および肢端部の冷感は極度の

心機能の低下を意味し？臨床的に考察するならば予後

不良と認められた。

急性 Thallium中毒における主要臓器の病変につ

いてはいまだ詳細な報告を見ず，特に chlorideにつ

いては全く見あたらない。 しかし Talavite54）らが

Sodium Metavanadateを用いての Vanadium中

毒， Muller55〕によるコロイド性 GermaniumOxide 

による Germaniurn＿中毒では腎に主要病変が認めら

れ，また Tranquilizer中毒に関する武田56),Sodium 

Monofl uoroaceta te中毒についての藤本らの報告57)

によると肝，腎の病変を認めている。この武IT！，藤本

らは病変について）J「小葉の欝血， )J1：細胞核のi庫大p 同

細抱質の空胞形成，細尿管上皮細胞の萎縮を伴う管腔

拡張および壊死を報告している。

されたがフ消化器系，同，~，呼吸器系にはほとんど明か

な変化は認められなかった。またさらにIF!二小葉は中心

静脈をはじめ血管が拡張し血球に富んでいることが

観察され？グリソン氏鞘は血管， IJ誉主i：が拡張し？管出

を形成する上皮細胞の核および細胞質はともにやL腫

大している。核の仁は腫大がやi認められ， RNAの

減少に基づくと考えられる Pyroninによる染色性を

失い， Methylgreenで淡染されていた。 このことは

休止核の仁は RNAが主であるが， DNAの共存に

おいて核および細胞質における蛋白合成に重要な機能

を有しているとする説，ならびに機能尤進時にしばし

ば形が大きくなるという報告からみれば58〕59）川，核

仁は機能充）生期を過ぎて機能障害をおこしているとい

うことがいえるかも知j乞ない。

また細胞質は空胞形成とともに， Ribonucleasc処

rmで消火する RNAを含む物質は Pyronin可染性が
極めて減少していることが観祭された。

一方腎のへンレ一氏係蹄の上皮細胞3 髄質の細尿管

上皮細胞の核も)J重大または消火し，細胞質の腫大フ破

壊が観察される。またこれらの核は仁が腫大し，その

Pyroninによる可染性も)J干と全く同様に認められた。

しかし細胞質の形態は破壊または脱落がみられ，外

見上の Pyronin可染性はほとんど上記に近似してい

る。

このような肝や腎の細胞の核小体において RNAが

減少するという所見が Thallium中審の場合にのみ

認められる特有の現象であるか否かは，いろいろの原

因による中毒症における観祭所見に欠けている現在で

は？明らかになし得ない。さらに Thallium 

中毒症家兎の肝および腎について3 浜崎の方法によっ

て40〕41)42）浜崎のケトエノーノレ物質について観察しp

肝細胞では細胞質中に微細な紫色に染った頼粒としてp

腎ではヘンレ一氏係蹄上皮細胞質中に同様な頼粒と

して認めたが？これらの頼粒は健康家兎の場合に比べ

ると極めて増加していた。なお上記の紫色頼粒のほか

に〉一様に紫色に染色される滴漫性物質が認められた

がうこの物質は Thallium中毒に際しては変化を起

きない。これらの頼粒および物質は Baryt水処nuに
よりフそれぞれ浜崎の KES,KEL4o)41 )42）であるこ

とが確認された。浜｜崎らの説をかりるならばフ KES 

は蛋白合成以外の面でエネノレギー消費の大きな臓器に

多量に存在する傾向があり 3 また病的な場合著明に増

加する。すなわち枚濃縮を起した場合は，核全体が呈色

して，校全体に KESがLU現L，もしも核破壊が起る急性 Thallium中古河こおいてもこれらと向1おこ／］F, 

腎の欝血3 躍i尚腫張を主病変とした変化が著明に観察 とさらに多数の KESが一時に生産される。とくに興
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味のあることは急性におこった実質変性のl~zにはフ細

胞変性がいまだ明かにならない早期に、多量の KES

が細胞質iせに現われ，微細な願位となって充満するこ

とを述べている。また KESについては核に変化がお

こると多量に生じ， KESはリポイド変性に陥り Baryt

水で分別のできない KELになると報告している。

しかし今回の観察において急性 Thallium 中毒家

兎の肝および腎において認められた KESや KELの

消長について，それが生理的にあるいは病理的にどの

ような意義を有するか，さらには Thallium.中毒と

どのような関連をもっているかなどの問題については〉

著者はなお多くの検討を要すると考えているので？こ

こでは単に観察所見を述べるに止める。

なお以上の病理解f¥'IJ学的変｛七や組織＋r:;学的変l七がい

ずれも腎において特に著明に認められることは、同時

に生化学的に定量した各i臓器中の Thallium分布量

が特に腎に多く検出されること L相関関係があると考

えられる。

Thallium について七学的性状から考察するとフ品I~

の種類によってかなり異るがp chlorideでマヱ Ag,

Pbに極めて近似する。またその水酸化物はいなどの

Alkali金属あるいは稀土類に類似するところが多い。

しかし生理的作用も化学的性状の近似性にむすびつけ

て考えられるかどうかは興味のある問題である。

すなわち Thalliumの頚急性ないし段性中毒に際

してあらわれる特異な脱毛現象は鉛中毒の場合には通

常みられないし，鉛中毒であらわれるポノレブィリン代

詩J63〕の充進にともなう血液像の変化が Thalliumで

も起りうるかどうかといった問題については？生化学

的および組織［七学的の関連において今後の検討にまち

7こい。

四要 結

Thallium chlorideを家兎腹腔1)'3に注射し，主要

i臓器？主として）ff，腎，消化器について生化学的なら

びに組織化学的に考察し，次の知見を得た。

1. Thallium chlorideの家兎腹腔内注射による

LD50は約 150mg/kg(24～48時間後の鎚苑）と推定

される。

2. ！臓器中の Thalliumを定量するにあたり，そ

の前処理は硫酸添加灰化j去によった場合，平均90.30% 

の回収率が得られ， Dithizon”Benzol j去によって

Tl Clの 10～120r/lOmlを比色定量することが可能

である。

3. 色臓器｜自の Thalliumの分{fj量は腎および似

の間では；位険率5%で有意、の差が認められ， I青と肝と

のl/.¥Jでは3 危険率20%以下で有意、の若が認められた。

4. Barbaglia氏y］＂，，同変法， Rhodamine試薬，硫

化ナトリワム試薬フクロム隙カリワム試薬を用いての

泊織l七学的観察では，組織中から ThalliL1111を証明す

ることができなかった。

しかし invitroでは Thallium.が蛋白に強く吸

着されて3 上記試薬を用いた場合の反応が障害される

ことが認められた。また蛋白障害が起らないと仮定し

ても『負荷家垣臓器中の Thallium検出量からみて，

組織中の特定部位に高濃度に偏在することがないとす

れば？使「jj反応、の鋭敏度がさらに高くないかぎり組織

化学的に Thalliumを確認することはかなり陸Ullf'.と

おもすつれる。

5. 臨床所見

Thalliu:11 chloride 注射後の家兎は1～3時間後

より比辞状J患に移行し，のち漸次後射の運動性に障害

を生じ流j民流唾および鼻汁等の分泌が盛んになる。

6. 府fii['fjlf,／＼＇リ的所見

肝フ腎の菌、血およびj困尚；堕；援を主とし，呼吸器系お

よび消色器は著変を認めなかった。

7. IJ-F細也腎のヘジレー氏係蹄ならび、に細尿f苦J二

j支細lfilの核はj庫大が認められ3 その核仁は主として

RNAの消長に基づくと考えられる Pyronin染色性

が低下することを認めた。またこれらの細胞質は空砲

形成予破壊が見られ Pyronin可染性が著しく減少し

てし、7こO

8. 腎のへンレ一氏係蹄3 上皮細fj包ならびに／J「細］包

などの細泡質にJ 浜Jli奇のケトエノーノレ物質と認められ

る！！現粒が著i珂に増加していることが観察された。

9. 11 1江腎における Phosphatase,Glycogen と

指定される PAS 陽性物質？ Peroxidase, および

Lipaseの消長に関しては著明な変色が認められなか

っ7こ。

10. これらの病j担解剖的並びに組織化学的変化と，

生化学的に定量して得た，！！干とくに腎中の Thallium

検出量が大で、あるという結果には3 ある程度の相関 l~t:

が認められた。

稿を終るに臨み？？何！懇篤なる御指導並びに御校閲を

賜わった東京医科大学教授山尾泰正博士に深甚なる謝

意を表すると共に？終始御指導を戴いた当所所長新井

養老博士及び衛生用品科長田村健夫博士に深謝し，あ

わせて本研究に御援助を戴いた当所の橋爪？中野，松

本（畠〕？松本（出）？北村博士，春田博士，原田， 111添，

各技師に感謝し，特に大石技師に深甚なる謝意を表す

る。
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写 真

No. 1 対照家兎肝 Cu, KES 12 同上腎 Fe, KES 

2 同 J：.腎 Cu, KES 13 対照家兎肝 Cr, KES 

3 中毒家兎）JF Cu, KES 14 同上腎 Cr, KES 

4 向上腎 Cu. KES 15 中毒家兎肝 Cr, :r三ES

5 対照家兎肝 Hg, KES 16 向上腎 Cr, KES 

6 向上）ff Hg, KES 17 対照家兎肝 Unna氏染色

7 中毒家兎！！「 Hg, KES 18 向上腎 Unna氏染色

8 同上腎 Hg, KES 19 兎中毒家肝 U nna氏染色

9 対照家兎）ff Fe, KES 20 同上腎 Unna氏染色

10 同上腎 Fe, IζES 21 同上 JJ←！： Unna氏染色

11 中毒家兎）J+ Fe, KES 
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xxv臨食品の放射能調査報告
〈昭和34年度〉

昭和32年9月，科学技術庁から各種食品の放射能調

査を委託されp 現在までその調査が継続されており，

昭和34年4月から昭和35年3月まではおこなった調査

結果を基告する。

1. 調査対象

(1) 農産物 10種

A 穀類玄 米....・ H ・－…期間内 4回

大 麦...・ H ・－－…期間内 3回

小 麦…………期間内 3回

B 野菜 ホーレン草…...・ H ・－・期間内 4回

キャベツ.....・ H ・・・・期間内 4聞

大 根...・ H ・－－…期間内 4回

ナ ス…...・ H ・－・期間内 3回

馬鈴しょ…………期間内 3回

c 果実梨…...・ H ・－…...・ H ・－一期間内 3回

D 茶番 茶…………期間内 2回

(2) 水産物 5種

こし、

ふな

しじみ i・H ・H ・－…………期間内各3回

＼ρ ？ト

いわし

(3) 畜産物 3種

牛 乳…・ H ・H ・－－…………期間内 6間

馬 骨...・ H ・.....・ H ・－－……期間内 2回

牛 骨...................・ e・－期間内 3巨1

2. 測定条件

次表のような装置器共を）甘いて測定を行ない，測定

法は科学技術庁指定法に従って各種食品の灰分500mg

の計数を行ない， 10Kによる天然放射能を差し51いた

補正値を人工放射能による汚染伯とした。

3. 検体の調製及び10Kの補正

検体を 105°Cで乾燥し磁製ノレツボで電気炉仁j:1

600°C以下で灰化し，灰分500mgを試料皿にとり，

無水アノレゴーノレでj問るおし，灰分が試料皿中に均等に

なるようにし？赤外線ランプで乾燥後3 デνケーター
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食

111- 数装置

数 iにみI 

使用計数管

マイカ窓の厚さ

窓からの距離

比較試 ~SI·

試材が質｜血の形態・
松西直

井垣・干

家

進太

寺
多

M科O研D放E射L線10計OA数S装－置A4 

科研鉛νーノレド型計数台

科研戸線用 G・M計数管 B-3N

1. 8mg/cm2 

工3mm（第l段目〉

科研製 UaOs500dPS A-164 

科（研！大jステンレス深製さ
径23111111 65mm) 

中で放冷して測定を行なったo4oKの補正は，灰分に

塩酸を加えて溶解させ，蒸溜水で適宜にうすめ，日立

製焔光々度計 FP-1でKを定量し，別に KCl500mg 

の計数率を実測し次の計算式を用いて補正した。

灰分 500mg当り cpm（除K)

_Ns Nb 500×灰分中K%(N!{ Nb¥ 
Ts Tb 262. 2 ¥ TK Tb/ 

±~Ns Nb SOO×灰分中K%仇 Nb 
十一一十一一一一一一一一一一一 l一一十…－Ts2 TJJ2 262. 2 ¥ TK2 i¥2 

Ts：検体測定時間（分）

Ns: Ts時間の検体のカワント数

Tb ；パックグランドの測定時間（分〉

Nb: Tb時間のパックグラブドのカクシト数

T1c : KClの測定時間（分）

N1c : TkH寺間の KCIのカクシト教

※ なお測定時の標準偏差は平方根の部分

※ 乾物又は生体lOg当りの cpmは，この灰分

の cpmより計算により算出した。

4. 考察

調査成績は表記してある通りであるが？これらにつ

いて，各品目別にど；7年度の傾向について，若二｜：の考奈

をしてみる。

(1）穀類

(a) 玄米は， 41豆！の調査を行なったがフ汚染値と

見られる結果は得られず？検体数が少ないので、



これだけで汚染なしと推論出来ないがp 大体に

おいて汚染なしと思われる状態で、あった。

{b) 大麦は，押麦と押麦にする前のものについて

調査したが3 いずれも汚染値を示した。

(c) 小麦は，製粉前のものについて調査したが、

これも若干の汚染を受けていると思われる値が

得られたO

以！？．のような結果で、あったが，これは穀類が殻部

と種実の完全剥離が閤難であるため3 殻部に付着し

たあるいはl吸着された人工放射能塵に起因している

ものと思われる。

(2）野菜

(a) ホーレシ草は34年5月には相当の汚染が見ら

れたが， 34年11月以降のものは35年1月にわず

かに月染が見られた以外は全く異常値が見られ

なかった。 35年1月のものは， 34年5月と比べ

て大幅な汚染値の減少が見られた。

{b) キャベツは34年6月に外部の葉に若干の汚染

が見られたが3 これ以外は異常値は見られず，

前年度と同じような状態、で、あった。

(c) 大根付、前年度は架部からかなりの汚染値が見

られたが3 今年度も3:1年5月， 6月は同様に明

らかな汚染を認めた。しかし， 34年11月以降

のものはフほとんど汚染が見られず3 ホーレシ

草と同様に汚染値の急激な減少が見られた。根

部は34年5月に他に比べてやや高い値を示した

だけで，ほとんど汚染を受けていないと思われ

る。

(d) ナスは前年度と同じく全く汚染値は見られな

かった。

(e) 馬鈴しよも各回を通じて全く汚染値は見られ

なかった。

以上に見られるように3 前年度からひきつづいて

相当の汚染のあった野菜類（主として葉菜〉の汚染

値が秋ぐちから急激な減少を示したことは，原水爆

実験俸止による結果のあらわれと推定でき，今後は，

Delayed fall-outが雨水により，葉菜の表面をわ

ずかに汚染する状態が続き，顕著な汚染は見られな

くなるものと考えられる。

(3) 番茶は前年度にひき続いて相当の汚染が見られ

た。しかし今後は野菜類と同じに汚染度が大幅に

減少するものと思われる。

(4) 梨は， 34年8月のものの皮部から明らかな汚染

が見られたが，これを除いて果肉部は汚染が見ら

れなかった。

(5) 魚介類

こい，ふな，いか3 いわしは毎回全く汚染は見

られなかった。しじみは前年度は相当の汚染が見

られたが，今年度は35年2月3 3月にわずかな汚

染が見られたにすぎなかった。これも今年度特に

目立ったことである。

(6) 牛乳，獣骨は共に異常値が見られなかった。

以上に見られるように，従来相当の汚染の見られた

食品の汚染度が大幅に減少し始めたことが認められ，

これは原水爆実験俸止のあらわれとして特筆されるこ

とである。この現象により，今までの野菜，茶の汚染

はJet気流に伴って連ばれた圏界面付近の Fall”out

による表面汚染が主で，今後はDelayedfall-oui；に

よる弱い表面汚染がしばらく続くであろうことが推測

でき， 35年度の調査によりとくに茶の汚染度が大幅に

減少することが期待できる。
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470出 2 I 15.出 sI 22.出 2I 23.出 lI -1.出 6 i! -0. 6±0. 4 
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4996土18 I 15. 4±0. 5 I 26. 9土1.2 I 21. 9±1. o I 5. 0±1. 6 I 13. 5土4.3 I II 

4923土12 I 14. 2士o.5 I 33. 2主l.3 I 34. o土l.3 I -o. s土1.8I -2.0土4.s I グ

4945±16 I 16. o±o. 4 I 40. 8土1.o I 38. l土l.3 I 2. 7土工.6 I 6. o土3.6 I 
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日l 表 2

；采 取測
種類 1品 種 音F 1s'L j采 耳元 j也

年月日 年月日

者1 i長十郎 果肉部 世間ケ谷区砧 34. 7.25 34. 8. 7 
I! 
（皮部

!! 34. 8.22 34. 9.15 

／／ 果 肉部 !! ／／ ／／ 

I! 果肉苦I~ !! 34. 9.25 34.10.20 

緑茶｜番 ：ノFヒ1、 八 王 子 34. 7.29 34. 8. 6 

I! 
／／ 34. 8.27 34. 9. 7 

こし、 i i皮肉部 世間ケ谷区砧 34. 8.22 34. 9.15 工30! 76. 2! 
!! !! 34.12.11 34.12.25 2001 79. 8 

／／ ／／ 1S. 2.26 35. 3. 8 

／／ ／／ 34. 8.22 34. 9.15 

／／ ／／ 34.12.11 34.12.25 

II II 35. 2. 26 35. 3. 18 

根 Jll 35. 1.13 

!! !/ 35. 2.29 

!I ／／ 35. 3. 9 

35. 1.13 

!I 35. 2.29 

!/ 35. 3. 9 

35. 2.29 3 

!! 35. 3. 9 35. 3.21 

関西方面 35. 3. 26 35. 4. 4 

牛乳｜市 乳 （森永乳業〉 埼玉県榛沢 34. 4.27 34. 5.11 

!/ （雪印乳業〉 長 野F 県 !I !I 

!I （明治乳業） す半 馬 県 !! !/ 

／／ 伊 立大島 34. 7.28 34. 8.10 

／／ ／／ 34.11.26 34.12. 8 

／／ !! 35. 2.13 35. 2.19 

牛 骨｜朝4鮮才牛（ヌキ牡〉 RiJ F悶a. 1L1 丞／01、l 県 35. 1.13 35. 2.25 

牡朝鮮牛
7才

／／ ／／ 35. 1.13 35. 2. 25 i 一！伊当
ホノレスタイ

酔II F悶!, 北多摩郡三鷹 35. 2. 20 35. 2. 25 
シqt 9才

馬 骨｜牡サラ（セ10ン才〉 日力 ょ問a. 
古川市へ移る｜お 135. 2.お｜

雑牡種（セ23ン才） f!I;、l ,n日ヨ， n:j多摩郡 35. 2. 20 35. 2. 25 。
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比計較数試料率 計自 数 然率
除 K 試料計数率

灰当分り~~g~5 乾り物｛g:m当〉 I 備 考

(cpm) (cpm) 

50ll土工8 15.1±0. 5 57.4士1.6 53.9土1.6 3. 5土2.3 2.3ごと1.5 洗 後

4929±22 工4.8土0.5 38.3土1.4 21. 3±1. l 工7.0土1.8 5. 8土0.6 II 

II II II II 48. 5土1.5 49.6土l.5 -0.9土2.1 -0. 5:f:l. l II 

5620土22 工5.2士0.5 48. 8±1. 5 52.2土1.6 -3.4士2.2 -2. 5土1.6 II 

4783土工6 工5.9土0.5 工50.8士2.4 34. 6土Ll ll6.2土2.7 98. s±2. 3 I 風乾物lOg当りcpm

4963土41 15. 0土0.5 126.6士2.2 38. 2±1. l 88.4土2.5 85. 7土2.4 ／／ 

4929士22 14. 8こと0.5 20. 4±0. 6 22.8士1.1 2.4士1.3 -2. 5土1.4

4993士22 15.3圭0.5 27.l土1.2 26. 2±1. l 0.9土l.7 0.9土l.7 II 

4958土18 I 15. 7エ0.6 29.2主0.9 29.3土1.2 0. l土1.5 -0.l土1.3 i ／／ 

4292±22 14.8土0.5 ll.2土L0 13.l土0.9 1.9土1.3 -2. 5±1. 4 : ／／ 

4993土22 15. 3±0. 5 25.9土1.2 25.0土L工 0. 9土工 7 1.2土2.3 II 

4958土工8 15. 7土06 21.6土l.3 21. 3±1. 0 0.3士1.6 0.4土2.3 II 

4970土18 15.8土0.5 9.2±0.9 I 9.8士0.9 -0.6土1.3 0.4土1.0 

4958士18 15.7士0.6 13.3圭1.1 8.5土0.6 4.8土1..3 II 

4923土12 14.2土0.5 13.1土1.0 4.8土0.5 8.3土1.1 6.1土0.8 II 

4970土18 15.8土0.5 20.3土l.2 工9.6土1.3 0. 7土1.8 1.2土3.0

4958士18 15.7ごた0.6 24. 7士1.3 24.4土L工 0. 3士l.7 0.3土l.9 

4923±12 工4.2士0.5 18. 8±1. 2 15.9土0.9 2.9土1.4 3. 7土1.8

4958土工8 15. 7土0.6 16. 0±1.工 工6.2±0. 9 -0.2土工 4 -0.3土2.4

4923±12 14.2土0.5 22. 7土l.l 20.0土工.0 2. 7土l.5 3. 5±2. 0 

4983土18 工5.工土0.7 工7.7土1.3 18. 7±1. 0 -1.0土l.7 -1.4土2.4

5084土18 15. 4±0. 7 30. 7土1.4 27.l土1.1 3. 6土1.8 4.4土2.2 白金皿を用いて灰イ七

II ／／ II ／／ 28. 5±1. 4 27. 8±1. l 0. 7士1.8 0.9土2.2 II 

II II II II 29.2土1.4 27. 2±1. l 2.0土1.8 2.5主2.2 II 

50工7土18 工5.6土0.4 28. 8±1. 2 28 8土0.8 0土1.5 0土2.1 II 

4951±22 15. 3±1. 3 27. 5土1.3 27.9土L1 -0.4土1.7 -0.6土2.6 " 
工4.6土0.5 25.9土1.2 24.8土工.6 1.1土2.0 1. 5土2.7 ／／ 

5053土18 I 15. o士0.5 1.2土0.9 0.2土0.1 1. O土0.9 ※8. 2土7.4 含骨む髄部も ※当は生体lOg
りcpm

／／ II II II I 1. 3土o.9 I 0. 3土0.2 1.0土0.9※10. 2土9.2 II II 

／／ II II II 、 。 1.6土0.8※工7.2土8.6I II II 

II II I II II I 2.4土0.9 0.6±0.2 1. 8土0.9※11.1土5.5 I II II 

II II I II 11 I 0.1土0.8 。 0.1士0.8 ※1.2土9.8 I II II 
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XXJX 陸水の放射能調査報告（昭和34年度）

昭和32年以降科学技術庁の委託により，陸水の放射能

調査を継続施行しているが，本報告は昭和34年4月か

ら35年3月まで、に行なった調査結果で『ある。

今年度は天水（伊豆大島）と三河島の下水は毎月 1

水質試験科長尾 元 ~t

一村 秀

日， J二水（青梅市沢井水道〉と伊豆大島の貯水槽中の

沈澱物は年間3回調査した。その結果は次の如くであ

る。

最高c.p.m/l 最低c.p.m/l 平均儒c.p.m/l

上水（沢井水道の原水と蛇口水〉 5.67 1. 85 

下水（三河島汚水処理場の放流水〉 13. 30 2.23 5.40 

天水（伊豆大島保健所の水〉 51. 90 3. 60 11. 80 

沈殿物（伊豆大島， 5カ所〉 331. 67(c.p.m/g) 7.67 124.50 

以上の結果から，上水，下水は例年同様，特に異常

は認められない。大島の天水と沈i般物は昨年度より高

い計数率を示している。

大島の天水においては？とくに5月， 6月， 7月が高

く， 10c.p.m/l以上を示した。又貯水槽の沈殿物は今

年度から家外の沈殿物の多い所を選んだ。この結果は

高い計数率を示している。

以上，総合的に上水，下水にはほとんど放射能汚染

は認められないが3 伊豆大島のように雨水を使用して

いる地区はまだ汚染が充分認められる。

使用機械

数 装 置 東芝製 No.20510 

数 fコ_,. 
r 

イ史 用 数 管 G .1¥在． B-5 

マ イ カ窓の厚さ 1. 9mg/cm2 

宮•lニι、 か ら の 日目 離 1段目約lOmm

比 較 2式 i会｜ D-44及び科研製UaOs A-190 

試料血の形状材質等 科研製ステシレススチーノレ製 内径23mm高き60mm
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上

採

料号番試
水温

数 タ－－手 (cpm) 
蒸残留発物

水 採 水 地 採水部位 採水日時 測定月日 備考

月
（。C)

比較試料 自然計数率 試料計数率 同 c.p.m/l mg/l 

青梅市沢井水道 蛇口水 19.3 
'34. 7.工5

34.8. 7 
D-44 

16. 600±0. 744 17. 533±0. 764 0.933土1.067 98.25 
34 

PM. 5.00 1600.0土工7.889

7 

215 同 J ：二 原水 ユ7.3 7.ユ5 8. 7 
D-44 

ユ6.600±0. 744 工7.666士0.767 1. O工O土工.069 40.02 p h在.4. 30 エ600.0土17.889

230 同 原水 9.2 ユ1.1工 エユ.16
D-44 

工6.783±0. 748 16. 400 ± 0. 739 - 383±1. 052 45.46 p h在.4. 30 工528.6土工7.485

11 

23ユ 同 蛇口水 10. 7 
工1.11

エ1.16
D-44 

] 6. 783土0.748 22. 467±0. 865 5. 683土1.144 45.44 PM. 5. 00 1528.6土工7.485

D 

同 原水 4.4 
35.2.27 工511土ユ7.378

16. 767±0. 748 16.867土0.750 0.工00±1.10工 30.09 PM.4. 30 35.3.2 ~9?1~ 0土31.52835 

2 D-44 

同 J二 蛇口水 7. 5 
2.27 工5ユl土工7.378

ユ6.767土0.748 18.367土0.782 1.600土工.082 39.15 PM. 5. 00 3.2 UsOs 
4971. O土31.528

＼
l
j
 

’’’hw 
－
 料（試7]<. 

（
一
戸
∞
吋
）



料

採

料試番号
水温

数 「京- (cpm) 
蒸残留発物 備考！水 採 水 地 採水部位 採水日時 測定月日

月
（。C)

比較試料 自然計数率 試料計数率 同 cpm/l mg/l 

134. 
放流水 Jユ7.oi 34. 4. 21 D-44 

23. 733土o.889 I 4 工93三河島汚水処理場 p E在 1.3034.5.24 1587.6土工7.819 17.033土o.754 6. 700土L工66 620.90 

5 200 同 i二 向上 21.0 p M 5. ~~ 30 6.10 D-44 工6.工67土0.734 21.177土0.852 5. 010±1.125 305. 1670.2土18.277

6 21] 間 J:: 同上 22.0 
6. 30 7. 2 D-44 9.466土0.562 21.833土0.853 12.360土1.02工 299. !5 p E在 20.0 ユ492.6土工7.276

7 216 同 J二 向上 28.2 
7.3ユ 8. 7 

D-44 
16.600土0.744 ユ9.667±0. 810 3.0工O土1.099 460.06 PM  2.30 1600.0土工7.889

8 220 同 J:. 同上 26.0 
8.25 9.14 

D-44 
工S.600土o.721 28.900土0.98工 13.300土1.2工8 230.86 PM  1.30 工625.6土18.031

9 226 同 上 向上 25.0 
9.15 10. 3 

D-44 
16.367土0.739 工8.600土o.787 2.233土1.080 729. '7 

PM  11. 20 工495.0土工7.291

エ0 228 同 上 向上 19.0 
10.26 11. 9 

D-44 
ユ6.600±0. 744 20.133±0. 819 3.533土L工07 586. 14 

PM  l. 40 1471. 0±17.152 

一一一

ユl 232 同 J二 同上 13.5 
11.26 エ2.15D-44 15.467土0.718 工8.700土o.792 3.233土工.067 771. 7 
PM  l. 30 エ488.6土工7.255

工2.10 D-44 
ユ2 239 同 ー！乙 同上 14.0 PM  2. 30 

35. 1. 6 
工561.6土工7.673

ユ6.333土o.738 20.300土0.823 3.967土LエOS 446. 

D-44 
35. 

l同 jニ 向上 9.8 
35.1.18 1.29 

1531土工7.499
工6.467土0.74工 19.867土0.814 3.400士1.101 776.4工

工 PM  2. 30 UaOs 
5002.ユ土31.630
D-44 

2 3問 上 向上 ユ2.3
2.25 3. 2 エ511土工7.378 ユ6.767土0.748 ユ9.533土0.807 2.767土L工00
PM  2. 30 Us Os 

4971.0土31.528
D-44 

3 7同 j二 向上 13.l 
3.25 3.29 

工577.6土ユ2.560 25.050土L119 32.850土1.282 7.850士1.702 885. UaOs 
5302.l土23.026

（試7l<. 下

（一戸∞∞）



天採

料番号試
水温

言十 数 率 (cpm) 
蒸残留発物

水 採 水 地 外観 採水日時 測定月日 備考

月
（。C)

比較試料 i自然計数率｜試料計数率｜同叩 mg/l 

34. 
196 大島保健所 17.033土0.754 22.833土0.872 5.800土1.153

4 34. s. 24 1587. 6土工7.819
一
5 203 問 上 向上 工6.167土o.734 68.067土1.506 51.900土1.6766・ 10 1670. 2土工8.277 23.16 AM  11.00 

6 212 問 上 向上 エ6.1
9. l 7. 2 D-44 9.466土0.562 35.966土L095 26. 500土1.23工 24.58 p E在 4.35 ユ492.6土工7.276

一
7 同 上 向上 8. 7 

D-44 
工6.600土0.744 27.033土0.949 10.433土1.206 27.4工1600.0土工7.889

8 開 J二 向上 24.0 
8.31 9.14 D-44 工5.600土o.721 22.633土0.866 7.033土L129 26.29 PM  1.55 1625.6土工8.031

D-44 
9 227 同 上 向上 22.4 

9.29 
ユo.3 エ6.367土0.739 24.533土0.904 8.167土1.168 54.91 PM  2.00 エ4.950土17.291

10 229 同 上 向上 20.3 
エ0.29

エユ． 9 
D-44 

エ6.600土0.744 18.133土o.777 1.533土1.076 65.62 PM  0.05 1471. O土ユ7.工52

工工 233 同 上 同上 ユ8,0
ユ1.10 12.15 D-44 工5.467土o.718 エ9.067土0.797 3.600土1.073 52.03 PM  3.02 1488.6土ユ7.255

エ2 240 同 上 同上 エ4.8
工2.21 35 1. 6 D-44 工6.333±0. 738 24.400土0.902 8.067土1.165 55.32 AM  10.30 1561.6土17.673

D-44 
35. 

2 国 上 同上 エ4.0
35. 1.15 

1.29 0エ5只31土工7.499 16.467土0.748 20.667土0.830 4.200土1.112 67.20 
エ AM  11.13 Us s 

5002.2土31.630
身 D-44 

2 4 同 上 向上 10.7 
2.15 

3. 2 0エ5只11土工7.378 工6.ユ67土0.741 20.133土0.819 3.367土L工09 69.17 PM  2.55 Us s 
4971. O土31.528
D-44 

3.10 エ577.6土工2.560
3 同 J二 向上 AM工1.30 3.29 UsOs 22. 010±1. 050 32.050土1.266 10.040土工.645 38.72 

5302.工土23.026'
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大島の貯水槽中の沈澱物
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人較比

量問問
問

｝

残
一
は
私

乾
ロμ
同
月定測月集採番試地集採

数採集月

6. 6.22 1.000 … 116即日間「……7邸

6. 18 6.22 1.000 1600. 0土工7.800 16. 030土0.730 24.460土o.903 8. 430土1.162

... 6.18 1.22 1.000 1600. 0土工7.800 16. 030土0.730 62. 030土工.437 46. 000壬1.613

9. 7 9.14 1.000 工625.6土工8.031 15. 600土0.72工 86. 567±1. 699 70. 967±1. 846 

9. 7 9.工4 0. ;7 ユ625.6土18.031 ユs.600土0.721 214. 767土2.676 I (285. 871土4.20工〉

9. 7 9.14 l. 000 

9. 7 9.14 0.29342 1625.6土工8.031 15. 600土0.721 153. 900土2.265 504土8.工01)

9. 7 9.14 0. 62776 1625. 6:1:ニエ8.031 15. 600土0.721 工98.667土2.440 (259. 759土4.070) 

12. l 12. E 1.000 1529.8土工7.463 15.867土0.727 エ61.033土2.3工3 145.167土2.424

工2.工 12. 5 工.000 工529.8土17.463 工5.867土0.727 46.400土1.244 30.533土1.44工

12. l エ2. 8 l. 000 エ529.8土工7.463 15.867土0.727 25. 533土0.886 : 7.667土工.146

エ2.l 12. 8 1.000 ユ529.8土工7.463 15.867土0.727 347. 533土3.404 331. 667土3.480

工2.1 工2.s: 1. 000 1529.8土工7.463 エ5.867土0.727 83. 500 ± l. 668 67. 633土工.820 

34. 
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